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令和３年第３回玉名市議会定例会会期日程表 
（会期 ２月２６日から３月２６日までの２９日間） 

 
月 日 曜 開議時刻 会議別 摘       要 

２ ２６ 金 午前10時 本会議 

開会宣告 
会議録署名議員の指名 
会期の決定 
市長あいさつ 
市長提出議案上程 
提案理由の説明 

２ ２７ 土  休 会 （市の休日） 

２ ２８ 日  休 会 （市の休日） 

３ １ 月  休 会 （一般質問発言通告締切 正午） 

３ ２ 火  休 会  

３ ３ 水  休 会  

３ ４ 木  休 会  

３ ５ 金  休 会  

３ ６ 土  休 会 （市の休日） 

３ ７ 日  休 会 （市の休日） 

３ ８ 月 午前10時 本会議 一般質問 

３ ９ 火 午前10時 本会議 一般質問 

３ １０ 水 午前10時 本会議 一般質問 

３ １１ 木 午前10時 本会議 
一般質問 
議案の委員会付託 

３ １２ 金  休 会  

３ １３ 土  休 会 （市の休日） 

３ １４ 日  休 会 （市の休日） 

３ １５ 月 午前10時 委員会 総務委員会 

３ １６ 火 午前10時 委員会 総務委員会 

３ １７ 水 午前10時 委員会 建設経済委員会 

３ １８ 木 午前10時 委員会 建設経済委員会 

３ １９ 金 午前10時 委員会 文教厚生委員会 

３ ２０ 土  休 会 （市の休日） 

３ ２１ 日  休 会 （市の休日） 

３ ２２ 月 午前10時 委員会 文教厚生委員会 

３ ２３ 火  休 会  

３ ２４ 水  休 会  

３ ２５ 木  休 会  

３ ２６ 金 午前10時 本会議 
委員長報告 
質疑・議員間討議・討論・採決 
閉会宣告  



 

 

第 １ 号 

２月２６日（金） 
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令和３年第３回玉名市議会定例会会議録（第１号） 

議事日程（第１号） 

令和３年２月２６日（金曜日）午前１０時００分開会 

開 会 宣 告 

日程第１  会議録署名議員の指名 

日程第２  会期の決定 

日程第３  市長あいさつ 

日程第４  市長提出議案上程 

（議第４号から議第３６号まで） 

議第４号  令和２年度玉名市一般会計補正予算（第１５号） 

議第５号  令和２年度玉名市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号） 

議第６号  令和２年度玉名市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） 

議第７号  令和２年度玉名市介護保険事業特別会計補正予算（第４号） 

議第８号  令和２年度玉名市浄化槽整備事業特別会計補正予算（第２号） 

議第９号  令和２年度玉名市九州新幹線渇水等被害対策事業特別会計補正予算（第３

号） 

議第１０号 令和２年度玉名市水道事業会計補正予算（第３号） 

議第１１号 令和２年度玉名市公共下水道事業会計補正予算（第４号） 

議第１２号 令和３年度玉名市一般会計予算 

議第１３号 令和３年度玉名市国民健康保険事業特別会計予算 

議第１４号 令和３年度玉名市後期高齢者医療特別会計予算 

議第１５号 令和３年度玉名市介護保険事業特別会計予算 

議第１６号 令和３年度玉名市浄化槽整備事業特別会計予算 

議第１７号 令和３年度玉名市水道事業会計予算 

議第１８号 令和３年度玉名市公共下水道事業会計予算 

議第１９号 令和３年度玉名市農業集落排水事業会計予算 

議第２０号 玉名市新型コロナウイルス感染症対策に係る金融円滑化特別資金利子補給

金基金条例の制定について 

議第２１号 玉名市民会館条例の一部を改正する条例の制定について 

議第２２号 玉名市附属機関の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定につい

て 

議第２３号 玉名市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一

部を改正する条例の制定について 

議第２４号 玉名市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定につ
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いて 

議第２５号 玉名市一般職員の旅費に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

議第２６号 玉名市児童遊園地条例を廃止する条例の制定について 

議第２７号 玉名市差別をなくし人権を守る条例の一部を改正する条例の制定について 

議第２８号 玉名市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について 

議第２９号 玉名市墓地公園条例の一部を改正する条例の制定について 

議第３０号 玉名市企業立地促進条例の一部を改正する条例の制定について 

議第３１号 玉名市金栗四三翁住家・資料館条例の一部を改正する条例の制定について 

議第３２号 玉名市新玉名駅自動車駐車場条例の一部を改正する条例の制定について 

議第３３号 玉名市水防協議会条例の一部を改正する条例の制定について 

議第３４号 玉名市社会体育施設条例の一部を改正する条例の制定について 

議第３５号 玉名市水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条

例の制定について 

議第３６号 普通財産の無償貸付けについて 

日程第５  提案理由の説明 

散 会 宣 告 

‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ 

本日の会議に付した事件 

開 会 宣 告 

日程第１  会議録署名議員の指名 

日程第２  会期の決定 

日程第３  市長あいさつ 

日程第４  市長提出議案上程 

（議第４号から議第３６号まで） 

議第４号  令和２年度玉名市一般会計補正予算（第１５号） 

議第５号  令和２年度玉名市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号） 

議第６号  令和２年度玉名市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） 

議第７号  令和２年度玉名市介護保険事業特別会計補正予算（第４号） 

議第８号  令和２年度玉名市浄化槽整備事業特別会計補正予算（第２号） 

議第９号  令和２年度玉名市九州新幹線渇水等被害対策事業特別会計補正予算（第３

号） 

議第１０号 令和２年度玉名市水道事業会計補正予算（第３号） 

議第１１号 令和２年度玉名市公共下水道事業会計補正予算（第４号） 

議第１２号 令和３年度玉名市一般会計予算 
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議第１３号 令和３年度玉名市国民健康保険事業特別会計予算 

議第１４号 令和３年度玉名市後期高齢者医療特別会計予算 

議第１５号 令和３年度玉名市介護保険事業特別会計予算 

議第１６号 令和３年度玉名市浄化槽整備事業特別会計予算 

議第１７号 令和３年度玉名市水道事業会計予算 

議第１８号 令和３年度玉名市公共下水道事業会計予算 

議第１９号 令和３年度玉名市農業集落排水事業会計予算 

議第２０号 玉名市新型コロナウイルス感染症対策に係る金融円滑化特別資金利子補給

金基金条例の制定について 

議第２１号 玉名市民会館条例の一部を改正する条例の制定について 

議第２２号 玉名市附属機関の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定につい

て 

議第２３号 玉名市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一

部を改正する条例の制定について 

議第２４号 玉名市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定につ

いて 

議第２５号 玉名市一般職員の旅費に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

議第２６号 玉名市児童遊園地条例を廃止する条例の制定について 

議第２７号 玉名市差別をなくし人権を守る条例の一部を改正する条例の制定について 

議第２８号 玉名市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について 

議第２９号 玉名市墓地公園条例の一部を改正する条例の制定について 

議第３０号 玉名市企業立地促進条例の一部を改正する条例の制定について 

議第３１号 玉名市金栗四三翁住家・資料館条例の一部を改正する条例の制定について 

議第３２号 玉名市新玉名駅自動車駐車場条例の一部を改正する条例の制定について 

議第３３号 玉名市水防協議会条例の一部を改正する条例の制定について 

議第３４号 玉名市社会体育施設条例の一部を改正する条例の制定について 

議第３５号 玉名市水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条

例の制定について 

議第３６号 普通財産の無償貸付けについて 

日程第５  提案理由の説明 

散 会 宣 告 

‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ 

出席議員（２０名） 

  １番 坂 本 公 司 君  ２番 𠮷 田 真樹子 さん 
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  ３番 吉 田 憲 司 君  ４番 一 瀬 重 隆 君 

  ５番 赤 松 英 康 君  ６番 古 奥 俊 男 君 

  ７番 北 本 将 幸 君  ８番 多田隈 啓 二 君 

  ９番 松 本 憲 二 君 １０番 德 村 登志郎 君 

 １２番 西 川 裕 文 君 １３番 嶋 村   徹 君 

 １４番 内 田 靖 信 君 １５番 江 田 計 司 君 

 １６番 近 松 惠美子 さん １８番 前 田 正 治 君 
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午前１０時００分 開会 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

○議長（内田靖信君） おはようございます。ただいまから、令和３年第３回玉名市議会

定例会を開会いたします。 

日程に入ります前に申し上げます。 

今般の新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、マスクの着用を許可いたし

ます。また、傍聴人についても同様といたします。 

これより、本日の会議を開きます。 

なお、今期定例会への説明員の出席につきましては、地方自治法第１２１条の規定に

より、お手元に配付しております報告のとおり、あらかじめ出席を要請しておきました

ので、御了承願います。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（内田靖信君） 日程第１、「会議録署名議員の指名」を行ないます。 

会議録署名議員は、会議規則第８８条の規定により、議長において指名いたします。 

北本将幸君、多田隈啓二君、以上の両君を指名いたします。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

日程第２ 会期の決定 

○議長（内田靖信君） 日程第２、「会期の決定」を議題といたします。 

お諮りいたします。このたびの定例会の会期については、２月１９日の議会運営委員

会の結論に基づき、本日から３月２６日までの２９日間にいたしたいと思います。 

これに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（内田靖信君） 御異議なしと認めます。よって、会期は、本日から３月２６日ま

での２９日間に決定いたしました。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

日程第３ 市長あいさつ 

○議長（内田靖信君） 日程第３、「市長あいさつ」を行ないます。 

市長より発言の申出があっておりますので、これを許可いたします。 

市長 藏原隆浩君。 

［市長 藏原隆浩君 登壇］ 

○市長（藏原隆浩君） 皆様、おはようございます。 

令和３年第３回玉名市議会定例会の開会に当たりまして、ごあいさつを申し上げます。 

議員の皆様におかれましては、御多忙の中、御出席を賜り、御審議いただきますこと
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に対し、誠にありがたく、厚く御礼を申し上げる次第でございます。 

本議会には令和３年度当初予算案をはじめ、令和２年度補正予算案などの議案を御提

案いたしております。御審議をお願いするに当たり、提案理由と市政運営に関する基本

的な考え方、そして予算案に計上しております主要事業について御説明申し上げ、議員

各位並びに市民の皆様に対し、御理解と御協力をお願いするものでございます。 

まず、今年度を振り返ってみますと、まさしく世界中が新型コロナウイルス感染症の

対応に迫られた１年であったように思います。現在、第３波の感染状況は、落ち着きを

見せ、新規感染者数も全国的に減少傾向にありますが、いまだ東京都をはじめとした１

０都府県におきましては、緊急事態宣言が継続されているところであり、まだまだ予断

を許さない状況に変わりはなく、引き続き、感染防止対策の徹底が求められているとこ

ろでございます。 

また、熊本県におきましては、延長されておりました県独自の緊急事態宣言が、今月

１７日をもって終了したところであり、このことにつきましては、私も安堵していると

ころでございます。県のリスクレベルも現在は、レベル３、警報に引き下げられ、一時

期は６０％を超えていました病床使用率も２月１７日現在で、１４％と落ち着き、医療

提供体制も改善傾向にある状況となっております。 

しかしながら、熊本県・熊本市新型コロナウイルス感染症対策専門家会議の見解では、

県内各地で感染は散発的に報告されており、油断により感染防止対策が弱まるとすぐに

再増加に転じるおそれがあるとされ、今後も油断が生じることがないよう、県民の皆様

への感染防止対策の徹底を強くお願いされているところでございます。 

また、一方で収束への切り札として期待されておりますワクチン接種問題につきまし

ては、２月１７日から全国で先行接種が開始され、今後は、治験データの分析等が加速

していくものと思われます。これまでも申し上げてきましたが、本市におきましても、

このワクチン接種につきましては、円滑な実施に向けて、万全の体制を構築してまいる

所存でございます。 

さて、令和２年度のこの１年、本市の状況について振り返ってみますと、議員の皆様

も御承知のとおり、コロナ問題に奔走した１年でありました。これまで経験したことが

ない非常事態に遭遇し、例年になく臨時議会を開催することとなり、議員の皆様にも大

変御苦労をおかけしましたが、市民の命と暮らしを守るために、私といたしましては、

日々、職員と議論を重ね、知恵を出し合い、スピード感をもって、本市独自の緊急経済

対策を実施させていただいたところでございます。 

しかしながら、その一方で、コロナの影響により、本市、または地域の各種イベント

や行事ごとが、中止または規模縮小となりました。この現状は、感染防止の観点上やむ

を得ないことではありましたが、準備された時間や関係者の御苦労、そしてこれまでの
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伝統などを考えますと、非常に残念であったと感じているところでもございます。 

このように閉塞感のあった重苦しい１年ではありましたが、明るい出来事もございま

した。まず、地域情報化推進事業といたしまして、光ブロードバンド未整備地域への基

盤整備が、昨年度末で完了し、これまで未整備であった旧玉名市の一部や横島町、天水

町において、昨年４月からようやく光回線を御利用いただけることとなりました。この

ことにより玉名市内全域で光インターネットサービスが利用できることとなり、生活の

利便性向上と企業誘致の立地条件向上へつながったものと考えております。 

昨年６月には、市民の念願でありました玉名市民会館ホールがオープンをいたしまし

た。今後、玉名市民の芸術文化の拠点として、大いに活用していただきたいと思ってお

ります。 

また、高齢者の日常生活の移動手段対策といたしましては、みかんタクシー、しおか

ぜタクシー、いちごタクシーに続き、昨年１０月から小田、梅林地域を対象にいだてん

タクシーを新設し、乗り合いタクシーの運行エリア拡大を図ってまいりました。市民の

皆様からは、「日ごろの買物や通院の際、利用させていただいて助かっている」との感

想も寄せられているところでございます。 

そして今年は、九州新幹線の全線開業からちょうど１０年を迎えますが、開発がなか

なか進んでこなかった新玉名駅周辺整備につきましては、昨年８月に、具体的な整備手

法について定めた新玉名駅周辺整備方針を策定いたしました。本件につきましては、用

地買収等の諸問題はあるものの、本市の将来計画を見据えて、引き続き、着実な整備推

進に努めてまいりたいと考えております。 

さらに今年度は、市民の生命と財産を守るための地域医療の拠点と地域防災の拠点も

完成いたしました。３月１日に開院いたします、くまもと県北病院は、病床数４０２床

と、県北最大規模の病院となっており、災害拠点病院としての機能を有するほか、２４

時間小児医療体制や検診機能の充実、さらには、熊本大学病院との連携による高度医療

の推進等が期待されているところでございます。 

また、同じ時期になりますが、有明消防本部及び玉名消防署が開業する運びとなって

おります。当施設は、大規模地震災害発生時にも防災の拠点として機能を維持できる強

度の耐震性能を有しており、さらに市民の防災意識を高めることを目的とした防災学習

センターも併設されているところでございます。 

このように政策の推進に関しましては、ある一定の成果があったものと感じていると

ころでございますが、喫緊の課題となっております新型コロナウイルス感染症対策のほ

か、公共施設の適正配置計画、子育て支援の強化や高齢者対策など本市を取り巻く環境

は依然として厳しく、まだまだ多くの課題が残されていることも事実でございます。引

き続き、課題解決に向けて誠心誠意、取り組んでまいりたいと考えているところでござ
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います。 

それでは、令和３年度当初予算案について御説明いたします。 

まず、国におけます地方財政の見通しにつきましては、新型コロナウイルス感染症の

影響により地方税等が大幅な減収となる中、地域社会のデジタル化や防災・減災、国土

強靱化、地方創生の推進、地域社会の維持・再生等に取り組みつつ、公共施設等の老朽

化対策・維持補修のための経費や社会保障経費の自然増などにより、依然として大幅な

財源不足が生じると見込まれております。このため、国は、地方財政対策として、激甚

化・頻発化する災害への対応として防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策、

これを踏まえ緊急自然災害防止対策事業費及び緊急防災・減災事業費の対象事業を拡充

した上で、事業期間を５年間延長して対応することとしているところでございます。 

また、普通交付税等の一般財源総額につきましては、新型コロナウイルス感染症の影

響により地方税等が大幅な減収となる中、行政サービスを安定的に提供しつつ、防災・

減災、国土強靱化の推進などの重要課題に取り組めるよう、令和２年度を０.２兆円上

回る額を確保し、地方財政への対応を行なうこととされております。 

このような中、本市の令和３年度の当初予算は、将来にわたって持続可能な財政基盤

を確立するために、市税の確保はもとより、ふるさと寄附金のさらなる増加に努めるな

ど、自主財源の確保を図るとともに、行政評価結果の的確な反映と事務事業の徹底した

見直しを行ない、ポストコロナを見据えたニューノーマル社会の到来を念頭に予算編成

を行なってまいりました。また、市総合計画に基づき、優先的・重点的に実施する施策

を積極的に推進しつつ、笑顔をつくる１０年ビジョンの基本目標の達成に向け、市民生

活の安定・まちづくりの充実・行政運営の進化の３原則の取組を推進し、その実現に向

けて優先度の高いものから着手していくことといたしました。この結果、令和３年度玉

名市一般会計予算案は、３１２億２,３００万円となり、前年度と比較しまして３.２％

の減となります。 

それでは、当初予算の主な内容につきまして、笑顔をつくる１０年ビジョンの３原則

に沿って重点化した事業を中心に御説明いたします。まず、1つ目の原則、市民生活の

安定の分野でございます。 

１点目に地域公共交通対策事業でございますが、この事業は、市民の生活の足として

重要な役割を担っており、持続可能な交通体系を構築する必要がある一方で、利用者数

の減少により乗り合いバス事業者等の収益悪化や市の財政負担の増加等が、大きな課題

となっております。このような状況ではありますが、特にお年寄りや学生などの日常生

活における移動手段を確保するため、路線バス運行事業者と路線の見直しを図りながら、

地方バス路線維持費に係る補助を行ない、公共交通の利便性の確保を行なっております。 

また、交通不便地域の解消といたしましては、天水・河内エリアにみかんタクシーを、
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滑石・岱明エリアにしおかぜタクシーを、大浜・豊水・横島エリアにいちごタクシーを

運行させ、令和２年１０月からは小田、梅林地域で、いだてんタクシーの運行を開始し

たところでございます。今後の取組といたしましては、地域住民の日常生活における移

動手段を確保するため、令和４年４月からいだてんタクシーの玉陵中学校区全域へのエ

リア拡大や、玉南中学校・天水中学校区への新たな公共交通の導入に向け、準備を進め

てまいりたいと考えているところでございます。 

２点目に放課後児童健全育成事業につきましては、利用児童の増加に伴い、玉陵小学

校の学童クラブを１クラブ増やし、市内１９クラブで実施するもので、共働き世帯等の

就労支援に寄与するものでございます。 

３点目に情報教育推進事業といたしまして、今年度は、児童生徒、教師用タブレット

パソコン約５,４００台や校内ネットワークなどＩＣＴ環境整備を行なっており、これ

により、情報機器の操作の習得やＩＣＴを活用した授業改善が図られるものと期待して

いるところでございます。そのため、より効果的な情報教育を推進するために、新年度

よりＩＣＴ支援員５名を配置し、２１小中学校へ訪問していただき、学校教育における

情報化の推進を実務的に支援することとしております。 

次に、２つ目の原則、まちづくりの充実の分野でございます。 

１点目に境川改修事業でございますが、これは懸案事項でもあり、特に近年の豪雨に

より境川流域の春出地区及び中尾地区で冠水被害が多発しており、地域住民の不安要素

となっております。そのため冠水被害の軽減・解消対策といたしまして、当該地区にお

いて境川へ流れ込む排水路整備工事を行なうもので、令和３年度に着工し、令和６年度

での完了を予定しているところでございます。 

２点目に新玉名駅周辺整備事業でございます。今年度は、新玉名駅第２駐車場西側６.

７ヘクタールの開発促進に向け、整備方針に係る説明会の開催や、区画道路及び排水

路・下水道の整備に係る土質試験・測量設計等を行なっている状況でございます。新年

度には、整備区域内の一部区画道路・排水路・下水道整備の実施と開発に伴う都市計画

上の整理を進めるための交通量解析・立地評価・広域調整・用途地域の検討を行なうこ

ととしております。 

また、新玉名駅周辺商業施設等立地促進奨励金につきましては、整備区域に商業施設

等を立地することによりにぎわいの創出とまちづくりの推進を図り、市民及び新玉名駅

利用者の利便性向上と定住人口の増加を目指すため新設いたしました制度で、特に地場

事業者が出店または進出しやすくするための環境整備を行なうものでございます。 

次に、３つ目の原則、行政運営の進化の分野でございます。旧庁舎跡地におきまして

は、急傾斜地の解消とにぎわいを創出するための有効活用が求められているところでご

ざいます。そこで、令和２年度から３年度にかけて、旧玉名第１保育所の樹木伐採と基
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礎解体工事、並びに急傾斜地崩壊対策工事により危険区域の解消を行なうものでござい

ます。また、跡地活用の検討といたしまして、令和２年１２月にサウンディング型市場

調査を実施し、民間事業者から新たな利活用策や民間事業者が担える役割など御提案を

いただきました。現在は、それらを基に民間活力を導入した官民連携による事業手法や

公募条件の整理検討等を進めているところでございます。 

このほか、コロナ禍にあって、帰省もままならない学生の方へ玉名市の特産品をお送

りし、地元の味を届けることで、県外に住む学生への応援と、イベント等の中止等によ

り大きな影響を受けた特産品等事業者の支援を目的とした、玉名のうまかもんふるさと

たまな便事業等を計上しているところでございます。 

以上、令和３年度当初予算案につきまして主なものを御説明申し上げましたが、併せ

て令和２年度補正予算案も提案いたしております。 

令和２年度補正予算は、本年度予算の決算見込みによる調整が大部分でございますが、

国の国民の命と暮らしを守る安心と希望のための総合経済対策に基づく令和２年度第３

次補正予算に対応した予算等を計上しております。 

その内容といたしましては、総合的なＴＰＰ等関連政策としまして、高性能な機械・

施設の導入等を支援する産地生産基盤パワーアップ事業補助金や、通学路の交通安全対

策事業として栗ノ尾石橋線道路改良事業等の計５事業、総額で３億４,７３５万９,００

０円を計上し、着実かつ早期の執行に取り組んでまいりたいと考えております。また、

本市独自の緊急経済対策第１１弾といたしまして、長引く感染症により影響を受けた市

内の宿泊施設や温泉施設等を支援するために、平日限定！地元を楽しもう！！プレミア

ム付宿泊等クーポン事業を実施することとし、それに係る予算を計上いたしております。 

その他、新型コロナウイルス対策関連といたしまして、金融円滑化特別資金利子補給

金基金積立金など計５事業、総額で１億２,９０７万５,０００円などを計上しておりま

す。 

以上、市政運営の所信と令和３年度予算の主なもの、そして本年度補正予算について

述べさせていただきました。 

そして、私の政策理念であります市民の笑顔が人を呼び込むまち、笑顔をつくる１０

年ビジョンのまちづくりにつきましても、引き続き、その政策実現に向け、職員一丸と

なって努力してまいる所存でございますが、当面は、新型コロナウイルス感染症対策を

最優先課題と位置づけ、緊張感をもって取り組む決意でございます。引き続き、議員各

位の御理解と御協力を賜りますようお願い申し上げます。 

なお、議案の内容につきましては、このあと提案理由の説明の中で、それぞれ申し上

げさせていただきます。今議会提案の予算及び案件に対しましては、十分に御審議いた

だき、いずれも原案どおり御承認を賜りますようお願い申し上げ、開会に当たりまして、
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私からのごあいさつとさせていただきます。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

日程第４ 市長提出議案上程（議第４号から議第３６号まで） 

○議長（内田靖信君） 日程第４、「市長提出議案上程」を行ないます。 

これより、市長提出議案を上程いたします。 

議第４号令和２年度玉名市一般会計補正予算（第１５号）から、議第３６号普通財産

の無償貸付けについてまでの市長提出議案３３件を一括議題といたします。 

お手元に配付しております議案の朗読は、これを省略いたします。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

日程第５ 提案理由の説明 

○議長（内田靖信君） 日程第５、「提案理由の説明」を行ないます。 

ただいまの各議案について、提案理由の説明を求めます。 

総務部長 永田義晴君。 

［総務部長 永田義晴君 登壇］ 

○総務部長（永田義晴君） おはようございます。 

それでは、私のほうから、議第４号から議第１１号までの補正予算及び議第１２号か

ら議第１９号までの当初予算につきまして、提案理由の説明を申し上げます。 

配付いたしております資料ですが、資料１が補正予算関係、資料２が当初予算関係と

なっております。 

今回提案いたします補正予算は、現計予算計上後の事情の変化と令和２年度国の第３

次補正予算に関連する取組に対応するため、補正を行なう必要が生じましたので、提案

いたすものでございます。 

それでは、資料１の２ページをお願いします。議第４号令和２年度玉名市一般会計補

正予算（第１５号）について説明申し上げます。 

第１表歳入歳出予算補正につきましては、歳入歳出それぞれ１０億９,１７３万８,０

００円を減額し、歳入歳出予算の総額を４１４億１,３４８万９,０００円とするもので

ございます。 

まず、歳入の主なものを申し上げますと、１３款分担金及び負担金は２,３３０万６,

０００円の減額で、基盤整備事業分担金は暗渠排水工事に伴う地元分担金で整備面積の

減などによるものでございます。１４款使用料及び手数料は１０１万４,０００円の追

加で、一般廃棄物処理手数料で市指定のごみ袋販売分の増などでございます。１５款国

庫支出金は９,３０６万１,０００円の追加で、子どものための教育・保育給付費負担金

は、国庫負担割合の変更による増と、国の第３次補正に伴います防災・安全交付金の追

加、１６款県支出金は４億１,７１７万７,０００円の減額で、新型コロナウイルス感染
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症対応総合交付金の減などでございます。１８款寄附金は１７万円の追加で、一般寄附

金として、個人１件、法人１件より寄附があったものでございます。１９款繰入金は７

億６,７７９万１,０００円の減額で、財政調整基金繰入金の減などで今回の補正の財源

調整でございます。２１款諸収入は７,３４１万円の減額で、中小企業振興預託金元金

収入は南日本銀行玉名支店の移転統合による減、２２款市債は９,５７０万円の追加で、

減収補塡債の追加などでございます。 

歳出につきましては、国の第３次補正予算関連事業としまして、産地生産基盤パワー

アップ事業補助金ほか４事業、総事業費３億４,７３５万９,０００円を計上し、事業の

着実かつ早期の執行に取り組んでまいります。 

３ページでございます。次に、本市独自の緊急経済対策第１１弾で、平日限定！地元

を楽しもう！！プレミアム付宿泊等クーポン事業といたしまして、市内宿泊１８施設で

宿泊、飲食等に利用できるクーポン券４,０００円分に、民間温泉４施設で利用できる

立ち寄り湯クーポン券４００円分をセットにして、市民に限定して２,０００円で販売

するもので、４,０００冊分１,７６０万円などを計上しております。 

次に、新型コロナウイルス対策関連といたしまして、５事業１億２,９０７万５,００

０円を計上しております。１段目、３段目、５段目の事業といたしましては、市が要請

した営業時間短縮などに伴う磯の里ほか１８施設の指定管理における収入減収分と必要

経費分の差額を補塡する指定管理料の追加でございます。 

２段目の新型コロナウイルス感染症対策に係る金融円滑化特別資金利子補給金基金は、

令和３年度から令和５年度にかけ金融円滑化特別資金利子補給金事業に要する１億８,

０００万円に対する事業の財源とするため、１億円を基金に積み立てるものでございま

す。 

４段目の事業といたしまして、オリンピック事前キャンプの感染症対策として、検温

器、飛沫スクリーンなどを準備するものでございます。２款総務費は１億７１９万４,

０００円の減額で、旧庁舎跡地周辺急傾斜地崩壊対策事業は工法変更による減額などで

ございます。３款民生費は２億９,２９０万４,０００円の減額で、生活保護費医療扶助

費の減などでございます。４款衛生費は８,０７７万３,０００円の減額で、くまもと県

北病院機構運営費負担金の決定による減などでございます。６款農林水産業費は４億５

９６万円の減額で、水産物供給基盤整備機能保全事業は大正開及び滑石漁港のしゅんせ

つ工事で事業実績による減などでございます。７款商工費は７,９４６万５,０００円の

追加で、中小企業振興預託金は南日本銀行玉名支店の移転統合に伴う減と新型コロナウ

イルス感染症対策に係る金融円滑化特別資金利子補給金基金積立金の追加などでござい

ます。８款土木費は１,５６０万円の追加で、国の第３次補正に伴う事業費の追加と災

害関連地域防災がけ崩れ対策事業は計画をしていた２地区のうち、１地区が採択基準を
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満たさないための減などでございます。 

４ページをお願いいたします。９款消防費は、６００万２,０００円の減額で、自主

防災組織育成補助金は実績による減額などでございます。１０款教育費は２億８,１７

６万円の減額で、情報教育推進事業は、児童・生徒・教師用のタブレット端末の整備等

で、入札残による減額などでございます。１１款災害復旧費は１,２２１万円の減額で、

公共土木災害復旧費は立願寺地すべり調査業務の見直しに伴う減額などでございます。 

第２表繰越明許費補正につきましては、産地生産基盤パワーアップ事業ほか１４件、

総額で６億７,８３１万円を追加するものでございます。 

第３表債務負担行為補正につきましては、新型コロナウイルス対策農林漁業緊急支援

資金利子補給金及び保証料助成金の期間及び限度額を設定するものでございます。 

第４表地方債補正につきましては、新たに給食施設整備事業ほか１件の限度額を設定

し、旧庁舎跡地周辺急傾斜地崩壊対策事業ほか１６件の限度額を変更するものでござい

ます。 

次に、議第５号令和２年度玉名市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）につ

いて御説明いたします。 

第１表歳入歳出予算補正につきましては、歳入歳出それぞれ３２９万５,０００円を

減額し、歳入歳出予算の総額を９１億４,６３８万２,０００円とするものでございます。 

５ページでございます。主な内容につきましては、歳出の５款保健事業費は講座の未

実施などの減額と、これに伴う歳入の調整でございます。 

議第６号令和２年度玉名市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）について御説

明申し上げます。 

第１表歳入歳出予算補正につきましては、歳入歳出それぞれ５７２万５,０００円を

追加し、歳入歳出予算の総額を９億８,５０１万３,０００円とするものでございます。 

主な内容につきましては、歳出の２款後期高齢者医療広域連合納付金の決算見込みに

よる増額と、これに伴います歳入の調整などでございます。 

次に、議第７号令和２年度玉名市介護保険事業特別会計補正予算（第４号）について

御説明申し上げます。 

第１表歳入歳出予算補正につきましては、歳入歳出それぞれ１億６,０２１万６,００

０円を減額し、歳入歳出予算の総額を７７億５,２１１万１,０００円とするものでござ

います。 

６ページでございます。主な内容につきましては、歳出の２款保険給付費の決算見込

みによる減額と、これに伴います歳入の調整などでございます。 

議第８号令和２年度玉名市浄化槽整備事業特別会計補正予算（第２号）について御説

明申し上げます。 
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第１表歳入歳出予算補正につきましては、歳入歳出それぞれ６２１万円を減額し、歳

入歳出予算の総額を３,５３１万１,０００円とするものでございます。 

主な内容につきましては、歳出の２款事業費の決算見込みによる減額と、これに伴い

ます歳入の調整などとなっております。第２表地方債補正につきましては、浄化槽整備

事業の限度額を変更するものでございます。 

次に、議第９号令和２年度玉名市九州新幹線渇水等被害対策事業特別会計補正予算

（第３号）について御説明申し上げます。 

第１表歳入歳出予算補正につきましては、歳入歳出それぞれ１,０００万円を減額し、

歳入歳出予算の総額を５,８５６万６,０００円とするものでございます。 

７ページでございます。主な内容につきましては、歳出の２款事業費は農業用水施設

電気代の決算見込みによる減額と、これに伴います歳入の調整でございます。 

次に、議第１０号令和２年度玉名市水道事業会計補正予算（第３号）について御説明

申し上げます。 

第２条の収益的収入及び支出の補正につきましては、収入について４００万円を減額

し、総額を８億４,３８１万円とし、支出については９４２万５,０００円を追加し、総

額を７億７,７９５万２,０００円とするものでございます。 

主な内容につきましては、収入は受託工事収益の減額、支出は受託工事費の減額など

でございます。 

第３条の資本的収入及び支出の補正につきましては、収入について２億７２２万１,

０００円を減額し、総額を５億７,６２４万９,０００円とし、支出について２億５,９

９０万円を減額し、総額を９億４,２２９万２,０００円とするものでございます。 

８ページでございます。主な内容につきましては、収入は企業債の減額、支出は建設

改良費の減額などでございます。 

第４条企業債の補正につきましては、水道事業の限度額を変更するものでございます。 

次に、議第１１号令和２年度玉名市公共下水道事業会計補正予算（第４号）について

御説明申し上げます。 

第２条の資本的収入及び支出の補正につきましては、収入について８,６４０万円を

追加し、総額を６億６５０万円とし、支出について９,８５５万２,０００円を追加し、

総額を１２億３,８０４万２,０００円とするものでございます。主な内容につきまして

は、国の第３次補正予算に伴うもので令和３年度事業の前倒しでございます。 

次に、第３条企業債の補正につきましては、公共下水道事業の限度額を変更するもの

でございます。 

続きまして、令和３年度当初予算について御説明申し上げます。資料２になります。

２ページでございます。 
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議第１２号令和３年度玉名市一般会計予算について御説明をいたします。 

歳入歳出予算につきましては、総額を３１２億２,３００万円とするもので、これは

前年度に比べ３.２％、１０億２,５００万円の減でございます。 

まず、歳入につきまして、１款市税は前年度から７.４％減の６４億４,５００万円を

計上しており、主なものは個人市民税で新型コロナウイルス感染症の影響に伴い、令和

２年度の課税所得の減少などにより２億４,０００万円減の２２億９,４９０万円、法人

市民税も同様に感染症の収束の見通しが立たないことなどから税割額の減収を見込み５,

５５０万円減の３億９,８３０万円、固定資産税は税制改正に伴う中小事業者などが所

有する償却資産及び事業用家屋に係る固定資産税の軽減措置により１億７,３８０万円

減の２９億４,１７０万円などでございます。２款地方譲与税から３ページの１１款地

方交付税につきましては、国の地方財政計画と本市の令和２年度収入見込み及び普通交

付税が合併算定替から一本算定へ変更となることを勘案して計上しており、合計いたし

ますと対前年度比で７,００５万２,０００円の増でございます。 

３ページでございます。また、１０款地方特例交付金は、税制改正に伴う固定資産税

及び都市計画税の減免に係る減収の全額が補てんされる、新型コロナ対策地方税減収補

塡特別交付金が創設されております。１２款交通安全対策特別交付金は前年度同額の７

００万円、１３款分担金及び負担金は、対前年度比１３.４％減の１億５,５３８万８,

０００円を計上しており、保育給付利用者負担金１億１,８５１万円などでございます。

１４款使用料及び手数料は、対前年度比０.９％増の３億９１２万９,０００円を計上し

ており、住宅使用料１億７,０３４万４,０００円、戸籍住民基本台帳手数料３,０７５

万円などでございます。１５款国庫支出金は、対前年度比０.８％減の４４億８,９７７

万４,０００円を計上しており、障害者自立支援給付費負担金７億７,２１３万１,００

０円、子どものための教育・保育給付費負担金１２億６,４９１万１,０００円、生活保

護費負担金６億５,９２５万円などでございます。１６款県支出金は、対前年度比８.

３％減の２７億６,０８６万８,０００円を計上しており、障害者自立支援給付費負担金

３億９,２３１万５,０００円、子どものための教育・保育給付費負担金５億４,４２１

万６,０００円などでございます。１７款財産収入は、対前年度比２８.８％増の４,５

０２万２,０００円、１８款寄附金は、対前年比６３.９％増の１０億１,０００円でふ

るさと寄附金などでございます。１９款繰入金は、対前年度比３３.５％減の１４億９,

０７８万８,０００円、これは主に合併特例債の償還に対応するための減債基金繰入金

２億円、高齢者の方などの在宅福祉の充実等に要する経費の財源として社会福祉振興基

金繰入金２億円、本予算の財源調整として財政調整基金９億９,５９４万６,０００円を

繰り入れるものでございます。２１款諸収入は、対前年度比３３.２％減の３億２,０６

４万６,０００円を計上しており、中小企業振興預託金元金収入８,６００万円などでご
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ざいます。２２款市債は、対前年度比３.５％増の２７億５,１７０万円を計上しており

ます。 

４ページでございます。次に、歳出でございます。１款議会費は、対前年度比２.

９％減の２億３,５８３万６,０００円、２款総務費は、対前年度比０.２％減の３４億

８,１１７万２,０００円を計上しております。主なものは、定住促進事業６,３０８万

９,０００円、旧庁舎跡地周辺急傾斜地崩壊対策事業として８,２９６万２,０００円、

ふるさと納税推進事業として６億６,６５１万７,０００円、地方バス路線維持費等補助

金及び乗り合いタクシー運行に係る経費等で１億６,０７７万７,０００円などを計上し

ております。３款民生費は、対前年度比１.８％減の１２４億６,４５４万２,０００円

を計上しており、障害者介護給付・訓練等給付費１５億３,２００万円、保育所運営事

業といたしまして私立保育園運営費負担金など２６億９,９６５万３,０００円などでご

ざいます。４款衛生費は、対前年度比３.７％減の２３億６,１９１万５,０００円を計

上しており、主なものは、玉名市玉東町病院設立組合運営費負担金４億９,４００万円、

予防接種事業２億１,２４５万３,０００円などでございます。６款農林水産業費は、対

前年度比１５.２％減の２０億１,７６１万９,０００円を計上しており、多面的機能支

払交付金２億６,５３１万４,０００円、排水機場の整備補修や排水路の整備を行なう農

業水路等長寿命化・防災減災事業１億８,１６５万円、玉名漁港大浜地区新港部分のし

ゅんせつを行なう水産物供給基盤整備機能保全事業１億６,７００万円などでございま

す。 

５ページでございます。７款商工費は、対前年度比２３.７％増の５億９,９７２万７,

０００円を計上しており、新型コロナウイルス感染症対策金融円滑化特別資金利子補給

金８,５４３万９,０００円、施設等管理運営事業としまして、草枕温泉てんすい泉源掘

削工事など１億１,０８３万２,０００円、このほか金栗四三ＰＲ事業として８８９万２,

０００円などを計上しているものでございます。８款土木費は、対前年度比２.３％減

の２３億９,５７７万１,０００円を計上しており、東部環境センターへの搬入路整備と

して、有明広域行政事務組合より受託した北坂門田山ノ下線道路新設改良事業８,１３

４万３,０００円、新玉名駅周辺整備事業として区画道路、排水路兼管理用道路の整備

及び下水道整備事業負担金など１億３,４７０万３,０００円などでございます。９款消

防費は、対前年度比３.５％減の１０億４,５１６万９,０００円を計上しており、有明

広域行政事務組合消防費負担金８億２,０１４万３,０００円、消防施設整備事業３,１

９９万５,０００円で小型動力ポンプ購入及び消防施設等整備補助金などでございます。

１０款教育費は、対前年度比１０.３％減の２７億５,３２０万１,０００円を計上して

おり、玉名中学校体育館及び技術棟建設事業４億７,７１３万４,０００円、岱明中学校

校舎建設事業の基本設計及び実施設計業務等で８,６１１万５,０００円でございます。 
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６ページでございます。１１款災害復旧費は、対前年度比１３７.６％増の２,４４０

万５,０００円で立願寺地すべり調査業務等１,８２７万５,０００円、１２款公債費は、

対前年度比１.４％減の３８億１,３６４万３,０００円を計上しております。 

次に、第２表債務負担行為につきましては、運転免許証自主返納支援事業ほか５件に

ついて、期間及び限度額を設定するものでございます。 

次に、第３表地方債につきましては、道路橋りょう整備事業など全１９事業について、

起債の目的、限度額などを定めるものでございます。 

次に、議第１３号令和３年度玉名市国民健康保険事業特別会計予算について御説明申

し上げます。 

歳入歳出の総額を８８億４,９９１万７,０００円とするもので、これは前年度に比べ

３億３３５万８,０００円の減、率にいたしまして３.３％の減となっております。 

まず、歳入につきまして、１款国民健康保険税は、対前年度比４.８％減の１６億６,

３１０万７,０００円、４款県支出金は、対前年度比３.４％減の６２億９,３３５万９,

０００円で、保険給付費に充てる普通交付金などでございます。 

７ページでございます。６款繰入金は、対前年度比１.４％減の７億２,６０９万６,

０００円で、一般会計からの繰入金でございます。 

歳出につきましては、２款保険給付費は、対前年度比３.９％減の６１億４,１０１万

９,０００円、３款国民健康保険事業費納付金は、対前年度比３.０％減の２４億６,２

７７万８,０００円を計上しており、これは県が決定する納付金でございます。 

次に、第２表債務負担行為につきましては、国民健康保険市町村事務処理標準システ

ム導入業務ほか１件について、期間及び限度額を設定するものでございます。 

次に、議第１４号令和３年度玉名市後期高齢者医療特別会計予算について御説明申し

上げます。 

歳入歳出の総額を１０億１,０５８万５,０００円とするもので、これは前年度に比べ

３,８３９万７,０００円の増、率にいたしまして３.９％の増となっております。 

まず、歳入につきましては、１款後期高齢者医療保険料は、対前年度比２.６％増の

６億７,５６０万８,０００円でございます。 

８ページでございます。これに関連しまして、歳出の２款後期高齢者医療広域連合納

付金につきましては、９億６,１１２万３,０００円を計上しているところでございます。 

次に、議第１５号令和３年度玉名市介護保険事業特別会計予算について御説明申し上

げます。 

歳入歳出の総額を７７億１,８７１万１,０００円とするものでございます。前年度に

比べ１億１,１９０万６,０００円の減、率にいたしまして１.４％の減となっておりま

す。 
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歳入につきましては、１款保険料は、対前年度比３.４％増の１４億３,４０２万４,

０００円、７款繰入金は、一般会計からの繰入金など１２億８,３６９万６,０００円を

計上しております。 

９ページでございます。歳出につきましては、２款保険給付費は、第７期介護保険計

画の実績を勘案しまして、対前年度比１.７％減の７１億５,９１７万９,０００円、４

款地域支援事業費は包括的支援事業における体制強化として、対前年比１.２％増の３

億６,４３７万円を計上しております。 

次に、議第１６号令和３年度玉名市浄化槽整備事業特別会計予算について御説明申し

上げます。 

歳入歳出の総額を４,２５８万８,０００円とするもので、これは前年度に比べ１０４

万６,０００円の増、率にいたしまして２.５％の増となっております。 

歳入につきましては、３款国庫支出金５３３万５,０００円、６款繰入金１,６６８万

７,０００円などを計上しております。 

１０ページでございます。歳出につきましては、１款総務費２,２３２万２,０００円、

２款事業費は浄化槽１５基分の整備費等で１,６００万７,０００円を計上しております。 

第２表地方債につきましては、浄化槽整備事業について起債の目的、限度額などを定

めるものでございます。 

以上、令和２年度補正予算及び令和３年度当初予算について御説明申し上げましたが、

令和３年度当初予算の企業会計分につきましては、企業局長のほうから提案理由の御説

明を申し上げます。 

詳細につきましては、所管の各委員会において御説明いたしますので、御審議の上、

原案どおり御承認賜りますようよろしくお願いいたします。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） 議事の都合により、暫時休憩いたします。 

午前１０時５７分 休憩 

―――――――――――――――――――――― 

午前１１時１５分 開議 

○議長（内田靖信君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

企業局長 酒井史浩君。 

［企業局長 酒井史浩君 登壇］ 

○企業局長（酒井史浩君） それでは、企業局、企業会計関連の議第１７号から議第１９

号までの当初予算につきまして、提案理由の御説明を申し上げます。 

資料の１０ページをお願いします。議第１７号令和３年度玉名市水道事業会計予算に

ついて御説明申し上げます。 
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まず、第２条業務の予定量につきましては、給水戸数２万２,４０２戸、年間総給水

量４７３万６,０００立方メートル、１日平均給水量１万２,９７５立方メートルを予定

し、主な建設事業といたしましては、配水管布設工事、配水管布設替工事及び東部地区

改築更新事業を予定しております。第３条収益的収入及び支出の予定額につきましては、

収入といたしまして、水道事業収益８億２,１１２万１,０００円で、支出といたしまし

ては、水道事業費用７億７,２３０万７,０００円でございます。第４条資本的収入及び

支出の予定額につきましては、資本的収入といたしまして７億６,９４５万円で、支出

といたしましては１２億１８１万２,０００円でございます。なお、資本的収入額が資

本的支出額に対し不足する額は、当年度分損益勘定留保資金等で補てんするものでござ

います。第５条企業債につきましては、建設改良費に伴う起債の限度額を７億６,６９

０万円に定めるものでございます。第６条一時借入金の限度額は、３億５,０００万円

と定めるものでございます。第７条議会の議決を経なければ流用することのできない経

費といたしまして、職員給与費７,５５８万５,０００円と定めるものでございます。第

８条たな卸資産の購入限度額を３６０万２,０００円と定めるものでございます。 

１１ページをお願いします。次に、議第１８号令和３年度玉名市公共下水道事業会計

予算について御説明申し上げます。 

まず、第２条業務の予定量につきましては、排水件数１万４,０２０件、年間総排水

量３６０万９,０００立方メートルを予定し、主な公共下水道の事業といたしましては、

管渠、ポンプ場及び下水処理場の建設改良費で７億８,３６３万８,０００円を予定して

おります。第３条収益的収入及び支出の予定額につきましては、収入といたしまして、

公共下水道事業収益１５億６,８２１万４,０００円で、支出といたしましては、公共下

水道事業費用１５億４,８７０万円でございます。第４条資本的収入及び支出の予定額

につきましては、資本的収入といたしまして６億５,４２９万円で、支出といたしまし

ては１２億６,８３１万９,０００円でございます。なお、資本的収入額が資本的支出額

に対し不足する額は、当年度分損益勘定留保資金等で補てんするものでございます。第

５条債務負担行為は、岱明汚水中継ポンプ場等維持管理業務について、期間及び限度額

を設定するものでございます。第６条企業債につきましては、建設改良費に伴う起債の

限度額を４億１,５１０万円に定めるものでございます。第７条一時借入金の限度額は、

１０億円と定めるものでございます。第８条予定支出の各項の経費の金額の流用につき

ましては、収益的支出内の各項間における経費の流用をすることができると定めるもの

でございます。第９条議会の議決を経なければ流用することのできない経費といたしま

して、職員給与費８,７１８万１,０００円と定めるものでございます。次に、第１０条

他会計からの補助金といたしまして、一般会計から３億８,８７８万６,０００円の補助

を受けるものでございます。 
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１２ページをお願いします。次に、議第１９号令和３年度玉名市農業集落排水事業会

計予算について御説明申し上げます。 

まず、第２条業務の予定量につきましては、排水件数１,６９７件、年間総排水量５

９万９,０００立方メートルを予定し、主な農業集落排水の事業といたしましては、農

業集落排水施設整備費で４億１,７７４万８,０００円を予定しております。第３条収益

的収入及び支出の予定額につきましては、収入といたしまして、農集事業収益３億８,

５２７万３,０００円で、支出といたしましては、農集事業費用３億７,９３７万４,０

００円でございます。第４条資本的収入及び支出の予定額につきましては、資本的収入

といたしまして５億２,４０４万２,０００円で、支出といたしましては６億２,２７０

万９,０００円でございます。なお、資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額は、

当年度分損益勘定留保資金等で補てんするものでございます。第５条債務負担行為は、

横島町農集排汚水処理場施設等維持管理業務外１件の業務について、期間及び限度額を

設定するものでございます。 

１３ページをお願いします。第６条企業債につきましては、建設改良費に伴う起債の

限度額を２億１,２７０万円に定めるものでございます。第７条一時借入金の限度額は、

１億円と定めるものでございます。第８条予定支出の各項の経費の金額の流用につきま

しては、収益的支出内の各項間における経費の流用をすることができると定めるもので

ございます。第９条議会の議決を経なければ流用することのできない経費といたしまし

て、職員給与費８９４万２,０００円と定めるものでございます。第１０条他会計から

の補助金といたしまして、一般会計から２億７,３４１万円の補助を受けるものでござ

います。 

以上、企業局、企業会計関連の令和３年度当初予算について御説明を申し上げました

が、詳細につきましては所管の委員会において説明をいたしますので、御審議の上、原

案どおり御承認賜りますようお願い申し上げます。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） 副市長 村上隆之君。 

［副市長 村上隆之君 登壇］ 

○副市長（村上隆之君） おはようございます。 

私のほうからは、条例等に関する議案、議第２０号から議第３６号までの提案理由に

つきまして御説明を申し上げます。 

議案書の１ページをお願いいたします。 

議第２０号玉名市新型コロナウイルス感染症対策に係る金融円滑化特別資金利子補給

金基金条例の制定についてでございますが、これは、本市における新型コロナウイルス

感染症対策に係る金融円滑化特別資金利子補給金事業に要する経費の財源に充てるため
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の基金を設置するため、条例を制定するもので、新型コロナウイルス感染症の影響によ

り売上げが減少した中小企業者を支援するために交付している利子補給金につきまして、

その財源を管理するための基金が必要となりますことから、基金を設置するものでござ

います。なお、この条例は、令和３年４月１日から施行するものでございます。 

３ページをお願いいたします。 

議第２１号玉名市民会館条例の一部を改正する条例の制定についてでございますが、

これは、玉名市民会館の管理を教育委員会に移管するため、条例の整備を図るもので、

市長部局から教育委員会部局へ所管替えするための文言の整備を行なうものでございま

す。また、市民会館新ホール内の練習スタジオ及び楽屋を営利等を目的として使用する

場合に使用料の１０割を加算するための別表第３の改正、その他使用料の改正を併せて

行なうものでございます。なお、この条例は、令和３年４月１日から施行し、別表第３

の改正規定は、令和３年１０月１日から施行するものでございます。 

５ページをお願いいたします。 

議第２２号玉名市附属機関の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定につい

てでございますが、これは、玉名市玉名中央学校給食センター運営委員会等の委員の定

数を変更し、及び玉名市地域学校協働本部運営委員会を設置するため、条例の整備を図

るもので、玉名中央学校給食センター、岱明学校給食センター及び天水学校給食センタ

ーの運営委員会の委員の定数を、それぞれ２３人以内、１１人以内、７人以内に変更し

ますとともに、地域学校協働本部の事業の評価、検証等を行なう玉名市地域学校協働本

部運営委員会を附属機関として新たに設置するものでございます。なお、この条例は、

令和３年４月１日から施行するものでございます。 

７ページをお願いいたします。 

議第２３号玉名市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一

部を改正する条例の制定についてでございますが、これは、不在者投票指定施設におけ

る外部投票立会人及び地域学校協働本部運営委員会委員の報酬について、条例の整備を

図るもので、それぞれ支給別及び支給額を定めるものでございます。なお、この条例は、

令和３年４月１日から施行するものでございます。 

８ページをお願いいたします。 

議第２４号玉名市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定につ

いてでございますが、これは、住居手当の支給基準の見直しに伴い、条例の整備を図る

もので、住居手当の支給対象となる家賃額の下限を現行の１万２,０００円から１万６,

０００円へと４,０００円引き上げますとともに、最高支給限度額を１,０００円引き上

げ、２万８,０００円とするものでございます。なお、この条例は、令和３年４月１日

から施行するものでございます。 
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９ページをお願いいたします。 

議第２５号玉名市一般職員の旅費に関する条例の一部を改正する条例の制定について

でございますが、これは、旅費の支給基準の見直しに伴い、条例の整備を図るもので、

旅行命令を取り消された場合等における旅費の支給につきまして、国家公務員と同様の

取扱いとするため、所要の整備を行なうものでございます。なお、この条例は、公布の

日から施行するものでございます。 

１０ページをお願いいたします。 

議第２６号玉名市児童遊園地条例を廃止する条例の制定についてでございますが、こ

れは、玉名市児童遊園地の設置目的を終えたため、条例を廃止するものでございます。

なお、この条例は、令和３年４月１日から施行するものでございます。 

１１ページをお願いいたします。 

議第２７号玉名市差別をなくし人権を守る条例の一部を改正する条例の制定について

でございますが、これは、人権を守るための施策に関し必要な事項を定めるため、条例

の整備を図るもので、あらゆる差別をなくすなど人権を守るための市の施策といたしま

して、国及び県との役割分担、相互の連携及び相談体制の充実について、新たに規定す

るものでございます。なお、この条例は、公布の日から施行するものでございます。 

１２ページをお願いいたします。 

議第２８号玉名市介護保険条例の一部を改正する条例の制定についてでございますが、

これは、介護保険法施行令及び介護保険法施行規則の一部改正に伴い、条例の整備を図

るもので、第８期玉名市高齢者福祉計画及び介護保険事業計画により令和３年度から令

和５年度までの介護保険料が定められましたことから、政令及び省令の規定に従いまし

て、９段階の保険料及び減額賦課に係る規定の整備を行なうものでございます。なお、

この条例は、令和３年４月１日から施行し、令和３年度以後の年度分の保険料から適用

するものでございます。 

１４ページをお願いいたします。 

議第２９号玉名市墓地公園条例の一部を改正する条例の制定についてでございますが、

これは、高瀬官軍墓地公園の位置を変更するため、条例の整備を図るもので、議第２６

号で廃止しました玉名市児童遊園地につきまして、その敷地を高瀬官軍墓地公園に転用

するため、所要の整備を行なうものでございます。なお、この条例は、令和３年４月１

日から施行するものでございます。 

１５ページをお願いいたします。 

議第３０号玉名市企業立地促進条例の一部を改正する条例の制定についてでございま

すが、これは、奨励措置の対象事業者の変更等に伴い、条例の整備を図るもので、条例

中の対象事業者の定義規定を改めるものでございます。また、条例中に引用しておりま
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す法律の名称及び条文が改正されておりますことから、それらの文言の整理を併せて行

なうものでございます。なお、この条例は、令和３年４月１日から施行するものでござ

います。 

１６ページをお願いいたします。 

議第３１号玉名市金栗四三翁住家・資料館条例の一部を改正する条例の制定について

でございますが、これは、玉名市金栗四三翁住家・資料館の休館日を変更するため、条

例の整備を図るもので、現在、無休で開館している金栗四三翁住家・資料館につきまし

て、毎週水曜日及び年末年始の１２月２９日から翌年１月３日までを休館日として新た

に設けるものでございます。なお、この条例は、令和３年４月１日から施行するもので

ございます。 

１７ページをお願いいたします。 

議第３２号玉名市新玉名駅自動車駐車場条例の一部を改正する条例の制定についてで

ございますが、これは、道路法の一部改正に伴い、条例の整備を図るもので、法律の規

定を引用しております条例中の規定に号ずれが生じましたことから、その整備を行なう

ものでございます。なお、附則といたしまして、この条例は、公布の日から施行するも

のでございます。 

１８ページをお願いいたします。 

議第３３号玉名市水防協議会条例の一部を改正する条例の制定についてでございます

が、これは、玉名市水防協議会の委員の定数を変更するため、条例の整備を図るもので、

毎年出水期前に同時開催しております防災会議との整合性を図るため、委員の定数を現

行の「２５人以内」から「４５人以内」に変更するものでございます。なお、この条例

は、令和３年４月１日から施行するものでございます。 

１９ページをお願いいたします。 

議第３４号玉名市社会体育施設条例の一部を改正する条例の制定についてでございま

すが、これは、玉名市横島体育館等の使用料の見直しに伴い、条例の整備を図るもので、

横島体育館、天水体育館、勤労者体育センター及び岱明Ｂ＆Ｇ海洋センター体育館の４

つの社会体育施設につきまして、営利を目的とする使用に関する使用料の区分を新たに

設けるものでございます。なお、この条例は、令和３年６月１日から施行するものでご

ざいます。 

２１ページをお願いいたします。 

議第３５号玉名市水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条

例の制定についてでございますが、これは、水道事業の経営規模の変更に伴い、条例の

整備を図るもので、水道事業の経営規模の変更に伴いまして、給水人口を「合計５万６,

５６４人」から「合計４万９,９００人」に、１日最大給水量を「合計２万２,０７４.
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５立方メートル」から「合計２万１５０立方メートル」に改めるものでございます。な

お、この条例は、令和３年４月１日から施行するものでございます。 

２２ページをお願いいたします。 

議第３６号普通財産の無償貸付けについてでございますが、これは、地方自治法第９

６条第１項第６号の規定により無償貸付けを行なうものでございます。貸付けします物

件は、土地２筆、建物９棟でございまして、貸付期間は、令和３年４月１日から令和８

年３月３１日まででございます。貸付けの相手方は、農事組合法人玉名ブロイラー生産

組合でございます。 

以上、詳細につきましては、所管の各委員会で御説明申し上げますので、御審議の上、

原案どおり御承認いただきますようお願い申し上げます。 

○議長（内田靖信君） 以上で、提案理由の説明は終わりました。 

以上で、本日の日程は終了いたしました。 

この際、お諮りいたします。 

議事の都合により、明２７日から３月７日までの９日間休会いたしたいと思います。 

これに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（内田靖信君） 御異議なしと認めます。 

よって、明２７日から３月７日までの９日間休会することに決定いたしました。 

３月８日は、定刻より会議を開き、一般質問を行ないます。 

一般質問を希望しておられる方は、発言通告書に質問の要旨を具体的に記載し、３月

１日の正午までに事務局にお届けください。 

本日は、これにて散会いたします。 

午前１１時４０分 散会 

 



 

 

第 ２ 号 

３月８日（月） 
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令和３年第３回玉名市議会定例会会議録（第２号） 

議事日程（第２号） 

令和３年３月８日（月曜日）午前１０時００分開議 

開 議 宣 告 

日程第１  一般質問 

１  ９番 松本 憲二 議員（自友クラブ） 

２  ７番 北本 将幸 議員（創政未来） 

３  ８番 多田隈 啓二 議員（創政未来） 

４ １８番 前田 正治 議員（無会派：日本共産党） 

散 会 宣 告 

‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ 

本日の会議に付した事件 

開 議 宣 告 

日程第１  一般質問 

１ ９番 松本 憲二 議員（自友クラブ） 

１ 地元企業育成について 

（１）地元企業育成に対する市の考えは 

２ 横島干拓堤防沿いの土地利用計画について 

３ 玉名市道路網の整備計画について 

４ 有限会社横島町特産物振興協会（ふるさとセンターＹ・ＢＯＸ）につい

て 

２ ７番 北本 将幸 議員（創政未来） 

１ よりよい教育環境の実現に向けた取組について 

（１）教職員の業務量について 

（２）教職員以外のスタッフ参画について 

（３）スクールサポートスタッフの配置について 

（４）部活動指導員の配置について 

（５）ＩＣＴ支援員の活動について 

（６）地域学校協働活動推進事業について 

２ 持続可能な公共交通体制整備への取組について 

（１）新型コロナウイルスの影響、対策について 

（２）地方バス路線維持費等補助金について 

（３）乗合タクシー運行補助金について 

（４）公共交通利用者増に対する取組について 
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（５）市における交通不便地域の現状について 

（６）移動ニーズの把握について 

（７）乗合タクシーのエリア拡大について 

（８）地域公共交通計画の策定について 

３ 政策の企画・立案力を高める仕組みづくりについて 

（１）行政評価制度における新年度予算への反映について 

（２）行政評価制度の結果公表について 

（３）秘書課政策推進係の取組、効果について 

（４）職員提案制度の実績について 

（５）市民からの提案について 

（６）自治体シンクタンクの設置について 

３ ８番 多田隈 啓二 議員（創政未来） 

１ 本市の健康福祉事業・高齢者への配慮について 

（１）市長が考えている笑顔をつくる１０年ビジョン予算での健康と福

祉のまちづくりについて 

２ 一般介護予防事業「通いの場」の実施状況と課題について 

３ 高齢者への配慮について 

（１）新型コロナウイルス感染症ワクチン接種の対応について 

（２）運転免許証自主返納者への支援について 

４ １８番 前田 正治 議員（無会派：日本共産党） 

１ 教育に関して 

（１）小中学校教員の働き方改革について 

（２）３５人学級について 

（３）学校給食費の公会計化について 

２ 介護保険事業について 

（１）玉名市第８期介護保険事業計画について 

散 会 宣 告  

‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ 

出席議員（２０名） 

  １番 坂 本 公 司 君  ２番 𠮷 田 真樹子 さん 

  ３番 吉 田 憲 司 君  ４番 一 瀬 重 隆 君 

  ５番 赤 松 英 康 君  ６番 古 奥 俊 男 君 

  ７番 北 本 将 幸 君  ８番 多田隈 啓 二 君 

  ９番 松 本 憲 二 君 １０番 德 村 登志郎 君 
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 １２番 西 川 裕 文 君 １３番 嶋 村   徹 君 

 １４番 内 田 靖 信 君 １５番 江 田 計 司 君 

 １６番 近 松 惠美子 さん １８番 前 田 正 治 君 

 １９番 作 本 幸 男 君 ２０番 森 川 和 博 君 

 ２１番 中 尾 嘉 男 君 ２２番 田 畑 久 吉 君 
‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ 

欠席議員（なし） 

‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ 
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午前１０時０１分 開議 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

○議長（内田靖信君） おはようございます。ただいまから、本日の会議を開きます。 

一般質問期間中は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、マスクの着用

を許可いたします。また、傍聴人についても同様といたします。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

日程第１ 一般質問 

○議長（内田靖信君） 日程第１、「一般質問」を行ないます。質問は、通告の順序によ

って許すことにいたします。 

なお、今期定例会における発言に関する規程第１１条の発言時間は、議会運営委員会

の結論に基づき、６０分といたします。 

９番 松本憲二君。 

［９番 松本憲二君 登壇］ 

○９番（松本憲二君） 皆さんおはようございます。９番、自友クラブ、松本憲二でござ

います。 

ちょうど気候もよくなって、日本人が大好きな桜の季節になってまいりました。しか

しながら、もうマスクをつけかかって約１年以上が過ぎまして、３月の１１日、ちょう

ど１０年目を迎えます東日本大震災。今、報道でも１０年を振り返ってということで、

いろんな番組で東北の復興の番組があってますけれども、なかなかやっぱり１０年たっ

ても全然手がついてないというのが、福島県で非常に見られる。原発の非常に大きい事

故があってのそういうことで、福島の方々を思えば、本当に１０年たってもなかなか自

分の地元に帰れないというような、ちょっと寂しい気持ちを持っていらっしゃるという

ことで、非常に私たちもつらい思いがあって、熊本地震がありまして、また、東北では

震度６強という地震もあっております。 

そんな中で、一般質問をしていきたいと思いますけれども、やっぱり地元ということ

で、私まず１番に一般質問の中で取り上げているのが、地元企業の育成ということで、

開会日２６日に総務部長から議案の説明の中で、本年度は、法人税なんかの税収が、こ

のコロナの関係もあるということで、税収が下がるという見込みがなされているという

ことでありました。そんな中で、この地元企業の育成というのが、小売店、中小企業

様々な業種があるわけですけれども、その中でやっぱり地元企業が元気がないと、衰退

をしていくとやっぱり地元に残って若者が働こうという気にならない。やっぱり出てい

くしかない。定住促進、子育て支援を幾らやっても地元の企業が衰退をずっとしていけ

ば、働く場所がないというような状況になる。その中で、市のこの地元企業に対する育

成ですね、どういうその支援だったり、どういうことを考えて地元企業さんにしっかり
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頑張っていただこうかというふうに思ってらっしゃるのかというのをしっかり、ちょっ

とじっくり聞いてみたいなと思いまして、この質問をまず一番最初に上げさせていただ

きました。市の地元企業育成に対する市の考えはということで、一つ目の質問をさせて

いただきたいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（内田靖信君） 産業経済部長 上野伸一君。 

［産業経済部長 上野伸一君 登壇］ 

○産業経済部長（上野伸一君） おはようございます。松本議員の地元企業育成に対する

市の考えはについてお答えいたします。 

昨年からの新型コロナウイルス感染症の拡大は、地域経済に大きな影響を与えている

ことは言うまでもなく、市の税収も減収する見込みとなっており、今後の市政運営への

影響も懸念されるところであります。これまでコロナ禍での経済対策を実施してきてい

るところではありますが、この局面においては、まず事業の継続を支援することに重点

を置いたものとなっており、収束後の商工業の振興についての施策は、本市の発展に非

常に重要であると認識しております。 

本市では、平成２９年に玉名市商工業振興基本条例を制定しており、１つ目に商工業

の振興は、商工業者自らの創意工夫及び自助努力のもと、市、商工業者、商店会及び商

工団体の協働によることを基本とし、市民の理解、協力を得ながら行なうものとする。

２つ目に、商工業の振興は、地域経済の活性化及び発展に寄与するよう行なうものとす

るを基本理念としており、市の責務として、基本理念にのっとり、国、県、その他の関

係機関と協力し、商工業の振興に関する施策を総合的に推進するとともに、商工業者の

取組を積極的に支援するよう努めるものとすると定めております。本条例制定後、地場

企業支援の事業整備等を行なってきており、今後新型コロナ収束後においても商工業者

の取組への支援を国、県等関係機関と連携し、強力に行ない、地域経済の活性化及び発

展に寄与するべく施策を展開していき、本市地域経済の早期回復に努めてまいります。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） ９番 松本憲二君。 

○９番（松本憲二君） 今、部長から答弁をいただきました。 

玉名市の商工業振興基本条例ということで、平成２９年の３月３１日に制定をされて

いるわけですけれども、もちろん先ほど部長がおっしゃいましたように、市の責務とし

てはということであったんですけれども、何と言うんですかね、この条例を他市の条例

とちょっと比較をした場合に、他市の条例を参考に挙げますと、市の責務としてという

ことでもありますけれども、商工業のその位置づけというのがちゃんとその極端に言え

ば、結局、玉名市に本店なりそういう事業所の所在をきっちり明確にしているのがあく

までも中小企業とか小規模のその企業さんが、その本市に主たる事業所を置いてるとこ
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ろをまず定めますよというのが他市の条例の中に文言で入っているというところがある

んですね。そして市の責務の中に、中小企業等における製品等の販路または役務の提供

範囲だったり、市が行なう工事の発注、物品及び役務の調達等並びに指定管理者の指定

に当たっては、予算の適正な執行及び透明かつ公正な競争の確保に留意するとともに、

中小企業者等の受注機会の増大に努めるというのが他市の条例に載っている部分が何市

か見られます。そういうところがきっちりやっぱりうちの市としては、ちゃんとそうい

う発注の機会であったり、そういう備品購入であったり、いろんな地元企業がちゃんと

そういう納入とかできる状態であれば、そこを優先して使いますよということが明確に

条例の中に反映をされているわけですよね。しかしながら、うちの玉名市の条例を見ま

すと、そういう文言が全く載っていない、何かあやふや。いうのがちょっと見受けられ

るわけですよね。結局、コロナ禍の中で、もちろんそういう企業の衰退というのは、こ

れ全国的に広まっているものというふうに私も察するわけですけれども、しかしながら、

結局、コロナが出る以前からこの条例は制定されているわけじゃないですか。それとや

っぱりこのコロナがいつの日にかは、インフルエンザ的なもの、ワクチンをちゃんと毎

年打って、そしてまた特効薬、リレンザとかタミフルのようなものが結局出てくれば、

そういう状態にいつかは多分なっていくんだろうなと、私、これ推測ですけれども、そ

ういうふうに多分なっていったときに、やっぱり地元企業、先ほど部長がおっしゃいま

したように、市の発展には絶対そこが必要ということであると思うんですけれども、こ

の条例の制定に当たってもう一回、こういう見直しというかそういうのが若干必要じゃ

ないかなというふうに私は考えるんですけれども、この辺は条例ということでなかなか

部長にはちょっと発言は求められないのかなというふうに思いますけれども、このちゃ

んと明確にしてある条例が他市で見られるということに当たって、市長の考えをちょっ

とお聞かせ願えればと思うんですけれども。 

○議長（内田靖信君） 市長 藏原隆浩君。 

○市長（藏原隆浩君） 松本議員の再質問にお答えします。 

議員御指摘のとおり、本市の商工業振興基本条例には、市の発注に関し、市内事業者

を優先するよう努める旨の条文はございませんけれども、本市の入札における格付け制

度では、市内事業者のみを対象にしていることでありますとか、指名業者を審査する工

事指名等の審査会のほうでも地場産業育成と地域経済の活性化の観点から、市内事業者

で受注可能なものは市内事業者を優先して選定をしているところであります。この入札

における格付け制度は、合併後より導入しまして、市内事業者優先に努めておりました

ので、商工業振興基本条例の中で改めて、同様の努力規定については設けてはいない状

況であります。要するに、地場企業の育成の観点に立ったこの条例の制定というような

捉え方でありますので、特別に文言としては設けられてないということでありますので、
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そういったことで今後検討をする余地はないかなというふうに思っておりましたけれど

も、また、この後の議員からの御指摘等々を受けて検討しなければならないのかなとい

うふうに思っております。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） ９番 松本憲二君。 

○９番（松本憲二君） 今、市長から答弁をいただいたわけですけれども、もちろんそう

いう指名だったり、そういう地場の企業を優先して指名審査会、そしてまた入札にも参

加をさせているというようなことは、今、口頭ではおっしゃいますけれども、もちろん

多分そういうふうにされて、ずっと今までが合併当初からそういう内規みたいなものが

あったということで認識をしますけれども、条例にきっちり定めるというのも今までそ

うした流れというのがもちろんあるんでしたら、ちゃんと文言としてきっちり条例で定

めても全然違和感はないと思うんですよね。こういう質問を私がしたから、若干見直し

の検討もしようかというような答弁だったと思います。やっぱりこの地場企業、地場産

業が衰退していけば、本当の意味で玉名の活力がなくなる。今、玉名市は約３０％未満

ぐらいだったと思うんですね、税収。自分ところの税収ですね。地方交付税だけにもう

やっぱり頼っていくというのもなかなか厳しいのかなと、日本の財政状況を見てみます

と。この地震があって、災害がいろんなところであって、そしてまたこのコロナ禍で、

リモートワークであったり、いろんなところでこの新幹線の開業１０周年ということで

新聞にもずっと取り上げられています。いろんなＩＴ企業が熊本市であったり、八代市

にも６社ぐらい進出をしてきている。しかしながら玉名市にはまだ１社も進出してきて

いない。よくあるのが人吉市とか山都町、阿蘇市、高森町ですね、あの辺にもＩＴ企業

さんが何社か進出をしてきています東京のほうから。しかしながら、玉名市にはなかな

か進出が見られないような状況ですよ、結局。今、工業団地を建設計画ということで進

めてらっしゃいます。その中でどれだけ入ってくるかというのもまだ未知の世界なのか

なというのもありますし、在来線の玉名駅周辺を見ましてもずっとシャッター街が、な

かなかシャッターが開かないというような状況も続いています。そんな中で地場企業、

地場産業の育成をしっかりやっていかないと、個人商店さんなりなんなりいろんな、県

北病院も新しく４００床以上の病院ができました。それと人口も減少はしておりますけ

れども、やっぱり他市と同様なぐらいの減少ということで、もう一途をたどっているわ

けじゃないんですから、やっぱりそこは地元で消費をしていただく。地元で御飯も食べ

ていただく。外食もしていただくというような、そういう地元でのお金の回りというの

をきっちりとやっていかないと、やっぱり道路網の整備も熊本県とか熊本市もいっぱい

考えてらっしゃると思いますし、本当の意味で金峰山、三ノ岳からボーンと、もしトン

ネルが通って、結局、玉名から熊本まで１５分、２０分で行かれるような場合になった
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とき、果たして玉名でそういうその消費関係が伸びるのかというのがやっぱりみんな熊

本に行っちゃうんじゃないとか、そういう想定もできるわけですよね。そういうことも

しっかり視野の中に入れた中で、地場企業の育成、地場産業の持続、継続というのをし

っかり、やっぱり市が責任をもって支えていく。支えていくというか、いろんな提案、

提供なんかをいっぱい話し合いながら商工業の方々ともいろんな連携をとって話合いを

しながら、いい方向に活路を見いだしていただきたいなというふうに思っております。 

他市のこの市の責務ということで、ちゃんと明確にうたってあるという市もちゃんと

あります。やっぱりそこはしっかり受け止めていただいて、条例に文言化でちゃんと残

すことが、私は必要じゃないかなと。そうしたらやっぱり商工業の方々も見て「ああ、

ちゃんと市は、市の責務というところでちゃんとしっかり私たちを後ろ盾をしてくれる

んだな」という安心感、安堵感というのが多分生まれてくると思うんですね。そういう

場合はしっかり協議を今後していただいて、新しい条例作成に向けて前進をしていただ

きたいというふうにお願いをいたしまして、市長からもこれを機会にちょっと見直しも

必要かなという答弁もありましたので、そこは期待を申し上げまして次の質問に移らせ

ていただきます。 

［９番 松本憲二君 登壇］ 

○９番（松本憲二君） ２番目に、今、農林水産省が非常に莫大なお金を使っていただい

て、横島干拓という、今から約５０年、私ちょうど横島干拓が家なんですけれども、堤

防沿いを今非常に補強をしていただいておりまして、国土強靱化計画ということもあり

まして、堤防が約１メートル５０センチぐらいかさ上げをしていただいて、そしてまた

非常に耐震にも優れたような堤防が築いてもらっている状況で、その堤防とその調整池

というのがちょうど干拓地にはありまして、その間に約１０メートルから１２メールぐ

らいの幅で、ちょっと泥のところが総延長でいきますと７キロメートル弱ぐらい多分あ

るのかなというふうに思うんですね、ちょうど旧堤防、文化財にもなっております横島

の旧堤防のところからずっとその唐人川沿いから菊池川沿いまで、ずっと延長約７キロ

メートル弱ぐらい多分あると思うんですけれども、そこの土地の利用計画についてとい

うことなんですけれども、もう今、この海岸保全の堤防の強化が始まって約１０年近く

がたつのかなと思うんですけれども、初代の保全事業の所長さんあたりからもお話を聞

いているんですけれども、そこで玉名市が計画を立てたらあと２年ぐらいで終わるとい

うふうにちょっと話を聞いているんですけれども、その計画を立てれば国としても一番

最後、工事が終わるぐらいに市の計画に沿って、要望に応じてお手伝いができるところ

はしっかりお手伝いをして、私たちも事業完了ということでこの横島干拓堤防の補強が

終わるということでお話を聞いておりますけれども、この横島干拓堤防沿いの土地利用

計画というのが市のほうで何か計画はされているのかということで質問をしたいと思い
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ます。 

○議長（内田靖信君） 産業経済部長 上野伸一君。 

［産業経済部長 上野伸一君 登壇］ 

○産業経済部長（上野伸一君） 松本議員御質問の横島干拓堤防沿いの土地利用計画につ

いてにお答えいたします。 

横島干拓の堤防は、高潮、津波、波浪、その他海水または地盤の変動による被害から

海岸を防護し、良好な営農条件を備えた沿岸農地の確保を図るため、熊本県の要請によ

り農林水産省直轄事業にて、平成１２年度から海岸保全施設整備が行なわれています。 

主な工事内容といたしましては、総事業費３１０億円で堤防補強工、堤防根固め工、

堤防舗装工などが行なわれており、令和２年度までの進捗率は約８２％であり、整備完

了後は農地海岸として、熊本県が維持管理を行なうこととなっております。この管理用

道路と潮遊地との間に漁協の占用区間を除き、敷地幅１０メートル程度が東西に約５キ

ロメートル、議員御質問の堤防敷きスペースがあります。この部分を含めた海岸保全施

設整備区域全般の事業完了後の維持管理について、農林水産省、熊本県、玉名市、玉名

市土地改良区で海岸保全施設の管理検討会を毎年開催し、様々な検討を行なっておりま

す。この堤防敷きスペースにつきましても、営農者へ耕作地としての貸付けや牧草栽培

の可能性、グランドカバーという雑草を生えにくくする植物の植栽やその他利活用など、

将来の維持管理を踏まえて多面的に検討を行なっており、また、本市におきましても関

係各課と協議を重ねておりますが、具体的な活用方法は現在のところ決まっておりませ

ん。今後は再度関係各課の意見を聴取しながら、具体的な活用方法の検討を行ない、管

理者であります熊本県と協議を進め、国に対しても予算の可能な限り将来の維持管理が

容易となる整備、本市にとって有意義に利活用できる整備、この両面を満たすような整

備をしていただくよう継続して要望してまいります。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） ９番 松本憲二君。 

○９番（松本憲二君） 今、部長から答弁をいただきました。 

ちょっとここでもう１個質問していいですか。大体、平成１０年から始まったという

ことだったんですけれども、大体玉名市のほうにはいつぐらいをめどに工事完了という

ふうに農林水産省のほうからはきているのかというのはわかりますか、部長。 

○議長（内田靖信君） 産業経済部長 上野伸一君。 

○産業経済部長（上野伸一君） 松本議員の再質問にお答えいたします。 

もともとの工事完了の予定は令和３年度とお聞きしておりましたが、令和５年度まで

延伸されるというふうにお聞きしております。 

以上でございます。 
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○議長（内田靖信君） ９番 松本憲二君。 

○９番（松本憲二君） 令和３年度で大体終わる予定だったのが令和５年度ということな

んですけれども、ちょうど私も干拓の堤防がきれいになって、ちょっと見回りに行った

ときに、何か計画立ててあるのかなと思って担当課に電話をして聞いたところ「いや、

何も計画立ててません」ということだったんでこの質問をさせていただくんですけれど

も、令和５年度といったらあと２年ですよね、今、部長の答弁の中で、関係各課といろ

んな協議をしながらどういう活用法ができるのかということで協議をしていきたいとい

うような、今、答弁だったと思うんですけれども、以前から多分、海岸保全の所長のほ

うからは、所長にも私は直接ちょっと問合せをしてみました。そうしたら「市長のほう

にも重々その話はしてます」という話だったもんですから、何か検討を結局されてるの

かなと。結構、駐車スペースというのは、もともと堤防沿いですからほとんど車の通り

もなく、いろんな多分大会であったりとか、いろんなことが多分可能なのかなというふ

うに私は個人的に思っていたわけですよね。いちごマラソンがずっと玉名の横島町でず

っとあっていて、もう４０回以上経過をして、金栗マラソンも、いだてんマラソンも計

画はされたけれども、しかしながらこのコロナでずっと延期になっているわけですよね、

中止ということになっているんですけれども、そのコースもいちごマラソンを引っかけ

たような形でコース設定もなされているというようなわけですけれども、玉名にいかに

来ていただく、集客ができるような計画をやっぱり立てる必要があるんじゃなかろうか

と思うんですね、結局、コロナ禍で先ほどの地元企業の育成じゃないですけれども、こ

れは私が一人で考えていることなんですけれども、約５キロメートルという部長からの

答弁があったんですけれども、５キロメートル、往復すれば１０キロメートルあります

よね、幅も１０メートルですから普通の県道より広いスペースがあるわけですね。そこ

をランニングコースなり、グラウンドゴルフ、今、よく新聞を見ますとグラウンドゴル

フの大会がいっぱいあっていますね、お年寄りの方々の健康づくりということで、グラ

ウンドゴルフができるような、今、グラウンドゴルフといったらば大体グラウンド、普

通の運動場みたいなところであっち行き、こっち行きみたいな感じでコースを作ってら

っしゃるみたいですけれども、総延長５キロメートルといったらちょっと長すぎますけ

れども、約２キロメートルとかそれぐらいの往復でグラウンドゴルフのコースを設定し

たら風景も変わるだろうし、その集客ですよ、とにかく。人が来ていただく、そしてま

た、温泉に入っていただいて帰っていただくとか、お年寄りの方々だったら大会がある

んだったら前泊して、まずコースを前の日から練習でもしてということも多分あるでし

ょうし、そういう観光の目的であったりとか、そういうのも計画を早め早めに立てない

と、事業費が幾らかかるのか、結局、農林水産省のほうにも協力を求めんといかんとい

うようなことですし、だからそういうのが何で今まで全然計画が進まなかったのかとい



－ 41 － 

うのが、どこに原因があると部長はお考えなのかというのを聞いていいですか。 

○議長（内田靖信君） 産業経済部長 上野伸一君。 

○産業経済部長（上野伸一君） 松本議員の再質問にお答えいたします。 

やはり維持管理等をしていく上での担当部署といいますか、そういったところのせめ

ぎ合いもございますし、なかなか意見がまとまらないということもございまして、先ほ

ど答弁いたしましたように関係各課寄せて意見を聴取しておりますが、なかなか意見が

まとまらないというところで、今、御意見を踏まえながら前向きに検討していきたいと

思います。 

○議長（内田靖信君） ９番 松本憲二君。 

○９番（松本憲二君） 維持管理は何でもかかるんですね、結局。市民会館が新しくなり

ました。結局、コロナでほとんど使えていません。しかしながら維持管理費というのは

やっぱり莫大にかかっているわけですよ。何かをやろうと思ったら、それは絶対維持管

理費も結構かかりますし、しかしながら集客を得ることによって、その利益で維持管理

費ができるような、そういう仕組みというのがちゃんと成り立つわけじゃないですか。

結局、サッカーのスタジアムであったり、東京ドームであったりいろんな球場なんかで

も全てそうじゃないですか。莫大なお金をかけて結局、建設をするんですけれども、そ

れは収益金で維持管理をちゃんとやっていくと。維持管理をしたくないけん、維持管理

をしたくないけんて言うのであれば、それは何もできませんよね。それは地域の発展に

は、もうそれは何もせんほうがいいですよ。何かそういう答弁を聞けば、何かちょっと

むなしくなるんですけど、本当の意味で。 

せっかく農林水産省からそういうお話があって、じゃあ結局、この活用をどうしよう

かというようなのは、市長には多分、市長にはちゃんと言ってますよと所長が言われた

んですけれども、市長、やっぱり部長がちょっと答弁に困られているんですけれども、

市長の考えとして、そこの活用をやっぱりしっかり考えてやっていかないと、僕はいち

ごマラソンのときの駐車場にも十分活用できると思うんですよ。いちごマラソン何千人

と走りに来られて、一番最初のいだてんマラソンの１回目のときには庁舎の駐車場であ

ったりとか、そこからピストンだったんですけれども、舗装も堤防の上の段、下の段の

管理道路ということで、舗装はちゃんと２か所道路の整備を今度してあります。そうい

う中で、そういう新たな活用もあるんですけれども、集客ができるようなその体制づく

りというのが非常に必要だと思うんですけれども、ちょっとその辺のお考えを。 

○議長（内田靖信君） 市長 藏原隆浩君。 

○市長（藏原隆浩君） 松本議員の再質問にお答えします。 

この要望についての受け止め方が多少私の場合は違うかなと、捉え方が違うというふ

うに思っています。干拓の堤防敷きスペースについては、おおよそ延べで約６.７ヘク
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タールになるかというふうに思います。以前から要望しておりますのが、いろんなスポ

ーツであるとかイベントに使えるための多目的スペースとして整地をしていただきたい

という要望をしております。ですから、おおむねそのようにできるのだろうというふう

に思っておりますけれども、今議論がなされているのは、それに上乗せして、例えば何

らかの構造物であるとか、何らかの施設を整備するために要望してはどうかというよう

な今議論かなというふうに思っています。私はそうではなくて、多目的に使えるために

整地をしていただくことが大変重要で、そこでどういったスポーツをやるのか、どうい

ったイベントを今からつくっていくのか、そういったところをしっかり検討しなければ

ならないんだろうと、私の感覚ではそういうふうに思っています。 

これまでに何か構造物であったり、施設であったりつくれるようなものがないかとい

うような検討は政策推進の音頭によって庁内でも農地整備課、それから観光があります

のでふるさとセールス課、それからスポーツ振興課、そして地域振興課交えて、協議を

重ねておりますけれども、やはり行き着くところはやはり多目的に使えるような状態に

整地をしてほしいというようなことに行き着くのかなというふうに思っておりますので、

今後もおおむね２年とおっしゃいましたけど、令和３年度、４年度、５年度、３か年あ

りますのでそこは本当にそれでいいのか、そういう形でいいのかということをしっかり

と再検討しながら、しっかりと今までも要望しておりますけれども、今後もしっかり要

望していきたいと思っています。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） ９番 松本憲二君。 

○９番（松本憲二君） 私はそういう施設というものを全然考えていません。私はどっち

かといったらもちろん今、市長がおっしゃいましたように、そういう整備ですよね、そ

の何でも使えるような多目的に使えるような。しかしながら、山あり谷ありのグラウン

ドゴルフのコースであったりだとか、結局トライアスロンじゃないですけれども、そう

いうのであったら若干のこの高低差をつくっていただく。今きっちりきれいにまっすぐ

な状態で整備がなされているんですね、多分、担当課あたりが、じゃあどこまで知って

るか、ちゃんと防草シートもきれいに貼られて、のり面をきれいに打たれて、そういう

整備まで着々と日に日に進んでいるわけですよ。やっぱりその盛土が必要であったりと

か、こういうところにじゃあ、コース設定するのにこういうふうな、結局、樹木を潮風

にも強いような樹木であったりだとか、芝をもちろん植わしていただけるんであれば、

そういう芝の剪定だったりというのもしていかなければいけないじゃないですか。僕は

構造物っていうのじゃなくて、そういう自然のまんまである程度の少しの山であったり

とか樹木を植えていただくとか、そういうのが僕は必要じゃないかなと思うんですね。 

これは多分一般質問でしてないと思うんですけれども、旧堤防があるじゃないですか、
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文化財の。僕は一つ思っているのは、旧堤防沿いの裏は結局、泥なんですよね、あそこ

は。今、ものすごく雑木林というか、竹が植わったりとか木が本当に植わって、全然そ

の景観が悪いし、そこに全部樹木を伐採して桜の木でも本当に植わしたらすごいだろう

なと。そこも約全長５キロメートルぐらいあるんで、桜並木ということで、その観光客

も非常に集客ができるんじゃなかろうかという思いももっているんですけれども、なか

なか潮風に若干桜は弱いと、ソメイヨシノはですね、弱いということもあってやっぱり

それをじゃあ、草枕温泉のほうから見たらものすごく多分きれいだと思うんですね。 

その活用というのがいろんなところに波及するのかなというふうに思いますので、そ

の辺はしっかり検討をされて、私が若干、一般質問の聞き取りの中で話した中では、聞

いた中では、舗装、一番経費がかからないように舗装にしたらどうかなという検討じゃ

ないですけれども、そういうのも若干話が出ましたということだったんで、まあ、市長

もはめていらっしゃいますＳＤＧｓですね。やっぱり環境、舗装はものすごく気温も上

がりますし、その辺は十分再検討をなされて、その舗装というのは、維持管理費は一番

かからんのかもしれないですけれども、その辺はしっかりそのバッチがせっかく光って

ますので、しっかり自然に調和をしながら、何かそういう集客だったりイベントだった

り、いろんなことができて、ましてや経済効果が生まれるような、そういう取組という

のをしっかり考えていただきたいなというふうにお願いをいたします。 

それでは、次の質問に移らせていただきます。 

［９番 松本憲二君 登壇］ 

○９番（松本憲二君） これは毎回質問をするんですけれども、玉名市の道路網の整備計

画ということで、くまもと県北病院も新玉名駅の北側に４０２床ということで３月２日

から外来の診察が始まっております。今までの玉名中央病院と比較をしますと、岱明の

鍋地区であったりだとか、私たち横島、滑石、それとか天水辺りからしたら非常にまだ

道路としてもちょっと行きにくいというような形態が見られるというような中で、今、

用地買収も着々と進みながら、県道玉名立花線が多分延伸をするのかなというふうに思

っております。しかしながら、市民の方々というのは立花線がいつできるのか。いつ開

通ができるのかというのも多分御存じの方は少ないんだろうなというふうに思います。

じゃあ、どういう形で、どこまでその立花線がきっちり延伸をして、いつぐらいに完成

をして通行ができるのかということもありますので、全体的な道路網の整備計画という

ことで聞いておりますが、まず一番最初にこの立花線のことについて答弁をお願いした

いと思います。 

○議長（内田靖信君） 建設部長 片山敬治君。 

［建設部長 片山敬治君 登壇］ 

○建設部長（片山敬治君） おはようございます。 
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松本議員御質問の玉名市道路網の整備計画についてお答えいたします。 

玉名市管内の主要幹線道路としては、国道５０１号及び県道寺田岱明線、旧国道２０

８号になります。それと国道２０８号が市域内の東西を通過し、物流及び交通の基幹道

路として機能しております。さらに、令和３年４月開通予定の都市計画道路岱明玉名線

が、国道５０１号と県道寺田岱明線を南北に結ぶ幹線道路として機能することになりま

す。本事業完了後は、令和３年度から２か年をかけて、都市計画道路の見直しによる道

路網の再検証を予定しております。この見直しでは、単なる存続廃止だけではなく、市

が目指すべき将来像に見合ったまちづくりにも効果的な見直しが必要であり、また、地

域の公共交通拠点であるＪＲの各駅や生活拠点である商業施設、病院などを捉えたより

一層の利便性を向上させることも必要と考えております。その中で、今月１日開院した

くまもと県北病院は、地域にとって重要な拠点と認識しており、県が現在整備を進めて

いる県道玉名立花線道路改良事業が令和６年度末の開通を目標に実施されており、全線

開通すれば本病院への交通の利便性も高まるものと期待しております。 

以上です。 

○議長（内田靖信君） ９番 松本憲二君。 

○９番（松本憲二君） 部長から令和６年度末が立花線の開通ということで、今答弁をい

ただきました。令和６年度、約４年間ですよね。その間、あっち行き、こっち行きとい

うような感じなるのかなと。結局、立花線のことを聞いたのは、立花線がちょうど玉名

市土地改良区、あの事務所の裏手を多分通ると思うんですけれども、ちょうど玉名大橋

を大倉のほうから渡ってきて、橋を渡りきったところに信号がありますよね、そこから

右折、こっちの河崎のほうに入ってくるのが７時から９時まではちょうど通行禁止と、

進入禁止と、右折禁止に多分なっていると思うんですけれども、そういうところを考え

ますと、やっぱりその辺も警察あたりと協議をしていかないと、何か立花線ができたと

きにわざわざこの市役所通りに入ってきて、そこの岩崎の信号ですよね、マルエイさん

の信号からまた右に入ってというようなことになるのかなというふうに思うんですね。

岱明玉名線も一応開通をした後もやっぱりこの南北ラインというのがほとんどない。２

年間かけて計画をきっちり見直してということであったんですけれども、大体その都市

計画道路が、じゃあ、いつできるのか。もうある程度の時期があるじゃないですか、じ

ゃあ、結局、２年間で計画を見直す。大体、将来的にいつをめどにこの道路を開通させ

たい。目標がないと結局、だからもう５０年、６０年手つかずの都市計画道路というの

がいまだに存在するというような、多分事態になっているのかなと思うんですね、もう

１個その県道でいいますと、大浜小天線ありますよね、大浜小天線。大浜小天線が横島

の唐人川のところでぶっつり切れて、今度はまた天水に入って受免のところから５０１

号線まで県道なんですね、よく大型トラックがカーナビで来たらそこに入ってこられる
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んですね、そうしたら結局橋がないということで、あれは防潮樋門の管理道路ですから、

あそこは大体道路じゃないんですね、樋門の管理道路なんですよ。そこを私たちも通行

させていただいているんですけれども。延伸、唐人川で、横島で切れてまた天水から始

まっているというところのこの延伸を県に要望とかというのも今までなさったことがあ

るのかどうかというのがわかりますか。橋を架けるとか。 

○議長（内田靖信君） 建設部長 片山敬治君。 

○建設部長（片山敬治君） 今、松本議員がおっしゃった天水町を通過する国道５０１号

ですが、県道１号線との赤崎交差点が改修され、下りの渋滞は緩和されたと思ってます。

ただしかし、おっしゃるとおり上りの渋滞が残っている状態で、今後新たな迂回ルート

として、県道小天線を利活用することも一つの案と思われます。ただ、その橋梁を設置

するなどの多額の費用が、唐人川を渡すために橋梁設置するなどの多額の費用が必要と

考えられますので、今後はその道路管理者である熊本県と多角的な視点から事業の効果

を検討することが重要だと考えております。 

以上です。 

○議長（内田靖信君） ９番 松本憲二君。 

○９番（松本憲二君） もちろんあそこのちょうど国道５０１号から県道１号線と今度は

長洲港のほうに行く５０１号、左折をするわけですけれども、下りのほうは天水町の交

差点、あそこをちょっと改良されたおかげで大分渋滞も見られないんですけれども、今

度は逆に上りが非常にローソンのところから、今、お弁当屋さんとかガソリンスタンド

があるところまで渋滞するときには、本当渋滞しているというような状況も見受けられ

ます。一応、その管理者の熊本県あたりと、結局、県道が川を挟んでぶっつり切れてい

るわけですよね、そこはやっぱり玉名市としては、地元でもありますし、県道がぶっつ

り切れたまんまというのも非常におかしいもんですから、そこはやっぱり協議をしてい

ただいて、どういう考えを熊本県が持ってらっしゃるのかというのは十分把握をしてお

いていただかないといかんのかなというふうに思います。それはちょっと要望としてお

願いをしておきます。 

それともう１個は、農免道路が豊水から今ずっと天水の県道１号線のところからずっ

と北牟田のところまで入ってきて、それから豊水の北牟田のＪＡの大きい選果場がある

んですけれども、そこから小島橋まで農免道路がかかっているわけですけれども、小島

橋を渡ってからが玉名市街地まで入ってくるのに非常に狭い道を今通っているわけです

ね。そこには住宅がいっぱい建ち並んで、子どもの飛び出し注意という看板も非常に見

受けられます。そんな中で、玉名市としてその道路網の計画の中にこの小島橋を渡って

からのこの駅、玉名駅がありますよね、在来線の。そこをこの上の高架橋で渡すのか、

踏切で行くのか、下にトンネルを掘って通すのかという計画というのが１回ぐらい協議



－ 46 － 

というのがあってるのかどうかというのをちょっとお聞かせ願いたいんですけれども。 

○議長（内田靖信君） 建設部長 片山敬治君。 

○建設部長（片山敬治君） 松本議員の小島橋からＪＲ玉名駅の接道についてお答えいた

します。 

南北に新たなルートとして、小島橋からＪＲ玉名駅を接続する道路については、ＪＲ

玉名駅の老朽化問題や駅前広場周辺の再整備などと併せて検討していきたいと考えてお

ります。 

以上です。 

○議長（内田靖信君） ９番 松本憲二君。 

○９番（松本憲二君） ＪＲとの協議も必要でしょうし、その在来線の玉名駅周辺整備と

一緒に計画をしていきたいという答弁だったですけど、大体それがいつぐらいに計画を

立てられるのかというのははっきりやっぱり言えないですか。大体、これぐらいをめど

にということでやっていかないといけないと思うんですけれども。 

○議長（内田靖信君） 建設部長 片山敬治君。 

○建設部長（片山敬治君） 松本議員の御質問の、大体いつぐらいの時期かということな

んですけれども、今現在、都市計画マスタープランの見直しを今年度より行ないます。

その見直しの中で、今回のそのＪＲ在来線の駅の再開発とか、まちづくりをその中で検

討していって、その中でいつの時期になるかというのを、できれば皆様に明確にお話し

できればと考えております。 

以上です。 

○議長（内田靖信君） ９番 松本憲二君。 

○９番（松本憲二君） そうしたら都市計画マスタープランというのが大体２年間で、今

から令和３年、大体４年ぐらいで、２年間で計画をしっかり見直して立てていくという

ことで、じゃあ、２年後には大体いつの時期にということが明確になるわけですかね。

そういうふうに認識していいですか。 

○建設部長（片山敬治君） はい。 

○９番（松本憲二君） じゃあ、約２年度、令和５年度中には、大体いつぐらいに小島橋

からの延伸がどうなるかとか、南北線がどうなるのかということがお示しができると、

市民の皆様方にですね。じゃあ、そういうふうに令和５年度中ということで、ここで答

弁をいただきましたので、それを期待して、しっかり玉名市の道路網の整備ともう１個

は都市計画のきっちりとしたマスタープランを築いていただきたいなというふうに思い

ます。私も都市計画審議会の今、委員に選任をされていますので、そこでしっかり協議

をしていきたいなというふうに思います。 

それでは、最後の質問に移らせていただきます。 
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○議長（内田靖信君） 松本憲二議員の一般質問の途中ですが、議事の都合により、暫時

休憩いたします。 

午前１０時５４分 休憩 

―――――――――――――――――――――― 

午前１１時１０分 開議 

○議長（内田靖信君） 休憩前に引き続き、会議を開き、一般質問を行ないます。 

９番 松本憲二君。 

［９番 松本憲二君 登壇］ 

○９番（松本憲二君） それでは、私の最後の一般質問になります。 

有限会社横島町特産物振興協会、通称ふるさとセンターＹ・ＢＯＸの交際費の使途に

ついてということでお伺いしたいと思います。 

これは、私は多分９月議会だったと思うんですけれども、菊池市の第三セクターであ

りますメロンドームだったですかね、メロンドームとそれと温泉ですね、七城温泉ドー

ム、そこの交際費の使途ということで、新聞にも大きく取り上げられて、ふるさとセン

ターＹ・ＢＯＸではきっちり使われていますかということで市長にお伺いをして、市長

が記者会見の中で玉名市としては、玉名市の藏原隆浩市長は社長を務める農産物直売所

ふるさとセンターＹ・ＢＯＸを運営する第三セクターの交際費支出について、適正に処

理されたと明らかにしたということで、市やＪＡたまな、横島漁協、出資者である事務

調査会議を実施と、税理士を交えた交際費の支出に書類などを調べ、適正とその確認し

たということで、記者会見をされております。 

私たちには、市議会のほうには、玉名市はそのふるさとセンターＹ・ＢＯＸに対しま

して１,０００万円の出資をしているというようなこともありまして、こういう感じで

経営状況説明書ということで、私たちには配付があります。その中で交際費、この資料

は平成３１年度の資料なんですけれども、交際費が９０万円の予算額に対しまして決算

額が９３万７,７３７円、それと平成３０年度は交際費が１００万円の予算額に対しま

して、決算額が１０３万８,１５６円、平成２９年度は７０万円の予算額に対しまして

１１９万１５１円、平成２８年度の交際費が５５万円の予算額に対しまして８７万１,

４７５円使ってあるということで、こういう報告書をいただいております。そんな中で、

市長はちゃんと適正に使われていますよという記者会見をされたんですけれども、私た

ちも交際費ということだけで一応、そういう書類しかもらってませんので、情報開示と

いうことで、情報開示請求をいたしまして、ふるさとセンターＹ・ＢＯＸのほうから使

途一覧表ということでいただきました。そんな中で二次会、三次会というような領収証

がいっぱい出てきたわけですけれども、この適正というのがもちろん交際費というのを

ちゃんと辞書で調べますと、そこの営業に関する相手先だったりとか、そういうのと接
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待するというのに使われるのが交際費ということできっちり載っているんですけれども、

なんの会合でも一緒ですけれども、多分市長も年間１００万円ぐらい交際費を使われて

いると思いますけれども、熊本県議会ではリモートになって、多分９０万円ぐらいの県

知事の交際費の払い戻しというのが新聞にもちょっと載ったんですけれども、私たち議

員もよくなんだかんだというような会合に呼ばれて、懇親会ということで会費を払いま

す。しかしながら二次会、三次会というのは普通自分のポケットの中から出すのが当た

り前じゃないかなと、一般的な考えとしてはですね。それが適正に使われていたという

市長の見解を、どのような判断でこういう記者会見に至ったのかというのをちょっとお

聞かせ願いたいと思います。 

○議長（内田靖信君） 市長 藏原隆浩君。 

［市長 藏原隆浩君 登壇］ 

○市長（藏原隆浩君） 松本議員の御質問にお答えをいたします。 

まず、交際費の支出の内容に関しましては、有限会社横島町特産物振興協会の監査役

２名の監査を行なっていただいて、制度会計上適正に処理されております。ただ、これ

まで交際費の支出に関する明確な基準がなく、以前からも株主総会において、役員より

交際費の支出について使途や金額の削減を求めるような意見があっていたというふうに

伺っておりまして、昨年１０月７日に臨時役員会を開催して、交際費の今後の取扱いに

ついて検討を行ない、これまでなかった明確な交際費支出基準など新しいルール作りを

行なうこととしました。その後、１１月７日に市、ＪＡたまな、横島漁協、玉名市商工

会などの各出資団体の担当者の出席のもと、事務調査会議を実施しました。南九州税理

士会、玉名支部の税理士、いってみれば外部の第三者の専門家の方にも御参加をいただ

いて調査を行なっていただき、専門的な見地から先ほど申し上げたとおり、制度会計上

問題ないとの御意見を頂戴したものの、今後、管理会計上、これは内部のルールとして

適正な支出を徹底するために、支出項目や限度額を定めるなどの交際費支出基準を作成

したわけでありますけれども、その作成に当たっても御助言をいただいて、素案をつく

りました。そしてその後の役員会におきまして、その交際費支出基準というものを決定

しました。今後の支出に関しましては、交際費支出基準のルールに沿って、適正な支出

に努めるように引き続き運営者側のほうに指導を行なってまいりたいというふうに思っ

ております。 

一つ申し上げておきたいのが、やはり第三セクターとしてこの会社が出来上がって、

民間の企業、有限会社として運営されております。どのようなものの見方でいくのかと、

例えば、官庁会計でありますとか、公益法人会計であるならば、先ほど議員がおっしゃ

られたように、例えば、それぞれの社員であったりが飲み食いのために費用を支出する

というようなことは決してあり得ないし、あってはなりません。ただ、有限会社という
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ことでありますので、営業、販促のために、例えば、売上げを上げるため、利益を確保

するために営業努力として接待、接遇をしていくということは当たり前のことであり、

これは一次会であろうが、二次会であろうが、三次会であろうがそれは関係ない。エビ

でタイを釣るではないですけれども、それが企業努力になるんだろうというふうに思い

ます。そういったことを考えると、その第三セクターということ自体がそもそも弊害が

来ているんではないかということもありますので、今、予定されている民営化をやっぱ

り一刻も早く進めていかなければならないんだろうというふうに思います。 

それにしても多少時間がかかるというふうに思いますので、菊池のほうでは市の監査

委員に監査をお願いしたというようことでありましたけれども、今回の場合は、市の監

査委員で菊池のほうがされますけれども、先日新聞でも報道があっておりましたとおり、

それからもう一つ外部の審査会というか、そういったところまで検討しているというふ

うに市長がおっしゃられていたということをお聞きしておりますけれども、いってみれ

ば当方、うちのほうでは外部に見てもらって、その精査を行なったわけでありますので、

より厳しく審査をしたんではないかというふうに思っております。ですので、今後当面

は民営化するまでは、新しく作ったルールに基づいて、しっかりと運営を図ってもらう

ように指導していきますけれども、その中で例えば、新しく作ったルールを逸脱すると

か、あるいは経営状況が悪化していくというようなことがもしもあるようであれば、す

ぐにでも市のほうの監査の要求を検討していきたいというふうに思っております。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） ９番 松本憲二君。 

○９番（松本憲二君） 今、市長から答弁を伺ったわけですけれども、もちろん会計法上

は何ら問題はないと、私もそういう認識をいたしております。制度上はですね。しかし

ながら、先ほど有限会社ということで、それは私も会社を一つ経営をいたしております。

もちろん一次会、二次会、三次会、四次会、五次会、そうしたら幾ら使おうとも多分、

問題はないわけですよ。しかしながら、いろんなところにじゃあ、市長は公人ですから、

そういうところに、もし商工会議所の新春の集いであったり、一次会はもちろん払われ

る。しかしながら二次会からは公的な公な人間は二次会からは、それは玉名市でちゃん

と会費を一次会を納めて、二次会にもし市長が行かれるんであれば、もちろん財布の中

から、自分のポケットマネーから多分出されるんだろうなというふうに認識をいたしま

す。 

この結局、予算額からオーバーをして使っている部分というのがあるじゃないですか。

結局、その予算というのは前年度の使用した分を比較検討した上で予算というのは多分

立てられると思うんですよね。２年間、３年間にわたってこの予算額をオーバーした中

で、ましてやそのちゃんと交際費の中に、私は領収証というのをはっきりまだ全体的に
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見てはいませんけれども、ちゃんと明確に書いてあるのが、この交際費で使った部分、

じゃあ、何人のそこに参加があったのか、その宴の席にですね、それとかゴルフ接待。

ゴルフ場に行かれて、結局、誰と行かれたのかというのが明確に載っていないと、これ

は交際費として認められませんよというのがちゃんとその交際費の基準の中に設定はし

てあります。そこをしっかりもう一回精査しないといけないなと、私も思っているんで

すけれども、菊池市の場合は、市の監査委員にもう一回そこをしっかり見ていただく。

何と言うんですかね、一般市民の感情じゃないですけど、結局、公的資金がここに投入

されているわけですよね、去年は、まして約８００万円近い赤字が出ているわけです。

ずっと毎年毎年ずっと黒字であったのは、私も確認をしております。去年、一昨年、令

和元年度はもちろんいだてんのドラマ館の運営もされてますから、いだてんの入場者数

も非常に少なかったということもあって、若干の赤字が出たのかなというのは、私も思

うところではありますけれども、市の監査委員でましてや外部監査ということでまた菊

池はいっておられます。市長先ほど外部監査は、うちの結局、出資のところで市とは全

く関係ないＪＡさんだったり監査委員さんは商工会のほうから出てらっしゃるというふ

うに私認識をしておって、それが外部と言われれば。 

○市長（藏原隆浩君） 税理士、税理士。 

○９番（松本憲二君） 税理士さんですね。 

○市長（藏原隆浩君） 専門家。外部の専門家。 

○９番（松本憲二君） 税理士さんは今回入られたわけでしょ。以前までは２人の監査だ

ったでしょ。だったじゃないですか。印鑑が押されてたのは２人の監査員さんだったで

すよね、税理士さん入ってらっしゃらなかったですよね、それを外部というふうには私

は思わないんですよね。やっぱりきっちりその第三セクターに全然入っていない部外者

に監査を行なっていただいて、そのちゃんとルールを今度から作りましたよということ

なんですけれども、以前、菊池でも問題になっているのは、以前のやっぱり使途なんで

すよ。今まで使ってたのが適正だったのかというところなんですよ。今後はきっちりそ

ういうところがあったから市の監査委員に監査を求めて、そしてまた外部の監査員もち

ゃんと設定をして、きっちりそういうのを明確に市民にも公にできるような情報公開も

ちゃんとできるような体制をつくりますよということで、多分、菊池は改めてらっしゃ

ると思うんですけれども、市として今までのをもう一回精査するという気は全然あられ

ませんか。 

○議長（内田靖信君） 市長 藏原隆浩君。 

○市長（藏原隆浩君） 再質問にお答えします。 

ちょっと誤解のないよう、前提の話をしておきますけれども、第三セクターで有限会

社でありますので、充て職として社長は私がなっておりますけれども、さっきからなん
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か私が使っているような話しぶりだったもんですから、例えば、私だけでなく、ＪＡた

まなさん、それから漁協さん、それから商工会でその理事会といいますか役員が構成さ

れておりますけれども、私はじめ役員それぞれ一人たりとも報酬も交通費も費用弁償も

ましてや接待交際費を使うなんてことはあり得ないんですよね。そういった中で会社の

中で利用されてきたという話が前提であるわけですけれども、さっき申し上げたとおり

１１月の７日に、通常の監査は６月総会のときに行ないます。１１月の７日にこれは本

当に大丈夫なんだろうかというような心配、不安があったもんですから、それぞれにま

た再度集まっていただいて、ただ、そこに私がいう内部なんですね、それは。だからこ

そ南九州税理士会玉名支部長さんにお願いをして、専門家の税理士の方に来ていただい

て再度監査を行なった。調査を行なったということでありますので、菊池が今度発言さ

れた部分というのは、もう既に行なったというようなことだと、私は捉えています。 

もう一つは、ちょっとよそ様のことをあまりいろいろ言うといかんと思いますけれど

も、菊池の場合、領収証がないとか使途不明金が幾つもあるとか。そういったことはな

いからこそ制度会計上認められていると、間違っていませんというような結論をいただ

いておりますので、あとは内部でのルールをどういうふうにつくるのか、要するに僕が

一番問題だったと思うのは、これまでそのルールが設けられていなかったのが問題だと

いうふうに思いますので、だからこそ、すぐそれに取りかかって基準を明確に定めて、

これからは一つ一つ稟議上げて決裁をしてからでないと出せないように今度したんです

よね。だからその運用を見ながら、それを逸脱するような行為がもしあるとか、あるい

は経営状況が悪化するとか、昨年はドラマ館とコロナもあって、確かに単年度では８０

０万円の赤字が出ています。ですけれども累積黒なんですよね、７００万円以上の累積

黒字です、今。ですから経営状況が悪化している状態ではない。しかも今年度は黒字で

す。また既に恐らく、予測ですけれども。そういう状況にありますので、今後経営状況

が悪化するようなことがあれば、あるいは、今回定めた基準を逸脱するようなことがあ

るんであれば、すぐにでも市の監査のほうに入ってもらいたいというふうに思っており

ますので、今の時点で依頼をするというようなことはちょっと考えられないかなという

ふうに思っています。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） ９番 松本憲二君。 

○９番（松本憲二君） 結局、黒字、黒字と言えば温泉ドームとかメロンドームは莫大な

黒字なんですよ。結局、売上げ、黒字化からしたら結局、あの金額というのはその接待

交際費で使われていた金額というのは、金額的にはそこまでおかしくない金額なのかな

というふうに私は認識をします。売上げでいけばですよ。ものすごい黒字ですから、あ

そこは。市のほうにもちゃんと出資の配当もきっちりなされているというような状況で
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もあると。だから結局、黒字だから経営がものすごく悪くなったからという問題じゃな

いんですよ。市長がそういう私も不安を感じたからとおっしゃったんですけども、それ

は私が質問をしたから、それで本当に大丈夫かなと菊池の問題が出てきてそういうこと

がなされたわけじゃないですか。市長就任をなされてすぐそういうふうに着手ができて

いなかったということじゃないですか。２年間そのままでいかれていた。じゃあ、不思

議に思われてもよかったのかなというふうに思うんですけれども、その中で、もちろん

黒字というのもあります。接待交際費もきっちり基準を今度からちゃんと設けたからと

いうこともありますけれども、今までの基準がやっぱりつくられてなかった。それは今

回その菊池の問題が出て、私が一般質問をしたこともあってそういうところに至ったと

いうこともあるんで、その辺はしっかり今後というのももちろん大事ですけれども、以

前の今まで使われていた結局予算額よりオーバーですからね、オーバー。やっぱりその

辺は一回、私は市の監査委員さんにでもきっちり公正、公平な立場から見ていただいて、

もちろん税理士さんが入ってらっしゃいます。入ってみてもらったということなんです

けれども、その辺も私は必要じゃないかなというふうに思いますし、あとその外部、菊

池でおっしゃっています外部の監査に関してもしっかり今後検討をした中で、そういう

監査の外部監査もちゃんと入れていくというのも必要じゃなかろうかというふうに考え

ます。 

今の市長の見解を伺いますと、今の段階ではその市の監査委員さんにも見てもらう必

要もないし、南九州税理士会玉名支部の支部長さんにちゃんと見ていただいたもんです

から、そこは結局、玉名市の場合は第三セクター、有限会社横島町特産振興協会に関し

ては、これでいくというような見解ですよね。市の監査委員さんにも見てもらう必要も

ないし、これは公正、きっちり適正に使われていたということで判断をしているという

ような見解ですよね。市長が使われたというのは僕は一言も言っていませんから。その

有限会社横島町特産振興協会の中での交際費がこの予算額に対してオーバーをして使わ

れているだとか、もちろん普通一般的なその市民感情としては、やっぱり二次会、三次

会までのそういう費用は、本当にその有限会社横島町特産物振興協会の売上げ発展のた

めに使われていたのかというのもやっぱり疑問の声も私たちに入ってきたもんですから、

これはあえて質問をさせていただいているというところがありますもんですから、その

辺を社長であられます、その充て職というのも玉名市は１,０００万円の出資をしてい

るわけですから、いかなる充て職、充て職といってもやっぱり社長であられる藏原市長

には重大な責任があるというような思いがあって、こういう質問をさせていただいてい

るんですから、その辺の認識はしっかり持っていただいて、その辺のこの結局、有限会

社横島町特産物振興協会の在り方ですよね、今多分職員さんが１人だと思うんですよ。

あとは全てパートさんなのかなというふうに私は認識しているんですけれども、職員を
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きっちり農園部門だったり、加工部門だったりという職員さんをきっちり入れてまだや

っていけば、売上げもまたじゃんじゃん伸びるんじゃないかなというふうに思いますし、

今度は民営化にわざわざする必要がないと思うんですよ、赤字じゃないんですから。も

うちょっと市のほうからのてこ入れ、第三セクターで漁協さんだったり農協さんと話し

合った中で、売場のもうちょっと拡張だったり、きっちりシャッターをつけるだったり、

そういうところにもうちょっと補助金を出しても、もうちょっと売上げが１億円、２億

円伸びるんであれば、そういう検討も玉名市の発展にも結局つながっていくわけですか

ら、いっぱい車止まっていますから、そういうところもちゃんと検討をしていただいて、

しっかりした運営体制を今後構築していただきますようお願いを申し上げまして、私の

一般質問はこれで終わらせていただきます。ありがとうございました。 

○議長（内田靖信君） 以上で、松本憲二君の質問は終わりました。 

７番 北本将幸君。 

［７番 北本将幸君 登壇］ 

○７番（北本将幸君） おはようございます。７番、創政未来の北本将幸です。 

先週、衆議院本会議にて、令和３年度の予算案が可決されました。これにより年度内

の予算成立が確実となりました。予算規模も１０６兆円超えとなり、新型コロナ対策費

や社会保障費の増加により９年連続で過去最大を更新しました。新型コロナ感染症の拡

大に伴い、行政には新しい生活様式に対する対応など、様々な対策が求められています。

行政運営においては、市民生活の安定に向けて、あるいは利便性向上に向けて、何をや

らなければならないのか明確に目標を定めて進めていかなければなりません。今回は、

教育、公共交通、政策立案の大きく３項目について質問させていただきます。 

それでは、通告に従いまして一般質問を始めさせていただきます。 

まず初めに、よりよい教育環境の実現について質問いたします。本年度に小学校で新

しい学習指導要領が実施され、新年度より中学校で開始されます。急速に進む社会変化

の中で、教育分野に求められているものはますます多様化していきます。新学習指導要

領での新たな取組としては、道徳の教科化や外国語教育、プログラミング教育などが導

入されます。実際、私が義務教育を受けていたときはなかったものも多数あります。小

中学校での新学習指導要領の全面実施に伴い、新たに取り組むべき課題が増加する中で、

教職員の負担、担う役割はますます大きくなっていくことが予想されます。この指導内

容を確実に実施していくためにも、よりよい教育環境を実現していかなければなりませ

ん。そのために取り組んでいく必要があるものの一つが教職員の働き方改革です。教職

員の働き方改革については、数年前から大きく言われるようになってきましたが、まだ

まだ改善していかなければならないのではないでしょうか。国においても働き方改革に

ついては、新年度予算案において様々な予算づけをされており、教職員が子どもと向き
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合う時間を確保するようにとされています。そこでまず初めに、教職員の業務量の現状

について１点お伺いします。 

○議長（内田靖信君） 教育部長 西村則義君。 

［教育部長 西村則義君 登壇］ 

○教育部長（西村則義君） 北本議員の教職員の業務量についての質問にお答えいたしま

す。 

玉名市教育委員会として、教職員の業務量は多いと認識しておりますが、４か月に１

度、市教育委員会へ在校時間等の報告書を提出してもらい、教職員の勤務状況を確認す

る限り、現在、小学校では部活動がなくなり、かなり超過勤務は減少しております。し

かしながら、中学校ではまだ小学校のようには減少していないのが現状でございます。

そのため、さらなる校務の縮減を図ったり、部活動指導員を配置することなどで業務量

の縮減に努めてまいりたいと考えております。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） ７番 北本将幸君。 

○７番（北本将幸君） 答弁いただきました。 

教育委員会としても現状の業務量としては多いと認識されていると思います。この働

き方改革を進めていく上で取り組んでいくべきこととして、主に二つが考えられると思

います。一つが、今答弁にもあったように勤務時間の管理。もう一つが答弁にもありま

したけど、業務量の見直し、この二つを並行して進めていくことが必要だと思います。 

１点目の勤務時間の管理についてですけど、給特法という公立学校の教職員の給与に

関する法律が改正されて、文部科学省として１か月４５時間、年３６０時間などを制限

として時間外労働の削減に取り組まれてきました。 

ちょっと１個スライドを見ていただきたいんですけど。 

［拡大投影にて画像を示す］ 

○７番（北本将幸君） これがこの前発表されている熊本県の教職員の働き方推進プラン

にある調査結果ですけど、２０１９年度においては約４割の方が月４５時間の基準をオ

ーバーしているという結果になっています。 

今、先ほど部長の答弁でもありましたけど、玉名市も４か月に１回時間外勤務調査さ

れて、令和元年度、令和２年度と減ってきているという状況で改善できているという認

識だと思いますけど、この時間の管理だけで評価していくと、やっぱり根本的な改善に

はつながっていかない可能性もあるんじゃないかなと思います。つまりどういうことが

起きるかというと、時間外労働の過小報告や仕事の持ち帰りなどにつながって、根本的

な改善につながっていかないというケースも起きてくると思います。公立学校の場合は、

給特法という特別の形態が取られており、残業代が出ない特殊な制度ですから、過小申
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告しても正しく申告しても賃金は変わりません。実際、他の市町村でも滋賀県のある町

の教育委員会において、在校時間について土日祝日の記録を除外していたというような

ことや、他県の県立学校で残業代を過小評価していたという事例も起きてきています。

やっぱりこの時間外の、早く帰って残業しないようにというこの時間の勤務だけだとど

うしても限界がくるのかなと思います。 

そこで、取り組んでいかなければならないのがやっぱり業務量。業務をどう見直して

いくかだと思いますけど、そこで１点再質問なんですけど、県の推進プランでも教職員

が担う業務の明確化、適正化が示されています。その一つに学校徴収金や給食費の公会

計化など、学校でのお金の取扱いの業務について、どう考えていくかというのも掲げら

れていますけど、現在、玉名市の取組状況としてはどうなっているのか、お伺いしたい

と思います。 

○議長（内田靖信君） 教育部長 西村則義君。 

○教育部長（西村則義君） 北本議員の再質問にお答えいたします。 

学校徴収金の一つである学校給食費につきましては、令和４年４月からの運用開始予

定で公会計化を実施することとしております。この導入により教職員の負担はかなり軽

減されることと思われます。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） ７番 北本将幸君。 

○７番（北本将幸君） 令和４年４月から開始されるということですので、このお金の取

扱いという業務が学校からなくなっていくというのは、やはり働き方改革につながって

いくと思いますので、ちゃんと令和４年４月に開始できるように今後もしっかり取り組

んでいただきたいと思います。 

やはりこういう具体的に一つ一つどの業務を改善していくかというのを明確にしなが

ら取り組んでいかないといけないんですけど、それ以外に現在、教育委員会として改善

したり、削減したりできる業務としてほかにどのようなものを考えられているのか、お

伺いしたいと思います。 

○議長（内田靖信君） 教育部長 西村則義君。 

○教育部長（西村則義君） 北本議員の再質問にお答えいたします。 

現在、学校現場では、業務量の削減について、昨年２月文部科学省から示されました

学校における働き方改革取組事例集を参考に様々な点で取り組んでおります。学校行事

の精選、日課表の見直し、学校安心安全メールを活用した保護者への連絡、校務分掌の

複数体制化、不登校・いじめ問題に関する校内委員会の設置による対応などがあります。

教育委員会としましても、調査・アンケートを精選した上で依頼することや、会議研修

の回数や人数の削減、出勤簿の廃止等を行なっております。また、中学校における部活
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動指針の遵守と部活動指導員の活用、学校閉庁日の設定、スクールサポートスタッフの

配置などにも取り組んでおります。 

本市は、今後校務支援システムの導入により、成績処理や通知表作成のＩＣＴ化、効

果を検証しながら部活動指導員の拡充、留守番電話による対応などについて検討してお

ります。教育委員会と学校が連携を図りながら、学校現場の業務量の削減を行ない、学

校において教師が児童・生徒と向き合う時間を生み出せるように取り組んでまいります。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） ７番 北本将幸君。 

○７番（北本将幸君） 今、答弁にあったように、具体的にその項目、かなり項目出てき

たと思うんですけど、それ１個１個解決していけば働き方改革にしっかりつながってい

くと思いますので、やっぱり時間だけ、残業時間４５時間以上にならないようにしまし

ょうというんじゃなくて、その業務量を今、答弁いただいた業務量をしっかり改善でき

るように進めていただきたいと思います。 

やっぱりそれでも教育内容が現在、本当に多様化していると思います。学校に求めら

れているものというのもやっぱり大きくなってきているのが現状じゃないかなと思いま

す。その分業務量も増えてしまう部分もあると思うんですけど、やはりそこで重要にな

るのが２点目の質問に移りたいんですけど、教職員以外のスタッフをどう教育現場に参

画させていくかということになると思うんですけど、市の現状のほうをお伺いしたいと

思います。 

○議長（内田靖信君） 教育部長 西村則義君。 

○教育部長（西村則義君） 北本議員の教職員以外のスタッフ参画についての御質問にお

答えいたします。 

現在、玉名市の学校では、教職員以外のスタッフとしては、玉名市の会計年度任用職

員として特別支援教育支援員や図書室補助員、適応指導教室指導員等が学校の運営に参

画しております。令和２年度の人数は、特別支援教育支援員が４７名、図書室補助員が

１６名、適応指導教室指導員が５名、計６８名で、必要経費の人件費予算額は１億３,

５２８万３,６９１円でございます。 

支援員の過去の推移としましては、平成３０年度は６８名、決算額で申しますと９,

９３５万８,０６９円、令和元年度には６７名、決算額で申しますと１億４３３万７,３

８２円でございます。 

業務内容としては、特別支援教育支援員は、特別支援学級や通常学級において支援を

要する児童・生徒に対して、学習面や生活面において適切な指導及び必要な支援を行な

っております。図書室補助員は、学校の図書館業務の全般を担っており、図書室の貸出

業務や環境づくり、児童・生徒の読書活動の推進に向けた取組などを行なっております。
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適応指導教室指導員は、生徒及び保護者との教育相談や生徒の学習活動等の支援を行な

っています。 

支援員等の学校運営への参画の成果としましては、まず、特別支援教育支援員につい

ては、授業や生活のあらゆる場面において担任等と連携しながら支援を要する児童・生

徒に寄り添い、個に応じた支援を行なうことで、児童・生徒の学力の充実や生活面での

落ち着きにつながっています。図書室補助員については、選書や本の管理等に専門的な

知識を生かし、児童・生徒が図書室を利用しやすいように本の配置を工夫したり、調べ

学習のための図書のコーナーをつくったりするなど、学習ルームとしての機能も果たせ

るような工夫が見られ、児童・生徒の図書室利用者の増加につながっています。適応指

導教室指導員については、適応指導教室に登校してきた生徒の様子を確認しながら、個

に応じた指導や支援を行なうことで、不登校傾向だった生徒が少しずつ教室に足が向く

ようになっています。また、担任を中心に学年部の職員と連携しながら、様々な角度か

ら支援方法を見いだし、役割分担しながら組織的な対応ができております。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） ７番 北本将幸君。 

○７番（北本将幸君） 答弁いただきました。 

この教職員以外の方についても、市の単独として職員として特別支援教育支援員や図

書室補助員の方を雇われていると思います。やっぱり教育の専門性を持たれている教員、

先生たちに加えて、それ以外の多様な職種の専門性を有するスタッフを学校にしっかり

配置して、校長先生を中心としてやっぱり一つのチームとして学校を運営して、教育力

を高めていけるような体制が必要じゃないかなと思います。 

今のは市、市のほうの予算でつけられているスタッフだと思うんですけど、今年度は

新型コロナウイルス感染拡大もあって、学校現場は様々な対応が要請されました。その

ような中で、国は加配教員と学習指導員、スクールサポートスタッフなどの大幅な増員

のために大規模な補正予算を追加しました。新年度の予算要求でも今年度同様に多くの

予算要求がされています。また新しいスライド見ていただきたいのですが。 

［拡大投影にて画像を示す］ 

○７番（北本将幸君） これは新年度、令和３年度に文部科学省が予算要求している部分

ですけど、昨年度同様にいろんなスタッフを配置するために予算を要求しています。こ

の赤文字になっているところの文章、３行の文章がやっぱり教師と多様な人材の連携に

よって、学校教育の充実と働き方改革を実現していくと、それを引き続きそれに取り組

んでいくと書かれていますけど、この右上のスクールサポートスタッフ、これにも多く

の予算要求がされているんですけど、現在、このスクールサポートスタッフの玉名市の

配置状況については、どのようになっているのかお伺いしたいと思います。 
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○議長（内田靖信君） 教育部長 西村則義君。 

○教育部長（西村則義君） 本事業は、熊本県教育委員会が市町村教育委員会に対し、熊

本県市町村立学校スクールサポートスタッフを派遣するもので、令和３年３月１日現在、

１６校に各１名配置しております。業務内容は、印刷、環境整備、授業の準備補助等の

ほか、登下校の児童・生徒の見守り協力など多岐にわたっております。特に今年度は新

型コロナ感染拡大防止のため、教室等の消毒、換気などの作業が増えましたが、スクー

ルサポートスタッフを配置したことにより、教職員の業務量の削減につながっておりま

す。また、教職員の校務能率向上のもと、児童・生徒と向き合う時間が増え、教育指導

の充実、資質能力の向上が図られております。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） ７番 北本将幸君。 

○７番（北本将幸君） 現在、１６校に配置されているということですので、学校に配置

してほしいという要望があったらしっかり応えられるように、県のほうにも、県が採用

配置されるということですので、しっかり要望していただいて、それでも足りないとき

はやっぱり市の単独の予算でもその学校に配置するというような対策も必要じゃないか

なと思いますので、その辺よろしくお願いします。 

もう１個さっきと同じスライドなんですけど。 

［拡大投影にて画像を示す］ 

○７番（北本将幸君） スクールサポートスタッフの下、下にもう１個予算付けされてい

るものに部活動指導員があります。国もこれには新年度も多くの予算を要求しています。 

次、もう１個新しいスライド見てほしいんですけど。 

［拡大投影にて画像を示す］ 

○７番（北本将幸君） これがさっき４０％ぐらいの人が月に４５時間、時間外労働して

いるという表も見せたと思うんですけど、その人たちが何で時間外労働につながってい

るかというグラフなんですけど、一番上の教材研究、これは教育していく上でしょうが

ないかなと思うんですけど、この２番目、青色で示してあるのが中学校なんですけど、

これは部活動ですね、一番突出して７２％になっているんですけど、やっぱりこの部活

動を今後オレンジのほうは小学校なんで、もう部活動がないんでほぼゼロなんですけど、

中学校で７割以上、一番その時間外の要因となっているということで、やっぱりこの部

活動を教育委員会として、どう今後していくのかというのを考えていく必要があると思

うんですけど、その支援の一つとなるのがこの部活動指導員だと思うんですけど、この

部活動指導員に対して、市の現状としてはどのようになっているのか、お伺いしたいと

思います。 

○議長（内田靖信君） 教育部長 西村則義君。 
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○教育部長（西村則義君） 北本議員の部活動指導員の配置についての質問にお答えいた

します。 

国が示す部活動指導員の配置方針として、地域で部活動に代わり得る質の高い活動の

機会を確保できる十分な体制を整える取組ですとか、部活動数の適正化等を進めるため

の具体的な検討内容やスケジュール等を示した計画策定に向け、検討組織による検討を

重ねた上で、その計画の策定をすることが求められております。国は、現在、部活動指

導員の配置に係る補助制度を実施しています。玉名市でもこの補助制度を活用して、今

年度１人の部活動指導員を配置しました。これにより実際に働き方改革につながり、部

活動の維持、運営に寄与するものか否かを検証するための試行的な配置ではありますが、

今年度の活動や指導状況を鑑み、検証し効果が認められるようであれば増員も視野に入

れた取組につなげようと考えておりました。しかし、新型コロナウイルス感染防止対策

等による活動の自粛、各種大会等の中止や縮小により、今年度のみでの検証は困難であ

ると判断し、国の補助が見込まれる令和３年度においても、今年度同様１人を配置し、

検証を試みる予定としております。また、部活動指導員の配置に係る費用は、今年度は

国、県、市町村が３分の１ずつ負担することとなっていましたが、来年度も継続して補

助制度を活用するには、前述しました地域で部活動に代わり得る質の高い活動の機会を

確保できる十分な体制を整える取組や部活動数の適正化等を進めるための具体的な検討

内容やスケジュール等を示した計画の策定を求められており、今後の配置には財源も含

め、慎重な検証が必要であると考えております。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） 北本将幸議員の一般質問の途中ですが、議事の都合により午後１

時まで休憩いたします。 

午後 ０時００分 休憩 

―――――――――――――――――――――― 

午後 １時０１分 開議 

○議長（内田靖信君） 休憩前に引き続き、会議を開き、一般質問を行ないます。 

７番 北本将幸君。 

○７番（北本将幸君） この部活動指導員のところですけど、本当は本年度１人配置して

検証していきたかったということですけど、コロナの影響もあってあまりできなかった

ということで、新年度１人配置して検証されていくと思いますので、しっかり部活動の

在り方というのについても検証していただきたいなと思います。やっぱり指導員も将来

的には人材をどう確保していくかというのも問題になってくると思いますので、その辺

もしっかり併せて考えていただきたいなと思います。 

部活動の実施に当たっては、前の答弁でもあったんですけど、部活動支援法にのっと



－ 60 － 

った運営を今されていると思いますので、その辺の徹底というのも併せてお願いしたい

と思います。 

次の質問にいきたいと思いますけど、次に、ＩＣＴ支援員についてですけど、新年度

から全小中学校でタブレットの使用が開始されます。新学習指導要領でもプログラミン

グの学習などが取り入れられるなど、教育課程においてもＩＣＴへの取組が今後進めら

れていく予定です。このような中、市においてもＩＣＴ支援員が予算づけされて配置さ

れるわけですけど、その活動内容についてお伺いしたいと思います。 

○議長（内田靖信君） 教育部長 西村則義君。 

○教育部長（西村則義君） 北本議員のＩＣＴ支援員の活動についての御質問にお答えい

たします。 

本市におきまして令和３年４月からＩＣＴ支援員を５名配置し、各学校への支援を１

校あたり平均月７回行なう予定です。ＩＣＴ支援員の活動内容は、主に教職員への授業

支援です。授業中のＩＣＴ機器の操作補助やソフトウェアの操作補助だけでなく、ＩＣ

Ｔ機器の準備や教材作成支援、ＩＣＴを活用した授業の提案や事例紹介なども行ないま

す。その他の活動内容として、教職員へのＩＣＴ機器の操作や情報モラル等の研修、Ｉ

ＣＴ機器の障害対応を行ないます。さらに校務文書作成時の補助や令和３年度に導入予

定である統合型校務支援システムの運用支援を行ない、教職員の学校事務について支援

も行ないます。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） ７番 北本将幸君。 

○７番（北本将幸君） 新年度からタブレットを導入されて、ＩＣＴ支援員の方を５名配

置して取り組んでいかれると思いますけど、実際、タブレット使っていくわけですけど、

どういう頻度で使ったり、どういう授業で使ったり、家庭に持ち帰るのか、家庭学習で

使うのか、どう運用していくかというのをある程度決めておかないといけないと思いま

すけど、タブレットの運用指針的なものは、現在市としては作成されているのかお伺い

したいと思います。 

○議長（内田靖信君） 教育部長 西村則義君。 

○教育部長（西村則義君） 再質問にお答えいたします。 

タブレットの運用指針につきましては、その活用状況や各学校の事情を考慮しながら、

今後検討していきます。また、統合型校務支援システムについては、令和３年度に導入

して試験運用を行ない、令和４年度から本格運用を開始するスケジュールで進めており

ます。統合型校務支援システムとは、成績処理、出欠管理、指導要録作成、通知表作成、

保健管理等の学校事務系を統合した機能を有しているシステムです。これに加え、掲示

板、メール、スケジュール等の機能を有したシステムであり、グループウェアも併せて
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導入する予定でございます。これらを導入することにより、情報の一元管理及び共有が

でき、教職員の業務負担を軽減できるものと考えております。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） ７番 北本将幸君。 

○７番（北本将幸君） タブレットについては、運用指針は今後初めて導入することなん

で、使いながらどう使っていくか、変わっていくと思いますので、その都度検証して、

どういう運用方法がいいのかというのをしっかり確立しながら使用していただきたいな

と思います。 

ここでもう１個スライド見てほしいんですけど。 

［拡大投影にて画像を示す］ 

○７番（北本将幸君） これさっきと一緒のやつなんですけど、部活動の下にきているの

が校務分掌というのがやっぱりこの時間外労働の要因となっている。これは小中学校ど

っちも言えるんですけど、今ちょっと答弁にも出てきたんですけど、このＩＣＴ支援員

の人は一番最初言われたように授業支援、どがん授業ばするかというのば支援するほか

に校務支援もされるということで、ちょっと何個か出てきたんですけど、校務支援のほ

うは恐らく支援していくと働き方改革にもつながっていくと思うんですけど、校務支援

も具体的にどういうことをされていくのかなと、今さっきのですか。 

○議長（内田靖信君） 教育部長 西村則義君。 

○教育部長（西村則義君） 再質問にお答えいたします。 

先ほど説明しましたけれども、統合型校務支援システムとは、成績処理、出欠管理、

指導要録作成、通知表作成、保健管理等の学校事務を統合した機能を有しているシステ

ムでございます。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） ７番 北本将幸君。 

○７番（北本将幸君） では、そういうのを支援員の人たちが学校とつくっていくという

か、サポートしていくということだと思います。 

やっぱり新しいことを導入していくんで、学校もまだわからないところがたくさんあ

ると思いますので、しっかり教育委員会とＩＣＴ支援員の人と学校がしっかり連携をと

りながら、このＩＣＴの活用というのが有効なものになるように進めていただきたいな

と思います。 

最後に、６点目の地域学校協働活動推進事業についてお伺いしたいと思いますけど、

やはり学校運営を行なっていく上で、地域のサポートは欠かせないものだと思います。

そこで今年度から地域学校協働活動推進事業というものを全ての学校でスタートされて

いると思いますが、今までも学校支援というものはあったと思うんですけれども、地域
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学校協働活動推進事業というもの、新たな取組と思いますけど、どういうものなのかち

ょっとお伺いしたいと思います。 

○議長（内田靖信君） 教育部長 西村則義君。 

○教育部長（西村則義君） 北本議員御質問の地域学校協働活動推進事業についてお答え

いたします。 

地域学校協働活動とは、社会教育法第５条第２項により、地域住民等が学校と協働し

て行なう活動と規定されており、これは地域住民、学生、保護者、ＮＰＯ、民間企業、

団体、機関等の幅広い地域住民等の参画を得て、地域全体で子どもたちの育ちや学びを

支えるとともに、学校を核とした地域づくりを目指して、学校と地域は相互にパートナ

ーとして連携協働して行なう様々な活動をいいます。 

本市において平成２９年度まで玉名中学校区の４小中学校で実施しておりました学校

支援事業と、この地域学校協働活動との違いを端的に申し上げますと、支援から連携協

働へシフトしたということになります。これまでの地域が学校や子どもたちを応援支援

するという一方向の関係から、地域と学校がパートナーシップに基づき、双方向の関係

になったということです。例えば、学校と地域住民が共に地域の課題を解決する活動や

地域の行事に学校が参画して、共に地域づくりに関わるというような取組を推進するこ

とで、従来の個別の活動を総合化・ネットワーク化し、組織的・安定的に活動を継続で

きるような仕組みを整えることが重要となっております。 

そこで本市では、平成３０年度から玉名中学校区の４小中学校及び玉陵中学校区の２

小中学校で、地域学校協働活動推進事業をスタートし、令和２年度から市内全域に拡大

し、２１小中学校で実施しています。また、学校と地域を結ぶキーパーソンであります

地域学校協働活動推進員を全校に配置し、本年度はコロナ禍ではございますが、それぞ

れの学校の特色を生かした学校支援活動や学校が地域の活性化に寄与するための活動に

取り組んでいるところです。地域学校協働活動推進員は、玉名市地域学校協働本部設置

要綱に基づき、退職教職員、ＰＴＡ経験者、自営業者、地域の現状を理解している人の

中から学校長の推薦により、教育委員会が委嘱しており、任期は１年で市内全小中学校

に１人、うち玉名中学校には２人の合計２２人を配置しております。なお、地域学校協

働活動推進員の職務は、地域と学校の実情に応じた活動を企画・立案し、ボランティア

活動の要請及び活動の実施に向けた連絡調整等でございます。また、ボランティア依頼

の対象となる活動は、読み聞かせ、印刷支援、職場体験の事業所への依頼、保健室の指

導補助、学校花壇への花植、サマースクール講師、受験生への面接練習支援、書き初め

指導、テストの丸つけ支援、部活動支援、特別支援学級の支援補助などがあります。ま

た、学校が地域の活性化に寄与している活動として、地域の伝統行事への参加、施設訪

問、地域清掃活動等、地域から学校への依頼にも応えて取り組んでいるところでござい
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ます。本年度は、市内全域で事業を開始した初年度であることから、地域学校協働活動

推進員のスキルアップを目的として、熊本県教育委員会と連携し、市町村支援事業「地

域人づくり講座」を開講し、仲間づくり、コミュニケーションスキル、学校支援活動、

好事例となる活動及び思いを形にする方法などについて推進員同士の交流やグループ演

習も含めて学習したところでございます。 

２年目となる次年度は、学校支援活動を充実させるための講座を開講するとともに、

３年目となる再来年度は、学校支援活動から地域づくりへつなげるための講座を開講す

ることにしております。また、地域学校協働活動推進員だけでなく、各学校の地域連携

担当の教職員を対象とした研修も計画しているところでございます。市といたしまして

も、学校と地域が連携協働して、地域全体で子どもたちの成長を支えていくための活動

を支援するとともに、学校を核としたさまざまな活動を行なうことで、地域の教育力の

向上や地域の方々の学び、自己実現につなげてまいります。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） ７番 北本将幸君。 

○７番（北本将幸君） この事業については、本年度から全学校で取り組まれていると思

いますけど、今までの支援から連携ということで形が変わったということで、推進員の

方たちが各学校におられて、学校と地域をつなぐ役割をされていると思います。その中

でボランティアの確保だったり、地域での体験の授業の設定だったりいろいろされてい

ると思いますけど、やっぱりその中には、ボランティアの確保とか人材の確保が難しか

ったり出てくる部分もあると思うんですけど、現在、１年運営事業されてみて、その推

進員の方たちがボランティア、学校からの要望にきちんと応えられているのかなという

のをお伺いしたいと思います。 

○議長（内田靖信君） 教育部長 西村則義君。 

○教育部長（西村則義君） 再質問にお答えいたします。 

市内の２１小中学校に対し、実施した本年度における地域学校協働活動に関するアン

ケート調査によりますと、協働活動に関する満足度について１０校がとても満足、１１

校が満足しているという活動をいただいており、全ての学校が共に満足または満足して

いるという結果となっております。また、参加されるボランティアの人数については、

十分足りているが６校、少し足りないが１２校、足りないが２校、判断つかないとする

学校が１校であり、全体の６７％の学校が少し足りないまたは足りないという結果にな

っており、現状のニーズに対してのボランティアの協力数は少し足りないという状況に

なっております。また、学校及び地域に対して協働活動に伴うボランティアを依頼した

ところ、新型コロナウイルス感染症の影響で断られたことがあるとの回答が２校、逆に

地域からの学校に対する依頼に対し、新型コロナウイルス感染症の影響で学校側からお
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断りしたという学校も２校ありました。 

次に、協働活動に参加したボランティアの数及び地域活動に参画した児童・生徒の数

等については、２月に行なった令和２年度の地域学校協働活動実施状況調査によります

と、ボランティア活動は主に学習支援活動、部活動指導、環境活動、安全指導、学校行

事、読み聞かせなどの活動分野３,０７８件に述べ３万６,０２６人のボランティアの

方々が活動に参加されています。また、本年度は新型コロナウイルス感染症の拡大によ

り、外部からの訪問自粛をお願いされている学校もあり、特に４月から６月及び１月か

ら２月までは、密を回避するため活動できなかった時期もあったことから、地域学校協

働活動推進員の方々には、その間は教室等のアルコール消毒、花壇の整備及び校内の清

掃活動に積極的に取り組んでいただいたところでございます。また、学校が地域の活性

化に寄与している活動としては、老人施設訪問や地域清掃活動などの６９件に延べ４,

２２２人の児童・生徒が参画しているところでございます。 

今後も地域の方々や各種団体、事業所等と連携を図り、地域学校協働活動推進員を中

心に、市広報・ホームページ・学校だより等を活用し、ボランティアの確保に取り組ん

でまいります。 

○議長（内田靖信君） ７番 北本将幸君。 

○７番（北本将幸君） 今、答弁いただいたのによると、推進員の活動にはほとんど全部

の学校が満足しているという結果だったと思います。ボランティアに対してはちょっと

足りない部分もあるのかなというのが何校かあったと思いますけど、述べ３万６,００

０人ぐらいの方がボランティアに参加されたということで、その中でも新型コロナウイ

ルスでできなかった事業もたくさんある中、これだけ多くの方がボランティアに参画さ

れているということは、地域の力というのが必要だと思いますので、地域一丸となって、

この地域学校協働活動推進事業がよりよいものになるようにしていただきたいと思いま

す。 

この活動については、本年度玉陵小中学校での取組が文部科学大臣賞に選ばれて、先

月ですかね、表彰式も行なわれていると思います。学校のニーズに沿った支援や小中学

生が地域住民とともに行なっているボランティア活動への参画など、様々な取組が行な

われて、そういう活動が評価されてこの受賞につながっていると思います。今回全学校

で導入されていくわけですけど、実際、この玉陵小中学校のような文部科学大臣賞を受

けるような取組が玉名にはあるということなんで、この活動を参考しながら、よりよい

ものになるように取り組んでいただきたいなと思います。ましてやそれが教職員の働き

方改革にも必ずつながっていくんじゃないかなと思います。 

教職員の働き方改革について進めていくためには、まずはやはり現場の先生たちが何

を求めているのか、どうしてそれを求められているのか、多くの声をしっかり聞いてほ
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しいと思います。子どもたちのために教職員に求められていることは何かという教育の

原点に立ち返る必要があるのではないでしょうか。教員の方たちが日々の業務に疲弊し

て疲れ切っているような状態では、よりよい教育ができないのではないでしょうか。そ

のために適切な勤務時間の把握と同時に業務の見直し、ほかのスタッフとの分担体制を

構築し、様々な方が参画していくチームとしての教育、そして学校運営を行なっていく

ことが求められます。私も医療の現場で働いていますけど、医療の現場においてもチー

ム医療というものが重要とされてきており、医師、看護師、薬剤師、看護助手、医療事

務、ケアマネージャーとか様々な職種の人がチームとなって医療に向かう。学校の現場

においても、教育の原点を今一度考えて、やっぱり学校現場になるとなんでも先生、先

生、先生を頼ってしまう部分があると思うんで、そうじゃなくてやっぱりチームとして

の教育体制を確立していくことが、必ず子どもたちに対するよりよい教育環境の構築に

つながっていくんじゃないかなと思います。そこに向けた人材の確保とか難しいところ

もあると思いますけど、引き続き教育委員会として、この改革に取り組んでいただきた

いと要望いたしまして次の質問に移ります。 

［７番 北本将幸君 登壇］ 

○７番（北本将幸君） 次に、持続可能な公共交通体制整備への取組についてお伺いしま

す。 

この公共交通に対する取組は、市民の生活を守る上に必要不可欠であります。国は持

続可能な運送サービスの提供の確保に資する取組の推進に向けて法改正を行ない、この

法律は昨年１１月に施行されています。これに伴い、各自治体がその地域に即した持続

可能な公共交通体制を整備していくことが必要になりますが、今ある地域の交通手段、

輸送資源を総動員して移動ニーズに対応していくことが求められます。近年は、高齢者

の免許返納に対する意識の高まりもあり、免許返納者数は増加をしており、公共交通の

整備については社会的ニーズが高まっている一方で、車社会の背景もあり、公共交通の

利用者は年々減少傾向にあります。そこで市としても持続可能な体制を整備していくた

めに、現状を正確に把握し、対策をとっていくことが必要となります。 

そこでまず３点お伺いしたいと思います。１、新型コロナウイルスの影響、対策につ

いて。２、地方バス路線維持費等補助金について。３、乗合タクシー運行補助金につい

て。以上３点お伺いします。 

○議長（内田靖信君） 企画経営部長 今田幸治君。 

［企画経営部長 今田幸治君 登壇］ 

○企画経営部長（今田幸治君） 北本議員の持続可能な公共交通体制整備への取組につい

てにお答えします。 

まず、新型コロナウイルスの影響につきましては、新型コロナウイルス感染拡大によ
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る外出自粛が影響し、玉名市内を運行する２２系統の路線バスの利用者は、前年と比べ

約３７％の減少、また、いだてんタクシーを除く３つの乗り合いタクシーの利用者は、

前年と比べ約３９％減少しております。緊急事態宣言中におきましても、市民に対して

外出自粛を求めつつ、病院や買い物など日常生活の足となる公共交通事業者には、コロ

ナウイルスの感染拡大対策を行ないながら、運行継続に努めていただいたところでござ

います。コロナウイルス対策に関しましては、国土交通省からの指針やガイドラインな

どに基づき、運転手の健康管理、マスクの着用、車両の消毒、飛沫防止対策、車内換気

の徹底など、それぞれの運行事業者が工夫を凝らしながら市民の皆様に安心して御利用

いただくための環境整備を継続して行なっていただいているところでございます。 

次に、地方バス路線維持費等補助金の過去の推移でございますが、平成３０年度が８,

４５７万円、令和元年度が９,０８７万円、令和２年度が１億８２７万円と、年々増加

しております。 

次に、乗り合いタクシーの運行補助金の推移でございますが、平成３０年度が２,２

４６万円、令和元年度が２,６９６万円、令和２年度が予算ベースでございますが、い

だてんタクシーの運行委託料を含め３,９３１万円となっております。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） ７番 北本将幸君。 

○７番（北本将幸君） 新型コロナウイルスの影響ということで、利用者がバスが３７％、

乗り合いタクシーが３９％ということで、４割弱ぐらいの利用者が減っているという影

響が出ていると思います。補助金については、平成３０年、令和元年、令和２年、どち

らも増えているという状況になると思います。恐らく新年度はこれよりもっと大きく予

算がついていると思います。このように補助額増加しているのもしょうがないところも

あると思うんですけど、この要因というか、この現状を市としてはどういうふうに認識

されているのかお伺いしたいと思います。 

○議長（内田靖信君） 企画経営部長 今田幸治君。 

○企画経営部長（今田幸治君） 議員の再質問にお答えいたします。 

地方バス路線維持費等補助金は、収支が赤字となる市内を運行するバス路線について

国、県、市がバス運行事業者に対し補助金を交付するものでございますが、少子化の進

行、モータリゼーションの進展などによりバス利用者の減少が起因し、収支の悪化を招

いており、結果として補助金の増加につながっているところでございます。また、乗合

バス事業におきましては、運転手不足が深刻化しており、その対策として運転手の処遇

改善などが行なわれておりますので、このことも補助金増加の一因となっております。 

先ほど少し触れましたが、特に令和２年度におきましては、コロナウイルスの感染拡

大防止の観点から外出自粛やマイカー利用の増加などにより利用者が大幅に減少したた
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め、本会議において地方バス路線維持費等補助金の補正をお願いしているところでござ

います。 

次に、乗り合いタクシーの補助金増加についてでございますが、令和元年度からしお

かぜタクシーに睦合小学校区を、いちごタクシーに豊水小学校区を加え、運行エリアを

拡大させたことや、令和２年度は小田・梅林地域にいだてんタクシーを新規導入したこ

とにより補助金等が増加しているところでございます。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） ７番 北本将幸君。 

○７番（北本将幸君） 今、答弁にもあったように利用者数が減って、運行するのに対す

る補助として増えている部分と、それに伴ってバスが減便したところに乗り合いタクシ

ーのエリアを拡大する形でまた補助額が増加しているというのが大きな要因だと思いま

す。やっぱり公共交通維持していく上では必要な経費だとは思います。でも、この平成

３０年ぐらいからさっき補助金を答弁いただいたんですけど、恐らくその伸びというの

はこの数年でかなり増えてきていると思います。やっぱりその状況をずっと増加してい

くというのは続かないと思うので、この状況をどうにかして打破していかないといけな

いと思うんですけど、やっぱりそのためには利用者をどう増やしていくかがまず大事だ

と思うんですけど、その公共交通４点目の質問になるんですけど、公共交通利用者増に

対する取組としては、市としてどのように考えられているのかお伺いしたいと思います。 

○議長（内田靖信君） 企画経営部長 今田幸治君。 

○企画経営部長（今田幸治君） 議員御質問の公共交通利用者増に対する取組についてお

答えいたします。 

まず、路線バスに関しましては、運行事業者と協議しながら、利用者ニーズに合わせ

た増便、停留所の変更、ＪＲなどのダイヤ改正に伴う設定変更などを行ない、利便性の

向上を図っております。本市独自の取組としましては、定期的に地域公共交通マップ、

時刻表などを作成し、市民意識の醸成を図るとともに、ＪＲや乗り合いタクシーとの接

続改善を行なっております。このほか運行事業者主催ではありますが、今後バスを利用

すると想定される若い世代を対象としたバスの乗り方教室を実施し、利用促進に努めて

おります。 

乗合タクシーに関しましては、要望があった地域の公民館などに出向き、利用方法の

説明や利用登録の受付などを行なっております。新規導入の地域においては、介護予防

活動の場などをお借りして説明会を実施し、利用促進に努めているところでございます。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） ７番 北本将幸君。 

○７番（北本将幸君） やっぱりいろいろ取り組まれていると思いますけど、やっぱり利
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用者をどう増やしていくかということが一番の課題になると思うんですけど、私も子ど

もがバス好きなんでたまに循環バスに乗るんですけど、意外と乗ってみると「ああ、こ

こにも行けるのか、ここにも行けるのか」、利用してみるとその利用価値というか、利

用しやすいようなこともわかってくると思うので、やっぱりまず多くの人にどう利用し

てもらうかというような取組に力を入れていただきたいなと思います。 

やっぱり利用促進を進めていく上で、その業者との連携もやっぱりしっかりとらない

といけないと思うんですけど、現在、業者と市の連携体制というのはどうなっているの

かお伺いしたいと思います。 

○議長（内田靖信君） 企画経営部長 今田幸治君。 

○企画経営部長（今田幸治君） 議員の再質問にお答えいたします。 

先ほど答弁させていただきました利用促進施策等につきましては、運行事業者や関係

自治体と適宜協議しながら進めているところでございます。特に広域の路線バスに関し

ましては、地方バス対策玉名地域ブロック協議会を組織し、関係市町村、運行事業者、

熊本県などを交え乗合バス事業にかかる諸問題解決に向けて協議を行なっているところ

でございます。 

○議長（内田靖信君） ７番 北本将幸君。 

○７番（北本将幸君） 事業者とも連携をとられているということで、先週、熊本県内の

バス会社５社が共同経営の認可申請を国土交通省に行なったと報道があっていました。

重複する路線の見直しなど効率化に向けて対策がとられていくとのことですけど、やは

りこのバス業界においても大きな転機にきているのではないかなと思います。市として

も業者間としっかり連携をとって、よりよい利用者増につながるような取組を行なって

いただきたいなと思います。 

もう１点ですけれども、その業者との連携も必要ですけど、やっぱり公共交通となる

と隣接している市との連携もやっぱり重要になってくると思うんですけど、この隣接し

ている市町村などとの連携はどういうふうにとられているのかお伺いしたいと思います。 

○議長（内田靖信君） 企画経営部長 今田幸治君。 

○企画経営部長（今田幸治君） 議員の再質問にお答えいたします。 

先ほどの答弁の中にもちょっと入れておりますけれども、特に広域の路線バスに関し

ましては、先ほど申しましたとおり地方バス対策玉名地域ブロック協議会を組織し、関

係市町村、運行事業者、熊本県など交えておりますけれども、諸問題の解決に向けて協

議を図っているところでございます。 

以上です。 

○議長（内田靖信君） ７番 北本将幸君。 

○７番（北本将幸君） 協議会をつくられて連携されているということなんで、やっぱり
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しっかり取り組んでいただきたいなと思います。 

利用促進進めていく上で、前の質問でも言ったんですけれども、バス停とかの環境改

善もやっぱり必要じゃないかなと思います。バス乗ってみるとバス停に椅子がないとこ

ろとかたくさんあったり、ここバス停なのかなというようなところにバス停があったり

というようなのがあるので、やっぱりそういうバスを利用したくなるような環境づくり

というのにもやっぱり取り組んでいかないといけないんじゃないかなと思います。 

１つ資料を見ていただきたいんですけれども。 

［拡大投影にて画像を示す］ 

○７番（北本将幸君） これ、国土交通省が出している資料なんですけど、左側のグラフ

が免許返納者数のグラフ、これはもう見てわかると思いますけど年々増加していると思

います。恐らく次、今一番新しいのじゃもっと増加しているんじゃないかなと思います。

この免許返納した方たちというのは、今まで車で移動されていたということなんですけ

ど、返納するということは恐らくこの人たちは車で移動できなくなります。となると、

確実に生活していく上で何らかの交通手段が必要になります。右側のグラフのほうは、

これは将来に対する住んでいる地域に対する不満を聞いたときに、多くの年代、上が２

０代なんですけど、多くの年代で多いのが一番上の公共交通が減り自動車が運転できな

いと生活できないという不安をどの世代でも３割近く、３割以上の方が不安を抱いてい

るという調査結果です。やっぱり安心して市民の方が生活していけるためにも、この公

共交通整備取り組んでいかないといけないということになるんですけど、この不安の原

因になるのがこの５点目の交通不便地域だと思います。 

玉名市における現在の交通不便地域の現状についてはどうなっているのかお伺いした

いと思います。 

○議長（内田靖信君） 企画経営部長 今田幸治君。 

○企画経営部長（今田幸治君） 議員の市における交通不便地域の現状についてお答えし

ます。 

一般的に交通不便地域といった言葉は明確な定義は定められておらず、各自治体がそ

れぞれの地域の実情に合わせて定義しているものです。本市におきましては、高齢化が

進行している地域、地形など、様々な要因が関係するため、交通不便地域といった定義

づけは行なっておりませんが、中心部へアクセスする公共交通が全くない地域や利便性

が高くない地域など、各地域に点在していることは認識しております。今後はそういっ

た地域に入り、市民の声を聞きながら対策を講じてまいりたいと考えております。 

○議長（内田靖信君） ７番 北本将幸君。 

○７番（北本将幸君） 市としては不便地域の定義というのは設けてないということで、

中心部に行けなかったり、行きにくかったり、ちょっと中心部から外れたところにある
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ようなところを恐らく不便地域として対応されていくと思いますけど、そこのそれを解

消していかないといけないんですけど、解消するに当たってはどういうことが求められ

ているのかというのはしっかり把握する必要があると思うんですけど、移動ニーズ、こ

れ６点目の質問になるんですけど、移動ニーズの把握についてはどのようにされている

のかお伺いしたいと思います。 

○議長（内田靖信君） 企画経営部長 今田幸治君。 

○企画経営部長（今田幸治君） 議員の移動ニーズの把握についてお答えいたします。 

市民の移動ニーズの把握につきましては、平成２９年以降、随時交通不便地域と思わ

れる小学校区を対象に、日常的な移動実態、公共交通の利用状況、問題点などに関する

アンケートを実施してまいりました。アンケート結果では、各地域により多少の特色は

ございましたが、約７割の方が公共交通の必要性を強く感じられ、公共交通に期待する

声が多く上がっております。また、６５歳以上の方の公共交通の利用目的は、午前中の

買い物や通院が最も多い結果となっており、車を自由に使えない、いわゆる移動制約者

に限っては、バス停まで遠いなどの理由で外出を控えた経験がある方が約４割ほど存在

することがわかっております。こういった実態を踏まえ、令和元年１０月にはしおかぜ

タクシー及びいちごタクシーの運行エリアの拡張を、令和２年１０月から小田・梅林地

域に事前予約制の乗り合いタクシー、いだてんタクシーの導入を行なってきたところで

ございます。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） ７番 北本将幸君。 

○７番（北本将幸君） 市として今答弁あったように、きちんとニーズを調査されて、ど

ういうのが求められているのかというので乗り合いタクシーのエリア拡大などに実際取

り組まれてきていると思います。 

ちょっとスライドをもう１個見てほしいんですけど。 

［拡大投影にて画像を示す］ 

○７番（北本将幸君） これは今月の広報たまなに載っていた記事なんですけど、「公共

交通は「自分ごと」」という見出しで、みんなで考えていこうということで呼びかけら

れています。これ本当にみんなで考えていかないと、将来しっかりとした公共交通がで

きないかなと思うんですけど、右の図が大体今の玉名市の交通こうなってますよという

地図になります。今、ここにおられる方はほとんど車運転されると思うんで、ふだんの

移動にあまり不便されてないかもしれませんけど、将来的には確実に自分たちも免許返

納して公共交通を使わないといけないような状況は確実にやってくると思います。単純

に考えると今出ているこのエリアに入ってないところをどうしていくかということにな

ると思うんですけど、いろいろ考えるとこの黄色のみかんタクシーのエリアを肥後伊倉
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駅まで広げるとか、いだてんタクシーのエリアを山鹿とか南関ぐらいの境まで広げると

か、そこの隙間が空いたところに新しい循環バスを入れるとか、そういう取組が必要に

なってくると思うんですけど、次の７点目になるんですけど、この乗り合いタクシーの

エリア拡大については、現状としてどう考えられているのかお伺いしたいと思います。 

○議長（内田靖信君） 企画経営部長 今田幸治君。 

○企画経営部長（今田幸治君） 議員の乗り合いタクシーのエリア拡大についてお答えい

たします。 

乗り合いタクシーのエリア拡大につきましては、市中心部を除く全ての地域に乗り合

いタクシーの導入を検討しているところでございます。この方向性は玉名市地域公共交

通会議において承認をいただいている事項でもあります。具体的に申し上げますと、小

田・梅林地区を運行するいだてんタクシーを玉陵中学校区まで拡張。また、天水地区の

旧小天東小学校区周辺を運行するみかんタクシーを廃止し、天水中学校区及び玉南中学

校区を一つのエリアとする新たな乗り合いタクシーの導入を検討しております。既存の

しおかぜタクシー、いちごタクシーと合わせ４つのエリアで乗合タクシーを運行させ、

各地域内の移動や市内中心部につなぐ公共交通として、市民の日常生活の移動手段を確

保してまいりたいと考えております。今後、市民の日常生活の移動手段を確保する事業

をさらに推進してまいります。 

一方、地域公共交通の現状を申し上げますと、利用者の減少に伴って公共交通事業の

収支状況や市の財政負担は年々厳しさを増し、これが減便、廃止、値上げなどのサービ

ス水準の低下を引き起こし、さらに利用者が減少する悪循環に陥っているという厳しい

状況にあります。公共交通の問題は、全て交通事業者や市が一手に担うべきものではな

く、多くの皆様方に御利用いただき、地域で守り育てていきながら、持続可能な公共交

通体系を維持、確保していかなければならないものと考えております。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） ７番 北本将幸君。 

○７番（北本将幸君） 今、答弁によると、恐らくそのみかんタクシーのエリア広げて、

いだてんタクシーのエリア広げてということだと思いますけど、私もこの公共交通に対

しては何回も一般質問して、乗り合いタクシーのエリア拡大するような対応が必要じゃ

ないかと言ってきたんですけど、今まではその答弁でやっぱり乗り合いタクシーという

のがあくまでもバス路線の代替ということで、民間圧迫につながらないようにそのエリ

アを設定していくということだったと思うんですけど、今回は、市中心部以外全部エリ

アを広げるようなのが承認されているということなんですけど、そうなるとバス路線に

ついてはどういうふうに考えられているのかお伺いしたいと思います。 

○議長（内田靖信君） 企画経営部長 今田幸治君。 
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○企画経営部長（今田幸治君） 議員の再質問にお答えします。 

これまでの乗り合いタクシーは路線バスが廃止されたことによる代替措置として導入

したことは、議員も御承知のとおりかと思います。先ほど市内中心部を除く地域に乗り

合いタクシーの導入を検討している旨の答弁をさせていただきましたが、確かに玉陵中

学校区や天水中学校区には路線バスが運行している状況です。しかしながら、その多く

は国道などの基幹道路を中心に運行しており、高齢化が進展する中、バス停まで遠く歩

いて行くことが困難な方も数多くいらっしゃいます。そういったこともあり、小回りの

きく乗り合いタクシーの導入は必要不可欠と考えております。 

議員が御心配される公共交通の競合に関しましては、乗り合いバスの利用者の多くは、

通勤・通学者であり、定時制を求めて御利用いただいているものと考えておりますので、

時間に余裕を持って御利用いただく乗り合いタクシーとの競合はないものと判断してお

ります。また、路線バスに関しましては、少子化の進行、モータリゼーションの進展な

どによるバス利用者の減少が顕著に表れておりますので、乗り合いタクシーの導入と並

行して真に必要なバス路線を見極めながら、廃止や減便などを含め、運行事業者ととも

に見直しを検討してまいりたいと考えております。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） ７番 北本将幸君。 

○７番（北本将幸君） バス路線との競合というのもしっかり考えられてエリアも拡大さ

れていくということなんで、エリア拡大したら利便性が向上するのは間違いないと思う

ので、しっかり取り組んでいただきたいなと思います。 

バス路線においては、３月にくまもと県北病院が開院して新たな路線が導入されてい

ます。病院の開院でも日によっても地域の交通の流れというのはやっぱり大きく変わる

と思うんで、その辺の動向もしっかり見ておいていただきたいなと思います。 

乗り合いタクシーに関しては、こまめな停車位置で移動できるというメリットがある

一方で時間がちょっと曖昧なところがあるというデメリットもあったり、バスにおいて

は定時刻で大量輸送できるというメリットもあると思いますので、その双方のメリッ

ト・デメリットしっかり考えながら進めていただきたいなと思います。 

そのほか福祉バスとかもあると思いますので、玉名市が持っている公共交通の能力と

いうのをいろいろ駆使しながら進めていただきたいなと思います。やっぱりこれを進め

ていくには、やっぱり全体的にしっかり将来を見据えながら対応していくことが必要で、

どういうビジョンを描きながら具体的に取り組んでいくかという計画が必要になってく

ると思うんですけど、現在、玉名市においては平成２５年から平成２９年までの計画、

５年間の計画で地域公共交通総合連携計画を立てられていたと思います。それから３年

ぐらい経過するんですけど、公共交通に対する具体的な計画というのはまだ今ないと思
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うんですけど、国が、冒頭でも申したように、法改正を行なって持続可能な公共交通体

制の構築を各自治体に求めています。その中で、地域公共交通計画の策定を掲げている

んですけど、この市の地域公共交通計画の策定についてはどのように考えられているの

かお伺いしたいと思います。 

○議長（内田靖信君） 企画経営部長 今田幸治君。 

○企画経営部長（今田幸治君） 議員御質問の地域公共交通計画の策定についてお答えし

ます。 

現在、公共交通に関する施策につきましては、第２次玉名市総合計画の主要施策であ

ります公共交通の維持確保や笑顔をつくる１０年ビジョンの高齢者の移動手段を確保を

基に事業展開を図っているところでございます。本市の持続可能な地域公共交通の実現

に向けて計画策定の必要性は十分認識しておりますので、策定に向けて検討していると

ころでございます。 

○議長（内田靖信君） ７番 北本将幸君。 

○７番（北本将幸君） この策定必要だということで、よかったらこの計画早めにつくっ

てもらいたいなと思いますけど、この公共交通を進めていく上で都市計画の連動性が結

構重要となっていて、現在、立地適正化計画を策定中だと思いますけど、この計画がコ

ンパクトプラスネットワークということを念頭においた計画で、公共交通が大きく関与

することになるんですけど、今策定中の立地適正化計画においてはこの公共交通の担当

課の方たちはしっかり連携はとられているのかお伺いしたいと思います。 

○議長（内田靖信君） 企画経営部長 今田幸治君。 

○企画経営部長（今田幸治君） 議員の再質問にお答えいたします。 

ただいま議員もおっしゃったとおり、立地適正化計画は都市全体を見渡しながら、将

来の都市像を描き、都市拠点への居住機能や医療、福祉、商業、公共交通などの様々な

都市機能の誘導により、コンパクトプラスネットワーク型の都市の実現に向け、市が策

定する主要プランであり、本市も令和元年度から令和３年度にかけて建設部を中心に策

定を行なっております。その中で、ネットワークの一部を担うのが公共交通であると認

識しており、公共交通施策の方向性など密に連絡協議を行ないながら進めているところ

でございます。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） ７番 北本将幸君。 

○７番（北本将幸君） しっかり連携をとられているということなので、よりよい計画に

なるように連携とっていただきたいなと思います。 

ここでもう１個スライド見てほしいんですけど。 

［拡大投影にて画像を示す］ 
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○７番（北本将幸君） これも国道交通省が出している資料なんですけど、これは今言っ

た地域、オレンジが地域公共交通計画を策定している自治体の数で、下、紫が地域公共

交通計画と立地適正化計画も併せて策定しているという自治体で、今後国としても多く

の自治体が策定することを想定しています。 

次のスライド。 

［拡大投影にて画像を示す］ 

○７番（北本将幸君） これがその策定している市町村なんですけど、一番そこの赤丸で

囲んだところが熊本県内で策定しているところなんですけど、熊本市とか荒尾市とか、

市でおいても１０市は作成してるんじゃないかなと思いますので、玉名市のほうもぜひ、

どういう公共交通網を敷いているかという指標、ビジョンになると思いますので、この

計画のほうもしっかり策定していただきたいなと思います。 

この公共交通においては、今月も広報紙に記事を載せたり、アンケート調査をとって

その不便地域を解消して乗り合いタクシーのエリアを拡大されたりと、本当、市として

市長も力を入れて進められて着々と進んでいるんじゃないかなと思いますので、今後も

この勢いで進めていただきたいと要望して次の質問に移ります。 

○議長（内田靖信君） 北本将幸議員の一般質問の途中ですが、議事の都合により、暫時

休憩いたします。 

午後 １時５５分 休憩 

―――――――――――――――――――――― 

午後 ２時１０分 開議 

○議長（内田靖信君） 休憩前に引き続き、会議を開き、一般質問を行ないます。 

７番 北本将幸君。 

［７番 北本将幸君 登壇］ 

○７番（北本将幸君） 最後に、政策の企画・立案力を高める仕組みづくりについてお伺

いします。 

市民ニーズが多様化し、時代の変化は急速に進んでいく中で、行政サービスに求めら

れるものはますます大きくなってきています。しかし、人口減少、少子高齢化社会の拡

大に伴い、地方自治体の財政運営は年々厳しさを増していっています。このような中だ

からこそ、行政においては市民ニーズを正確に把握し、それを基によりよい政策の企画

立案をしていくことが必要となります。そのためにも各事業に対してしっかりと効果検

証を行ないながら、新しい計画につなげていかなければなりません。そこで、政策の企

画・立案力を高める仕組みづくりについて、まず２点お伺いします。（１）行政評価制

度における新年度予算への反映について。（２）行政評価制度の結果公表についてお伺

いします。 
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○議長（内田靖信君） 企画経営部長 今田幸治君。 

［企画経営部長 今田幸治君 登壇］ 

○企画経営部長（今田幸治君） 北本議員の行政評価制度における新年度予算への反映に

ついてお答えいたします。 

本市が実施しております行政評価制度には、前年度に実施した継続事業について成果

や目的の達成度、有効性などを評価する事務ふりかえりと翌年度以降に実施しようとす

る事業について、目的の妥当性や事業の必要性などを評価する新規事業提案があります。

令和２年度の事務ふりかえりにつきましては、前年の令和元年度の事務事業を対象とし

ており、事務事業総数が５３６事業で、そのうち評価対象は３０７事業ございました。

今年度は近年の厳しい財政状況やコロナ禍での財政措置を受け、これまで以上に行財政

改革を強力に推進するため、各課での事務振り返りを８月に全課を対象としたヒアリン

グを実施し、全５３６事業に対して、ゼロベースでの事業の見直し、改善を行なうこと

にいたしました。結果として、令和３年度予算においては、一般財源ベースで約５億５,

０００万円を削減するに至りました。また、令和３年度における新規事業の提案につき

ましては、予算ベースで既存の事務事業の新たな拡充分が３４事業で約５億３,０００

万円、新たな事務事業として１事業で約１,２００万円が必要となっております。 

続きまして、行政評価制度の結果公表についてお答えいたします。行政評価制度の結

果公表につきましては、事務ふりかえりの結果一覧表及び事務事業ごとのふりかえりシ

ートを市のホームページ上で公表しております。令和２年度事務ふりかえり結果につき

ましては、先日、令和元年度修正分と併せてホームページ上に掲載をしております。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） ７番 北本将幸君。 

○７番（北本将幸君） 行政評価制度における予算反映については、事業の見直しで５億

５,０００万円新年度予算で削減をして、新たな事業とか拡大とかということで５億３,

０００万円ぐらい、あと１,２００万円足すから、同じくらい５億４,０００万円ぐらい

新規事業ということで予算反映されているという答弁だったと思います。やっぱりこの

しっかり行政評価していくのが重要だと思うんですけど、これを全ての職員の方たちで

しっかり自分たちが担当した事業はどういうふうに評価されて、新年度予算にはどう反

映されるのか、それともなくなったのかというのを全職員の方たちに共有していくこと

が必要だと思うんですけど、この結果について、庁内での情報共有というのはどういう

ふうにされているのかお伺いしたいと思います。 

○議長（内田靖信君） 企画経営部長 今田幸治君。 

○企画経営部長（今田幸治君） 議員の再質問にお答えいたします。 

職員への結果の周知についてですが、事務ふりかえりにつきましては、行政改革推進



－ 76 － 

本部会議後に、また、新規事業提案につきましては、企画審議会後に庁内システムの掲

示板にて周知を行なっております。それぞれの結果を、当初予算の編成や来年度以降の

事務計画へ反映させるなど、事務事業のＰＤＣＡサイクルを着実に実行し、市の行財政

運営を意識しながら業務に取り組むための非常に有効なツールとして活用しているとこ

ろでございます。 

○議長（内田靖信君） ７番 北本将幸君。 

○７番（北本将幸君） しっかり結果というのを庁内で職員の方たち一人一人がしっかり

認識して事業に取り組んで、翌年度の事業をよりよくなるようにしていただきたいなと

思います。 

２点目の行政評価の結果の公表なんですけど、ホームページに掲載されていると思い

ますけど、さっき答弁でもあったんですけど、質問するに当たって、この大体１２月ぐ

らいにいつもずっとアップされてたと思うんですけど、令和元年度と令和２年度分だけ

が探せなかったんですけど、さっき修正分と一緒に掲示したということで、聞き取りが

恐らく３月２日で、その後に多分掲示されたと思うんですけど、その辺はちょっとどう

ですか。 

○議長（内田靖信君） 企画経営部長 今田幸治君。 

○企画経営部長（今田幸治君） 再質問にお答えいたします。 

本来であれば１２月末といいますか、同じ時期に公表するところでございましたけれ

ども、確かに議員の聞き取りの後にホームページにアップいたしました。それはちょっ

と事務手続にちょっと不備があったために遅れたものでございまして、議員さんの聞き

取り後にアップすることができました。 

○議長（内田靖信君） ７番 北本将幸君。 

○７番（北本将幸君） 結果、今までずっと公表されていて、その手続の問題でされてい

なかったということで、今されているんで、やっぱりこのしっかり評価して、結果を職

員内で共有して、市民の人たちにもしっかり公表していくといったのが緊張感を持った

制度になっていくと思うので、その辺きちっと毎年公表できるように、今されているん

ですけど、していただきたいなと思います。 

この庁内で今評価して、フィードバックして予算に反映されていると思いますけど、

これはあくまでも内部評価になると思います。この市においては平成２９年度までは外

部評価制度というのがとられていたと思うのですが、平成３０年度から見直されている

と思います。そのときの報告、委員会報告では、今までの外部評価の評価方法を見直し、

新たな形で進めていくと委員会答弁されてました。それから３年ぐらい経過するんです

けど、新たな何か外部評価とかそういう制度が今とられているのかお伺いしたいと思い

ます。 
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○議長（内田靖信君） 企画経営部長 今田幸治君。 

○企画経営部長（今田幸治君） 議員の再質問にお答えいたします。 

平成２７年度から有識者などを含めた外部附属機関である外部評価委員会を設置し、

事務事業単位での外部評価を実施してまいりましたが、事務事業単位での評価事務の繁

雑さや評価結果の事業への反映が難しいことなどから一旦休止し、外部評価委員会によ

る外部評価の手法を検討しているところです。 

市としましては、内部の評価での日々の改善に加え、外部の視点を取り入れることは

行政事務の透明性向上や評価の客観性の確保のために必要であると考えており、外部評

価委員会以外にも外部評価としての取組を行なっております。具体的には、市のホーム

ページ上に公表した事務ふりかえりの結果一覧表及び事務事業ごとのふりかえりシート

に対する市民などからのパブリックコメント的な評価の意見聴取を行なっていることや、

無作為で抽出した３,０００名の市民の皆様を対象に、今月１日から始めている施策単

位での市民意識調査により、市民の意向・意見などを政策・施策に的確に反映させてい

くことにしております。今後も財政状況、人的配置が厳しい中、効果的・効率的に成果

を上げているのかという視点で事業に取り組み、その取組や効果については、広く市民

に公表し、行政としての説明責任を果たしていかなければならないと考えております。

そのための有効なツールとしての効果的な外部評価の仕組みをさらに検討し実施してい

きたいと考えております。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） ７番 北本将幸君。 

○７番（北本将幸君） 現在、いろいろ検討しているということで、やっぱりこの外部か

らの評価をしてもらうというのは、予算編成とか事業していく上で庁内が緊張感を持っ

てできると思うので、市のホームページに載せてパブリックコメントも募集していると

いうことだったんですけど、それだとなかなかパブリックコメント少なかったりするこ

ともあると思うので、今検証されていると思いますけど、なくなって３年ぐらい経過し

て、内部だけじゃなくて、外部の意見も私たち議会も一般質問とか言うんですけど、そ

れ以外にも外部からきちんと政策に対して評価してもらうというのを確立してもいいん

じゃないかなと思います。効果検証して次につなげるというＰＤＣＡサイクルもよく出

てくると思うんですけど、これが重要だと思いますし、この行政評価制度は予算に恐ら

く直結していく制度だと思うので、その結果をよりよいものになるようにしていく仕組

みづくりというのが必要なんじゃないかなと思いますので、今、いろいろ検討されてい

るということなのでよろしくお願いしたいと思います。 

その外部から意見を取り入れる方法はいろいろあると思うんですけど、そういう観点

から３点お伺いしたいんですけど、（３）秘書課政策推進係の取組、効果について。



－ 78 － 

（４）職員提案制度の実績について。（５）市民からの提案について、３点お伺いした

いと思います。 

○議長（内田靖信君） 総務部長 永田義晴君。 

○総務部長（永田義晴君） 北本議員の質問にお答えいたします。 

まず、秘書課の政策推進係についてでございますが、平成３０年４月に市長が掲げら

れる政策を中心として、それに係る施策の推進と進行管理や部局横断的な調整等を行な

うために設置したものでございます。 

その政策推進係の取組につきましては、笑顔をつくる１０年ビジョンに掲げます施策

の調整や進行管理をはじめとして、新玉名駅周辺整備や旧庁舎跡地の開発、公共施設の

適正配置や利活用など、複数の課にまたがる事業の調整やサポートを行なっております。

また、最近では、新型コロナウイルス感染症の感染拡大を受けて、緊急的な情報収集や

経済対策の実施に向けた調整を行なっているところでございます。 

その取組の効果といたしましては、関係部署との情報共有と意思統一が図られるとと

もに、市長の考えや指示を担当課に迅速に伝達することでスピード感のある効果的な施

策の推進が図られているものと考えております。ほかにも政策推進係におきましては、

ひまわりてれびで毎月の市の取組を紹介する「市長室からこんにちは」の収録を行なっ

ておりますし、昨年９月には市民の皆様と意見交換を行なうための市長と市民のｗｅｂ

会議をスタートさせております。また、昨年１１月には笑顔をつくる１０年ビジョンに

基づく取組などを紹介した広報たまな特別号笑顔宅配便を発行いたしております。これ

らの取組によりまして、市民の皆様の市政について関心を持っていただき、ひいては協

働のまちづくりにつながるものと考えております。 

続いて、職員提案制度の実績についてお答えいたしたいと思います。本市の職員提案

制度は、職員の意識改革及び組織内における改善意欲の醸成を図り、行政運営の効率化

及び市民サービスの向上に寄与することを目的として、平成３１年１月に施行しており

ます。議員お尋ねの実績についてでございますが、令和元年度は９人の職員から２２件

の提案がされており、そのうち２件の提案を採択いたしております。今年度につきまし

ては、まだ現時点では新規の提案はございませんが、令和元年度に継続審査再検討とな

った提案の一つについては、来年度から試行的に取り組むことといたしております。 

続いて、市民からの提案についてということでございます。現在、市民からの御提案

につきましては、本庁・各支所に御意見・御要望を市政にアプローチとして投書をして

いただくほか、各担当課が各種計画を策定する際に市民から意見を公募し、公表するパ

ブリックコメントなどにおいて御意見をいただいております。市政にアプローチの投書

件数につきましては、令和元年度は４２件、令和２年度は２８件となっております。ま

た、市民からの要望等につきましては、担当課への直接の要望やホームページからの問
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合せ、陳情、請願という方法もございます。さらに市民と市長のｗｅｂ会議や高齢者福

祉政策について、高齢者と語り合う笑顔で暮らせるまちづくり座談会などの開催、そし

て自ら地域問題を見つけ、その解決に向けた取組を行なっております玉名未来づくり研

究所などへの支援などにより幅広い意見の聴取の機会を設けております。 

このようにあらゆる方法で市民からの要望、提案を取り入れており、担当部署におい

て内容を精査し、実現可能なものや見直しが必要な要望提案事項につきましては、適切

に対応しております。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） ７番 北本将幸君。 

○７番（北本将幸君） 答弁いただきました。 

３番目の政策推進係の取組ですけど、やっぱりほとんどの事業が複数の課にまたがる

と思うので、その調整役されて情報共有して政策実行しているという役割を担っている

と思うので、この係は本当に玉名市にとって大事な係だと思いますので、しっかりこれ

が機能するように今後も取り組んでいただきたいなと思います。 

４点目の職員提案制度の実績なんですけど、昨年度は９人から２２件の提案が提出さ

れて、２件が採択されたということだったと思います。でも今年度はまだないというこ

とでゼロ件ということで、今年のゼロ件というのはなかなか寂しいような気もするんで

すけど、やっぱり職員の方たちは日々業務に当たっていく上で、必ずいろんな思いを持

って仕事をされていると思いますし、しかも今年度は新型コロナウイルス感染症の感染

拡大もあって、様々な新しい対策も必要とされていました。やっぱりその中で今年度ゼ

ロというのは、しかも開始２年目でゼロというのはやっぱりこの制度自体がうまく浸透

していないのか、それか何か提案しにくい環境があるのか、それとも制度に対するモチ

ベーションというのがいま一つ上がってないのか、なんか様々なことが要因として考え

られると思うんですけど、この制度しっかり活用すればもっといい制度だと思うんです

けど、やっぱり提案が出てこない限りは制度の意味がないと思うので、今年度ゼロ件と

いうことで、制度活性化に対する取組としては、市としてはどういうふうに考えられて

いるのかお伺いしたいと思います。 

○議長（内田靖信君） 総務部長 永田義晴君。 

○総務部長（永田義晴君） 北本議員の再質問にお答えをいたします。 

まず、本市の職員提案制度につきましては、提案内容を限定せず、所属部署以外の業

務につきましても提案できるようになっております。また、提案者の氏名は原則として

公表としておりますけれども、希望により非公表を選択して提案することも可能でござ

います。さらに職員提案制度の充実は今年度改正した玉名市人材育成基本方針にも掲げ

ており、採択された提案につきましては、身上報告制度と連携し、本人の希望に応じて、
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提案した職員が自ら市の発展のために取り組むことができるなど、制度の内容の充実を

図っていきたいと考えております。 

このようなことを含め、今年度提案がないと、現在のところ提案はございませんが、

今後、職員に対して改めて制度自体の周知徹底を行ない、採択された提案は可能な限り

実現するとともに、優秀なものを表彰することで職員の提案意欲を向上させ、また、管

理職を中心としてアイデアが出しやすい職場環境づくりというのを目指して取り組んで

いきたいと思っております。職員の意識、改革意識、それから改善意欲、今後さらなる

醸成を図っていきたいと思っております。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） ７番 北本将幸君。 

○７番（北本将幸君） こういう新しい制度を取り入れて行く上でやっぱり最初の年が一

番大事なんじゃないかなと思うんですけど、以前、この質問したときにも職員の方のモ

チベーションを上げていくためにもということで、ほかの自治体で実施されている例を

紹介させていただいて、その中でいい提案には市長が表彰しているというような事例も

紹介させていただいたんですけど、これはわかればでいいんですけど、２２件スタート

の年にあって２件採択されたという答弁だったと思うんですけど、この２件については

何か市長から表彰があったりとか何かされたんですかね、リアクションというか。わか

ればでいいんですけど。 

○議長（内田靖信君） 総務部長 永田義晴君。 

○総務部長（永田義晴君） すみません。ちょっと表彰があったかどうかについては申し

訳ございません。ちょっと把握しておりません。すみません。 

○議長（内田靖信君） ７番 北本将幸君。 

○７番（北本将幸君） その制度実施して、実際提案されてみて、採択された人たちがし

っかり評価されたというのは、表彰とかされて、今したかどうかわからないということ

なんですけど、せっかく提案したのによくわからん状態になってるということだったら、

次提案するのやめようかなというようになってしまうと思うので、さっき部長も表彰と

かも考えているということだったので、せっかくいい提案されて、それを採択したんだ

ったら、何かリアクションというか、反応をしたほうが職員の方たちのモチベーション

も上がっていくんじゃないかなと思いますので、よりよい制度になるように、今後しっ

かり取り組んでいただきたいなと思います。 

やっぱりこの政策、いろんなつくっていく上で市長がトップダウンでしていく政策も

もちろんあると思うんですけど、１０年ビジョンをされていくと思うんですけど、その

中でやっぱり新型コロナウイルスが出てきたり、社会情勢というものがいろいろ変わっ

てやっぱり市民の方からとか、職員の方からとか、こういう議員からとか、いろんな提
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案がされてあって、それを政策としてボトムアップ、積み上げていって政策にするとい

うのもやっぱり重要じゃないかなと思います。よりよい玉名市をつくっていくというよ

うなことをしていかないといけないんじゃないかなと思います。その中でやっぱりこれ

も前に質問したんですけど、最後の質問になるんですけど、しっかり政策を庁内でつく

っていくという意味で、この自治体シンクタンク、政策研究できるような組織をやっぱ

り玉名市にもつくったほうがいいんじゃないかというのを、ちょっと前にも言ったんで

すけど、もう１回ちょっとお伺いしたいと思います。 

○議長（内田靖信君） 総務部長 永田義晴君。 

○総務部長（永田義晴君） 北本議員の自治体シンクタンクの設置についてお答えをいた

します。 

施策推進係の役割等につきましては、いろいろ御説明をいたしましたとおりでござい

ますが、市民や議員、職員からの提案等はそれぞれの担当課で事業の必要性を精査し、

政策立案を行なっているところでございますが、一方で政策推進係が主導となり政策立

案につながるよう、関係部署と連携して進めていく場合もございます。自治体シンクタ

ンクを改めて設置する予定は現在のところございませんが、政策推進係では、それらの

事業実施に向け、内容に応じて部局横断的な事業調整やサポートを行ない、重要事項等

をスピード感を持って推進しており、北本議員のおっしゃるような情報収集や事業化に

向けた調整も行なっているところでございます。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） ７番 北本将幸君。 

○７番（北本将幸君） 以前質問したときにも政策推進係がそういう役割を担っていけれ

ばいいということだったと思うんですけど、やっぱりこの政策推進係、今２人ですかね、

やっぱり今後は新しい生活様式であったり、ＩＣＴであったり、いろんな政策を打って

いかないといけないと思いますけど、やっぱりこの２人でできることというのは多分、

限られていると思うので、しっかりその各課の調整役して、政策としてしっかり提言で

きるような体制に最終的には持っていったほうがいいんじゃないかなと思うんですけど、

そのためには人員を増やしてでも組織的に確立させていったほうがいいと思うんですけ

ど、最後に市長にその辺についてはどう考えておられるのかお伺いしたいと思います。 

○議長（内田靖信君） 市長 藏原隆浩君。 

○市長（藏原隆浩君） 再質問にお答えいたします。 

先ほど総務部長が答弁したとおりでありますけれども、市民の皆様方、職員、議員か

らの提案に対し、各部局がこれは主となりますけれども、提案に対する調査研究につい

ても政策推進係とも連携しながら政策形成に努めているところでございますけれども、

今のところ基本は、やはり各担当の部局がそれぞれに政策の提案をして出してきている



－ 82 － 

ものが今、事業化されているというような流れになります。基本はそうなんですけれど

も、例えば、トップダウンであったり、いろんな方向から政策の提案というものはしっ

かりと受け止めていきたいので、やぶさかじゃないというか、そうやりたいのは山々で

あります。その中で今後、職員の配置の問題もあって、人員増員することも検討する必

要があるんですけれども、実効性の高い施策等が生み出されるように、まずは政策形成

力とか効果を高めるための職員全ての育成、それから意識改革にしっかり取り組まなけ

ればならないというふうに思っております。 

それから、先ほど行政評価制度の結果公表が遅れた部分がありましたけれども、あれ

は令和元年度の修正部分があったもんですからちょっとずれ込んでしまって、それも元

年度分の評価が出たんですけれども、それを最終的に出たものを見て、ちょっとまだ甘

いと、より厳しくというような指示を市長、副市長のほうから出してしまったがために、

それを修正を余儀なくされ、それの修正があったので若干遅れているということであり

ますので、ただ遅らせているわけではありませんので、そういったやりとりがあっての

ことというふうに受け止めていただければというふうに思います。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） ７番 北本将幸君。 

○７番（北本将幸君） 政策の重要性については市長も十二分にわかっておられると思い

ますし、やっぱりこの政策推進係をもう一歩進化させていくとよりよい玉名市の行政運

営できるんじゃないかなと思います。基本は確かに部局から上がってきたのを政策にし

て、実行していく形がそれ基本ベースとしておいとっていいと思うんですけど、やっぱ

り今の問題、公共交通でも都市計画と公共交通とやっぱりほとんどの政策がいろんな部

局にまたがっていくと思いますので、部局一丸となって政策をつくれるようなベース機

関というのをこの政策推進係が担えるようになってほしいなと思います。 

一つこれ、新聞に載っていたんですけど、隣の荒尾市が大きく載っている。ちょっと

前に載っていたんですけど、女性の視点をということで、これ有志で作られているんで

すけど、女性の職員シンクタンクをつくって、２０１９年につくって、ごみとか自殺と

かに対するいろんな提案をしているという記事が載っていたんですけど、この中で活動

されているメンバーの言葉が書いてあるんですけど、これは女性中心ということで、市

民の半分は女性なのにおかしいと思った。地域を変えるにはまず行政が変わることが必

要と言われていたり、女性同士は意見も言いやすく、部署間の連携もとりやすい。ほか

の部署が今何をやっているのかを知り、アイデアを出しあうことで市民サービスの向上

にもつながる。市長も答弁で言われたんですけど、職員一人一人の政策立案力を高めて

いくという点でも、ほかの部局と実際シンクタンクをつくれば連携もとれるし、最後に

この代表の人が言われているのが、職員が課題解決に前向きになるきっかけにもなって
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いると。多様な意見を集めて反映させ、市民が荒尾に住んでよかったと思えるまちづく

りにつなげたい。やっぱりこの何百人おられる職員の人たち一人一人がこういう市にし

ていきたいという思いを持っておられると思うので、それをしっかり提案できるような

提案制度であったり、それを政策にできるような部局であったりというのを市長中心と

なって、やっぱりつくっていただくきっかけにもなると思うので、まだシンクタンクつ

くらないということなんですけど、こういう面も考えながら今後進めていただきたいな

と思います。 

今議会においても、３１２億円の令和３年度の一般会計予算が提案されています。こ

の新年度予算編成というものは、市長の任期において４回しかないんですけど、今回は

任期中最後の編成となりました。この予算編成権は市長にある権限なんですけど、この

３１２億円使って、この１年間玉名市をどうしていこうという指標になると思うんです

けど、この４年間の積み重ねが一つとなってまちづくりが進められていくわけですけど、

それをより内容の濃いものにしていくためにも、この政策立案というのをしっかりでき

るような組織づくりを進めていただきたいなと思います。 

今回、３項目について質問いたしましたけど、やっぱり様々な対策を行なっていく上

で、共通するのが当事者、それに関係している人たちがどう感じているか、何を望んで

いるかということを常に把握しながら進めていただきたいなと思います。 

教職員の働き方改革でも校長先生であったり、ベテランの先生であったり、新人の先

生であったり、事務の先生であったり、そのほかいろんなスタッフが参画されていると

思うんですけど、そういう人たちがどう思っておられるかというのをしっかり把握した

上で、また、公共交通についても、バス業者であったり、タクシー業者であったり、バ

スを利用する人、タクシーを利用する人、中心地に住んでいる人、そうでない人たち、

様々な意見があると思うので、そういう意見をしっかり行政として吸い上げて政策にし

ていただきたいなと思います。それらを総合して、玉名市全体として、財政状況や国の

施策の動向など、総合的に考えて予算化、事業化していくのが自治体の力量だと思いま

す。人口減少、少子高齢化に伴い、財政運営は厳しさを増すばかりです。どのような政

策を実施していくかで自治体間の差は今後大きくなっていくと思います。玉名がよりよ

いまちとなるような政策を今後も実施していただきたいと要望いたしまして、私の一般

質問を終わらせていただきます。ありがとうございました。 

○議長（内田靖信君） 以上で、北本将幸君の質問は終わりました。 

引き続き一般質問を行ないます。８番 多田隈啓二君。 

［８番 多田隈啓二君 登壇］ 

○８番（多田隈啓二君） こんにちは、８番、創政未来、多田隈啓二です。 

傍聴の皆様お疲れさまです。いつもありがとうございます。 
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玉名の方言番付、すごく市長、取組が評価されています。やっぱりすばらしいこれは

取組ではなかったのかなと思っております。私も知り合いの大阪の人にＬＩＮＥで贈っ

てみました。「懐かしかね」と言ってすごくふるさとを思い出してよかったという好評

の意見もあります。ぜひ、このような取組をもっともっと職員の力を借りながら提案し

ていただければと思っております。 

それでは、通告により質問を始めます。 

１、本市の健康福祉事業・高齢者への配慮についてお伺いいたします。市長は、市民

の笑顔が人を呼び込むまち、笑顔をつくる１０年ビジョンを掲げておられ、その一部に

全ての市民が笑顔で暮らせるまちが一番。市民の笑顔をつくり、市民の笑顔を守ること

を第一に考え、長期視点で施策を推進し、そしてその笑顔が魅力となり、多くの人が集

い、訪れ、住みたくなるまちづくりにつながると目標を掲げられておられます。 

そこで、質問いたします。（１）市長が考えている笑顔をつくる１０年ビジョン予算

での健康と福祉のまちづくりについてお伺いいたします。残りの質問は全部福祉関係な

ので、自席により質問させていただきます。 

○議長（内田靖信君） 市長 藏原隆浩君。 

［市長 藏原隆浩君 登壇］ 

○市長（藏原隆浩君） 多田隈議員御質問の市長が考えている予算での健康と福祉のまち

づくりについてお答えをいたします。 

私はこんな玉名市であってほしい、そう願う多くの皆様の意見や希望を基に、１０年

後の玉名市の将来像、目指す姿を市民にわかりやすく示す必要があると考えまして、笑

顔をつくる１０年ビジョンを策定しました。１０年ビジョンには市民生活の安定、まち

づくりの充実、行政運営の進化、この３原則を掲げて、その一つである市民生活の安定

を強く推進するために一つには安心子育て環境づくり、また、一つには、みんなの生活

を守る福祉のまちづくり、そしてもう一つ、みんな安心健康づくりといったプロジェク

トごとに分けて、市民の皆様の生活がよりよいものとなるように各種施策をこれまで実

行してまいっているところでございます。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） ８番 多田隈啓二君。 

○８番（多田隈啓二君） 答弁いただきました。 

１０年ビジョンでは三原則を掲げ、市民生活の安定を推進し、みんなの生活を守る福

祉づくりを実行したとの市長の今の答弁でしたが、笑顔をつくる１０年ビジョンでのプ

ロジェクトに、みんなの生活を守る福祉づくりとして、通いの場事業、地域活動を行な

い、高齢者の生きがいづくりを促進していくと明記されております。市長は一般質問等

で健康と福祉のまちづくりに力を入れるとつねづね言われておられます。しかしながら
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平成３０年から令和３年まで４年間の当初予算事業概要では、健康と福祉のまちづくり

予算が総合福祉課事業や高齢介護課事業に組み込まれておらず、市長が目指す健康福祉

のまちづくりがどのように行なわれたのかが共有できておりません。 

そこで再度市長に質問いたします。４年間での市長が考える新規の健康と福祉事業は

何かお伺いいたします。 

○議長（内田靖信君） 市長 藏原隆浩君。 

○市長（藏原隆浩君） 多田隈議員の再質問にお答えいたします。 

新たに取り組んだものといたしましては、平成３０年１０月に子育て世帯の経済的負

担軽減を目的とした子ども医療費の現物給付を導入し、令和元年１０月には一般不妊治

療における治療費の助成制度を創設しました。また、各地域の実情に応じて随時学童ク

ラブを新たに４クラブ増設しました。さらに介護予防事業の強化を図るために平成３０

年度から新たに通いの場事業を開始させたほか、高齢者等の見守りを目的とした移動販

売事業者との連携協定の締結、また、コロナ禍において開催には至っておりませんけれ

ども、健康づくり、体力づくりの環境を整えることを目的として名誉市民である金栗四

三先生にちなんだ県北初のフルマラソン大会となる玉名いだてんマラソンの創設、また、

公共交通路線廃止に代わる高齢者等の交通弱者に対する移動手段を確保し、地域の利便

性向上を図ることを目的とした乗り合いタクシーの新規エリアへの導入などがございま

す。また、新規の事業ではありませんけれども、認知症に日本一理解のあるまちを目指

して、認知症サポーター養成講座や命のひと声訓練などにも力を入れております。それ

ぞれの施策におきましては、様々なニーズを求められる市民の皆様に対し、十分寄与で

きているものと考えております。今後も健康と福祉のまちづくりのため、笑顔をつくる

１０年ビジョンに基づいて、また、課題解決に向けての新たな取組を模索しながら、さ

らなる市民生活の安定の実現を図ってまいりたいと考えております。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） ８番 多田隈啓二君。 

○８番（多田隈啓二君） 答弁いただきました。 

今、市長から新たに取り組んだ主なものの答弁がありました。現物給付は実際は子育

て支援課、もちろん大きく言えば総合福祉に入るかもしれませんけど、マラソンはスポ

ーツ振興課、乗り合いタクシーは地域振興課ということに今の答弁の中からはなります。

そうしますと、４年間で新たに取り組んだ事業は今の答弁の中では通いの場と移動販売

の２つになります。当初予算で総合福祉課や高齢介護課の事業が一度も組み込まれてい

ないのが問題であります。 

そこで、平成３０年度から事業概要の中身をちょっと調べてみますと、平成３０年度

で市民生活の安定ということで、地域公共交通の対策事業が企画経営課、子ども医療費
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助成事業が子育て支援課、放課後児童健全育成事業が子育て支援課、まちづくりの充実

ということで、担い手確保の育成事業、農林水産政策課、マイキープラットフォーム活

用事業、企画経営課、商工政策課、ふるさとセールス課、新玉名周辺整備事業、建設課、

上下水道工務課、小中学校トイレ洋式事業、教育総務課、行政運営の進化として、天水

支所の施設集約事業でコミュニティ推進課、その他の事業といたしまして、金栗四三Ｐ

Ｒ事業が金栗四三ＰＲ推進室、防災対策費として、防災安全課、くまもと県北病院の文

化財発掘事業で文化課というのが平成３０年度の事業です。 

令和元年の事業になりますと、市民生活の安定でいきますと、地域公共交通対策事業

が地域振興課、放課後児童健全育成事業が子育て支援課、小中学校トイレ洋式化が教育

総務課、まちづくりの充実といたしまして、担い手確保・育成事業が農林水産政策課、

産業用地開発支援事業が商工政策課、新玉名駅周辺整備事業が建設課、企画経営課、行

政運営の進化といたしまして、学校跡地利用に民間活力を導入で教育総務課、その他の

事業といたしまして、金栗四三ＰＲ事業、金栗四三ＰＲ推進室、フルマラソン大会運営

事業、生涯学習課、各種証明書のコンビニ交付導入に係る経費ということで市民課、地

域情報化推進事業として情報管理課というのがあります。 

そして令和２年になりますと、市民生活の安定で、地域公共交通対策事業で地域振興

課、運転免許証自主返納支援事業で防災安全課、学童保育で子育て支援課、まちづくり

の充実として、担い手確保・育成事業が農林水産政策課、地場企業支援奨励金、商工政

策課、新玉名駅周辺整備事業で都市整備課、行政運営の進化ということで、学校跡地に

民間活力を導入で教育総務課、その他の事業といたしまして、金栗四三ＰＲ事業、金栗

四三ＰＲ推進室、フルマラソン大会運営事業、スポーツ振興課、岱明町公民館建設事業、

コミュニティ推進課、オリンピックキャンプ誘致推進事業、スポーツ振興課ということ

で、市長になられて３年間の当初予算で１件もこれ出てこないんですね、そしてもちろ

ん今、この議会に付されております３年度の当初予算にもまず１つも出てこないという

ことが私は問題じゃなかろうかなと思っております。やはり常日頃健康と福祉のまちと

いうのであれば、その他でもいいので１つぐらいあってもいいんじゃなかろうかなと思

っております。 

その中で、財政課がこれはどっちかというとつくるんですよね、だから１０年ビジョ

ンと若干かけ離れたのかなというのが、私の今思いです。 

だから、財政課と市長の思いをつなぐためには、先ほど北本議員が言われたとおり政

策推進係でこういう担当課の調整、また、サポートをしながらこの１０年ビジョンと事

業と連動した取組がやっぱり必要だと思いますので、今後は、その辺も配慮していただ

いて、もう事業でもその他でもやっぱり高齢介護課とかそういう事業もきちんと出して

いただければと思っております。 
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市長が掲げる１０年ビジョンに将来像を書いてあります。その中には、行政、議会、

全ての皆さんと共有し、チーム玉名としてその実現を目指し取り組んでまいりますと明

記されています。ぜひ、今後は財政課がつくる１０年ビジョンの予算に、ぜひとも市長

の思いが入っている健康と福祉事業の当初予算の中に、その他にでもいいので事業に上

げていただき、全てにおいて共有できる市民生活の安定施策を図るチーム玉名の実現に

向けて取り組んでいただくことをお願いし、次の質問に移ります。 

２、一般介護予防事業「通いの場」の実施状況と課題についてお伺いいたします。 

○議長（内田靖信君） 健康福祉部長 竹村昌記君。 

○健康福祉部長（竹村昌記君） 多田隈議員の一般介護予防事業「通いの場」の実施状況

と課題に関する御質問にお答えいたします。 

本市における介護予防公民館活動につきましては、対象者、実施内容、実施主体等の

状況に応じ、いきいきふれあい活動、通いの場事業、ゆた～っと元気体操を展開してお

ります。 

その中のいきいきふれあい活動の実施状況等についてお答えいたします。御承知のと

おり、いきいきふれあい活動は、高齢者がいつまでも自分らしくいきいきと健康に生活

できるように、月に１回公民館などで健康講話、体操を行ない、皆で寄って楽しく元気

になる場を地域の皆さんで運営していただく取組でございます。実施主体は地域住民の

皆さんであり、区長、民生委員、福祉協力員などの協力と連携により取り組んでいただ

いております。代表者は、約７割の地域で区長さんになっていただいております。市で

は、立ち上げ時や活動内容の企画の際など、必要に応じ職員を派遣しているほか、公民

館使用料としてひと月当たり１,５００円を実施主体に助成しております。活動実績で

ございますが、活動箇所及び参加実数については、平成２７年度１００か所、１,７８

６人、平成２８年度１１２か所、１,９５１人、平成２９年度１０９か所、１,９５０人、

平成３０年度１１６か所、１,５７２人、令和元年度１１３か所、１,４９６人となって

おります。本事業は、平成１５年度から旧玉名市において開始しており、活動の場は市

内全域に一定程度に広まったと認識しております。課題といたしまして、身近な地域で

介護予防の公民館活動を推進することは重要であると考えておりますが、担い手が不足

していること、現代社会全体において地域活動が希薄化する傾向の影響もあり、今以上

の広がりにつながっていない環境も、現状も認識しているところでございます。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） 多田隈啓二議員の一般質問の途中ですが、議事の都合により、暫

時休憩いたします。 

午後 ３時０２分 休憩 

―――――――――――――――――――――― 
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午後 ３時１５分 開議 

○議長（内田靖信君） 休憩前に引き続き、会議を開き、一般質問を行ないます。 

本日の会議時間は、議事の都合により、あらかじめ延長いたします。 

８番 多田隈啓二君。 

○８番（多田隈啓二君） 答弁いただきました。 

私たち地元から、運営の代表者からいきいきふれあい活動の運営が大変でありとの声

をお聞きいたしました。今、答弁では平成２８年、平成２９年と比べれば約４５０人の

参加者が減少している状況の中、課題としては介護予防の公民館活動を推進することは

重要でありますが、担い手の不足とのやっぱり答弁でした。そこで質問いたします。 

１、新型コロナウイルス時の対応や実施状況、また、事業の課題検証、今までの改善

点についてお伺いしたいと思います。 

○議長（内田靖信君） 健康福祉部長 竹村昌記君。 

○健康福祉部長（竹村昌記君） 多田隈議員の再質問にお答えいたします。 

新型コロナウイルス感染症の感染防止の対応といたしましては、国における緊急事態

宣言を受け、令和２年３月３日から５月３１日までの間、また、市内クラスターが発生

したことを受け、７月２７日から８月３１日までの間活動自粛を要請したところでござ

います。なお、一度目の自粛期間におきましては、担当の介護予防支援員が活動参加者

の安否確認や状況把握を目的に、区長、民生委員、福祉協力員等の同行のもと、自宅訪

問を行ないました。当該訪問での聞き取りの結果、約１割の方が自粛前と比べ転倒しや

すくなった。また、２割の方が伝い歩きや手すりを使用して歩くようになったと回答し

ており、活動自粛による運動量の低下がこれらの要因になっていることが伺え、また、

気持ちの落ち込みも１割弱の方に見られる結果となっております。 

現在の活動状況でございますが、３月３日現在の状況といたしましては、介護予防、

公民館活動を合わせて、１９６か所中約７割に相当する１３２か所で活動を継続してい

ただいております。１度目の活動自粛中に実施した聞き取りの結果からも心身機能の低

下を防ぐためには、地域における介護予防活動を継続することが重要であることを改め

て認識することができましたので、以降は安心・安全に活動することができるよう、感

染予防対策を講じながら活動の再開と継続を促しているところでございます。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） ８番 多田隈啓二君。 

○８番（多田隈啓二君） 答弁いただきました。 

新型コロナウイルスでいきいきふれあい活動が自粛になり、約１割の方が転倒しやす

くなった。２割の方が手すりを使用して歩くようになった。また、１割の方は気持ちの

落ち込みがあったとの回答結果で、地域における介護予防事業いきいきふれあい活動で
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の健康づくりがいかに重要であるかという結果が得られたと思います。今後も新型コロ

ナウイルス感染予防対策を行ないながら、高齢者が安心・安全に活動できるよう、行政

としてもしっかりとしたアドバイスを行なって進めていっていただきたいと思います。 

それでは、次の質問に移ります。いきいき活動の委任状、使用料、領収証、年間計画、

活動報告、押印の簡素化についてお伺いしたいと思います。 

○議長（内田靖信君） 健康福祉部長 竹村昌記君。 

○健康福祉部長（竹村昌記君） いきいき活動の委任状、使用料、領収証、年間計画、活

動計画書、押印の簡素化について伺うにお答えいたします。 

委任状等は、活動に伴う公民館使用料の振り込みの際に、請求者と口座名義人が異な

る場合に用いるもので、会計処理上必要となるものでございます。また、年間計画等に

つきましては、活動を計画的かつ効果的に実施するに当たり必要なものだと考えており

ます。運営主体は地域ではありますが、市もお手伝いさせていただいております。 

次に、押印については、先般全庁的に見直しに関する基本方針が作成されたところで

ございますので、これに諮り対応してまいりたいと考えております。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） ８番 多田隈啓二君。 

○８番（多田隈啓二君） 答弁いただきました。 

スライドをいいでしょうか。 

［拡大投影にて画像を示す］ 

○８番（多田隈啓二君） まず、今、質問をしている内容のやつなんですけど、まずこの

委任状が要ります。これは令和３年４月１日付けで、玉名市長様という委任状なんです

よね、これを委任者がこれ区長さんになるんですね、右上が。左下が区の会計さん等の

名前と印鑑になります。まず、この事業をするに当たって、口座番号とかいろいろ金融

機関とか書かなければいけないので、まずその主体となる代表者は区長さんの印鑑をも

らいに行って、そして会計さんの印鑑をもらいに行って、これを全部書いてもらってま

ずは市に出します。これがまず一つの仕事ですね。次、いいですか。 

［拡大投影にて画像を示す］ 

○８番（多田隈啓二君） 次には、この年間計画表ということで１年分の計画をまず出さ

れます。この１年分の計画をした後に玉名市に持って行かれます。そして次。 

［拡大投影にて画像を示す］ 

○８番（多田隈啓二君） その後にこのいきいきのふれあい広場の烏帽子のやつなんです

けど、あとは開催の日時、場所はいつもふれあい館と決まっておりますので、ただ、毎

月この内容が変わるもんで、毎回市役所に出て、この内容をまず書かれて市役所に持っ

てこられます。次。 
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［拡大投影にて画像を示す］ 

○８番（多田隈啓二君） 内容を持ってきたら市役所のほうでこのいきいきふれあい活動

に参加しようというチラシをこういうふうにつくっていただけるんですよね。そしてこ

のチラシをまたこの代表者は取りにこなんといかんとですよね、できましたということ

で。このチラシを取りに来て、今度は区長さんにこのチラシを入れてくださいというこ

とで地元の区長さんにまたお願いに行かれます。次。 

［拡大投影にて画像を示す］ 

○８番（多田隈啓二君） そしてまた玉名市長様宛に、今度はいきいきふれあい活動の報

告書、借りてきたんですけど、これを毎月１回報告書を出さなければなりません。そし

てこの報告書では、また押印廃止の中、これ３年１月なんですけど、この代表者の印鑑

等も押しながら、こういう活動報告を出されているのが現状です。次、よかですか。 

［拡大投影にて画像を示す］ 

○８番（多田隈啓二君） その後に今度は、区長さんの左上の請求書のところに区長さん

の名前と印鑑をまたもらいにいかなんとですよね、そしてこの印鑑を区長さんにもらっ

て市役所に持っていけば、ここの下のほうに書いてあります区のふれあい館使用料とい

うことで１,５００円が市から入る仕組みになっております。大体これが流れなんです

よね。そして他の自治体になりますと、さっきの活動報告出ますかね。戻してもらって

活動報告。 

［拡大投影にて画像を示す］ 

○８番（多田隈啓二君） これが他の自治体と違って、他の自治体はこの活動報告をここ

まで内容まで書かないんですよね。ここまで書かせると大変なんですよ、やっている方

がですね。他の自治体はどこで判断するかといいますと、開催日、会場、参加人数。こ

れだけで報告書と認められております。でも玉名の場合はここまで書かなければならな

いというのが、いきいきふれあいのなかなかされる方が本当に大変なんだよという声を

今、上げてこられているというのが現状なんですよね。何回も毎月これを行ないます、

何回も市役所に行って、区長さんから印鑑をもらいながら、こういう状態をやっぱりそ

のままにしとけば、今さっき答弁等ありましたけど、いきいきふれあい活動はこれ本当

に苦痛でしかないことになっております。その中で、さっき答弁の中では、区長さんが

７割、あと民生委員さんと福祉協力員がされます。その中で区長さんだったら会計で自

分でこれ持ってきて会計に入ってくるからいいんですけど、やっぱり民生委員さんだっ

たり福祉協力員さんがされるときが負担がものすごく大きいわけですよね。だからここ

はぜひ、市長。また考えていただいて、どうにかもうよその自治体並みに簡素化できる

ようにしていただく。そして押印廃止もこういうのから始めていただければと、もちろ

んお金に関することは仕方ないかもしれませんけど、やっぱりこういう活動報告書の印
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鑑とかわかっとるけん要らんわけですよね。やっぱりこれは取り組めるところからしっ

かりと取り組んでいただきたいと思います。これを毎月されている方がおられるんです

けど、これを毎月してお金は１円もきません。ガソリン代も何もありません。これが玉

名のいきいきの現状なんです。だからここはぜひ、市長。もう１回調べていただいて、

ほかの先進地も考えていただいて、あとでまた説明しますけど、簡素化に向けて取り組

んでいっていただきたいと、ぜひ、お願いし、次の質問に移ります。 

事業運営を個人登録制についてお伺いしたいと思います。 

○議長（内田靖信君） 健康福祉部長 竹村昌記君。 

○健康福祉部長（竹村昌記君） 事業運営を個人登録制について伺うにお答えいたします。 

先ほど申し上げましたが、いきいきふれあい活動や通いの場事業の実施主体は地域の

皆さんであり、区長、民生委員、福祉協力員さんなどが連携し活動に取り組んでおられ

ますが、担い手不足の地域も一定程度あると認識しております。このような背景と地域

の皆さんにとって、より身近な場所で介護予防活動を行なっていただくことを目的に、

今年度から新たに集いの広場事業を開始したところでございます。集いの広場は、近所

に住むグループの方、また、日ごろからカラオケやお茶など集まっておられる５人以上

のグループに対し、日ごろの活動に介護予防体操等を取り入れていただくことで、身近

な場所で身近な方と介護予防を行なうものでございまして、市におきましてもＤＶＤの

貸出しなどの支援を行なっております。現に活動を希望する個々のグループを対象とし

ており、また、ベースは日ごろの活動のままで介護予防体操などを付加するだけですの

で、活動したいが近くに場所がない、また、担い手がいないなどの場合に気軽に取り組

んでいただけるのではないかと考えております。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） ８番 多田隈啓二君。 

○８番（多田隈啓二君） 答弁いただきました。 

今の答弁の中で、今年度から新しい事業ということで、集いの場事業を開始されると

いう答弁でした。やっぱり気軽に集まってもらいながら、いつでも誰でも気軽に取り組

んでもらえる事業だと私も思っております。ぜひ、集いの場もしっかりと進めていって

いただきたいなと思っております。ただ、集いの場も多分お金は出ていないと思います

ので、その辺の兼ね合いもまた検討していただければと思っております。 

次の質問に移ります。運営ボランティアに補助制度の検討をされてみてはどうかお伺

いしたいと思います。 

○議長（内田靖信君） 健康福祉部長 竹村昌記君。 

○健康福祉部長（竹村昌記君） 運営ボランティアに補助制度の検討をされてみてはどう

かの御質問にお答えいたします。 
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先ほど答弁いたしましたとおり、いきいきふれあい活動は地域の皆さんで運営してい

ただく取組でございますので、運営される方には謝金等はお支払いしておりません。ま

た、運営側に謝金等をお支払いする事業も実施しております。平成３０年度から実施し

ている通いの場事業では、運営を地域サポーターと呼ばれる地域の方々に担っていただ

いており、運営の対価として一人につき１回あたり１,０００円の謝金を地域に３人ま

でお支払いしております。通いの場事業は、週に１回活動しており、月に１回の活動で

あるいきいきふれあい活動より活動頻度が高く、また、内容も介護予防体操等に重点を

おいたものとなっており、現在約２０か所で取り組んでいただいております。このよう

に運営主体も自ら希望される地域のサポーターの方で、また、若干ではありますが、謝

金もお支払いしておりますので、地域の実情に応じ活動の場をお選びいただくことも可

能かと考えております。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） ８番 多田隈啓二君。 

○８番（多田隈啓二君） 答弁いただきました。 

そこでちょっとスライドをお願いします。 

［拡大投影にて画像を示す］ 

○８番（多田隈啓二君） これがふれあいいきいきサロンということで、月１回程度され

ている、今、答弁があったのは、通いの場事業ということで週１回ということなんです

けど、これは大体月１回ぐらいなんですよね。これ茨城県のやつなんですけど、いきい

きふれあいサロン助成事業ということで進められております。赤い羽根共同募金の助成

事業ということで、社会福祉協議会がされております。ほとんどの地域がこの社会福祉

協議会が窓口になって、ふれあいいきいき活動、サロン等を今されております。ここで

は、阿見町なんですけど、阿見町の社会福祉協議会がされておりまして、開催頻度はお

おむね月１回以上ということで、このサロン立ち上げに２万円の助成を出してもらいま

す。そしてサロンの中で前年度と延べ参加人数で９９人以下だったら５,０００円とか、

１００人から２９９人は１万円とか、３００人で１万５,０００円ということで、ここ

の阿見町はこういうやり方をされております。 

また、次よろしいですか。 

［拡大投影にて画像を示す］ 

○８番（多田隈啓二君） これ名古屋市になるんですけど、名古屋市は社会福祉協議会で

は、実施回数が月１回以上定期的にということで、助成額、開設の助成は５万円されて

おります。月に２回以上定期的にすると月２,０００円、小規模ですね、中規模、大規

模等いうことで分かれながらいきいき活動をされております。 

次、よろしいですか。 
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［拡大投影にて画像を示す］ 

○８番（多田隈啓二君） これ、松山市になるんですけど、松山市はサロンの活動支援を

１回４,０００円、５,０００円、６,０００円と規模に応じて変えておりますけど、ま

た、講師のここはですね、１年間２万円上限になりますけど、謝礼金も出されておりま

す。そして使用料は１,０００円の開催、上限をされているということになっておりま

す。 

次、よかですか。 

［拡大投影にて画像を示す］ 

○８番（多田隈啓二君） これ新潟市なんですね、月１回タイプということで、おおむね

１０人ぐらいの事業ということで、月１回タイプだったら１グループ当たり２,５００

円の活動月数ということで上限が３万円ということで取り組んでおられます。 

次、お願いします。 

［拡大投影にて画像を示す］ 

○８番（多田隈啓二君） これは福岡です。筑紫野市社会福祉協議会がされておるんです

けど、これはちょっと少ないですけど、年間６回以上という中で、１団体６万円上限と

して助成を行なっておられます。月１,０００円ということで、開催数の加算というこ

とをされておりまして、２,０００円かける開催数ということで、今、取り組んでおら

れます。 

次、よろしいですか。 

［拡大投影にて画像を示す］ 

○８番（多田隈啓二君） これは東京都の町田市の社会福祉協議会が取り組んでおられま

して、ここは変わっておりまして、助成金６回から１０回が２万５,０００円、年にで

すね、１１回が２万７,５００円、１２回が３万円、１３回が３万２,５００円とずっと

上がっていく、３万５,０００円が上限なんですけど、公共施設の場合は１万２,０００

円上限に助成されて、ここがすごいのは個人宅会合では年間５,０００円ということで、

ほかにないルールじゃないのかなと思っております。 

こうやって先ほど報告書まで書いて、玉名市はゼロ円なんですけど、他市ではいろん

な助成をされながら、そしてやっぱりいきいきふれあい活動を社会福祉協議会が窓口に

なりながらされております。ぜひ、せっかく健康的に体操もされておりますので、取り

組んでいただきたいと思います。今の状態を続ければ、減るばかりでありますし、本当

に代表の方がもう大変なことになっていて、また、担い手ができないという思いも話さ

れておりましたので、もちろん実施主体は地域なんですけど、区長さん、民生委員さん、

福祉協力員さんの負担軽減のためにも、また、いきいき活動の継続のためにも補助助成

制度の前向きの検討をぜひお願いして、次の質問に移ります。 
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天草市では通いの場、今度はいきいきじゃなくて、通いの場、週１回のやつなんです

けど、玉名市で２０ぐらいの地域でされているんですけど、その活用した通いの場を週

１回開きますよといった日に、開催した日に移動販売車をそこに持ってこられます。そ

して買い物支援をされるんですよね。そしてそれが生活支援の組合せとなりながら、今、

先進的な通いの場を利用した買い物支援ということでされておりますので、その点に関

して質問させていただきたいと思います。 

通いの場を活用した民間、各団体との生活支援サービスの組合せの考えについてお伺

いします。 

○議長（内田靖信君） 健康福祉部長 竹村昌記君。 

○健康福祉部長（竹村昌記君） 通いの場を活用した民間、各団体との生活支援サービス

の組合せの考えを伺うについてお答えいたします。 

御提言いただきました通いの場などと生活支援サービスの組合せにつきましては、地

域における生活支援サービスを担う様々な事業主体と連携し、高齢者が住み慣れた地域

で生活し続けるための大変有用な手段と考えております。御提言の内容を参考にさせて

いただき、また、地域の実情に応じ活動参加者と考えてまいりたいと考えております。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） ８番 多田隈啓二君。 

○８番（多田隈啓二君） 答弁いただきました。 

天草市では、やはり買い物をしたいねということから始まったそうです。そしてまた、

ここは農協の「くるもん」という移動販売の車がありまして、通いの場に来てくれない

かなという話をマッチングしたところ、快くその開催日、週１回に買い物支援として来

てくれるようになったということなんですよ。そこの地区はやっぱり中山間地で、結構

お年寄りも大変で、買い物をそこの公民館でしても持って帰るのが大変ということで、

そのはじめは買うだけだったんですけど、民間と住民が顔なじみになり、帰りの買い物

荷物が重いという話から、今では中に入った家は駄目なんですけど、道路沿いであれば

個別の家まで移動販売車が回ってくれるようになったということで取り組んでおられま

す。これで買い物支援をしながら、通いの場事業もするということで、これなかなかウ

ィン・ウィンの取組ではなかろうかなと思っております。ぜひ、このような取組を玉名

市でもしていただきたいと思っております。本市でも特に中山間地はスーパーが近くに

ないとか、地域の高齢者にも大変助かる買い物支援だと私は思います。地域の実情に応

じ、通いの場を活用した地域住民へ出向くサービスの移動販売車での検討をしていただ

くことをお願いし、次の質問に移ります。 

いきいきふれあい活動の運営負担軽減や押印廃止、民間団体との生活支援のマッチン

グについて、市長にお伺いいたします。 
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○議長（内田靖信君） 市長 藏原隆浩君。 

○市長（藏原隆浩君） いきいきふれあい活動の運営負担軽減や押印廃止、民間各団体と

の生活支援サービスのマッチングについてお答えをいたします。 

日ごろから地域で介護予防活動に従事しておられる方々には、重要な役割を担ってい

ただいていることに心から感謝を申し上げたいというふうに思いますし、あわせて大変

な御負担をおかけしていることと推察をいたしております。 

ただ、そういったことでおかげさまで部長が答弁で申し上げたとおり、活動は市内の

ほぼ全域で広まっておりまして、活動を楽しみに、また、生きがいにされておられる高

齢者の方も多数おられるというふうに伺っております。私もいつまでも住み慣れた地域

で生活するために介護予防活動に取り組んで、活動を継続することの重要性を感じてお

りますので、今後も地域、あるいは個々人の実情に応じた形で取組をしっかりと継続さ

せて、そしてさらにその活動が広がっていくように推進してまいりたいというふうに考

えておりますし、先ほどの生活支援のサービスに関しましても、民間事業者のほうとも

そのニーズが高いのであれば、しっかりと御要望申し上げたり、それこそ生業のために

も頑張っていただけるものというふうに思っておりますので、そういったこと含めて、

今後とも皆様がよりよい、そして取り組みやすい体制づくりに努めてまいりたいという

ふうに考えております。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） ８番 多田隈啓二君。 

○８番（多田隈啓二君） 答弁いただきました。 

今までは、本当にそういう移動販売車の行政的な取組とすれば、提携するまでが大体

行政の仕事じゃなかったのかなと思っております。そこをもう一つ超えれば、私は行政

の進化につながっていくんではなかろうかなというふうに思っております。 

今後の介護予防と移動販売事業者との生活支援サービスが行なえるようになれば、市

長が１０年ビジョンで掲げる三原則で市民の安定や行政運営の進化につながると思いま

す。ぜひ、取り組んでいただくことをお願いし、次の質問に移ります。 

高齢者への配慮について。新型コロナウイルス感染症ワクチン接種の対応についてお

伺いいたします。 

○議長（内田靖信君） 健康福祉部長 竹村昌記君。 

○健康福祉部長（竹村昌記君） 新型コロナウイルス感染症ワクチン接種の対応について

お答えいたします。 

新型コロナウイルス感染症のワクチンの接種は、２月１１日から国立病院系の医療従

事者約４万人向けの先行接種が始まっております。国が示している接種順位としまして

は、この後に一般の医療従事者、次に６５歳以上の高齢者、次に高齢者以外の基礎疾患
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を有する方及び高齢者施設に従事する方、最後に６５歳未満の方と順次行なわれ、有明

圏域の医療従事者等への接種も３月中旬ごろから予定されております。高齢者接種につ

いては、最新の情報では、国は４月１２日から高齢者への接種を限定的に始め、４月２

６日の週から本格的に行なう方針を示しております。 

本市では、４月中旬からの接種計画を立てており、高齢者がコロナ感染した場合に重

症化しやすいことに加え、玉名市を含め高齢者施設でクラスターが相次ぎ発生し、多く

の高齢者が命を落とされた事実を踏まえ、施設入所の高齢者接種を優先とします。また、

クラスター対策として、施設従事者への優先接種も併せて行ない、感染防止効果を最大

限高めていくことといたします。在宅の高齢者への接種におきましては、かかりつけ医

療機関での個別接種を主体としながら、補完的に接種会場での集団接種を実施したいと

考え、玉名郡市医師会と調整を進めているところでございます。この医療機関での個別

接種により、通い慣れた病院・診療所において相談しながら、安心して接種ができるも

のと考えております。また、集団接種の接種会場については、ワクチンの供給状況、個

別医療機関の接種状況等も視野に入れ、接種が受け入れやすい体制を図り、市内４か所

の公共施設を拠点とした計画で進めております。 

今後も医師会はじめ、関係機関と協議を重ね、安心して接種ができるよう準備を進め

てまいりますので、よろしくお願いします。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） ８番 多田隈啓二君。 

○８番（多田隈啓二君） 答弁いただきました。 

本市では、施設入所者や施設従事者への優先接種という答弁じゃなかったのかなと思

います。また、かかりつけ医療機関での個別接種を玉名市としては主体として、補完的

に集団接種を実施されるとのことですが、問題はまだまだいろいろありますので、例え

ば、ワクチンの供給量とかですね、超低温冷凍庫とか、かかりつけ医療機関への配送体

制とか、経過観察スペースとかコールセンター問題があります。関係機関としっかり協

議を重ね、高齢者の方が安心してワクチン接種できるように計画的に準備を進めて対応

していただくことをお願いし、再質問に移ります。 

ワクチン接種のシステムについてお伺いいたします。 

○議長（内田靖信君） 健康福祉部長 竹村昌記君。 

○健康福祉部長（竹村昌記君） 御質問のワクチン接種記録システムについてお答えいた

します。 

このシステムは、国がコロナワクチンの住民接種の実施主体となる全国の市町村に向

け、コロナワクチンの円滑な接種を支援するため、整備するものでございます。内容と

いたしましては、ワクチン接種を進めていく上で、市町村の課題として想定されるとこ
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ろの接種履歴の即時の確認作業についてですが、国が市町村へタブレット端末機を無償

配布し、各市町村が接種者の接種履歴データベースを整備管理することにより、転出入

者の接種情報を共有することで、市町村の事務負担が軽減されるものでございます。現

段階では、国からの詳細の情報がまだ少ないため、今後も情報収集を続けながら、有効

活用ができるよう努めてまいります。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） ８番 多田隈啓二君。 

○８番（多田隈啓二君） 答弁いただきました。 

まだまだ国からのいろいろ情報がまだきちっと方向性が決まっていないということな

んですけど、ワクチンは２回接種となっております。誰がいつ、何回目の接種を受けた

のか、居住地が変わってもワクチン接種で混乱が起きないように、ワクチン接種記録シ

ステムの有効活用をお願いし、次の質問に移ります。 

運転免許証自主返納者への支援についてお伺いいたします。 

○議長（内田靖信君） 総務部長 永田義晴君。 

○総務部長（永田義晴君） 多田隈議員の運転免許証自主返納者への支援についての御質

問にお答えいたします。 

玉名市では、令和２年度から玉名市運転免許証自主返納支援事業実施要綱を策定し、

新規に事業を開始いたしております。具体的には、令和２年４月１日以降に自主返納さ

れた市民の方に対しまして、３,０００円分のバスＩＣカード、乗り合いタクシー回数

券、タクシー回数券のいずれかを申請者の方に選んでいただき、１人１回限りでありま

すが、支援を行なっているところでございます。令和３年２月末現在で、自主返納され

た方が２９４名おられますが、うち２２２人から申請があり、バスＩＣカード２４件、

乗り合いタクシーの回数券２３件、タクシー回数券が１７５件の支援を行なっていると

ころでございます。なお、２２２人の内訳は、男性が９５人、女性が１２７人で、７０

歳以上の方が９６.３％となっております。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） ８番 多田隈啓二君。 

○８番（多田隈啓二君） 答弁いただきました。 

２９４名おられるということなんですけど、ここでちょっとスライドをよろしいでし

ょうか。 

［拡大投影にて画像を示す］ 

○８番（多田隈啓二君） これが運転免許の自主返納の件数ということで、６０万１,０

２２と、令和元年になっております。やっぱりだんだんすごい数で自主返納が今伸びて

いっていることがわかると思います。先ほどの一般質問でも、北本議員でもそういう話
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もありました。もう一つよろしいですかね、スライドを。 

［拡大投影にて画像を示す］ 

○８番（多田隈啓二君） 自主返納をためらう理由、運転継続された方が４４４人おられ

まして、自主返納しなかったのは、車がないと生活が不便なことが６８.５％、車を運

転する楽しみが失われることが１０.１％ということで、そういう理由で自主返納され

ませんでした。また、自主返納された方は１,４４７人に伺っておられますけど、車が

ないと生活が不便なことがやっぱり一番多くて３３％あります。車の運転をする楽しみ

を失うことが１３.１％ということで、ためらう理由となる理由もなかったということ

が４４％となっております。やっぱり本当に全国的、もちろん玉名も３００人弱おられ

ますけど、これますます今後増えていくのじゃなかろうかなと思っております。 

そこで質問いたします。高齢化社会での高齢者ドライバーによる運転する車のペダル

の踏み間違いによる自動車事故が続発し、社会問題となっております。そのため、高齢

者に免許返納を推奨する動きも増えています。そんな中、免許返納後の手段として、免

許不要での運転可能なシニアカーが今、注目されております。そのシニアカーは結構高

くて、高齢者が購入するには３０万円から４０万円、４０万円以上かかるシニアカーも

あります。かなりの費用がかかります。そこで再質問といたしまして、電動自転車、電

動三輪自転車、シニアカーへの補助制度の導入についてお伺いいたします。 

○議長（内田靖信君） 総務部長 永田義晴君。 

○総務部長（永田義晴君） 多田隈議員の再質問についてお答えをいたします。 

議員御提案の高齢者への電動自転車、電動三輪車、そしてシニアカー等に対する支援

につきましてでございますが、安全面等についてもしっかり先進的な事例を調査研究す

るとともに、どのようなニーズがあるのか調査する必要があると思っております。例え

ば、この支援事業の受付窓口を防災安全課で行なっておりますが、受付窓口でお尋ねす

るなど、直接お聞きできる機会がございますので、そのような方法でニーズを把握した

上で、当然、予算等の調整も必要になりますが、自主返納された方々にとって、公平で

少しでも有効な支援策を検討していきたいというふうに考えております。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） ８番 多田隈啓二君。 

○８番（多田隈啓二君） 答弁いただきました。 

検討していっていただきたいと思います。電動自転車、また、電動三輪車、シニアカ

ー購入には多額の費用がかかるため、ぜひ、先進的な事例の調査研究を行なって、ニー

ズ把握をした上で有効な支援策をお願いいたします。 

最後になりますが、今のは免許返納者の対応だったんですけど、やはり今から高齢化

時代においては、やはり６５歳以上でやっぱり電動自転車とか、電動三輪車の補助があ
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れば、乗っていろんなところにちょっと行ってみようかなという方もおられると思いま

す。シニアカーもそうなんですよね、やっぱり要介護２以上はリース事業で借りられま

すけど、やっぱりそれじゃない人も、乗りたい人もおられます。やはり歩けないじゃな

くて、私たちもそうなんですけど、車使うと、歩けるけど、遠かけん乗っていくという

ことがありますので、ぜひ、こういうシニアカーを使った支援をしていただければいい

のかなと思っております。だから今後は、免許返納者だけじゃなくて、６５歳以上の必

要としている方にも電動自転車、電動三輪車、シニアカーの補助制度の検討もお願いし

たいと思います。そうすることで買い物、病院への通院、災害時の避難、いきいきふれ

あい活動や通いの場、また、ゲートボールやグラウンドゴルフ、敬老会、公園、海や川、

温泉などへ移動する幅が増えたり、また、活動の幅が広がり、健康と福祉のまちづくり

につながるのではないかと私は思います。 

藏原市長、ぜひ今後、市長のリーダーシップに期待し、私の一般質問を終わります。

ありがとうございました。 

○議長（内田靖信君） 以上で、多田隈啓二君の質問は終わりました。 

引き続き一般質問を執り行います。１８番 前田正治君。 

［１８番 前田正治君 登壇］ 

○１８番（前田正治君） こんにちは、日本共産党の前田正治です。 

通告に沿って一般質問をします。 

まず、教育に関して。これは昨年中止になりました３月議会での一般質問を若干膨ら

ませたものでありまして、１年越しのものとなりました。全国の都道府県教育委員会が

令和元年度実施の小学校教員採用試験の競争率は、過去最低だったと報道がありました。

文部科学省は、多忙化が人気低迷の一因だとして働き方改革も進めるとしております。 

公表してあります令和３年度の熊本県教員採用試験志願倍率は、小学校が２.０倍、

中学校は４.５倍であります。平成３０年度では、小学校が５.０倍、中学校が１２.２

倍の競争率がありました。教員採用試験における人気低迷は、熊本県内においても同様

の傾向にあります。新聞に元小学校校長先生の投稿がありましたのでここで紹介します。 

前半はちょっと省略しまして途中からですが、「教員試験の倍率が２倍を切る自治体

も出ている。数年後には教員不足がかなり深刻になると危惧する。学級担任を全ての教

室におけない学校さえ現れるんではないか」途中省略しまして、「ブラックと言われる

働き方がいまだ変わらない。英語が小学校に導入され、道徳が教科化されたりしている。

教員は教材研究をする時間もないほどである。改善しているとはいえ、部活動に時間を

とられ、一方保護者からの過剰な要求も後を絶たない。心身を病み、辞めるものも少な

くない。子どもためならと無理を重ね頑張る教員がほとんどだ。若者の教員離れは、子

どもたちの未来を担保できないことを意味する。教育の抜本的な改革を切に望む」教育
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現場で長年頑張ってこられたその思いが詰まった校長先生の投稿であります。 

公立小中学校の教育職員の給与等に関する特別措置法、略して給特法というものがあ

ります。教育の時間外勤務手当は支給しない、給与月額の４％を教職調整額として支給

する。時間外勤務は命令しないことが原則で、時間外勤務の命令ができるのは、いわゆ

る超勤４項目、１、生徒の校外実習などに関する業務。２、修学旅行など学校行事に関

する業務。３、職員会議。４、非常時災害や児童や生徒の指導に関し緊急を必要とする

場合、また、やむを得ない場合の業務、このようになっております。給特法が改正され

て、令和２年、令和３年と段階的に施行されております。改正の中身は、一つが１年単

位の変形労働時間制の導入、もう一つ、教職員の業務量の適正な管理を行なうことであ

ります。改正によりまして、時間外勤務の上限が月４５時間、年間３６０時間と決めら

れました。 

以上、言いましたようなことを踏まえまして、（１）小中学校教員の働き方改革につ

いて質問します。①今日のような教員の成り手不足を教育長はどのように捉えておられ

るでしょうか。教育長の見解をお尋ねいたします。 

○議長（内田靖信君） 教育長 福島和義君。 

［教育長 福島和義君 登壇］ 

○教育長（福島和義君） 前田議員の小中学校教員の働き方改革についての中の教員の成

り手不足をどう捉えているかということの質問にお答えをいたします。 

前田議員御指摘のように、熊本県におきましても教職員の志望倍率が年々低下をして

おります。私も大変危惧をしているところです。 

幾つか要因を挙げてみますと、御承知のように、学校教育の現場に要求をされること

が年々増加していること。例えば、安全教育、防災教育、環境教育、食育など、いわゆ

る○○教育といったものが数多く学校教育の中に入り込んできている現状があります。

これらの中には、家庭教育の範疇であるべきものもあると考えております。また、学習

指導要領の改訂に伴い、道徳科や小学校における外国語科など、新たな教科も創設をさ

れ、より高い専門性が求められるようになってきたこと。ほかにも保護者への連絡、ク

レームなどへの対応については、教職員の対応力やコミュニケーション力なども必要と

なること。これらも含めて教職員の仕事内容は多岐にわたっておりまして、以前に比べ、

よりハードになっていることが教職員を目指すものが減ってきている要因の一つと考え

ております。 

しかし、申すまでもなく、教職は児童・生徒の成長に携わることができる、そして人

生にわたり少なからず影響を与えることができる尊い仕事であるとも考えております。

このような時代であるからこそ、教職のマイナス面ばかりではなく、教職員としてのや

りがいなどにつながる面も見据えて、教職の魅力、よさなどについて、積極的に啓発に
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努めてまいりたいと考えております。 

このあと、勤務時間等の把握につきましては、部長のほうから申し上げます。 

○議長（内田靖信君） １８番 前田正治君。 

○１８番（前田正治君） まだ言うとらんだったけん、言います。 

大変仕事がハードになっているということで、２番目に勤務時間の把握及び勤務時間

実態はどのようになっているかお尋ねします。 

続けて、言いますので、その次が、時間外勤務の上限月４５時間が設定されたことで、

仕事を自宅に持ち帰ることが懸念されます。持ち帰り業務の実態調査は行なわれている

か。二つちょっと続けてお願いします。 

○議長（内田靖信君） 教育部長 西村則義君。 

○教育部長（西村則義君） 再質問にお答えいたします。 

勤務時間の把握及び勤務時間実態はどう捉えているかの御質問にお答えいたします。 

全ての市立小中学校において、全ての教職員の勤務時間の把握を行なっています。出

退勤管理のソフトをパソコンに入れ、それぞれが入力する形で行なっています。ひと月

に４５時間以上超過した職員について、教育委員会に報告があります。割合で見ると小

学校に比べ、中学校のほうが部活動の指導があることから超過している教職員が多いと

いう現状があります。 

続きまして、持ち帰り業務の実態調査は行なわれているのかの質問にお答えいたしま

す。 

教職員が自宅に持ち帰ってどのくらい業務を行なっているのかについては、現段階で

は把握しておりません。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） １８番 前田正治君。 

○１８番（前田正治君） 勤務時間の実態調査も実際はやられているかと思いますけど、

その実態の中身についてわかっていることがあったらちょっと答弁をお願いします。 

○議長（内田靖信君） 教育部長 西村則義君。 

○教育部長（西村則義君） 調査結果では、当然小学校のほうは部活動指導による超過勤

務はございません。それから中学校のほうについては、やはり超過勤務する理由のトッ

プとしましては、やはり部活動指導がトップとなっております。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） １８番 前田正治君。 

○１８番（前田正治君） 実態については、ちょっとまた後から言います。 

持ち帰りの実態を把握するということ、今現在把握していないということでありまし

た。その実態を把握するということは、働き方改革における教育委員会と校長の管理監
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督上の責任ではないかと私は思います。したがいまして、持ち帰りをあいまいにするこ

となく、実態をきちんと調査して、持ち帰りをなくすための指導や改善策をとるべきで

はないかと思いますが、ちょっと見解をお尋ねします。 

○議長（内田靖信君） 教育部長 西村則義君。 

○教育部長（西村則義君） そのように感じておりますけれども、現段階での把握はでき

てないということでございます。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） １８番 前田正治君。 

○１８番（前田正治君） 今時点では把握しとらんなら今後把握するようなことをやって

いくということでよかですかね。 

○議長（内田靖信君） 教育部長 西村則義君。 

○教育部長（西村則義君） はい、そのようなことを検討してまいります。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） １８番 前田正治君。 

○１８番（前田正治君） よろしくお願いします。 

勤務時間の記録についてですけど、先ほどパソコンでそれぞれが入力していると、い

わゆる自己申告で入力しよるということだと思いますけど、勤務時間の記録について、

虚偽の記録をしたり、させたりすることがあってはなりません。状況によってはこれは

処分の対象になります。したがいまして、虚偽の記録は絶対に認めないという校長の強

い姿勢や指導が重要だと思います。虚偽の時間記録があってないかどうか確認をします

が、いかがでしょうか。 

○議長（内田靖信君） 教育部長 西村則義君。 

○教育部長（西村則義君） 勤務時間について、虚偽の時間記録を行なっていないかの質

問にお答えいたします。 

幾つかの学校に聞き取りを行ないましたが、そのような事実はございませんでした。

ただし、土日祝日等については、後日の自己申告の場合もありますので、正確に把握し

にくいこともあるという回答もありました。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） １８番 前田正治君。 

○１８番（前田正治君） 土日祝日のことが出ましたので、ちょっと聞きたいんですけど、

土日祝日に部活動などで出勤した際もこれは在校時間にとして時間外勤務になるという

ことですよね、超過勤務にカウントすると。したがいまして、土日祝日に学校に出て仕

事した時間もきちんと記録しなさいよという、そういった常日ごろからの指導はなさっ

ているのかどうか確認します。 
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○議長（内田靖信君） 教育部長 西村則義君。 

○教育部長（西村則義君） そのようなことはあっております。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） １８番 前田正治君。 

○１８番（前田正治君） じゃあ、土日祝日に出た時間もきちんと記録するという指導も

しっかりしよるということですね。どうも先生の中には「ああ、それは知らんだった」

というような先生もいらっしゃるということで、教育長、あるいは校長先生通じて、そ

こら辺はぴしっとちょっと指導のほうをよろしくお願いします。 

それと、先ほど勤務時間の実態ということで、あまり詳しく答弁はなかったんですけ

ど、実は、昨年中止になった一般質問予定の答弁では、中止になったからせっかく答弁

される予定であったから、答弁書だけくださいといって昨年中止になったその答弁もら

ったんですけど、その中には調査した結果、いわゆる８０時間を超えている人が何人、

１００時間を超えている人が何人というようなことが書いてあったわけですよ。ですか

らその後そういったことが今度も返ってくるかなと思っとったらちょっと予定外の、想

定外の答えだったけん戸惑っとるんですけど、現状で月に８０時間を超えているとか、

あるいは８０から１００時間、１００時間以上とか、そういった先生はいらっしゃらな

いんですか、どうですか。 

○議長（内田靖信君） 教育部長 西村則義君。 

○教育部長（西村則義君） 再質問にお答えいたします。 

８０時間を超えた先生、それから１００時間を超えた先生、数名いらっしゃいます。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） １８番 前田正治君。 

○１８番（前田正治君） まさにそういう先生は、いわゆる過労死ラインにある先生じゃ

なかろうかというふうに思います。それで、そういった先生方に対しての対応と指導は

どのようにされておりますか。 

○議長（内田靖信君） 教育部長 西村則義君。 

○教育部長（西村則義君） 過労死ラインにある教職員への対応と指導はどうしているの

かの質問にお答えいたします。 

過労死ラインとは、一般的には正規の勤務時間を８０時間以上超過した場合とされて

います。勤務時間を把握している管理職から、８０時間を超過する前に該当する教職員

に対して業務の削減を図るとともに、心身の健康管理について声かけが行なわれていま

す。８０時間を超過した職員については、産業医による保健指導の実施の申出があった

場合には、産業医の保健指導を実施することとなっており、管理職が確認を行なってい

ます。 
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以上でございます。 

○議長（内田靖信君） １８番 前田正治君。 

○１８番（前田正治君） ８０時間超えた先生には面談をして、産業医の面接の申出があ

った人にはそういった対応をしているということですけど、やっぱり８０時間を超えた

先生には、体調の状況とか、そういった健康面についてなど、時間をとって丁寧な聞き

取りをして、健康調査を進めるというふうなそういった早めの対応をぜひやっていただ

きたいとこのように思います。 

次に、月４５時間、年間３６０時間という時間外勤務の上限には、これは法的拘束力

があります。また、その上限まで時間外勤務を推奨するということではありません。長

時間勤務の縮減に向けての取組はどのようにされているでしょうか。 

○議長（内田靖信君） 教育部長 西村則義君。 

○教育部長（西村則義君） 長時間勤務の縮減に向けた取組はどうしているのかの質問に

お答えいたします。 

教育委員会として令和２年９月に玉名市立学校の教育職員の在校等時間の上限等に関

する方針を定め、各学校において長時間勤務縮減に向けて取り組んでいるところです。

本方針においてＩＣＴを活用した学校事務、校務管理、部活動指針の遵守と、部活動指

導員の活用、学校閉庁日の設定、スクールサポートスタッフの配置などに取り組んでい

るところでございます。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） １８番 前田正治君。 

○１８番（前田正治君） いろいろ今答弁がありましたけど、去年の令和２年１０月時点

での教職員組合のアンケート結果というのがあっとですけど、そのアンケートでは、玉

名、玉東の小中学校で時間外勤務、月に４５時間以内は３５人、４５時間から６０時間

以内が４６人、６０から８０時間以内が１５人、８０から１００時間以内が４人、１０

０時間以上が３人と答えられております。中には答えんだったという人もおっとですけ

ど、こういったことを見ますと、いろいろ削減に向けての取組はあっているということ

ですが、長時間勤務改善の余地がまだまだ残されていると、もうちっと徹底的に取り組

まんといかんとじゃないかと思いますけど、ちょっと見解をお尋ねします。 

○議長（内田靖信君） 教育部長 西村則義君。 

○教育部長（西村則義君） 先ほど申しました以外にも今後考える限りの取組は考えて進

めていきたいと考えております。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） １８番 前田正治君。 

○１８番（前田正治君） 後からどぎゃんとば考えとるか聞きます。そら通告しとらんだ
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ったけんちょっと気の毒かかなと思って。 

再質問します。これはちょっと教育長にお尋ねします。全国学力調査の一斉テストが

実施をされます。その点数が気になり平均点を上げるために、学校において過去の問題

を授業終了後に解かせたりするいわゆる事前対策があると聞きます。平均点の競争が激

化することは、教員の精神的な負担にもつながることになり、弊害も出ているそうであ

ります。このテストは主に、全国的な児童・生徒の学力や学習状況を把握分析する、児

童・生徒への指導などを目的としております。ところが言いましたように、テスト結果

を公表することで目的を逸脱して平均点を競うものに変質していると思います。全国学

力調査テストの点数を競争するような、校長の言動や教員への指導があっていないかど

うかちょっと確認をいたします。 

○議長（内田靖信君） 教育長 福島和義君。 

○教育長（福島和義君） ただいま前田議員より、学力調査のテスト実施に伴う不適切な

対応というようなことでお尋ねがございました。今、議員おっしゃったように、このテ

ストの趣旨というのは学力の状況を把握するということ。これは児童・生徒ももちろん

ですけども、教師のほうも学力の状況、定着率をしっかりと見据えるということ。そし

てそれに伴って適切な指導を行なうということが大きな目的、狙いとなっております。

ということでございますので、それのみに一点集中でやっていくというのはどうかと思

います。だからそういう点から、学力ということをしっかりと捉えて、知徳体のバラン

スのとれた学校生活、このテストにおいてもそういう面から将来に子どもたちの学習状

況定着を高めるというような本来の趣旨にのっとって行なうべきであると思いますので、

今おっしゃったような件が過度にならないということで、事前の学習のみにそういう過

去問題だけに集中するということはどうかなというふうには思っております。ただ、教

育活動の中でどの程度そういう状況を把握するかということは、いろんな過去の問題を

見つめることも必要な部分もあるかなというふうには思います。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） 前田正治議員の一般質問の途中ですが、議事の都合により、暫時

休憩をいたします。 

午後 ４時２４分 休憩 

―――――――――――――――――――――― 

午後 ４時３６分 開議 

○議長（内田靖信君） 休憩前に引き続き、会議を開き、一般質問を行ないます。 

１８番 前田正治君。 

○１８番（前田正治君） 全国学力調査の一斉テストですけど、教育長もおっしゃったよ

うに平均点を競争するようなことが過激にならんような、そういった対応をぜひ、しっ
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かりやっていただきたいというふうに思います。 

次に、小学校で英語教育が３年生、４年生は週１時間、５、６年生が週２時間行なわ

れております。英語専科教員の配置状況はどうなっているでしょうか。 

○議長（内田靖信君） 教育部長 西村則義君。 

○教育部長（西村則義君） 英語専科教員の配置状況はどうなっているのかの御質問にお

答えいたします。 

小学校では、５、６年生は外国語、３、４年生は外国語活動が始まっています。令和

２年度玉名市の小学校において、英語専科の教員は２名が４校を兼務する形で配置され

ています。今後英語専科教員の配置について拡充が図られるものと考えますが、本来、

外国語、外国語活動は、学級担任が主になって行なうものであり、授業をより充実させ

るためにＡＬＴが配置されたり、教科書に沿った映像教材が用意されたりしていますの

で、効果的な授業になるようサポートしてまいります。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） １８番 前田正治君。 

○１８番（前田正治君） ５、６年生は週２時間になって教科になったわけですよね、そ

れでちょっと教育長にお尋ねします。私たちは中学校から英語が始まりました。英語の

勉強が好きになるのか、苦手になるのか、現在では、小学校の時点で子ども心にそうい

ったことを感じることになるかと思います。英語専門の先生が直接教えて、小学校時代

から英語に関心を持ち、興味を持ってもらうし、子どもたちが学ぶ意欲を刺激する。そ

のためには、全ての学校に英語専科教員を配置するということが欠かせないと思います。

全ての学校をカバーする英語教員ですね、英語専科教員が勤めんといかんという時間が

決まっているそうですので、各学校１人ずつならよかっですけど、それはできんという

ことなんで、全ての学校をカバーできるような英語専科教員も配置ということが欠かせ

ないと私は思いますが、教育長の見解をお尋ねします。 

○議長（内田靖信君） 教育長 福島和義君。 

○教育長（福島和義君） 前田議員の御質問にお答えいたします。 

先ほど部長から英語専科、市で２名と４校回っているというようなことでありますけ

ども、実は県費負担職員と、県のほうから予算が出ている先生であります。ということ

で、一つは財政上の問題が大きく絡んでくるかなというふうに思います。今、議員がお

っしゃったようにできるだけその数が増えて、子どもたちと直接接する機会があって、

そして子どもたちが英語、外国語に親しむ、そういう場とか、あるいは興味関心を持つ

とか、そういうものが日常的にあったほうがもちろん一番いいというふうには思ってお

ります。玉名市では、今までエンジョイ・イングリッシュと御存じのように業間の時間、

あるいは朝自習の時間、こういったところを活用して小学校１年生から行なっていると
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いう英語教育もやっているところであります。そういったところも活用しながら、そし

て外国語の５、６年の時間、あるいは３、４年は英語活動ということでやっております

ので、その趣旨を生かしながら、今年からそういうシステムになっておりますので、充

実が図れたらというふうに思います。玉名市雇いのというところになりますと非常に財

政上難しいのかなと、現状ではですね。というふうには思っているところです。 

○議長（内田靖信君） １８番 前田正治君。 

○１８番（前田正治君） ３、４年生、５、６年生それぞれ教える中身も違うと思うんで

すよね。５、６年生というのはもう教科として取り入れられたわけですから、何遍も言

いますけど、全ての学校を英語専科の専門の先生がカバーできるような体制づくりをぜ

ひ、教育長、県のほうにも会議なんかで行かれると思いますので、しっかり働きかけて

いただきたいというふうに思います。 

次に、学校では、災害やインフルエンザなどによる学級閉鎖に備えるために、学習指

導要領で定められた年間の標準授業時数を超える授業時数が組んであります。余剰時数

というそうですけど、この余剰時数の実態はどうなっておりますか。文部科学省は、事

実上の業務量削減となる余剰時数の見直しを求めております。年間授業計画に当たって

は、学力の定着と働き方改革が両立する計画を求めております。余剰時数の実態とその

削減について取組をお尋ねします。 

○議長（内田靖信君） 教育部長 西村則義君。 

○教育部長（西村則義君） 年間総授業時数の余剰時数の実態はどうなっているかの御質

問にお答えいたします。 

余剰時数とは、学習指導要領に定められた１年間に行なうべき標準授業時数とは別に、

不測の事態に備えてカウントした授業可能な時数を指します。例を挙げますと、小学校

６年生は、年間９４５時間が標準授業時数ですが、台風など臨時休業に備えて、例えば

の時間ですけれども、５５時間をプラスして１,０００時間で教育課程を組んだとする

と、５５時間が余剰時数となります。今年度はコロナウイルス感染拡大防止による臨時

休業等があったため、この余剰時数はほぼないような状況でございます。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） １８番 前田正治君。 

○１８番（前田正治君） 今年度はコロナの関係で余剰時数はもうなかったということで

すよね。そういった災害などの特別なことを考えて、子どもの学力のためを思って余剰

時数を組むということでしょうけど、やっぱり児童の過重負担にならない、教師の負担

増加にもならない、そこら辺を十分に配慮した計画というものを年度当初つくってもら

いたいということをちょっと申し添えます。 

その次に、先般、教育現場での公務災害が認定された福岡高等裁判所判決について教
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育長の受け止めと、このことで教職員へどのような指導をされたでしょうか、お尋ねし

ます。 

○議長（内田靖信君） 教育長 福島和義君。 

○教育長（福島和義君） 前田議員の先般の公務災害を認定された福岡高等裁判所判決に

ついて、受け止めと指導をどうしたかということについてお答えをいたします。 

この事案は、御存じのように熊本県内の教職員が脳幹部出血で倒れ、全身麻痺で寝た

きりになった公務災害であると認められた事案だと考えます。御存じのように学校では、

広範な職務内容が一部の職員に偏ったり、ある時期には校務が集中したりすることがあ

ります。このような事態に至ったことの要因の一つであるというふうにも考えます。こ

のような状況を生まないようにということで、管理職に対しては、可能な限り複数で職

務に当たる体制を校内で整えること。あるいは、教職員の健康の状況を、体調の様子を

確認をしながら、声かけ、相談による健康管理の徹底、このようなことをしっかりとや

っていくということで、今後も継続して学校に指導してまいりたいと思います。 

○議長（内田靖信君） １８番 前田正治君。 

○１８番（前田正治君） 学校の先生がそういった病気に倒れられて、裁判闘争という非

常に過酷なことを何年間もされてきたわけです。福岡高等裁判所でそういう判決が出た

ということで確定をしました。福岡高等裁判所判決のこの事例を、やっぱり今後の長時

間勤務の改善にしっかり生かしていくということが非常に大事じゃないかなと、教訓に

していくということが大事じゃないかなというふうに思います。 

では、次に、各学校における、玉名市の各小中学校における安全衛生委員会の設置及

び運営はどのようになっておりますか。 

○議長（内田靖信君） 教育長 福島和義君。 

○教育長（福島和義君） 安全衛生委員会の設置及び運営はどのようになっているかとい

うことの質問にお答えをいたします。 

労働安全衛生法には一定の基準、５０人以上の労働者のいる職場に該当する事業所で

は、安全委員会もしくは衛生委員会を設置することと定められております。本市におき

ましては、全市、全部の小中学校において、衛生推進者を任命して職務を遂行しており

ます。学校によっては衛生推進委員会、あるいは運営委員会で教職員の健康管理や労働

環境の改善等について話合いをしているところでございます。 

以上です。 

○議長（内田靖信君） １８番 前田正治君。 

○１８番（前田正治君） 法では５０人以上の労働者ということですので、５０人以上先

生のおる学校というのは玉名市内でもなかなかないですよね。それで今、言われたよう

な対応をされているかと思います。 
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それでちょっと再質問ですけど、学校職員安全衛生管理について、人吉市が先進地と

いうことを聞きましたので、人吉のその学校職員安全衛生管理についての規定について、

玉名市と人吉市を比較してみました。玉名市もちゃんと持っていますので、人吉市は安

全衛生管理責任者を教育委員会に置いてあって、責任者に教育長がなり、学校職員の安

全衛生を教育委員会が統括管理する規定になっております。人吉市と玉名市を考えます

と、玉名市のほうが生徒数は多いと思われますので、当然、教職員の数は玉名市が多い

と思います。玉名市と人吉市は、この規程について全く遜色がないのかというふうに考

えますと、私は、教育委員会の責務を玉名市より人吉市のほうがより明確に規定してあ

るのかなというふうに思ったわけです。比べて読んでみまして。それで、学校職員の安

全衛生管理について、玉名市でも教育委員会が、もちろん今は学校単位でずっとされて

いるんですけど、玉名市でも教育委員会が統括管理するよう明文化する規程をつくった

がいいと思いますが、見解をお尋ねします。 

○議長（内田靖信君） 教育長 福島和義君。 

○教育長（福島和義君） ただいまの前田議員の質問にお答えをいたします。 

今、議員のほうから人吉市の例を、調査をされて、お話をいただいたところです。私

も人吉がそういうふうな取組をしておられるのは初めて今、聞いたところでありますけ

ども、おっしゃったように、学校でまずはしっかり教職員一人一人を見つめながら、相

談、あるいは健康管理していくのが基本にはあるというふうには思います。ただ、統括

責任者というふうな形で、この規程がその辺りのところも踏まえながら、今のところ検

討はしておりませんので、これから検討をしながら、教育委員会としても積極的に関わ

るような形でも可能であれば、その辺りは対応したいというふうに思います。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） １８番 前田正治君。 

○１８番（前田正治君） そのことが、一つは働き方改革の前進にもつながっていくんじ

ゃないかなというふうに私は考えております。ぜひ一つ検討の方、よろしくお願いしま

す。 

次に、学校における１年単位の変形労働時間制の導入についてであります。導入に当

たっては、教育委員会が各学校長と職員の意向を聞くことや、教職員組合との交渉など

を十二分に踏まえることが不可欠であります。変形労働時間制の導入について、教育長

の見解をお尋ねします。 

○議長（内田靖信君） 教育長 福島和義君。 

○教育長（福島和義君） 前田議員の質問にお答えをいたします。 

変形労働時間制、これは学期中の繁忙期の一部で教員の勤務時間を延ばす一方で、そ

の分を一例としては、夏休みなどに休日のまとめ取りに充てるような仕組みにするとい
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うことであります。導入を検討している自治体もありますけども、本市としましては、

国や他自治体の動向、あるいは今おっしゃった校長と、あるいは職員のそういった意見

も聞きながら、慎重に検討してまいりたいと思います。 

○議長（内田靖信君） １８番 前田正治君。 

○１８番（前田正治君） 導入を検討する上での重要なことだと思います。学校長や職員

の意見、また、組合との交渉なども徹底して行なって検討段階で、その辺を通り越して

導入するということになると、これはちょっといかがかなということになりますので、

私は今の状況では、この導入はあり得ないのかなというふうに思います。今の先生方の

勤務実態を考慮すればですね。 

学校の多忙化をなくすには、教職員の異常な長時間労働をなくすことであります。と

りわけ学校の業務を減らすことが重要であります。国、県、玉名市、そして学校現場の

双方から業務量の削減を大胆に進めることが現在の喫緊の課題だと申し上げて、次に移

ります。 

２番目、小学校の３５人学級について。小学校３５人学級は、玉名市笑顔をつくる１

０年ビジョンにも県内唯一の小学校全学年３５人学級で、きめ細やかな教育を実施と紹

介してあります。民放テレビ局も先進事例として取材したそうであります。ところが、

令和３年度から中止するということが計画してありまして、とても残念であります。国

が行なう段階的な３５人学級の実施に応じて、１学年ごとに解消するなら理解できるわ

けですが、一気に取りやめは、これは反対であります。市独自の３５人学級の解消につ

いて、市長の見解を求めます。 

○議長（内田靖信君） 市長 藏原隆浩君。 

○市長（藏原隆浩君） 前田議員の３５人学級についての御質問にお答えします。 

国におきまして、新型コロナウイルス感染症対策の一環として、少人数学級の段階的

な導入の方針を決定し、現行の上限人数１クラス４０人を令和３年度から５年間かけて

全学年で１クラス３５人とすることが示されました。そのことによりまして、令和３年

度は小学２年生が対象となり、それ以降は毎年低学年から順に１学年ずつ３５人学級に

移行することとなります。 

玉名市の学校においては、国の少人数化に先行してこれまでも市独自で小学校全学年

を対象に３５人学級編制を行なってきましたし、決してこれを廃止するものではありま

せん。それに対応する教職員の人材確保が非常に厳しいというような課題も生じてきて

おります。先ほどの英語専科の教員の配置の問題もそうなんですが、教育長は財政的に

というふうにおっしゃられましたけれども、私の認識では人材の確保ができないという

ふうに認識をしております。そして、玉名市でしっかりと３５人学級を行なってきまし

たけれども、この３５人学級を行なうということは決して目的ではありません。目的は、
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よりよい学校教育、子どもたちにとっての学校教育を行なっていくこと、それからより

よい学級運営が子どもたちにとって、そして学校の先生方にとってよりよく行なわれて

いくこと、それが目的でそのための手段として３５人学級を進めているわけであります。 

ですから、今後、本当にありがたいことに、国の少人数化の計画もなされましたし、

県の基準もありますし、しっかりと今後安定した少人数学級の運営を図るために人材が

しっかりと確保できて、そしてその少人数化の目的が達成できる範囲で３５人学級の編

成を今後も実施してまいりたいというふうに考えております。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） １８番 前田正治君。 

○１８番（前田正治君） 玉名市が独自でやっていた３５人学級を、２年生は今度国がし

ます。１年生は今まであってました。３年生から６年生までは４０人学級に今度戻しま

すということですよね。４０人学級に戻すことで、ならよりよくなっていくのかと。よ

りよかったことがずっと継続できるのかということがこれからの質問の趣旨になるかと

思います。 

３５人学級の教育効果を、４０人学級においてどのように継続していくかお尋ねしま

す。 

○議長（内田靖信君） 教育部長 西村則義君。 

○教育部長（西村則義君） 前田議員の３５人学級の教育効果を４０人学級においてどの

ように継続するかについての御質問にお答えします。 

３５人学級にしたことによる教育効果として、児童一人一人にかける時間が増え、目

が行き届くようになりました。また、発表形式の授業では１人の持ち時間が増えた。実

技の授業においては、指導しやすくなった等の効果がありました。今後は、特別支援教

育支援員、スクールサポートスタッフなどの担任外の人員を配置することやタブレット

の使用など、ＩＣＴの活用により教育効果を最大限に発揮できるよう努めてまいります。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） １８番 前田正治君。 

○１８番（前田正治君） ちょっと次と次は一緒に聞きます。 

まず、４０人学級に戻すことについて保護者の賛同が得られているのかどうか。保護

者への周知と保護者の反応や意見はどうでしたか。 

もう一つは、令和２年度にも教員不足から３５人学級が編制できない事態が発生して

おります。市の教員採用が不足したことについて、当時どういった努力をされたのかな

と。 

以上２点お尋ねします。 

○議長（内田靖信君） 教育部長 西村則義君。 
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○教育部長（西村則義君） ４０人学級に戻すことについて、保護者への周知と保護者の

反応、意見はあるのかについての御質問にお答えいたします。 

保護者への周知については、今年１月に各小学校を通じて文書にて周知し、御理解を

得ております。また、国の方針により、小学校での３５人学級編制が今後段階的に小学

校６年生まで進められますので、その基準に沿って対応してまいります。 

次に、令和２年度市教員採用が不足したことについて、どのような取組をしたかにつ

いてお答えいたします。 

事業開始当初は、対象校校長等の人的つながりや県教育委員会への依頼等で採用して

おりましたが、近年熊本県公立学校採用選考の倍率が低下していることもあり、県費教

職員としての採用をされる方が多くなり、玉名市独自による新規採用が極めて困難とな

ったところでございます。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） １８番 前田正治君。 

○１８番（前田正治君） ですから新規採用でできんだったと。で、どういった、できん

だったから本当は３５人学級になるはずが４０人学級、４５人学級の編制をせんといか

んような状態になったわけでしょ。そのことについてどういった取組をしたのかなとい

うことをちょっと紹介してほしかったんですけど、わかりますか。 

○議長（内田靖信君） 教育部長 西村則義君。 

○教育部長（西村則義君） 不足した学校につきましては、４０人学級となったところで

ございます。そういったところにも引き続き教員採用の募集はかけておりました。しか

し、なかなか応募がなかったというふうなところでございます。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） １８番 前田正治君。 

○１８番（前田正治君） 募集しても応募がなかというのは、なかなかどぎゃんしよんな

かなという思いもありはします。しかし、そういった３５人学級から４０人学級に戻さ

ざるを得ないということについてはちょっとですね。保護者の理解も得られたというこ

とですけど、中にはやっぱり「どうして」という、そういう素朴な疑問を持たれた方も

いらっしゃるんじゃないかなというふうに思います。 

次に、４０人学級に戻すことで、１学級１３人前後増えるクラスが出てきます。玉名

町小学校とか、築山小学校とか、大野小学校、あるいは睦合小学校ですね。１学級がそ

うやって増えることになりますけど、教員の負担が増えることについての対策、これは

ありますか。 

２つ目に、スクールサポートスタッフの配置要望はどうなっておりますか。学校から

の配置要望については、全て達成できているのかどうか。また、増えることによる、い
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わゆる三密回避に逆行するということになると思いますが、対策はどうしますか。 

以上３点お尋ねします。 

○議長（内田靖信君） 教育部長 西村則義君。 

○教育部長（西村則義君） ４０人学級に当たり、教職員の負担が増えることについての

対策はどうするのかについてお答えいたします。 

令和２年度から熊本県教育委員会から市町村教育委員会へ、スクールサポートスタッ

フを派遣する事業がございます。３月１日現在において１６校に配置しており、おおむ

ね配置要望は達成し、教職員の業務量負担軽減につながっております。また、市雇いの

支援員を小学校４５人、中学校２３人配置しており、県費教職員と一体となって指導の

充実に努めてまいります。 

そしてまた次に、三密回避に逆行することについての対策はどうするかについてお答

えいたします。 

４０人学級においても、手洗い、手指消毒、咳エチケット等、これまでどおり感染防

止対策を促すとともに、文部科学省の学校における新型コロナウイルス感染症に関する

衛生管理マニュアル、学校の新しい生活様式により継続して三密回避に努めてまいりま

す。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） １８番 前田正治君。 

○１８番（前田正治君） スクールサポートスタッフについてですけど、要望に応じられ

なかったと、応じられないというような事態はないんですね、今時点で。これはどうで

しょうか。 

○議長（内田靖信君） 教育部長 西村則義君。 

○教育部長（西村則義君） 学校からの要望があったところには配置ができております。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） １８番 前田正治君。 

○１８番（前田正治君） それじゃ、ちょっと教育長にお尋ねします、また。 

４０人学級に戻すことについて、教員の負担軽減と教育効果の継続を保障するために

は、私は児童が増えるクラスに支援教員を配置して、複数体制をとることだと思います。 

教育長の見解をお尋ねします。 

○議長（内田靖信君） 教育長 福島和義君。 

○教育長（福島和義君） ４０人学級に戻っていく学級につきましては、今、議員がおっ

しゃった支援員、各学校配置をされておりますので、その方を一緒に、できるだけ可能

な限りその学級の補助をしてもらうというようなこともあると思います。あるいはスク

ールサポートスタッフ、これにつきましても３５人から今度４５人が解消された学級、
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来年度されるところについては、優先的に配置をしております。その中で、これはコロ

ナ禍の対応として出てきたものではありますけども、学校長が指示をする内容について

は、指導にも当たってもいいというようなこともありますので、指導業務の一部も担う

ことが可能かというふうには思っております。だからそういうところのマンパワーの部

分を、多少なりともできればというふうには思っておるところです。 

以上です。 

○議長（内田靖信君） １８番 前田正治君。 

○１８番（前田正治君） はい、わかりました。 

では、ちょっと次に、３番目の学校給食の給食費の公会計化について質問します。 

教職員の負担軽減の一環として、給食費の公会計化が広がっており、玉名市でも令和

４年度から計画するというふうになっております。導入する計画になっております。 

１、導入するに当たって、課題は何があるのか。また、導入についてのスケジュール

についてお尋ねします。 

○議長（内田靖信君） 教育部長 西村則義君。 

○教育部長（西村則義君） 公会計化への課題と導入スケジュールを聞くにお答えいたし

ます。 

令和４年４月から学校給食費公会計の運用開始に向け、令和３年度中に公会計システ

ムの導入等の準備を進めていくこととしております。また、課題と考えられる個人情報

等の入力作業については、スムーズな事務処理につながる体制づくりを進めてまいりま

す。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） １８番 前田正治君。 

○１８番（前田正治君） 公会計導入における、私が思っている幾つかの課題についての

今後はちょっと質問になろうかと思います。 

笑顔を育む玉名の教育プランでは、食育の推進で、学校給食の地場産物使用割合を令

和６年度目標値６５％に設定してあります。公会計化することにより、食材の地元調達

が削減するということはありませんか。また、給食献立が全市同様になるというふうな

ことはないかどうかお尋ねします。 

○議長（内田靖信君） 教育部長 西村則義君。 

○教育部長（西村則義君） 公会計化により食材の地元調達が削減することはないか、そ

してまた、給食献立が全市同様になることはないかの質問にお答えいたします。 

公会計を開始した場合においても、食材の発注は給食センターまたは自校式給食校の

各栄養教諭等が担当するため、食材調達の方法や程度に影響はございません。また、献

立が全市同様になることもありません。毎月各給食センター及び自校式給食校の栄養教
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諭等で構成する献立検討会を実施しており、食材調達に支障がないよう献立の調整や準

備をしています。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） １８番 前田正治君。 

○１８番（前田正治君） はい、わかりました。 

では、その次、過去３年間における給食費の未納状況はどうなっているかお伺いしま

す。そして未納の原因については把握できているのか。学費未納との関連はないか。給

食費や学費未納について、保護者への対応はどのようにしてきたかお尋ねします。 

○議長（内田靖信君） 教育部長 西村則義君。 

○教育部長（西村則義君） まず、過去３年間で小中学校において給食費未納状況はどう

かということの質問でございます。 

給食費の過去３年間における未納状況は、玉名中央、岱明、天水の各給食センター、

玉名町小学校、横島小学校の自校式給食校を全て合わせて１２１万７,６７１円で、全

給食費８億１４５万７,４６２円の０.２％となります。 

小中学校別では、小学校の給食費５億２,４５５万５,３６３円のうち、０.１％の７

４万２,７６６円、また、中学校の給食費２億７,６９０万２,０９９円のうち、０.２％

の４７万４,９０５円が未納という状況でございます。 

次に、給食費の未納の原因については把握できているか。給食費未納と学費未納の関

連性はないかの質問でございますけれども、これらの未納の原因については、家庭環境

等によるものがほとんどであると考えますが、各学校における個人の状況までは把握し

ておりません。給食費未納と学費未納の関連ですが、令和元年度分になりますが、小学

校１校のみ該当することがわかりました。これは、児童持参での徴収方式のため、学費

の未納も見受けられたということでございます。他の小中学校では、給食費の未納者が

学費も未納する例や関連は確認できておりません。 

次に、給食費や学費の未納について保護者への対応はどのように行なっているかの質

問でございますけれども、給食費や学費の未納への対応として、教育委員会や学校あて

に相談がある場合または未納が認められる場合に就学援助制度を案内し、未納解消への

対応としております。案内を受けた保護者は制度の基準に沿った給食費や学費の援助を

受けられるため、未納防止策につながっております。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） １８番 前田正治君。 

○１８番（前田正治君） 次にちょっといきます。 

給食費が公会計になれば、未納対策を強化すると思います。玉名市奨学金は、市税滞

納世帯については利用できません。市営住宅も市税滞納者は申込みができません。公会
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計化によって、給食費の未納世帯が住民サービスの施策から排除されることがあっては

ならないというふうに思います。見解をお尋ねします。 

○議長（内田靖信君） 教育部長 西村則義君。 

○教育部長（西村則義君） 公会計化により給食費未納世帯が住民サービスの施策から排

除されることはないかの質問でございますけれども、公会計が運用開始された後、給食

費が未納の場合の措置として、これまでどおり就学援助費の案内をするとともに、子育

て支援課等との関係課と連携し、年度末には未納とならない状況をつくっていきたいと

考えております。給食費も市の会計であるという意識をもって対応してまいります。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） １８番 前田正治君。 

○１８番（前田正治君） 給食費を未納だから給食を食うちゃでけんということは、これ

はあってはいけないことで、玉名市も当然そういう対応はされておりません。給食費が

未納だから玉名市の奨学金は借られんというような対応も、これはやっぱりいかんかな

と、そういうふうに思います。絶対そういうことがないようにお願いします。 

ちょっと教育長にお尋ねしたいんですけど、給食費の問題で、公会計化になれば、給

食費が公会計化になれば徴収状況は私会計のときよりも一括して瞬時に把握することが

可能だと思います。給食は子どものセーフティーネットといわれておりますが、給食費

未納をどう見るか。先ほど未納の原因はほぼ家庭環境にありますというような答弁があ

りました。私は、給食費の未納は、家庭から発せられるＳＯＳだと思います。したがっ

て、未納状態を放置することなく、その家庭へのケアが差し伸べられる、支援されるケ

アが必要かと思いますが、教育長の見解をお尋ねします。 

○議長（内田靖信君） 教育長 福島和義君。 

○教育長（福島和義君） 今、前田議員から給食についての、子どもたちについては給食

を食べるということで、セーフティーネットというようなお話がありました。まさに私

もそういうふうに思うところです。食というのは命を育み、育てるということからして、

一番大事なことであろうと思います。家庭が困窮しているところにあっては、特に給食

を子どもたちも楽しみに学校に通学しているという例も今までも見ております。そうい

うことからも給食というのは非常に、いろんな意味で大事なものであるというふうに思

います。また、未納という点からして、学校では就学援助費等を案内をしてできるだけ

それから払ってもらうようにというようなことをしているところでもありますけども、

そういう家庭困窮の状況、このコロナ禍の状況でもありますので、今、社会的にもそう

いった家庭も増えている可能性もあるというようなことで、いろんなことが起こり得る、

あり得るというような視点から、しっかり子どもとともに家庭を見ていくということは

学校の一つの役割としても大事なことかなというふうに思います。また、行政としては、
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子育て支援課等としっかり連携をしながら進めてまいりたいと思います。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） １８番 前田正治君。 

○１８番（前田正治君） わかりました。 

ちょっと給食費の問題で最後に、市長にお尋ねします。 

全国的にもまた、近隣の南関町、玉東町、荒尾市などで子育て支援の一環として学校

給食費への助成が広がっております。玉名市でも給食費を無償にしてほしいという保護

者の声が多数ありまして、私もそう思います。学校給食費を無償化することについて、

市長の見解をお尋ねします。 

○議長（内田靖信君） 市長 藏原隆浩君。 

○市長（藏原隆浩君） 前田議員の学校給食費の公会計化からの給食費の無償化について

の私の見解を述べさせていただきます。 

昨年度の１２月議会におきましても、吉田憲司議員の一般質問で給食費の無償化につ

いてお答えしておりますけれども、学校給食費は学校給食法によって食材費は保護者で

負担し、調理場の維持管理や調理配送業務に係る費用は自治体で負担するということが

規定されております。しかしながら支援が必要な児童・生徒がいる世帯については、就

学援助制度等の給食支給として年間３,３００万給食を実質無償で現在提供していると

ころであります。 

給食費の無償化を実施する場合のかかる年間の費用としましては、令和元年度児童・

生徒数で積算しますと、年間２億５,２００万円になります。これが毎年２億５,０００

万円かかっていくということになります。ちなみに、公会計化を導入していく、要する

に先ほどからいろいろ議論があっておりますけれども、要するに徴収方法が変わると、

単純にそういうふうに捉えていただければわかりやすいかと思いますけれども、初期導

入システム費用が１,９００万円と、年間ランニングコストとして人件費とかひっくる

めて９００万円だったというふうに比較をしたこともありますので、認識しています。

２億５,２００万円それから年間で言うなら９００万円、毎年２億４,０００万円の市の

持ち出しの費用が必要になるというふうなことを考えて、市の財政状況だけの問題とし

てでもなく、受益者負担の原則に鑑みて、給食の無償化については現時点では、私とし

ては考えておりません。 

参考までに、給食費の無償化、それから補助制度、県下各市の状況、ちょっと町のほ

うが調べてなかったですから、市のほうの状況を申し上げますと、小学校のみの実食分

全額補助が１市、お隣だと思いますが、新型コロナウイルス対策により６月から３月の

小中学校の児童・生徒分のみの今年度限りの公費支出が１市、それから小中学校の児

童・生徒分のみの月１,０００円補助をするというような自治体が２市あります。本市
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においては、今後の公会計の運用等によって何らかの給食費に対する支援の必要が見受

けられる場合には、一部補助することも含めて、財政状況の勘案しながらしっかりと検

討してまいりたいというふうに思っております。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） １８番 前田正治君。 

○１８番（前田正治君） 給食費を無償にするということは、いわゆるその法的に無償と

いうことはあり得んということで、各自治体は補助をする、助成をするというような形

で、結果的にお隣荒尾市なんかは無償のような状況になっていると。全額無償化すると

２億何千万円かいるということですけど、市長がおっしゃったちょっと状況を見ながら、

場合によっては仮に月１,０００円とか、いくらかの助成についても検討すると、コロ

ナ禍だけんですね、さっき言われた２年度だけ無償、いわゆる無償化したところがこの

コロナで大変だけん無償化しますということなんですよ。コロナは３月いっぱいで終わ

るわけじゃなかけんですね、そういったことも十分今後の市政運営にちょっと生かして

ほしいなというふうに思います。 

じゃあ、ちょっと次の質問に移ります。 

［１８番 前田正治君 登壇］ 

○１８番（前田正治君） 次に、介護保険事業について質問します。 

玉名市第８期高齢者福祉計画及び介護保険事業計画についてであります。特別養護老

人ホームの入所待機者数の状況はどうなっているでしょうか。 

○議長（内田靖信君） 健康福祉部長 竹村昌記君。 

［健康福祉部長 竹村昌記君 登壇］ 

○健康福祉部長（竹村昌記君） 前田議員御質問の特別養護老人ホームの入所待機者数の

状況はどうなっているかについてお答えいたします。 

現在、本市におきまして要介護４、５の認定者は約９００人でございます。特別養護

老人ホームの入所待機者数は、第８期玉名市高齢者福祉計画及び介護保険事業計画の策

定前の県による調査では９３人でした。しかし、待機者の中には要介護３以下の認定者

や有料老人ホームへ入居、老人保健施設入所、医療機関入院の方も多数おられます。御

自宅で生活をされていた要介護４、５の待機者の方は１７人、うち８人の方が泊まりの

サービスを利用されており、９人の方が在宅サービスのみの待機者でございました。施

設では、入所に至る調整が行なわれており、重度の待機者につきましては、入所の優先

順位を高く設定され、長期間の待機にならぬように配慮されております。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） １８番 前田正治君。 

○１８番（前田正治君） 介護４、５の人が９００人もいるということで、ちょっとびっ
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くりしてるんですけど、その人が全部特別養護老人ホームに入りたくても入れないとい

うことじゃないということですよね。 

ちょっと次に進みまして、事業計画では、第８期、第９期と介護認定者が増加する予

測に対して、今後どのような対策をとっていくか、講じていくかお尋ねいたします。 

○議長（内田靖信君） 健康福祉部長 竹村昌記君。 

○健康福祉部長（竹村昌記君） 第８期、第９期と認定者が増加する予測に対して、どの

ような対策を講じるかについてお答えいたします。 

認定者については、令和２年度は４,１４０人、令和５年度は４,３０８人と増加が予

測されております。第８期事業計画では、介護認定の増加を抑制し、元気な高齢者を増

やすために、地域における介護予防の推進を重点施策として実施してまいります。 

介護予防の取組としては、比較的元気な高齢者は通いの場や地域の公民館活動に参加

し、移動手段がないなど身近な場所で介護予防活動に参加できない方は、送迎付きの体

操教室に参加していくなど、高齢者の元気の度合いや介護予防の必要に応じ、様々な活

動を提供しているところでございます。高齢者が住み慣れた地域で自分らしくいきいき

と暮らすことができる地域となるような仕組みづくりや介護予防活動に取り組んでまい

ります。また、高齢者の社会参加が重要であることから、社会教育関係部局などと連携

を図り、地域におけるささえ合いの体制づくりを推進してまいります。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） １８番 前田正治君。 

○１８番（前田正治君） 先ほど多田隈議員が介護予防についての非常にいい質問されて、

そういう意味じゃ本当に介護予防が充実した介護予防となって、大きな成果を上げるよ

うなそういう取組になるようにお願いいたすところです。 

ちょっと特別養護老人ホームの待機者のことに関連して再質問します。 

特別養護老人ホームに入所したくても空きが出るまで待つしかありません。要介護者

を家族が自宅で支えることは大変な苦労があります。その苦労を少しでも緩和しようと

家族介護慰労事業があります。対象は要介護４、要介護５の市民税非課税世帯の高齢者

を在宅で１年間介護している介護者に年間１０万円が支給されます。特別養護老人ホー

ムの入所は、これは要介護３からであります。入りたくても入れない実情を考慮して、

家族介護慰労事業の対象者は要介護３以上の在宅１年として、また、市民税課税世帯ま

で対象とするような柔軟な運営を求めるものであります。見解をお尋ねします。 

それと、税の申告におきまして、障害者控除があります。障がいの程度が障がい者に

準ずるものとして、玉名市が発行する認定書により障害者手帳がなくても障害者控除が

適用される制度です。市民には大変メリットがあると思いますが、残念ながら周知がち

ょっと不足しているんじゃないかなというふうに思います。また、特別障害者手当とい
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う国の制度がありますが、申請窓口は玉名市になっております。要介護４、要介護５の

高齢者はこの手当の対象になる可能性があります。これもまた、どうも市民には周知不

足じゃないかなというふうに思います。 

ここで、家族介護慰労事業の条件を緩和して、もっと受けやすくするということへの

見解。今一つは先ほど言いました令和元年度における障害者控除対象者認定書の発行数。

令和元年度における特別障害者控除対象者認定書の発行数。令和元年度における特別障

害者手当の受給数。こういったことへの制度周知について、ちょっとお尋ねします。 

○議長（内田靖信君） 健康福祉部長 竹村昌記君。 

○健康福祉部長（竹村昌記君） 前田議員の家族介護慰労金や特別障害者手当をもう少し

使いやすい取組にの再質問にお答えいたします。 

家族介護慰労金は、常時介護を必要とする在宅高齢者を介護している方に対し支給す

るもので、在宅介護者の精神的及び経済的負担を軽減し、在宅福祉の向上に資すること

を目的とするものでございます。現在の受給資格は、毎年４月１日現在、本市に１年以

上居住している市民の方で、要介護４または要介護５に該当し、かつ市町村民税非課税

世帯に属する方を毎年４月１日までに引き続き１年間在宅で介護をしておられる方とな

っておりまして、この１年間には通算して６０日以内の入院または２０日以内の短期入

所は含まないこととしております。受給資格の緩和につきましては、まず、現状を分析

の上、希望する方が可能な限り在宅生活を継続することができる一助となるように、必

要に応じて検討を行なってまいります。 

次に、特別障害者手当等給付事業についてお答えいたします。 

特別障害者手当は、著しい重度の障がいを有し、日常生活で常時特別の介護を必要と

する２０歳以上で、在宅の方に支給するものでございます。現在、特別障害者手当の受

給者は５８名で、そのうち要介護４、５の認定を受けている方は３名でございます。 

国が示す障害程度認定基準に従い、医師の診断書に基づいて判定しております。また、

特別障害者手当については、毎年度広報たまなにおいて周知を行なっておりますが、支

給条件が広範囲にわたり先に述べましたように、医師の診断書での判断が必要となるこ

とから、広報たまなでの周知では限りがあり、個別のお尋ねを賜るように記載している

のが現状でございます。 

次に、要介護支援に対する障害者控除についてお答えいたします。 

障害者控除対象者認定につきましては、令和元年度までは認定基準を整備しておらず、

認定書の発行はありませんでした。本年度から対応できるように２月１９日付けで基準

を整備しております。特別障害者控除対象者認定書につきましては、令和元年所得にか

かる発行は１人でございます。周知についてはホームページで行なっておりますが、今

後は広報等による周知も図ってまいります。 
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以上でございます。 

○議長（内田靖信君） １８番 前田正治君。 

○１８番（前田正治君） 周知については、やっぱりホームページでこの障害者控除認定

についても出てました。しかし、ホームページ見る人が市民の中のどれだけの対象者が

見よっとかなというそういう疑問もありますので、より多くの人に周知徹底されるよう

にお願いします。特別障害者手当の受給も介護４、５がわずか３名というのはこれもど

うかなというふうに思いますので、もしかしたら受給を受けることができる人も申請を

せずに受けられないでそのまま頑張りよるというふうなことも考えられますので、逆に

民生委員さんなどを通じて、そういったこともありますよというようなお知らせもして

いかんといかんとじゃないかなというふうに思います。 

ちょっと進めまして、今議会には、第８期介護保険料の基準額が月額２００円上がっ

て、月額６,０００円を提案してあります。基金を活用して保険料を据置きすることは

できなかったのかお尋ねします。 

○議長（内田靖信君） 健康福祉部長 竹村昌記君。 

○健康福祉部長（竹村昌記君） 介護保険料の基準額から月額２００円上がるのが基金の

活用で据置きにできないかについてお答えいたします。 

今回、第８期玉名市高齢者福祉計画及び介護保険事業計画の介護保険料については、

国の見える化システムにより、人口、介護認定者数、認定者の介護度の将来推計や過去

の介護サービスの給付実績を基に、実績額に近い形で３年間の費用を算出しております。

介護サービスを維持するためには、現在の介護保険料を基準月額から５００円程度増加

する推定となり、基金を全額活用しても増額が必要となりました。その要因としまして

は、６５歳以上の人口は減少していきますが、そのうち８５歳以上の方が増え、介護認

定者の増加や平均介護度も上昇することが見込まれることが要因の一つとなっておりま

す。介護保険料基準月額が増加することを踏まえ、介護給付費準備基金の３億７,２５

８万円のうち、半分以上の１億９,４８４万５,０００円を取り崩し、介護保険料基準月

額の上昇を抑え、第１号被保険者の方の負担を軽減しております。仮に、基金全額を取

り崩し、第８期中に介護給付費等に財政不足が生じた場合は、県の財政安定化基金から

資金の貸付けを受けることができますが、次期計画期間において貸付金を保険料から償

還するため、第９期の介護保険料にさらに負担を強いることとなります。このことから、

現在の介護保険サービス事業及び適正な介護保険制度の持続可能な体制を維持していく

ために、介護給付費準備基金を活用し、介護保険料基準月額を２００円増額することを

玉名市高齢者福祉及び介護保険運営協議会やパブリックコメントに図り、十分審議して

決定しておりますので、御理解いただきますよう、どうぞよろしくお願いいたします。 

以上です。 
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○議長（内田靖信君） １８番 前田正治君。 

○１８番（前田正治君） 基金を全額使っても増額するようになると、当初はですね。で

は、今度の令和３年度の介護保険事業会計に提案してある予算もいわゆる給付費という

かな、これは本来の給付費よりも少なめに計上してあるとですか。大体、私ちょっとい

ろいろ見てみたんですけど、第８期の介護保険料の算出についてでありますけど、８期

３年間の高齢者人口の推計は６万６,７６８人であります。しかし、所得段階別加入割

合補正後第１号被保険者数は３年間で６万４,４１６人としてあります。これは私は、

それだけ所得が低い高齢者の割合が多いということかなというふうに思いまして、実際

の高齢者の人口じゃなくて、そういった割り振った人口で、高齢者の人口で計算をして

算出していくのかなと。 

御存じのように年金は上がらない中で、介護保険料は月に２００円ではありますけど

上がるということは、これは高齢者の生活を切り詰めることになります。厚生労働省は

基金残高がある場合、次期計画期間においては基金を取り崩して保険料上昇の抑制を図

ることができるとしております。ところがさっきおっしゃった全部取り崩しても上がり

ますよと。 

しかし、この提案している計画では全部取り崩すことじゃなくて、約２億円取り崩し

て、それでも基金が１億何千万円ですかね、残る計算になります。それで、ちっと少な

めに平成４年度も取り崩す額は４,１３６万４,０００円というふうに予算書には出てお

りますので、令和３年度、令和４年度、５年度には、これが２億円に達するように取り

崩していくのかなと、そういうふうに普通考えるとですけど、４年度、５年度はまだ予

算が組んでありませんのでよくわかりません。今の計画では、基金をあと１億５,００

０万円取り崩して、それでも基金は２,７００万円ぐらいは残ることに計算上なります。

それで、第６期から第７期の間で、基金が１億５３０万円増加しております。令和２年

度末の基金残高見込みは、３億７,２５８万円であります。今回第８期の計画をするに

当たって、およそ２億円取り崩して、月額基本額が２００円上げますよということにな

ります。２億円取り崩すけんあと１億７,０００万円ぐらい余ってることに対して、あ

と１億５,０００万円程度取り崩せば据置きぐらいになっとですけど、それで基金残高

が２,７００万円程度になるわけですけど、計算上ですね。 

それで、第８期においては安定した介護保険運営がでくっとじゃないかなというふう

に考えるわけですけど、どうですかね、その辺のことについて。やっぱり基金は、あと

１億７,０００万円程度持っておかんとでけん今の計画をどうしてもやっぱりせんとい

かんとですかね、どうですか。あと１億５,０００万円ほど取り崩して据置きにすると

いうことはでけんとですかね。そこをちょっと確認したいと思います。 

○議長（内田靖信君） 健康福祉部長 竹村昌記君。 
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○健康福祉部長（竹村昌記君） 前田議員御質問の再質問にお答えいたします。 

第８期介護保険事業計画の３年間の第１号被保険者人口推計は、所得の低い方の割合

が多いため、６万６,７６８人を補正し、６万４,４１６人としております。保険料の据

置きにつきましては、先ほどお答えしましたように、第８期介護保険事業計画では、過

去の給付実績額に近い形で３年間の費用を算出し、介護保険料を算出しているため、第

６期や第７期の計画のように余剰金が出ない見込みでございます。さらに令和７年度以

降も介護サービスに係る費用の増額が予測されていることと、新型コロナウイルス感染

症の影響などで収入の減少も考えられるため、適正な介護保険制度の持続可能な体制を

維持していくためには、十分審議した上での介護保険給付費準備基金の取崩し額でござ

います。御理解のほどよろしくお願いいたします。 

以上です。 

○議長（内田靖信君） １８番 前田正治君。 

○１８番（前田正治君） なかなか理解せんとですけど、パブリックコメントがあったと

いうことで、そのとき意見ば言うとよかったなと、今になって後悔しています。やっぱ

り３年間の推計では、６万６,７００人程度の高齢者人口になるのに、計算するときは

やっぱり所得の低い高齢者が多いということで、６万４,０００いくつかで計算するわ

けですから、やっぱり上がるということは負担につながるとじゃないかなという気がし

ます。しかし据置きはでけんとおっしゃるので、それはちょっとかみ合わんところかな

というふうに思います。 

次に、最後の質問にしますけど、この計画案に高齢者が笑顔で暮らせるまちづくり座

談会からの提言というのが出ております。この４番目は市役所、社会福祉協議会に期待

するということについて、書いてありますけど、いっぱい書いてあるとですよ。市長も

当然見とんなはると思いますけど、例えば、４番目の市役所、社会福祉協議会に期待す

るということは、無料バス、支えられる側にもできることを情報発信。巡回バスを使い

やすくしてほしい。バス停以外でも乗れるなど。活動できる場をつくってほしい。趣味

の場がほしい。乗り合いタクシーのシステムを作ってほしい。通いの場などのリーダー

養成講座の実施。そのほかタクシー券とか、健康ジムを公民館単位でとか、いろいろ書

いてあります。 

この市役所、社会福祉協議会に期待することについて、どのように具体化していこう

かなと、市長が思っていらっしゃるかどうか、ちょっと見解をお尋ねします。 

○議長（内田靖信君） 市長 藏原隆浩君。 

○市長（藏原隆浩君） 座談会からの御提言に関しての私の見解を述べさせていただきま

す。 

この座談会は、第８期高齢者福祉計画・介護保険事業計画策定に当たりまして、区長
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さんをはじめ、専門職の皆様など約１００人を超える方々に御参加いただいて、計２回

にわたり開催したものであります。会では市民の方々の１０年後の困りごとについて、

また、１０年後に向け、今のうちに取り組むべきアイデアについて様々な御意見を頂戴

することができました。その中で、御質問にもありましたとおり、市役所、社会福祉協

議会に期待すること等につきましても、数多くの御提言をいただくことができ、現にこ

れを参考にいくつかの取組を始めているところでもございまして、昨年１０月には身近

な場所で介護活動に参加することが困難な方々を対象とした送迎付きフォローアップ体

操教室を創設し、また、４月からは高齢者の通院等における支援として実施しておりま

す外出支援サービスの利用要件を緩和する予定としております。 

第８期計画においては、安心して笑顔で年齢を重ねることができるを基本理念として、

認知症になっても安心して暮らせる認知症に日本一理解あるまちでありますとか、高齢

者自身が豊かな知恵と経験を生かして地域社会に参画する地域包括ケアシステムの深化、

推進と介護保険制度の持続可能性の確保を一体的に進めることで、住み慣れた地域で自

分らしくいきいきと暮らすことができるということを目指して諸施策に着実に推進して

まいりたいというふうに考えております。市民の皆様、関係機関の皆様の御理解と御協

力をよろしくお願いいたしたいというふうに存じます。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） １８番 前田正治君。 

○１８番（前田正治君） 介護保険制度が始まってから、もう大分たちますが、いわゆる

保険あって介護なしというようなことが言われたわけですけど、介護保険は制度的には

４０歳以上から介護保険料を払う仕組みになっております。しかし、利用したくてもい

ろんな認定を受けんとできんとか、利用料を払わんとでけんというようなことで、保険

料は払ろとるけど、いわゆる医療保険みたいなそういうシステムじゃありませんので、

なかなか利用できないというそういう側面もあります。ぜひ、今度第８期において、介

護予防事業が充実して、介護を受けるような人がだんだん減ってくると、そういったこ

とを期待しまして、私の一般質問を終わります。 

○議長（内田靖信君） 以上で、前田正治君の質問は終わりました。 

以上で、本日の日程は終了いたしました。 

明９日は、定刻より会議を開き、一般質問を行ないます。 

本日は、これにて散会いたします。 

午後 ５時５６分 散会 
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午前１０時０１分 開議 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

○議長（内田靖信君） おはようございます。ただいまから、本日の会議を開きます。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

日程第１ 一般質問 

○議長（内田靖信君） 日程第１、「一般質問」を行ないます。質問は、通告の順序によ

って許すことにいたします。 

６番 古奥俊男君。 

［６番 古奥俊男君 登壇］ 

○６番（古奥俊男君） おはようございます。また、朝早くからの傍聴、誠にありがとう

ございます。６番、新生クラブ、古奥俊男です。 

今日は、２つの質問をさせていただきます。 

１番目に新玉名駅前整備について。２、教育についてであります。 

まず、新玉名駅前整備について。新聞に九州新幹線全線開通１０年の軌道と載ってい

ました。その中で、企業誘致の呼び水、利便性向上、オフィス需要増、観光波及に地域

差、駅と結ぶ二次交通が鍵と載っていました。また、今日の新聞には、存在感熊本一強、

際立っていると載っておりました。これは地理的条件が違いますので、玉名としては参

考にしたいとは思っております。私としては参考にしたいとは思っております。少しで

も前に進んでくれることを願っている一人として、第１回の一般質問から新玉名駅前整

備のことを質問させていただいております。今回も新玉名駅前整備を質問させていただ

きます。駅前計画の３.６ヘクタールから、北側のくまもと県北病院までの６０ヘクタ

ールの開発計画に統一され、地区民として非常にうれしく思っております。先日、地場

企業の進出に対して補助金を出すという説明がありました。よい考えだと思います。し

かし、他地区に進出している企業を見ますと、道路に面し、利便性に優れ、インフラ整

備もしてあります。新玉名駅前を見ますと、まず文化財調査をしなければなりません。

排水路は敷地の真ん中にあっては困ります。市はある程度整備を整えてから企業誘致に

当たるべきと思いますが、駅前は軟弱地盤体で半年から１年間余盛りをし、重しをかけ、

地盤沈下の整備をしなければなりません。今まで施工済みの駅前広場、県道など、８０

センチぐらい下がっております。また、今回一部市道新設、排水路、下水道とインフラ

整備が挙がっております。前に進めるためには大事なことであり、物事の進展はとっか

かりにあります。 

そこでお尋ねします。現在の計画と今後の進展は。 

○議長（内田靖信君） 建設部長 片山敬治君。 

［建設部長 片山敬治君 登壇］ 
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○建設部長（片山敬治君） おはようございます。 

古奥議員御質問の新玉名駅周辺整備についてお答えいたします。 

現在、去年８月に策定しました新玉名駅周辺整備方針における優先的に整備する範囲

６.７ヘクタールの一部におきまして、区画道路、排水路、下水道整備を先行的に着手

しております。進捗状況といたしましては、去年１０月からインフラ整備に伴う測量や

詳細設計を開始し、１月には関係地権者への合意に向けた第１回目の説明会を開催して

おります。現在は、関係地権者と道路及び排水路整備に関する詳細な協議を行なってい

る状況です。整備予定期間につきましては、令和４年度中の完成を目標としております。

用地契約が早期に合意できれば、令和３年度は軟弱地盤対策として、道路延長１０６メ

ートルに一時盛土を行ない、圧密沈下を施します。あわせて下水道を延長２５０メート

ル、排水路を延長１５０メートル施工いたします。令和４年度は路盤やアスファルト舗

装などを行ない完了となる見込みでございます。 

以上です。 

○議長（内田靖信君） ６番 古奥俊男君。 

○６番（古奥俊男君） 答弁いただきました。 

［拡大投影にて画像を示す］ 

○６番（古奥俊男君） ちょっと今、地図出ておりますけれども、これが計画図面になっ

ております。一部今年から着工するということでございますので、まずとっかかりはで

きたのかなというふうに思っております。 

それでは、再質問をさせていただきます。新設道路に対しての余盛りをしなければな

りません。その余盛りの土はどこから持ってくるのか。現在、国、県において河川掘削

を実施されております。それをもらうのか、ほかにあるのかお尋ねをいたします。 

○議長（内田靖信君） 建設部長 片山敬治君。 

○建設部長（片山敬治君） 古奥議員の再質問にお答えいたします。 

まず、新設道路に対しての盛土材の確保についてでございますが、旧庁舎跡地の災害

対策として実施予定の繁根木地区急傾斜地崩壊対策工事の発生土を利用することを現在

検討しております。 

以上です。 

○議長（内田靖信君） ６番 古奥俊男君。 

○６番（古奥俊男君） 答弁いただきました。 

自分のところの事業で出た土は自分のところで処理する。これが一番の鉄則だと思い

ます。それは非常にいいことと私は思っております。 

そこで一つ、お尋ねではないんですが、３,０００平方メートル以上の土地の形状を

変える場合、着工３０日前までに知事への届出が義務づけてあります。これは土壌汚染
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対策法の届出で、新聞に熊本市発注工事の８割が行なっていると出ていました。当市に

おいては、こういうことがないようにしていただきたいと思います。よろしくお願いを

しておきます。 

では、続いて再質問をさせていただきます。現在、文化財調査を行なっておられます

が、何かほかによい話があったのか。また、本調査をしなければならない文化財があっ

たのかあわせてお尋ねいたします。 

○議長（内田靖信君） 建設部長 片山敬治君。 

○建設部長（片山敬治君） 古奥議員の再質問にお答えいたします。 

文化財の調査についてでございますが、新玉名駅周辺の文化財分布状況を明確にする

ため、昨年度より整備区域において確認調査を実施しております。確認調査を事前に行

なうことで企業誘致などに際し、文化財本調査の可能性について説明できるようになる

ことから、進出を考えている企業にとっては進出判断のいい材料になるものと考えてお

ります。 

調査状況につきましては、現在５割程度の確認調査を完了しており、本調査の可能性

があると判断された箇所につきましては、現時点で４か所ございます。 

以上です。 

○議長（内田靖信君） ６番 古奥俊男君。 

○６番（古奥俊男君） 答弁いただきました。 

私は、調査してやればと私の考えなんですが、何かいいことあったのかな、だから調

査をなさっているんじゃないかなという考え方が、私の考え方がありますもんですから

ちょっとお聞きをしたんですが、何事にも前に進むためには文化財調査はやっぱり市が

せんといかんという考え方にのって質問をさせていただきました。今のところ本調査せ

なんところが出てきたということですけど、ほかには何もいいとこは今のところ進んで

いないということでよろしいですかね。職員さん皆さん頑張っていらっしゃると思いま

すので、頑張って、何かいい話があるように努力をしていただきたいと思います。 

昨日、県議会では、玉名市選出の城戸淳県議が企業誘致について一般質問を行なった

と聞いております。県営スポーツ施設の県北地域への整備について要望を行なったと聞

いております。私はいかなる企業が来ようとも官民一体となって誘致を行ない、互いに

協力し、集客力、購買力を高める努力をすべきものと考えます。荒尾市は、シティモー

ル内に図書館を設置すると新聞に載っておりました。これもその一環だと思います。市

も県の施設をこの一帯に誘致し、その一躍を担うようにすべきものと考えます。玉名地

区の地理的条件を生かしきれていないように感じます。玉名は非常に生活しやすい地区

だと私は思っております。何事も事業に対して早く、きれいに、安くが三原則でありま

すが、安いばかりがいいのではないと思います。例えば、この市庁舎なんですが、２０
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億円安くするということで５階建てが４階建てになり、また、スペースを大きかったん

ですが、小さくしたため全部局がこの庁内に入りきれず他の箇所を使用している状況で

す。会議室も不足していると聞いております。エレベーターはストレッチャーも入りま

せん。ほかの物件と比較しても現県庁舎が１９６７年竣工で、５４年を経過しておりま

す。今、５４年たっている建物には私は呼びません。戸建て住宅も坪４０万円もあれば、

７０万円、８０万円もあります。物をつくるときにはよく検討、協議すべきと考えます。

ぜひ、駅前を開発するに当たり、よく検討をしていただき、なお一層の努力を期待し、

次の質問に移ります。 

［６番 古奥俊男君 登壇］ 

○６番（古奥俊男君） 教育について質問いたします。 

今まで教育に対しての質問の中で、小中一貫校とは、学校教育として特色ある学校づ

くり、学校環境は、教育要覧第３期玉名市教育振興基本計画５か年計画がありますが、

教育大綱は。 

その次、教育の現状として、不易と流行、教育課程として、探求と礼節、今まで問題

を絞って質問をしておりました。今回は、元に返りまして、国の教育基本法、平成１８

年１２月２２日法律第１２０号にはいかように書いてあります。 

［拡大投影にて画像を示す］ 

○６番（古奥俊男君） 映っていますかね。ちょっとアップでお願いしたいんですが。 

我々日本国民は、たゆまぬ努力によって築いてきた民主的で文化的な国家を更に発展

させるとともに、世界の平和と人類の福祉の向上に貢献することを願うものである。 

我々は、この理想を実現するため、個人の尊厳を重んじ、真理と正義を希求し、公共

の精神を尊び、豊かな人間性と創造性を備えた人間の育成を期するとともに、伝統を継

承し、新しい文化の創造を目指す教育を推進する。 

ここに、我々は、日本国憲法の精神にのっとり、我が国の未来を切り開く教育の基本

を確立し、その振興を図るため、この法律を制定するとなっております。 

［拡大投影にて画像を示す］ 

○６番（古奥俊男君） この中で小学校教育の目的、第１７条、小学校は、心身の発達に

応じて、初等普通教育を施すことを目的とするとなっております。 

以下、小学校教育の目標というのが８まで載っております。これは読むと長くなりま

すので、省かせていただきます。読んでいただきたいと思っております。 

［拡大投影にて画像を示す］ 

○６番（古奥俊男君） 次に、図３をお願いいたします。 

これは中学校の目的、第３５条、中学校は、小学校における教育の基礎の上に、心身

の発達に応じて、中等普通教育を施すことを目的とするとなっております。また、中学
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校の目標として３つの目標を掲げてあります。これも読んでいただければありがたいと

思います。 

玉陵学園小中一貫校が発足する際、緑地に関することで県の認可を受ける際、全体敷

地の最低で３％の緑地を設けなければならないという条項がありました。先般の一般質

問でも質問させていただきましたが、植栽はしますとの回答があったと記憶しておりま

す。しかしながらまだ達成しておりません。校舎や体育館など建物において予算はおつ

けになりますが、維持管理に対して予算がないとよく言われます。学校教育に大事な物

は、知・学力、徳・道徳、体・健全な体。それと環境と思います。環境は、緑は何で安

らぎを与えるのか。何で緑は心のオアシスか。学校生活においてこの４つをそろえるこ

と考えます。 

そこでお尋ねをいたします。写真をお願いします。 

［拡大投影にて画像を示す］ 

○６番（古奥俊男君） これは熊本県教育関係者必携の本であります。この中に地方教育

行政法、略して地方行法といいますが、これ読んだことありますか。これを質問するに

当たり、こういう木とか植栽に対して、緑、芝でも一緒なんですが、管理は誰がするん

ですかという言葉があったと聞き質問することにいたしました。この中に、教育委員会

がすべきもの１から１９項目の職務権限が書いてあります。管理に対して教育委員会が

行なうとなっています。私は、最低３％はなぜ決めたのか。木も芝も先生、生徒みんな

で清掃することが学校教育活動の一環と考えます。そうすることが後々玉陵学園の子ど

もたちが心豊かになり、後の高校生活、大学生活に大いに役立っていると思います。こ

の二つの質問をお聞きしたいと思います。 

○議長（内田靖信君） 教育部長 西村則義君。 

［教育部長 西村則義君 登壇］ 

○教育部長（西村則義君） 古奥議員の玉陵小中学校の緑地についての御質問にお答えい

たします。 

まず、地方教育行政の組織及び運営に関する法律については、第２１条の中で、教育

委員会の職務権限について定められており、校舎やその他の施設の管理や整備に関する

事務の執行についても示されていることは認識しております。緑地の３％以上の設置の

目的につきましては、開発許可基準によると精神的・肉体的健康の増進、景観機能を構

成するなど、多面的な効果をもたらすものとなっており、学校でも環境教育に必要なも

のであると考えております。玉陵小中学校の緑地については、段階的に植樹や張り芝等

による緑化を行なっており、３％以上の設置につきましては、今年度末には達成する見

込みでございます。今後も段階的に緑化を行い、環境教育の充実を図ってまいりたいと

考えております。 
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以上でございます。 

○議長（内田靖信君） ６番 古奥俊男君。 

○６番（古奥俊男君） 答弁いただきました。 

確かに、限りある予算の中でしていかなければならないんですが、とにかく子どもの

ために何をしたらいいのかということをまず第一に考えていただきたいと思います。 

答弁した以上は、ちゃんとやっていただくものと、私たちは思っておりますので、よ

ろしくお願いをいたします。 

熊本県教育委員会が、教育の基本理念として、熊本県児童・生徒教育指導の指針を昭

和５５年９月に示されています。テーマは「あすをひらく人づくり」。人間としての良

識と向上心の育成、基礎学力の習得と豊かな創造力の育成、健康な体とたくましい精神

力の育成、日本人としての自覚と国際意識の高揚となっております。もちろん玉名市の

教育基本振興計画でもこれを基にされているのかとは思いますけども、せっかくこうい

うことも示されております。また、地方行法は恐らく一般の人が知らないかと思います。

管理職であられた教育長にちょっとお聞きをしたいんですが、このことに関してなんか

述べていただくものがあればお願いをいたします。 

○議長（内田靖信君） 教育長 福島和義君。 

○教育長（福島和義君） 古奥議員の再質問にお答えをいたします。 

教育大綱というものがございますけれども、これは地方行法第１条の３、第１項によ

りますと、地方公共団体の長は、教育基本法第１７条、第１項に規定する基本的な方針

を参酌し、その地域の実情に応じて、当該地方公共団体の教育、学術及び文化の振興に

関する総合的な施策の大綱を定めるものとすると規程をされております。また、大綱を

定め又は変更しようとするときは、あらかじめ地方公共団体の長と教育委員会で構成さ

れる総合教育会議で協議することとされております。この大綱につきましては、教育振

興基本計画を定めている場合には、地方公共団体の長が総合教育会議において、教育委

員会と協議・調整をし、当該計画をもって大綱に代えることも可能となっております。 

そこで今回、令和２年３月に策定いたしました第３期の玉名市教育振興基本計画を大

綱と位置づけることができるものといたしまして、令和２年８月２４日の玉名市の総合

教育会議によって協議を行ないまして、第３期玉名市教育振興基本計画を本市の大綱と

して定めたところでございます。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） ６番 古奥俊男君。 

○６番（古奥俊男君） 私が再質問で、次の質問で、前１回、令和２年の４回定例会で質

問をしておりました地方行政法、教育行政法の中で、大綱をつくりなさいと定めてあり

ます。市は玉名市教育振興基本計画５年を作成しておられますが、この質問をするに当
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たり調べたのが、地方教育行政法でした。その玉名教育振興基本計画が、玉名市の教育

大綱となったのか次の質問で大体するつもりだったんですけども、今、お答えいただき

ましたので、大綱になったということですね。 

○教育長（福島和義君） そうです。 

○６番（古奥俊男君） はい、ありがとうございます。 

うたってある以上は、すべきものかと私は考えておりますので、それを聞いて少し安

心をいたしました。 

次に、これは質問ではありません。このたび、玉陵学園が文部科学省大臣賞を受賞さ

れました。内容は、今出ておりますので、これは玉陵小中学校が毎月発行されておりま

す学校だより、これが小学校の発行です。 

［拡大投影にて画像を示す］ 

○６番（古奥俊男君） これが中学校の発行です。 

［拡大投影にて画像を示す］ 

○６番（古奥俊男君） 毎月発行されております。その中にもちゃんと書いてありますけ

れども、内容が地域学校協働活動推進に係る小学校・中学校学校運営協議会です。これ

は先生、生徒、地域代表が一体となり、登下校の見守り、花いっぱい運動、これは小学

校・中学校が新玉名駅に花を渡した学校とあります。 

これ新聞にちょっと出たんですが、これはちょっと載せたらいかんということだった

んですが、一応、参考までに言います。 

そういう地域活動を推進されたことによるものです。玉陵学園が発足以来、あいさつ

はもう朝７時から、８時半ぐらいまで１０人ぐらい立っていました。頭が下がる思いで

す。それでこの表彰を受けたわけなんですが、これは熊本県で３校だったと聞いており

ます。また、玉陵小スクールボランティア子どもの読書活動推進のための支援活動優秀

実践団体表彰もあわせて受けておられます。これは１８団体推薦があり、２団体に送ら

れる快挙であります。 

おめでとうございます。これからもなお一層の努力と学校運営を期待しております。 

以上で、私の一般質問を終わらせていただきます。ありがとうございました。 

○議長（内田靖信君） 以上で、古奥俊男君の質問は終わりました。 

引き続き一般質問を執り行ないます。４番 一瀬重隆君。 

［４番 一瀬重隆君 登壇］ 

○４番（一瀬重隆君） 皆さんおはようございます。４番、自友クラブ、一瀬です。よろ

しくお願いします。 

早速始めたいと思います。昨年よりコロナの影響により世界的に感染が広がり多くの

人々が亡くなりました。日本では、お茶の間の本当に人気者、志村けんさん、岡江久美
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子さんと亡くなられて悲しいことでございます。また、飲食業、観光業は打撃を受け、

経済も落ち込んでいる中、いまだ終息がない状態でございます。 

そこで本題に入ります。玉名でもコロナの影響で玉名いだてんマラソンが中心になり

できない状態です。そこで私はせっかくの玉名いだてんマラソンですから、小田の住家

を走るコースはできないのか、市としたらマラニックを計画をしてありますが、それは

それでいいですが、そこで質問です。金栗さんのお膝元である住家を走るコースは考え

ていないでしょうかお聞きします。 

○議長（内田靖信君） 教育部長 西村則義君。 

［教育部長 西村則義君 登壇］ 

○教育部長（西村則義君） 一瀬議員の玉名いだてんマラソンコースについてお答えいた

します。 

県北初のフルマラソン玉名いだてんマラソンにつきましては、ＮＨＫ大河ドラマいだ

てんの放映を機に金栗四三氏のレガシーを末永く後世に伝えることを目的とし、開催す

ることで、全国から来られる多くのランナーや応援者の方々に対し、玉名の魅力を存分

に知っていただく機会となるよう、関係団体等からの助言をいただきながら準備を進め

てまいりましたが、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、２０２０年、２０２

１年と２年続けての大会延期という苦渋の決断に至りました。このフルマラソンコース

につきましては、金栗四三氏ゆかりの地である小田地区を通過するコースや金栗氏出身

の玉名高校を横手に走る市外へのコースなど、単独開催での検討も行ないましたが、横

島いちごマラソン大会、玉名ハーフマラソン大会、二つの既存の大会に加え、フルマラ

ソンによる長時間にわたり生活道路への影響や大型バス、トラックの迂回路の設定など、

関係機関との協議により交通規制の観点から断念した経緯もございます。２０２０年に

は大会の４日前に延期を決定したにもかかわらず、予定していた開催当日には、全国か

ら１００人以上のランナーが集まり、設定していたコースを走り終えた後には、走りや

すかった、景色がよかったなどの声もいただいております。このようなことからも、ま

ず、２年の延期を経て、玉名いだてんマラソンを心待ちにされているランナーのため、

２０２２年の初開催に向けて、現在のコースで準備を進めてまいりたいと考えておりま

す。 

なお、初開催に至った後には、参加いただきましたランナーの皆様、関係団体及び市

民の皆様からの意見等を踏まえ、コース変更を含め、大会全般にわたり見直しを図りた

いと考えておりますので、御理解と御協力をお願いいたします。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） ４番 一瀬重隆君。 

○４番（一瀬重隆君） 答弁ありがとうございました。 
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私はなぜこの問題を、コースのことを言ったというと、大浜地区を回ってもいだてん

とのつながりが全然ないんですよね、住家の横を走って、やっぱり母校のコースを回っ

て、この１市３町の旧玉名、天水、横島、岱明のコースを作らんとしゃが、なにしろこ

の意味がないということで私が質問しました。今後の本当の市の考えをあと一度聞きた

いと思います。よろしくお願いします。 

○議長（内田靖信君） 教育部長 西村則義君。 

○教育部長（西村則義君） 再質問にお答えいたします。 

先ほど申し上げたとおりでございますけれども、まずは現在設定しておりますコース

で大会を行なった後に全般にわたり見直しを図りたいと考えているところでございます。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） ４番 一瀬重隆君。 

○４番（一瀬重隆君） ぜひ、よろしくお願いします。 

次に行きたいと思います。 

［４番 一瀬重隆君 登壇］ 

○４番（一瀬重隆君） 次に、避難場所というか、避難施設と避難場所があります。だけ

ど市としては避難所を考えてあります。東日本大震災より１０年となり、また、熊本地

震が来月で５年となります。昨年７月には人吉、芦北と本当襲った線状降水帯による大

規模な水害が起こり、甚大な被害がありました。今、復興に向けて整備が行なわれてお

ります。昨年は玉名でも菊池川があと１メートル５０まで水位が上がり、今後玉名市と

しては、菊池川の堤防が決壊した場合、準備はできているんだろうかと。また、避難施

設は何か所あるのかお聞かせください。 

○議長（内田靖信君） 総務部長 永田義晴君。 

［総務部長 永田義晴君 登壇］ 

○総務部長（永田義晴君） 一瀬議員の避難所、避難場所の現状についての御質問にお答

えをいたします。 

避難所は一時的に避難する広場などの指定緊急避難場所と、体育館などの施設指定避

難所の大きく二つに分けられます。まず、指定緊急避難場所は、桃田運動公園や九州看

護福祉大学グラウンドなど、市内７か所を指定をしておりまして、地震などの突発的な

災害発生時に一時的な安全確保のために避難する屋外の広場でございます。一方、指定

避難所は災害発生が予見される場合に事前に避難し又は自宅が被災されて一定期間過ご

すための屋内の施設で、これは早い段階から開設する一時避難所と災害の種類によって、

状況によって開設する二次以降の避難所に分けられ、一時避難所としましては、玉名市

文化センターや玉名市総合体育館など、玉名市内に５か所、また、二次以降の避難所は

小中学校の体育館など、約４０か所がございますが、施設の安全管理上、原則として公



－ 139 － 

共施設に限っておりますので、地域によっては近くにはないといったところもございま

す。 

昨年９月の台風１０号の際には、報道などで最大級と予報されていたこと、また、７

月豪雨のときの実績で避難をされる方の人数がある程度予測ができたことにより、当初

から５か所の一次避難所に加えまして、４か所の二次避難所を加えて開設いたしました

が、予想より多くの方が避難をされ、最終的には当時１４か所の避難所の開設となりま

した。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） ４番 一瀬重隆君。 

○４番（一瀬重隆君） 避難所を設置とありますけど、昨年の災害、水害で避難所に行か

れない、水没してから桃田とか行かれないような状態でした。何パーセントの方が、玉

名市６万何千人、避難されたのかまた後でよろしくお願いします。 

私たちも昨年７月に人吉のほうに、大垣地区に議員６人でボランティアで行きました。

もうその姿を見たら防災意識が深まり、「わあ、こらどがんかせなんばい」ということ

が伺えました。手しかできない。手の力でしかできない。また、機械じゃ絶対わからん

というのがあって、２階の中程までつかっておって、その大垣地区が二人の方が、７０

歳の方ですかね、「早く避難をしなさい。」と６０何件を家を１軒１軒回って避難させ

て、そこだけは亡くなられた方おられなかったです。多分、前回この間新聞に表彰され

たと思いますけど、そういう状況を見て、やっぱり玉名市もやっぱり線状降水帯が山鹿、

菊池あたり通ってきたら、多分昨年の７月で１メートル５０まで来たということは、多

分もう決壊する。最悪、最低限度考えとかんとしゃが、もし決壊した場合、今まで玉名

市がその被害が少ない状態で、無頓着なんですよね。本当意識向上を図って、今後玉名

市も考えていかんと、計画をしとかんと、多分わからんと思います。また、これは誰か

が助けに来てくれるだろうじゃなくて、あの人が助けに来るという考えをもたんと、地

区でその気持ちを決めていかんと、助かる命も助からんかと思います。今後私は玉名市

だけでなく、地区の組織をつくり考えてほしいかなと思います。 

これをもって、私も玉名市の気持ちを訴えて質問を終わりたいと思います。ありがと

うございました。 

○議長（内田靖信君） 以上で、一瀬重隆君の質問は終わりました。 

議事の都合により、暫時休憩いたします。 

午前１０時４８分 休憩 

―――――――――――――――――――――― 

午前１１時０５分 開議 

○議長（内田靖信君） 休憩前に引き続き、会議を開き、一般質問を行ないます。 
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１０番 德村登志郎君。 

［１０番 德村登志郎君 登壇］ 

○１０番（德村登志郎君） 皆さんこんにちは。１０番、公明党の德村登志郎でございま

す。 

それでは早速、通告に従い一般質問させていただきます。新型コロナウイルスワクチ

ンの接種体制確保についてお尋ねします。 

新型コロナウイルスワクチンの接種がいよいよ始動いたしました。最初はコロナ最前

線で戦ってくださっている医療従事者らが対象になられ、治験の意味合いも含め進んで

いるところですが、実際に接種についてわからないことも多々あると思います。日本で

接種される海外ワクチンはどういうものか知っておく必要があると思いますので、ここ

で簡単に触れておきます。 

日本で契約できているワクチンは３つあります。ファイザー社ワクチン、アストラゼ

ネカ社ワクチン、モデルナ社ワクチン、いずれも臨床試験で高い有効性を示しており、

海外で行なわれた実際の接種では、安全性も評価されています。日本では合計で１億５,

７００万人分の供給を受ける予定になっております。これは滞っていた海外企業との供

給合意について、公明党が国会質問の中で言及し、財源としてコロナ対応に使える予備

費の活用などを政府が表明したことが交渉進展のきっかけとなっております。現在使用

されているのは、ファイザー社ワクチンであり、気になる副反応はほとんど軽度か中度、

接種後数日で治まるとされています。アナフィラキシー急性アレルギー反応はごくまれ

で、国内治験では認められず、市販後の米国では１００万回に５回程度の頻度で発生、

うち９０％は接種後３０分以内で適切な処置を受けているようです。ただ、万が一であ

っても公明党では見逃せないと、健康被害に対して医療費などの給付を受けられる救済

制度の創設も実現しております。 

ともかく円滑なワクチン接種が喫緊の自治体の課題となっております。公明党は先月

２８日に都道府県をオンラインでつないだ新型コロナウイルスワクチン接種全国対策本

部会議を開催し、現場の課題、克服を目指すために全自治体に意向調査を実施すること

を申し合わせました。 

それでは、今回質問というより、意向調査の意味合いを持たせて３点お聞きします。

現在、本市においても住民への接種計画を策定中と思いますが、１つ、本市における接

種体制について。集団接種のための特設会場を用意するのか。特設会場と医療機関での

接種をミックスした接種体制を取るのか。医療機関での接種を中心とした接種体制を取

るのか。具体的な内容を含めお聞かせください。 

２つ、接種計画を策定する上での問題点について。例えば、財務上の問題、特設会場

の確保、医療関係者の確保、その他人の確保、ワクチンの供給等の情報不足などをお聞
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かせください。 

３つ、新たに政府が打ち出しているコロナワクチン接種記録システムの導入について

本市の考えをお聞かせください。答弁をよろしくお願いいたします。 

○議長（内田靖信君） 健康福祉部長 竹村昌記君。 

［健康福祉部長 竹村昌記君 登壇］ 

○健康福祉部長（竹村昌記君） 德村議員御質問の本市における接種体制についてお答え

いたします。 

新型コロナワクチンの住民接種の実施体制については、個別接種を主軸とし、集団接

種で補う接種体制を考え、玉名郡市医師会や関係機関と協議を重ねているところでござ

います。 

病院や診療所での個別接種を主軸といたしましたのは、身近なかかりつけ医により患

者の既往歴や基礎疾患等を把握していることで、安心して接種を受けていただくことが

できます。また、多くの診療所で接種できるため、移動手段の心配も軽減され、さらに

直接診療所に申し込むのでスムーズな実施ができると考えております。集団接種につい

ては、市内４か所で特設会場を設置する予定でありますが、国から供給されるワクチン

量が診療所など接種する量を上回る場合に接種場所や実施する日を調整して開設いたし

ます。また、ワクチンの供給量が少なく、現況では４月までの集団接種の実施ができる

状況にはございませんが、供給量が増加した場合に備え、集団接種の体制確保について

も準備を進めております。 

次に、接種ワクチンとワクチンの移送でございますが、４月から開始される高齢者接

種には、現在、唯一薬事承認がされているファイザー社製のワクチンを使用することに

なります。このワクチンは超低温での保存を要し、取り出した後は冷蔵状態で５日間、

接種前に生理食塩水で希釈した後は６時間以内に接種して使い切る必要がございます。

移送に当たっても、ワクチンを小分けした後は２度から８度での冷凍状態を保ちながら、

衝撃を避けた配送を必要とするなど、取扱いに留意点が多く、管理が大変な面がござい

ます。そのため厚生労働省から示されている配送についての留意事項に沿って、適切に

移動できる業者を選定し、業務委託を締結していく計画でございます。 

次に、接種計画を策定する上での問題点についてお答えいたします。ワクチンの供給

時期や量が大まかにしか示されていないため、具体的な接種計画が組み立てられないこ

とが挙げられます。全国で一斉に取り組んでおりますので、本市へのワクチンの配分の

見通しがつかないため、予約受付ができないこと、接種券の発送時期はいつが適切なの

かなど、実施スケジュールのずれ込みによる接種人数の調整や接種順序をどうするのか、

個別接種の場合診療所へのワクチンをどう配分し、配送するか、集団接種における接種

会場の確保や医師の人数や期間をどうするか、特に市民の皆さんへワクチン接種につい
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て御理解いただくための周知方法、早く、わかりやすく、正確な情報を関係者と共有す

ることなど、多くの課題がございます。国の方針やワクチン供給のスケジュールが変更

されるたびにこのような課題が浮上し、計画を練り直さなければならないところでござ

います。引き続き国の情報を正しく受け止めながら、医師会や関係機関との連携を図り、

市民の皆さんが安心して接種いただけるよう適切に準備を進めてまいります。 

続きまして、ワクチン接種記録システムの導入についてお答えいたします。ワクチン

接種記録システムは、全国民のワクチン接種履歴をリアルタイムに把握するため、マイ

ナンバーと接種履歴を連携させて管理するものでございます。予防接種は通常自治体そ

れぞれが作成する予防接種台帳で管理しておりますが、接種履歴の確認が取れるまでに

は１か月から２か月のタイムラグが生じます。１回目に接種した後に引っ越したり、接

種券を紛失したりした場合、照会に手間取る懸念がございますが、この接種記録システ

ムにおいては、接種後すぐに接種日やワクチン情報などに入力を行なうため、数週間後

の２回目の接種時には１回目の接種済みの情報を確認することができ、現場での混乱を

防止する効果が期待できるものと考えております。また、予防接種を担う自治体間での

情報の共有が図られ、本人確認を確実に行なうことができる点においても有効なシステ

ムであると考えております。ただ、現在、構築中のシステムであり、実際に個人情報の

登録に伴う作業量や診療所や集団接種会場での作業量など、システムを稼働させるため

に必要とする事務作業負担が予測できない状況でございます。システムを扱うことにな

る診療所や関係機関へのサポートがどの程度なのかなど、不明な点も多くありますが、

迅速に予防接種ができるシステムと期待しているところでございます。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） １０番 德村登志郎君。 

○１０番（德村登志郎君） 答弁ありがとうございます。 

コロナワクチン接種については、随分御苦労をおかけしているなという、いろいろ課

題が出てきているなというのを感じました。とにかくコロナ禍終息の切り札であるワク

チン接種が円滑に進むように本市の意向を聞かせていただきました。 

先月１７日医療従事者から始まったワクチン接種は、４月１２日以降、高齢者や持病

のある人、一般住民へと対象が順次拡大される予定となっております。実施主体となる

各自治体は準備を急いでおりますけれども、ワクチンが各地に届く時期や量など不確定

な要素がたくさんあるということもわかっております。また、ワクチン接種記録システ

ムについては、従来のワクチン接種事業とは異なり、一つ目に約１億人が短期間で２回

の接種をするための記録管理があり、それが繁雑になる。二つ目は、多数の問合せ等が

予想される。三つ目は、住民の求めに応じて接種証明を出すことも想定されております。

といったこのような課題が出てくると思われます。そのためにも新システムの構築と導
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入は必要不可欠となりますが、答弁でありましたとおり、やはり入力作業の手間を少な

くすることや必要な経費の支援など、国の対応が大切だと考えます。 

今月１日の衆議院予算委員会にて、公明党の北側副代表は、自治体の接種事業に対す

る国の補助金に上限が設けられていることに触れ、自治体の負担について政府の見解を

ただしました。菅首相は、目安となる上限は示しているが各自治体でかかったお金は全

て国が責任をもって支払うと明言いたしました。つまり費用は国が全面的に負担すると

のことです。ぜひ、システムを導入し機能させていただきたいと思います。私自身、ワ

クチン接種を何としても成功させなければならないと強い覚悟で、また、国や自治体の

取組を全力で後押しする決意でございます。 

これを表明いたしまして、この質問を終わりたいと思います。 

［１０番 德村登志郎君 登壇］ 

○１０番（德村登志郎君） 続いて、いじめについて新教育長に見解を伺いたいと思って

おります。 

いじめ問題については、過去にも一般質問をさせていただいております。いじめは大

きな社会問題として取り上げられており、法整備を経て組織的に対策を行なわなければ

いけないほど深刻なものとなっております。特に小中学校では、いじめの発生が多く見

られ、早期の発見や対応、適切な取組が求められています。いじめは学校や職場などの

コミュニティーが存在するところで発生することがある、特定の人物への攻撃です。正

確には文部科学省が定めた定義があり、それに該当したものをいじめと認定しています

が、このいじめの定義は時代により変化しています。時代に合わせた定義が必要となり、

最初にしたためられた定義から三度の変更、追加がありました。そして２０１３年にい

じめ防止対策推進法が施行され、その中で定められたのが現時点でも適用されています。

この法律によれば、いじめとは、児童生徒に対して、当該児童生徒が在籍する学校に在

籍している等当該児童生徒と一定の人的関係のある他の児童生徒が行なう心理的又は物

理的な影響を与える、インターネットも含めるものとなっておりますが、それであって、

当該行為の対象となった児童生徒が心身の苦痛を感じているものとする。なお起こった

場所は、学校の内外を問わない。いじめの中には、犯罪行為として取扱われるべきもの

も認められ、早期に警察に相談することが重要なものや児童生徒の生命、身体又は財産

に重大な被害が生じるような直ちに警察に通報することが必要なものが含まれる。これ

らについては、教育的な配慮や被害者への意向への配慮の上で、早期に警察に相談、通

報の上、警察と連携した対応を取ることが必要であるとしています。いじめの定義は学

校や職場など、現代で起こる多様化したいじめに対して定められたものです。学校での

いじめはいくつかの対応に分けることができます。文部科学省のデータによると小学校

や中学校、高校、特別支援学校で特に多いのは、冷やかしやからかい、悪口や脅し文句、
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嫌なことを言われるとなっています。２０１７年に行なわれたいじめの状況に関するア

ンケートでは、小学校や中学校、高校でも６０％を超える数字と非常に高い割合になり

ました。次に高い割合を占めるのが、軽くぶつかられたり、遊ぶふりをしてたたかれた

り、蹴られたりする。仲間外れ、集団により無視をされる。ひどくぶつかられたり、た

たかれたり、蹴られたりするが続きます。身体的な攻撃、心理的な攻撃がそれぞれ行な

われていますが、さらに犯罪行為に該当する嫌なことや恥ずかしいこと、危険なことを

させられたりする。金品を隠されたり、盗まれたり、壊されたり、捨てられたりする。

金品をたかられるというものも発生しています。また、現代のインターネットやＳＮＳ

の普及により、パソコンや携帯電話等で誹謗中傷や嫌なことをされるといった発見が難

しいいじめも発生しているのです。いじめ防止対策推進法における定義は、こういった

いじめの対応をカバーし、防止するために定められています。いじめは職場などで起こ

ることもあり、パワハラは上司や同僚などから殴られる、ものを投げつけられるなどの

脅迫や名誉毀損、意図的な仲間外れや無視、過度な業務上の要求なども含まれます。こ

れらは業務上の人間関係を利用したものです。ほかにも性的な発言や行動、視覚的なも

のによるセクハラや倫理を逸脱している嫌がらせ行為であるモラハラなどもあります。 

そこでお尋ねいたします。１、本市の小中学校のいじめの実態把握。２、教育現場で

起きている事例等をお示しいただき、３、いじめ被害者、いじめの加害者、いじめの観

衆・傍観者、この三者の捉え方について。４、教師、保護者、ほかの大人の関わり方に

ついて。５、いじめをなくすために必要なことについてを、以上、教育長のほうの見解

をお聞かせください。 

○議長（内田靖信君） 教育部長 西村則義君。 

［教育部長 西村則義君 登壇］ 

○教育部長（西村則義君） 私のほうからは、本市の小中学校のいじめ実態把握について

及び教育現場でのいじめの事例についての御質問にお答えいたします。 

いじめの実態把握については、第１に定例報告がございます。長期欠席、不登校、い

じめ、問題行動等の状況についての報告が毎月各学校より挙げられ、いじめについては、

行なわれた期間や発見のきっかけ、関係児童・生徒への対応、現在の状況等が報告され

ております。第２に、心のアンケートです。毎年１１月から１２月、全児童・生徒を対

象にアンケートが行なわれ、年度内にいじめを受けた、あるいは他の人のいじめを見聞

きした体験の有無やいじめの様態、相談状況などの報告とともに、いじめ解消の状況な

どについても把握できる内容になっております。また、玉名市独自の取組としてタマに

ゃんチェックがございます。こちらは各学校で毎月末に実施していただいており、家庭

のこと、学校のこと、自分のことについて「はい」「いいえ」の二択で簡単に答えられ

るアンケートで、いじめ等の諸問題を早期発見、早期解決に役立てております。 
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次に、教育現場でのいじめの事例について、個人情報保護の観点から詳しい内容はお

伝えできませんが、本市では次のような事例がございました。同じクラスの子からから

かいや冷やかしなどのいじめを受けていると保護者から学級担任に相談があり、担任は

管理職に報告、すぐに生徒指導担当も交えた校内いじめ対策委員会が開かれ対応につい

て協議し、関係する子どもにていねいに聞き取りを行ない、事実関係をしっかりと確認

した上で、保護者も交えて解決のための場が持たれました。いじめた側の保護者も納得

され、本人もしっかりと反省し謝罪したとのことです。また、この件については、全職

員で情報を共有し、様子を観察し続けるとともに、双方の子どもたちには担任や学年主

任等が定期的に話を聞くなど、アフターケアもしっかり行なわれ、いじめられた生徒も

欠席なく元気に登校しているとのことでございます。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） 教育長 福島和義君。 

［教育長 福島和義君 登壇］ 

○教育長（福島和義君） 私のほうからは、いじめ被害者、いじめ加害者、いじめ傍観者、

この三者をどのように捉えているか。教師、保護者、ほか大人の関わり方について、い

じめをなくすために必要なことについての３つの御質問にお答えいたします。 

まず、いじめには必ず被害者と加害者がおり、個々の行為がいじめに当たるか否かの

判断は表面的、形式的に行なったり、あるいはあれはからかいだ、ちょっかいだ、悪ふ

ざけだとか、いじめは被害者にも問題があるといった誤った認識の上で判断するのでは

なく、被害者であるいじめられた児童・生徒の立場に立った判断が必要だと考えます。

いじめの集団には、この被害者、加害者とともに、周りではやし立てたり面白がったり

するいわゆる観衆と周りで見て見ぬ振りをしている傍観者の四層構造があるということ

が言われております。これら被害者観衆、傍観者といった集団には、いじめ防止対策推

進法の第４条で児童等はいじめを行なってはならないと明確に規定をされているとおり、

いじめは決して許されないこと。そしてはやし立てたり、見て見ぬ振りをしていること

もいじめを助長したり、黙認したりしている行為であることをしっかりと理解させるこ

とが必要です。それとともに、なぜそのような行為を行なったか、態度を取ってしまっ

たのか、その原因を自分自身で見つめ直すような取組とともに、集団全体にいじめを許

さない雰囲気が醸成されるような学級や学年、学校づくりも必要であると考えます。こ

れらの取組には、周りの大人の存在も不可欠であります。いじめ事案については、担任

や一部の教職員だけで抱え込まないことを大原則にして、各方面の専門機関等とも連携

しながら、学校全体がチームとして、組織として対応することが大切です。また、保護

者は我が子を温かく支え、教え、導く存在であるとともに、学校、保護者、地域が同じ

方向を向いて、時には厳しく、あるいは温かく対応していけば解決への道のりも遠くな
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いものと考えます。いじめをなくすために必要なことについて、私自身の教師としての

経験から言えることは、特に次の３つであると思います。第１に、小さなことを決して

見逃さないということです。登校の際の表情や授業中の様子、ちょっとしたからかいや

冷やかしの場面など、本人が大丈夫だといっても気になることがあったらじっくりと本

人と語り込んで、気持ちを理解するなど、小さなことを見逃さない態度を教職員全員が

持つことで早期発見につながると考えます。第２に、情報の共有化と迅速な対応です。

先生方それぞれがつかんだ情報を職員集団で共有化し、組織的な対応をスピーディーに

行なうことが、あるいはいじめの規定に該当することが起きているかもしれないという

認識をもち対応することが、いじめの未然防止につながります。第３は、私の教育心情

でもあります凡事徹底です。平凡で当たり前のことを当たり前に行なう教育を粘り強く

日々行ない、その中で子どもたちが成長することによって自尊感情の醸成や他者理解を

深めるとともに、その成長した姿によって、保護者や地域の信頼も深まり、ひいてはい

じめの未然防止にもつながるものと思います。これらのことを基盤において、いじめの

未然防止を見据えた学校教育活動を本市で進めてまいりたいと思うところでございます。 

○議長（内田靖信君） １０番 德村登志郎君。 

○１０番（德村登志郎君） 答弁ありがとうございます。 

教育長のお話を伺いまして、私も本当そのとおりだなと、若気の至りという思いでお

話を聞かせていただきました。本当にいじめは様々な原因や理由によっておこります。

直接いじめをする加害者だけでなく、周りでいじめをはやし立てる観衆や見て見ぬ振り

する傍観者の存在により、早期発見を妨げ長期化やいじめのエスカレートを起こす場合

があります。そのためいじめ防止も含め、全ての生徒への指導として本当、教育長が言

われたとおり、いじめは人として絶対許されない、つまりいじめている側には落ち度は

なく、いじめる側が１００％悪いという認識を一人一人に徹底することが必要と考えて

おります。観衆や傍観者になったとしても、加害者や加害者と同様に許されることでは

なく、いじめを大人に伝えることが正しい行為であるということも併せて指導していく

べきだと考えました。いじめを告げると次の標的にされるといった恐怖もあるため、教

職員が徹底して生徒を守り通すことも言葉と態度で示すことが求められています。被害

者になったら友人や教職員や親に必ず相談できることを伝えておくことで、一人で抱え

込む状況をつくらないことも指導として大切だと考えます。 

いじめ問題に対して、その現場となり得る学校での対応が重要となりますが、それだ

けに固執すると解決できないこともあります。そのため学校でいじめを把握した場合に

は、迅速に親や教育委員会に報告をし、適切な連携を図っているのです。また、いじめ

の対処方針指導計画などの情報について積極的な公開と保護者の理解や協力を求めるこ

と、いじめ問題に関して、学校と保護者や地域の代表との意見交換会を設ける機会など
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も必要ではないでしょうか。 

先ほど教育長のほうからもあった事例のように、しっかり保護者も学校、先生教師だ

けじゃなくて、学校全体できちっとその対応をとっていくという連携というものがいじ

めの芽を摘んでいくんだなと感じました。そしてまた、教育委員会は、いじめ問題の徹

底把握と徹底指導、教職員の意識改革やいじめ防止対策推進法の教職員への浸透、指導

主事の要請や配置、重大事態が発生した際の警察との連携などの役割があるとされてお

ります。また、新教育長のもと、本市のいじめ対策がより一層進むことを念願してこの

質問を終わりたいと思います。 

それでは、次の質問に移ります。 

［１０番 德村登志郎君 登壇］ 

○１０番（德村登志郎君） 置き勉についてお尋ねいたします 

この質問は以前に一般質問で取り上げました。ちょうど現在、私の長男が小学１年生

です。来年は長女がまた１年生になります。情報としては知っておりましたけれども、

小学校のランドセルは思った以上に重いもので、ほかにも給食エプロンセット、体育着

セット、上履き入れ、図書館の本を入れるバック、水筒、フルに持ち歩く月曜と金曜日

は体格の小さい低学年の子には辛い登下校だなというふうに感じております。 

ここ数年の小学校中学校で使用する教科書は、２０１１年度以降のゆとり教育の見直

しによるページ数増加、大判化で重くなっており、その重さはゆとり教育時代と比較す

ると３割増し以上になることもあるようです。教科書が重くなったために通学時のラン

ドセルやカバンも重くなり、子ども自身の体への負担と健康への影響が問題視され、そ

の解決策として置き勉が注目されるようになりました。そこで文部科学省が２０１８年

９月６日に全国の教育委員会などに対して、荷物の重さに配慮するように通知を出し、

これをきっかけに事実上置き勉自由化となりました。本市の学校側からも何らかの検討

をして改善していくものと思われておりますが、実際のランドセルはまだまだ重いのが

現状です。子どものランドセルの中身を見ると家庭では使わない教科書とノートも持ち

帰っており、実際に必要なのは、例えば、音読宿題をする国語の教科書と宿題プリント

ぐらいでした。学校を教科書教材の置き場のメインとするという工夫を凝らせば、ラン

ドセルはもっと軽くなると感じました。 

そこで、１、本市の小学校の置き勉の実態把握について。２、置き勉のメリット・デ

メリットについて。３、置き勉推進への検討と改善点について答弁をお願いいたします。 

○議長（内田靖信君） 教育部長 西村則義君。 

［教育部長 西村則義君 登壇］ 

○教育部長（西村則義君） 德村議員の本市の小中学校の置き勉の実態把握についての御

質問にお答えいたします。 
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まず、置き勉とは、児童・生徒が学習、生活、部活動に使用する携行品を学校に置い

ておくことです。児童・生徒の携行品について持ち帰りの必要性や通学上での負担等の

点から問題となりました。これを受けて平成３０年９月に文部科学省から児童・生徒の

携行品にかかる配慮について通知が出され、教育委員会としましても学校へ指導したと

ころです。また、昨年４月にも県教育委員会から改めてこのことについて通知があり、

校長会議において対応をお願いしたところでございます。 

現状について、数校に聞き取りを行ないました。小学校におきましては、どの学校も

できるだけ教科書、ノート等の持ち帰りは減らすように配慮はしてありました。ただ、

原則教科書は持ち帰らせる、国語、算数以外は置いておくなど、学校によって学校に置

いておくものに違いがありました。学級の人数が多く、置くスペースが不足するといっ

た学校もありました。学校訪問で市内全ての学校を回りましたが、小学校３年以上は教

室後方に個人用の本立てを用意し、地図帳や家庭科、図画工作の教科書を置くようにし

てある学校がほとんどでした。中学校については、部活動の道具などもあり、携行品が

増えるため、学校に置いておくもののチェックリストをつくり、持ち帰る教科書等をで

きるだけ少なくする配慮がされていました。 

次に、置き勉のメリット・デメリットについての御質問にお答えします。メリットと

しましては、学習用具を忘れることなく授業に参加できる。重さによる体への負担が軽

減される又は登下校中の事故や熱中症の防止につながるなどがあります。デメリットと

しましては、必要な学習用具を自分で考えて準備する力が育ちにくい。盗難、落書き等

による管理上の問題が発生する可能性がある。机が重くなるなどがあります。 

次に、置き勉推進への検討と改善点についての御質問にお答えいたします。置き勉に

ついては、これまで教育委員会から学校に通知し対応していただいているところですが、

今後校長会議等を通して、取組の具体事例などを示しながら、少しでも児童・生徒の負

担が軽減されるように指導してまいります。特に小学校低学年は、小さい体に対しての

負担がより大きいと考えますので、配慮していただくようお願いします。学習用具を持

ち帰ることは昔から学校では当たり前のルールであるということを改めて見直し、児

童・生徒の負担軽減がなされるよう委員会から学校に対して対応をお願いしていきます。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） １０番 德村登志郎君。 

○１０番（德村登志郎君） 答弁ありがとうございました。 

前回質問した後からまたいろいろ学校のほうに通達していただいて、置き勉のほうを

推進していただいている事実もあるし、また、なかなか対応しきれていないところも若

干あったというふうなところも認識できました。 

とにかく置き勉のメリット・デメリットですけど、これ賛成理由と駄目な禁止理由を
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伺って感じたことなんですけど、やはりメリットのほうが明確で認識しやすいなという

ふうに思いました。また、反対にデメリットは、駄目な理由というのは、学校やまた、

親の都合が見え隠れするものが多いかなというふうに感じました。私は合理的に考えた

場合、置き勉は自由化にして子どもたちが自由に選択できるようにしたほうがいいかな

と感じております。学校が置き勉できるものを指示するのではなく、必要なものを子ど

もたちが自由に考えてチョイスする。そしてより合理的に自分自身の荷物を軽くする。

今後タブレット導入等で家庭に持ち帰る場面とかも出てくるかと思いますけれども、ま

た、そうなるとまた重くなるし。また、玉名市は電子書籍が今後入ってくるということ

で、こちらのほうも利用してこういうものをいかにふだん利用して、荷物を学業に支障

がない形で軽くできるかということも子どもたちと、また、教師、保護者で考えて、基

本的な置き勉の自由化を推奨したいと考えております。 

今日なんですけど、早速この質問をするということで学校のほうに通知が行ったんで

しょうけど、うちの子どもの教科書を学校で使わないやつは預かりますという先生のほ

うから通知が来て、ちょっとランドセルが軽くなるというので子どもも喜んでおりまし

た。本当すぐ対応していただいてありがたく感じているところであります。とにかく、

子どもたちのことを中心に考えて、とにかく学業に支障がないところであれば、しっか

り置き勉を自由化という形で、子どもたちの自主性も育てながら、今後推奨していけば

なというふうに感じております。ぜひ、その方向性でぜひとも今後ともよろしくお願い

したいと思います。 

それでは、次の質問に移りたいと思います。 

［１０番 德村登志郎君 登壇］ 

○１０番（德村登志郎君） ３歳児健診における弱視早期発見についてお尋ねします。 

まず、日本弱視斜視学会のホームページに記載されています文言を引用して弱視の説

明をさせていただきます。 

弱視という言葉は、「通常の教育をうけるのが困難なほどの低視力」という意味で一

般的に使われていますが、医学的には「視力の発達が障害されておきた低視力」を指し、

眼鏡をかけてもよく見えない状態を弱視といいます。また、日本眼科学会のホームペー

ジによると、もともと人間は生まれたときからはっきり物が見えているのではなく、生

まれた後に外界からの適切な視覚刺激を受けることによって発達します。外界からの刺

激によって脳の神経回路が集中的につくられる時期のことを感受性期といいますが、人

間の視覚の感受性は生後１か月から上昇しはじめ、１歳半ごろにピークに達し、その後

徐々に衰退して大体８歳ごろに消失すると考えられています。視覚の感受性期がピーク

を過ぎると治療に反応しにくくなるため、弱視の治療効果にも影響しやすい時期といえ

ます。平成２９年４月７日付、厚生労働省通知、３歳児健診検査における視力検査の実
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施については次のようにあります。「子どもの目の機能は生まれてから発達を続け、６

歳までにほぼ完成しますが、３歳児健診検査において強い屈折異常（遠視、近視、乱視）

や斜視が見逃された場合に治療が遅れ、十分な視力が得られないことの指摘がなされて

います。」、また、そのことを「周知すること」との記載があります。視力は成長に伴

って発達し、６歳で大部分の子どもが大人と同じ視力を持つとされていますが、正常な

発達が妨げられると弱視になります。しかし、視力の発達時期に早期治療を開始するこ

とで、視力の大幅な回復が期待されるそうです。日本眼科学会によると、弱視の子ども

はもともと見えにくい状況が当たり前として育っているため、見えないとか、見えにく

いというように訴えることがほとんどないそうです。つまり、よく用いられているラン

ドルト環による検査では、正確な弱視判定ができづらいというのが現状のようです。ラ

ンドルト環というのは、アルファベットの「Ｃ」のようなマークで、皆さんも片目を隠

しながら「Ｃ」のような形の輪の切れ目の向きを右・左や上・下などとお答えになった

経験がおありかと思います。また、片目だけ弱視の場合、片方の目が見えていると、も

う一方の異常に子ども自身も保護者も気づきにくいのです。視力検査がうまくできなか

った場合や異常を見逃す可能性、子どもがうまく答えられなかったり、検査をすり抜け

てしまうこともあります。だからこそ、この３歳児健診における視力検査の位置づけは

見る力が発達するこの時期に、将来を見据えた上で治療を開始できるか否か、重要な節

目になるのではないでしょうか。 

このことを踏まえ、３歳児健診検査について、日本小児眼科学会では提言の中で、視

力検査に加えてフォトスクリーナー等を用いた屈折検査の実施を推奨しております。 

［拡大投影にて画像を示す］ 

○１０番（德村登志郎君） 写真が出ていますけれど。 

これは手持ちの自動判定機能付きフォトスクリーナー装置というものです。ちょうど

一眼レフぐらいの大きさになります。カメラで撮影するように子どもの目元を映し出し

て、屈折異常や斜視などの両目の状態を発見するスクリーニングの効果も高く、母親の

膝に乗ったままでも検査が可能で、受診者の負担が少ないことが特徴です。６か月齢以

降の乳幼児から成人まで、近視、遠視、乱視、不同視、斜視、瞳孔不同の検査を短時間、

本当数秒で負担もなく検査が可能で、眼科医や視能訓練士などの専門職でない方でも検

査を実施することが可能となっております。子どもたちには数秒間小鳥のさえずりのよ

うな音がするカメラに似た機器を見つめてもらう、ちょうど写真を撮影するような感じ

になると思いますけれども、それだけで負担もなく検査を受けることができ、結果は自

動的に数値で示され、スクリーニング成功率は９７％とされております。 

そこで、３点お尋ねします。１つ、３歳児健診において弱視の見逃しは起きていない

か。２、保護者への屈折異常検査の重要性の周知、啓発について同じように考えられて
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いるか。３、３歳児健診の視力検査において、フォトスクリーナー等の導入をする考え

はあるのか。以上、答弁お願いいたします。 

○議長（内田靖信君） 健康福祉部長 竹村昌記君。 

［健康福祉部長 竹村昌記君 登壇］ 

○健康福祉部長（竹村昌記君） 德村議員御質問の３歳児健診における弱視早期発見につ

いてお答えいたします。 

子どもの目の機能が生まれてから発達を続け、６歳から８歳ごろにはほぼ完成いたし

ます。ところが、遠視や近視、乱視などの屈折異常や斜視があるとよい視力が得られま

せん。このことを弱視といいます。小児における弱視の割合は、２から５％で、弱視は

日常生活では気づかないことも多いため、３歳児検診での視力検査はとても大切な意味

があると考えております。しかしながら、専門医による子どもの弱視発見は困難で、幼

児は視力が０.２あれば不自由なく行動することができ、片目の視力が良好であれば、

生活に支障がないという難しさがあるということです。小さな子どもには検査の仕方を

正しく理解することが難しいことなどから、弱視を見つけにくい現状がございます。玉

名市では、德村議員御指摘の弱視スクリーニング用の開発されたフォトスクリーナーの

一つであるスポットビジョンスクリーナーを本年度から導入し、３歳児健診の受診者全

員に活用しております。このスポットビジョンスクリーナーは、一眼レフカメラ程度の

大きさの携帯型で、子どもでもスクリーニングしやすいように調節が少なく、検査時間

が短く、小児科医などの眼科検査に精通していない人でも使いやすく、また、測定後の

結果表示を速やかに正常か、精密検査が必要かを表示されます。ほかに３歳児健診では、

全受診者に健診の前に保健予防課から送りましたランドルト環を使って、家庭で視力検

査と目に関する問診に答えていただき、健診会場で保健師が家庭での視力検査と問診の

結果確認を行なっております。このように保護者からの問診と検査機器による多角的な

視点から、弱視の見逃しがないように細心の注意を払い、疑わしい方は精密検査につな

げ専門医の受診を勧めているところでございます。 

令和元年度の３歳児検診の視力検査受診者４７８人中、要精密者が１９人、４％で、

そのうち５人の方が要観察、要医療となっております。また、年度途中ではありますが、

スポットビジョンスクリーナーを導入した令和２年度につきましては、２月の健診終了

時点で、受診者３６７人中、要精密者が２２人、６％で、スクリーニングがスムーズに

できている状況が見られております。また、教育総務課で調べた就学時健診の令和２年

度の結果では、受診者５５２人中、視力検査のＡの１.０以上が３４７人、Ｂの０.７か

ら０.９が１３４人、Ｃの０.３から０.６が６６人、Ｄの０.２以下が５人に判定されて

います。眼科で再検査が必要なＰＣＴ判定は２０５人になり、受診者数の３７.１％の

児童が該当いたしました。 
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このように３歳児健診と６歳の就学時健診では、対象者や検査の趣旨、方法、３年間

の経過等があり、一概に比較できるものではございませんが、確かに視力の低下、弱視

疑いの増加は認めざるを得ない状況にあります。このような結果を踏まえ、保健予防課

としましても、今一度３歳児健診に携わる職員の意識向上と弱視の早期発見のための健

診体制の見直しを行なってまいります。また、保護者の皆様にも３歳児健診以後も子ど

もさんの見え方に不安を感じたら早めに眼科専門医に御相談いただくこと、ふだんの生

活の中でテレビや本、外での遠くの文字や絵を指し尋ねるなど、子どもさんの目に関心

を持ち、異常の早期発見に努めていただくことをしっかりと周知啓発を続けてまいりま

す。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） 德村登志郎議員の一般質問の途中ですが、議事の都合により、午

後１時まで休憩いたします。 

午後 ０時０１分 休憩 

―――――――――――――――――――――― 

午後 １時００分 開議 

○議長（内田靖信君） 休憩前に引き続き、会議を開き、一般質問を行ないます。 

１０番 德村登志郎君。 

［１０番 德村登志郎君 登壇］ 

○１０番（德村登志郎君） それでは、休憩前の続きになりますけれども、まず、健康福

祉部長答弁ありがとうございました。 

もう既にフォトスクリーナーの同等品が導入されているということで、私もそのお話

を聞いて安心した次第であります。ただ、弱視の子どもたちが結構増えているという事

態も同時に分かって、びっくりした次第ですけれども、しっかり今後また対応を取って

いただければなと思います。 

最後にまとめになりますけれども、日本弱視斜視学会のホームページを引用した３歳

児健康診査における視覚検査についてというのを紹介させていただきます。 

１、３歳児健康診査における視力検査は３歳６か月ごろに行なうのが効率的です。 

２、一次検査として家庭で行なう視力検査の精度を向上させるためには、保護者に対

して家庭での検査が視覚異常の早期発見に大切な機会であることを啓発し、視力測定を

マニュアルどおり正しく行ない、結果をアンケート用紙に丁寧に記入していただくこと

が重要です。家庭に送付する３歳児健康診査案内と視力検査法の説明文を、現行のもの

よりか分かりやすいものに見直す作業も必要かと思います。一次検査ができない場合に

も、必ず二次検査を受けるように啓発する必要があります。 

３、３歳児健康診査において、視力異常の検出精度を向上させるためには、市区町村
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が指定する会場で行なう二次検査で問診、視力検査に加えて、オートレフラクトメータ

あるいはフォトスクリーナー等を用いた屈折検査や、両眼視機能検査を併用することが

望ましいです。 

４、二次検査においては視能訓練士の参加が、検出精度のさらなる向上に寄与すると

考えます。二次検査で要精密検査の判定を受けた子では、その結果をフォローアップす

る体制が、きわめて重要です。 

以上でございますが、子どもたちの未来の可能性を奪わないためにも、多くの方に弱

視や斜視を理解していただくことを願って、この質問を終わりたいと思います。 

それでは、次の質問に移ります。 

［１０番 德村登志郎君 登壇］ 

○１０番（德村登志郎君） ＳＤＧｓの推進についてお尋ねします。 

今日は、ＳＤＧｓの主体的に学び行動を起こせる人間に教育する活動、ＥＳＤについ

て取り上げたいと思います。 

国連唯一の教育専門機関である国際連合教育科学文化機関ユネスコが中心になり、世

界中で取り組まれるＥＳＤ、これはＥｄｕｃａｔｉｏｎ ｆｏｒ Ｓｕｓｔａｉｎａｂ

ｌｅ Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔの略だそうです。意味はそのまま持続可能な開発目標の

ための教育です。ＥＳＤはＳＤＧｓの達成の鍵になると言われています。世界には、環

境、貧困、人権、平和、開発といった様々な地球規模の課題があり、ＳＤＧｓの１７項

目は全てそれぞれの社会課題について学び、重要性を認識することから始まります。Ｅ

ＳＤはＳＤＧｓの盛り上がりを受けて発生したものではありません。日本の提案で２０

０２に世界首脳会議実施計画にＥＳＤの１０年に関する記載が盛り込まれ、２００５年

から２０１４年まで持続可能な開発の原則、価値観、実践を教育と学習のあらゆる側面

に組み込んでいくことを目標に、持続発展教育の１０年として運用されました。 

ＥＳＤという言葉自体は聞き慣れないかもしれませんが、実は既に広く学ばれている

こともあります。例えば、理科の授業を通して、生き物や自然を観察し、環境への興味、

関心を醸成したり、限りあるエネルギー資源に関する知識を身につけたり、社会の授業

で自国の歴史や国土の特徴について学び、国際社会に生かすなど、全てが新しい概念と

いうわけではありません。というのも、ＥＳＤが目指す持続可能な社会づくりを構成す

る６つの視点として以下の例が挙げられています。 

１つ、多様性、いろいろある。２つ、相互性、関わり合っている。３、有限性、限り

がある。４、公平性、一人一人大切に。５、連携性、力を合わせて。６、責任性、責任

をもって。このように持続可能な開発のための教育は、人間教育そのものではないかと

思います。この地球で子どもたち自身が自分にできることは何か考え、行動することで

これからの厳しい時代をたくましく生きられるよう、私たちも学校、家庭、社会ととも
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にＥＳＤに貢献していくことが大切だと思います。 

ここで大牟田市の事例を紹介したいと思います。スクリーンのほうを御覧いただけれ

ば。 

［拡大投影にて画像を示す］ 

○１０番（德村登志郎君） これは大牟田市のほうでつくってあるパンフレットですけれ

ども、既に大牟田市はユネスコスクールのほうに全小中学校が参加しているということ

だそうです。見えますかね。いろんな取組をなさっていて、ＳＤＧｓもすごく力を入れ

てらっしゃるみたいです。 

このユネスコスクール、特に市全部の小中学校が参加しているというのは、大牟田市

が特出しているそうで、全国でもすごく先進的なことをやられている事例でもあります。 

ただ、このユネスコスクール、玉名市もいかがですかみたいな話をしようかと思った

んですけれども、実際、このユネスコスクール、申請はユネスコですので、英語でしな

ければいけません。そういう意味では手続が大変ですね、しかも各学校にユネスコに毎

年報告義務があるそうで、大牟田市その専用の先生を置かれていると、それもまたハー

ドルが高いと。やることはよいことなんですけれども、実際は負担感もあるというのが

現状だというふうに感じています。それでもＥＳＤが貢献していくということはすばら

しいことですので、ここで質問していきたいと思います。 

それでは、ＥＳＤ、持続可能な開発のための教育について、ＳＤＧｓが目指す持続可

能な社会の担い手を育てるＥＳＤとして、本市としてどのように捉えて、こちら推進す

るのか、また、今御紹介した大牟田市の事例等も参考にしていただいて、お考えを聞か

せてください。 

○議長（内田靖信君） 教育部長 西村則義君。 

［教育部長 西村則義君 登壇］ 

○教育部長（西村則義君） 德村議員のＥＳＤ、持続可能な開発のための教育についての

御質問にお答えいたします。 

２０１５年に国連で採択されたＳＤＧｓ、持続可能な開発目標には、貧困問題や気候

変動、植物多様性やエネルギーなど、持続可能な社会をつくるために取り組むべきビジ

ョンや課題が示され、地域社会においても活用が求められています。本市においても持

続可能な社会の実現に向けて、未来の作り手となる児童・生徒に対して、ＥＳＤ、持続

可能な開発のための教育の視点に立った取組を行なうことは非常に重要であると考えて

います。現在、玉名市で全ての小中学校において環境教育の一環として、節電や節水、

紙のリサイクル等を行ない、自然環境を大切にする心や対応の育成を目的とした学校版

環境ＩＳＯの取組を行なっています。また、全小学校の５年生においては、水俣に学ぶ

肥後っ子教室に取り組み、差別や偏見を許さない、そして環境問題の解決に主体的に関
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わる態度の育成を図っています。今後は環境教育をはじめとするＥＳＤの姿勢に立った

取組をより一層充実させていくとともに、ＳＤＧｓの目標の一つである質の高い教育を

受ける環境を整えるなど、取組を推進していきます。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） １０番 德村登志郎君。 

○１０番（德村登志郎君） 答弁ありがとうございました。 

ＥＳＤとして重要視されていくという答弁をいただきました。 

とにかくＥＳＤを実現するためには、まず、身近な問題に目を向け、小さなことから

始めることが大切だと思います。また、それらを持続可能な形で続けていくためには、

様々な視点で考えていくこと、また、周りと協力し工夫することが必要だと分かってく

ると思います。 

本市の教育にＥＳＤを取り入れることは、子どもたちへいつまでも続くすばらしい玉

名をつくり、行動することを教えてくれると期待しております。ぜひとも教育のほう推

進していただきたいと思います。 

それでは、次の２番、２０５０年ゼロカーボンシティの表明についてのお尋ねをいた

します。資料のほうよろしいでしょうか。 

［拡大投影にて画像を示す］ 

○１０番（德村登志郎君） 環境省が出していますカーボンシティの表明について、こう

いう形で申請をしてくださいというものなんですけれども、御参考にしていただければ

と思います。 

環境省は２０５０年に温室効果ガスの排出量又は二酸化炭素を実質ゼロにすることを

目指す旨を首長自らが又は地方自治体として公表された地方自治体をゼロカーボンシテ

ィとしており、熊本県においては２０１９年１２月に蒲島知事が宣言され、翌１月には

お隣の玉東町も含む県内の１８市町村が表明しました。このゼロカーボンシティが急増

した背景には、近年気象災害が頻発し、今まで経験したことない記録的な大雨による水

害など、地球温暖化の影響による危機意識の共有にあると指摘されています。また、省

エネルギー家電や再生可能エネルギーの普及拡大と国の脱酸素に向けた自治体を後押し

する動きがその成果に表れているともいえます。ＳＤＧｓの推進においてもこのゼロカ

ーボンシティの脱酸素社会へのシフトは資源循環や都市の新たな交通網の整備など、都

市全体の将来像に関わる課題です。また、市民のライフスタイルという観点からは、地

球温暖化対策のために今できる賢い選択であるクールチョイスとしてのエコスタイルへ

のシフトが期待されています。 

そこでお伺いいたします。本市においても既に表明している県、市町村と足並みをそ

ろえ、早い段階でゼロカーボンシティの表明へとシフトしてもらいたいと考えておりま
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すが、ここで市長の御見解をお聞かせください。 

○議長（内田靖信君） 市長 藏原隆浩君。 

［市長 藏原隆浩君 登壇］ 

○市長（藏原隆浩君） 德村議員の２０５０年ゼロカーボンシティの表明についての御質

問にお答えをいたします。 

まず、２０５０年までに二酸化炭素排出実質ゼロの表明についてお話しする前に、地

球温暖化の問題と影響についてお話をさせていただきます。 

議員も御存じのとおり、地球温暖化は事業活動や日常生活により発生する温室効果ガ

スの大気中濃度が増加することにより、地球全体の温度が上昇し、生態系や生活環境に

影響を及ぼすものであり、その影響として既に世界的にも平均気温の上昇が観測されて

おり、猛暑や干ばつ等の異常気象とも思えるような気候が続き、我が国におきましても

今までに経験したことのないような集中豪雨や巨大台風が多発するなど、深刻な問題と

なっております。そこで本市としましては、２０１５年国連総会において１９３の加盟

国が全会一致で採択した国際社会共通の目標であり、持続可能な世界を実現するための

１７の目標と１６９の実施手段から構成される持続可能な開発目標、これを念頭におい

て玉名市地球温暖化対策実行計画に基づいて、脱酸素社会の構築の分野においてではあ

りますけれども、ＳＤＧｓの達成に貢献できるよう、市有財産施設を中心とした取組を

行なってきております。具体的には、玉名市公共施設長期整備計画に沿った公共施設の

統廃合、施設の適切な修繕、改修、電気設備のＬＥＤ化、また、全職員による公共施設

内のこまめな電源管理等ございます。 

なお、議員御質問の２０５０年ゼロカーボンシティの表明を行なうに当たっては、こ

れは主体的に表明を行うということになると、恐らく熊本県、それから熊本市というこ

とになるんだろうと、今、熊本市のほうが近隣の自治体を交えて表明されているんだろ

うというふうに思いますけれども、玉名市が主体的に表明しようとする場合には、実行

計画の策定、それから温室効果ガスの排出をしないエネルギー供給システム構築等々に

大きな財政支出が伴いますので、今後他市の状況を見ながら、それから今後の社会の状

況も踏まえながら、しっかりと検討していきたいというふうに思っております。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） １０番 德村登志郎君。 

○１０番（德村登志郎君） 答弁ありがとうございました。 

この問題に関しては、本当首長である市長が大きなリーダーシップ、また、御決断が

必要な課題なのかなというふうに思いました。 

私はこのＳＤＧｓの達成目標の中でもちょうどこの目標１３、気候変動。気候変動及

びその影響を軽減するための緊急対策を講じる。この項目こそがＳＤＧｓの中でも最重
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要課題だと感じております。実際、防災、減災といっても地球規模での気候変動に対策

を講じなければ、市民の財産や命を守ることは根本的にはできないというふうに思いま

す。答弁いただきましたけれども、実際、大きな財政支出が伴うものだと思います。た

だ、ぜひとも市長におかれましては、前向きな御検討、御決断をお願いしたいというふ

うに思います。 

今回、結構いろいろ質問させていただきましたけれども、これで私の一般質問を終わ

りたいと思います。御静聴ありがとうございました。 

○議長（内田靖信君） 以上で、德村登志郎君の質問は終わりました。 

引き続き、一般質問を行ないます。１２番 西川裕文君。 

［１２番 西川裕文君 登壇］ 

○１２番（西川裕文君） どうも、ありがとうございます。本日最後の一般質問となりま

す。１２番、新生クラブ、西川裕文です。傍聴席の方、また、ネット配信で御覧の皆様

ありがとうございます。 

それでは、通告に従いまして一般質問をさせていただきます。 

まず、１番目に博物館の展示品のリニューアルについて伺います。歴史博物館こころ

ピアにおきましては、現在、神社をめぐる人びと展の企画展、また、催物として金栗四

三展が行なわれております。来月は、今からちょうど１００年前の１９２１年３月３日、

日本で初めて国指定史跡となった石貫穴観音横穴と石貫ナギノ横穴群のパネル展も計画

をされております。この歴史博物館こころピアにつきましては、今から２７年前、１９

９４年、平成６年に開館をしておりますけれども、ちょうど入館して入りますと左側に

なりますけども、常設展示館がありますけれども、この常設展示品につきましては、開

館の当初から一度も改装がなされていないと聞いております。合併してちょうど１５年

になりますけれども、岱明町、横島町、天水町の文化財の展示等々はないと思います。

また、国指定重要文化財、旧玉名干拓施設やこの前受けました菊池川流域の日本遺産、

岱明玉名線で発掘された文化財、また、いだてんで全国に知っていただきました金栗四

三翁の紹介など、常設展示はなされておりません。城北地区には博物館は玉名市にしか

ないと思います。今まで市内の学校の児童・生徒の方々や市民の皆様も玉名市の学びと

学びの場となっている博物館であります。今後常設展示品をリニューアルする必要があ

ると思いますが、これについてどのようにお考えか伺います。 

○議長（内田靖信君） 教育部長 西村則義君。 

［教育部長 西村則義君 登壇］ 

○教育部長（西村則義君） 西川議員の博物館の展示品のリニューアルについての御質問

にお答えいたします。 

歴史博物館こころピアは、平成６年の開館以来、川とともに発展した玉名をテーマと
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した常設展示のほか、本市にかかる資料を収集し、専門的な調査、研究を行ない、その

成果を生かした企画展、催物、コンサート、体験学習等を開催してまいりました。これ

までに市内外の児童・生徒をはじめ、多くの市民、そして観光客の皆様に御来館いただ

いております。現在、博物館の常設展示については、その港町だった玉名に注目し、前

述の通り川とともに発展した玉名にテーマを絞って、原始古代から各時代の交易・交流

を中心に展示しており、西南戦争までの展示となっています。また、明治時代以降や金

栗四三先生など、人物に関する展示は企画展という形で取り上げてきました。特に金栗

四三先生については、毎年３月に開催される金栗杯玉名ハーフマラソン大会にあわせて、

毎年２月末からレクチャーホールにて展示しています。その展示内容は、毎年テーマを

設け、展示内容を少しずつ変え、毎年見学にいらっしゃってもまた違う資料を御覧いた

だけるようにし、資料の劣化防止も考慮し、展示期間は１か月程度と限定しています。

日本遺産に関しては、令和２年１０月から１１月末までエントランスホールにてパネル

展を開催し、また、横島公民館や天水公民館でも展示しました。御案内のとおり、博物

館は社会教育機関として設置理念に基づき、資料の収集保管、調査研究を行ない、その

成果に基づく展示や教育普及活動を行う施設であります。御指摘いただきました常設展

示の見直しに当たっては、今後旧３町の内容や日本遺産金栗先生に関する展示も含め、

十分な調査研究を行ない、市民や学識経験者で構成する博物館協議会において基本的な

展示構成の方向を検討してまいりたいと考えております。これからも次世代の子どもた

ちから高齢者まで、地域の歴史を理解し、愛郷心を育てる場として博物館の展示内容の

充実に努めてまいります。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） １２番 西川裕文君。 

○１２番（西川裕文君） 答弁ありがとうございました。 

ただいま、答弁の中に今後博物館の協議会において基本的な展示構成の方向性を検討

してまいりたいというような答弁をいただきまして、先ほど申しましたように、合併を

して１５年になります。玉名市全体が紹介できる場づくりを検討をまず検討していただ

きたいというふうに思います。 

西南戦争の関ヶ原といえる玉名の会戦、２月２５日から２７日になりますけれども、

この３日間の最終日であり、西郷隆盛の弟で永徳寺にて銃弾を受けて亡くなった西郷小

兵衛さんの１４５回忌でもある先月の２月２７日、髙瀬の官軍墓地にて西南戦争慰霊祭

が行なわれております。行政からは玉名市だけでなく、お隣の玉東町、それと熊本市か

らも行政の方々参加いただいておりました。地元の吉田議員さんのほうのお参りもあり

がとうございました。等含めまして、博物館の常設展示の展示品について今まで行って

なかったリニューアルに関しては、検討をしていただくというふうな答弁をいただきま
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して、ぜひ、本年１５周年になりますので、４年後、４年半になりますけども、合併２

０周年等々にあわせた形で、リニューアルをしていただければというふうな希望であり

ます。また、展示品の内容につきましても、先ほど申しました旧玉名市だけではなくて、

玉名市全体の展示も希望いたしますし、多少は先ほど申しました玉東町、近くの熊本市

もありますけども、それ以外でなくて、菊池川流域等々もありますし、周りの行政も含

んだ説明含めたところの展示も検討していただきたいと希望いたします。 

そして博物館を見学することで、先ほど答弁の中にもありましたように、玉名市民の

方々が昔から今までの玉名市、玉名そして周りの自治体とのつながりも十分つながりを

もって、学ぶことができる場づくりを考えていっていただきたいというふうに希望いた

します。よろしくお願いいたします。 

それでは、次に移ります。 

［１２番 西川裕文君 登壇］ 

○１２番（西川裕文君） それでは、２番目に移りますけども、新型コロナによる生活困

窮者の状況について伺います。 

１２月の議会におきましては、市内事業者の方々の新型コロナの影響について伺いま

したけれども、今回は、商工政策課さんの担当ではなくて、１階のくらしサポート課の

方々担当部署内の新型コロナの影響について伺います。先週の地元新聞に２０２０年１

年間の生活保護申請件数が前年より増加したとありました。２０１３年以降初めて増加

したということで、コロナによる雇用悪化の影響というふうなことでありました。そこ

で３つについて伺います。これにつきましては、学生の方々も本当にバイト等々もなく

なって、苦しい状況もあると思いますので、学生の方々も含めたところで生活困窮者の

方々の相談の状況、また、困窮者の方々への具体的な対応、それから生活保護者の方々

の増加等々についてどのようになっておるか伺います。 

○議長（内田靖信君） 健康福祉部長 竹村昌記君。 

［健康福祉部長 竹村昌記君 登壇］ 

○健康福祉部長（竹村昌記君） 西川議員御質問の新型コロナウイルス感染症による生活

困窮者の状況についてお答えいたします。 

まず、生活保護の新規申請件数でございますが、令和元年度の８６件に対し、本年度

２月末現在で６７件となっており、若干の減少傾向にあります。この要因としましては、

社会福祉協議会による緊急小口資金や総合支援資金の貸付制度、ひとり親世帯臨時特別

給付金などの各種給付金、また、税の減免制度などの利用により急場をしのがれている

状況であり、貸付け等に関する相談は大幅に増加しております。なお、大学生をはじめ

とした学生さんからのお問合せは本市の相談窓口にはございません。しかしながら、各

貸付制度などの支援策終了後は、生活が立ち行かず生活保護相談件数の大幅な増加も予
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想されます。そのため、今後も引き続き各種支援策について市ホームページに掲載する

とともに関係機関と連携し、市民への周知を図ってまいります。あわせて、現在本市の

施策として進めている全庁体制で連携するつながるシートの活用など、包括的な支援体

制を一層強化し、市民の皆さんが相談しやすい、いわゆる断らない支援の推進に取り組

んでまいります。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） １２番 西川裕文君。 

○１２番（西川裕文君） ありがとうございました。 

ただいま答弁いただきまして、直接生活保護者の方々の増加はなっていないというと

ころで、それについてはいろんな社会福祉協議会とかいろんな面の助成金が行なわれて

いるということで、まずはそれで対応していただいとるというのが直接生活保護者の増

加にはつながっていないというのが十分わかりました。 

学生さんの相談についても、今のところ窓口のほうではないというふうなところで、

今後どういうふうになるか、先ほどありましたけれども、全庁的に相談窓口として玉名

市民の方々、企業化も含めたところでみんなの方々の意見も聴取して対応していくとい

うふうな説明をいただきましたので、これについては。今後なかなかコロナ、どういう

ふうな形で収まっていくか、まだ先が見えない中で、それぞれ対応を全体で、ありまし

たように全庁一体となって市民の方々の対応をしていただきたいというふうに思います。 

くらしサポート課の状況も伺いましたけれども、今後もますますやっぱり経済的に厳

しくなった方々やまた、精神的に苦しい方々、経済だけでなくて、やっぱりそのような

中から精神的にやっぱり厳しい方々もまた出てくると思いますので、対応をしていただ

きたいと思います。過去におきましても昨年の豪雨災害や近年の台風災害、また、来月

で５年を迎えます熊本地震、また、ちょうど３月１１日で丸１０年になります東日本大

震災等々の経験によりまして、被害を受けられた方々の経済的な支援も当然必要であり

ますけれども、それに加えてやっぱり心のケアというのが大切であるということが多く

の災害経験の中でわかってきています。新型コロナにつきましても、私たちも含めて現

代人にとりましては初めての経験であります。こういう状況というのは今まで経験をし

たことがありません。先ほどの答弁にもありましたように、職員の皆様方には、それぞ

れの課で今まで対応していただいておりますけれども、相談に来られた市民の方々のお

話を十分伺っていただいて、全庁的にお話を伺っていただいて、まずは思いを出して、

全て出し尽くしてもらって、メンタルブロックを取り除いて、その後それに対しての対

応を今後も十分していただくという答弁もいただきましたので、よろしくお願いしたい

と思います。人間は悩み等を全て出してしまえば、心がすっきりしてまた新たな力が出

てくる、湧いてきます。市民の方々の思いをまず十分それぞれの部署で聞いていただい
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て、対応をしていただくようによろしくお願いいたします。 

それでは、最後の質問になります。 

［１２番 西川裕文君 登壇］ 

○１２番（西川裕文君） それでは、最後の質問に入ります。築山小学校の体育館新設と

グラウンド拡張について伺います。 

今から３年前の６月議会で、当時の校区内の区長様方、支館長様、老人会長様、ＰＴ

Ａ会長さん、消防団の副団長様、また、地元の赤松議員様とともに３,９９０名の請願

の賛同の署名の名簿を添えて、築山小学校の施設整備を求める請願の承認を皆様全員賛

成で承認を受けております。つきましては、この請願の中にありました体育館の新設、

グラウンドの拡張については、今どのように考えておられるか伺います。公共施設長期

整備計画におきましては、令和６年から４年間で体育館の建て替えの計画になっており

ますけれども、それも含めたところで今、体育館の新設及びグラウンド拡張についてど

のようにお考えか伺います。 

○議長（内田靖信君） 教育部長 西村則義君。 

［教育部長 西村則義君 登壇］ 

○教育部長（西村則義君） 西川議員の築山小学校の体育館新設とグラウンド拡張につい

ての御質問にお答えいたします。 

体育館建設については、学校施設長寿命化計画に基づき、現時点では令和６年から９

年度の予定となっております。グラウンド拡張については、検討をしておりますが、学

校敷地の高低差や隣接する河川改修や用地の問題等があり、実施できていない状況です。

実施方法としましては、全体的な校舎の配置計画を見直し、全体的に改築することによ

る拡張も考えられますが、既存の建物がまだ健全であり、一度に改築することも困難と

考えております。今後も児童数の推移を注視し、校舎の棟ごとの改築、改修計画により

改善していきたいと考えております。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） １２番 西川裕文君。 

○１２番（西川裕文君） 答弁ありがとうございます。 

今の答弁の中にありましたように、令和６年から９年の予定で検討しているというと

ころで、予定ですということです。また、グラウンドについても今、検討していると、

それから児童数の今後の増減によって全体の校舎についても検討するというふうなお話

をいただきましたけれども、これは繰り返しになりますけども、ちょっと再質問になり

ますが、現在、プレハブ等も含めて築山小学校ではちょうど教室につきましてはほぼ満

杯と、余裕がない状況になっております。現在、地元では、新築の住宅もそれぞれ増加

している中、クラス増になって教室の増設等が必要になった場合に、現在のプレハブ校
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舎も含め、校舎についてはどのように考えておられるか、再度質問をいたします。 

○議長（内田靖信君） 教育部長 西村則義君。 

○教育部長（西村則義君） 再質問にお答えいたします。 

今後児童数が増加し、施設に不足が生じた場合は、その規模に対応した整備をする必

要があるため、児童数の推移を注視し、老朽化している特別教室等の改築時にプレハブ

等の継続、あるいはプレハブ等を解体し、教室等の増築等も視野に入れながら、総合的

に判断してまいりたいと考えております。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） １２番 西川裕文君。 

○１２番（西川裕文君） 答弁ありがとうございます。 

ただいま答弁いただきまして、児童数の増加に従って、技術棟等の古い建て替えのと

きに校舎についてもプレハブも含めたところで検討していくという答弁をいただきまし

て、よろしくお願いしたいと思います。 

現校舎につきましては、一昨年だったですか、約７,０００万円強の予算をもって外

壁の工事をしていただきまして、校舎については美しくなっておりますので、今後先ほ

ど繰り返しになりますけれども、体育館の新設、それにあわせてグラウンドの拡張、プ

レハブ校舎の建て替えや技術棟の建て替え等々、計画に基づいて計画どおりの対応をし

ていただくことを望みます。よろしくお願いいたします。 

ここで一つ新型コロナ対応について、ちょっとうれしいお話をもらいましたので、ち

ょっと紹介をさせていただきます。 

小中学校の冷暖房の空調の設備がおかげさまで全館内整備がなされました。新型コロ

ナに対応して、窓を、教室の換気を行なうということが空調設備を入れたことによって

できるようになったと、本当にありがたいということで、先日ある校長先生から言葉を

いただきました。空調設備が整っていなかったらば、このコロナの状況の中で、教室内

の換気がなかなかできなかったのが、空調設備完備していただいたことによって、窓を

全部開けることができたり、換気が十分にできるようになったということで、本当にコ

ロナの前に対応していただいとってよかったというふうな校長先生のお話でありました

ので、これについては、本当にありがたかった、よかったなというふうなところで思っ

ております。 

それでは、最後になりますけれども、今月３月で退職を迎えられます職員の皆様に関

して、旧１市３町の時代から今日まで、本当にありがとうございました。今後は、それ

ぞれの立場は変わられますけれども、今までの多くの経験を生かしていただいて、より

輝く玉名市民、玉名づくりのために御協力を今後も協力を賜りますことを切にお願いい

たします。本当にありがとうございました。お疲れさまでした。まずは、３月まだあと
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一月残っておりますので、精いっぱいまた頑張っていただきたいと思います。 

それでは、これをもちまして私の一般質問を終わります。ありがとうございました。 

○議長（内田靖信君） 以上で、西川裕文君の質問は終わりました。 

以上で、本日の日程は終了いたしました。 

明１０日は、定刻より会議を開き、一般質問を行ないます。 

本日は、これにて散会いたします。 

午後 １時４６分 散会 
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午前１０時００分 開議 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

○議長（内田靖信君） おはようございます。ただいまから本日の会議を開きます。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

日程第１ 一般質問 

○議長（内田靖信君） 日程第１、「一般質問」を行ないます。質問は、通告の順序によ

って許すことにいたします。 

２番 𠮷田真樹子さん。 

［２番 𠮷田真樹子さん 登壇］ 

○２番（𠮷田真樹子さん） 皆さんおはようございます。今日は遠くからたくさん傍聴に

お越しいただきまして、ありがとうございました。２番、創政未来、𠮷田真樹子です。 

では通告に従って一般質問をさせていただきます。ごみ問題について。自らの意思や

社会への奉仕でボランティア活動をされる方もいらっしゃいますが、ボランティアは、

近年では、高齢化が進み、人の手を借りずとも過ごせる健康寿命を保つための一つの楽

しみでもあり、交流の場になっているものだと思います。玉名市にはボランティア連合

会、通称ボラ連がありますが、こちらに登録をされている団体の状況と活動についてお

尋ねいたします。また、赤いボランティアごみ袋、ほかの市町村にはないボランティア

ごみ袋が玉名市にはありますが、いつからどのような経緯で準備をされたのかを続けて

お尋ねいたします。 

○議長（内田靖信君） 市民生活部長 蟹江勇二君。 

［市民生活部長 蟹江勇二君 登壇］ 

○市民生活部長（蟹江勇二君） おはようございます。田議員の市民ボランティアの活

動について、並びにボランティアごみ袋の活用状況についてお答えいたします。市民ボ

ランティア活動の中のごみの関係で、答弁いたします。ボランティアごみ袋の活用状況

についてですけれども、平成３０年度に、延べ４１団体に１,６２０枚、令和元年度に

延べ４４団体に１,４５７枚、令和２年度２月末時点で延べ３０団体に６００枚を配布

し、御利用いただきました。ほとんどが行政区の申請ですが、自主的に、各業界団体や、

高等学校生徒の地域貢献活動でも取り組んでいただいており、個人的に活動されている

ことを含めますと、把握している以外にも多くの方々が参加されていると思われます。

この場をお借りしまして、深く感謝申し上げます。 

また、ボランティアごみ袋の作成に至る経緯を申し上げます。旧玉名市における平成

８年度の家庭ごみ処理費有料化に伴い、導入いたしました。公道、河川、公園など、公

共施設の美化活動の支援として、処理費を無料としております。なお、ボランティアの

方々には、ごみ分別以外に、処理施設へ直接搬入にしていただくようお願いしておりま
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す。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） ２番 𠮷田真樹子さん。 

○２番（𠮷田真樹子さん） ありがとうございました。 

私がこのボランティア袋の存在を知ったのは２年前でした。マラソン大会で、１０キ

ロ走ることになり、最初の慣らしで歩くことから始めました。 

歩いていて缶やペットボトルなどのごみを目にして、ついでだからと思い、拾い始め

たのが私のごみ拾いウオーキングの始まりでした。 

ごみを毎回持ち帰る私に、ボランティア袋の存在を夫が教えてくれました。夫は、毎

年８月に行政と漁業協同組合主催で行なわれる一斉清掃活動に毎年参加をしているため、

そこで使用されているボランティアごみ袋の存在をよく知っていたのでした。 

［ボランティアごみ袋を示す］ 

○２番（𠮷田真樹子さん） これがボランティアごみ袋なんですけど、通常の平袋と同じ

大きさになってます。このごみ袋が、いっぱいになったものを、通常のごみカレンダー

の日に出してはいけないことになっておりまして、出せるようにお願いしてと夫に言わ

れましたので環境整備課にお尋ねをいたしました。答えは、できませんということでし

た。理由は、一般ごみ収集だけでもいっぱいで無理とのことでした。 

今回の質問に当たり、聞き取りの中で、東部環境センターは土曜日は完全に閉まって

いますが、日曜日が開いているということを知りました。ごみ回収の受入れはされてい

ないが開いていて、係の方がいらっしゃるということでした。 

ここで再質問をさせていただきます。仕事のためやごみの運搬など、何らかの理由で

平日の持込みが厳しい状況、困難な状況の市民のために、東部環境センターの日曜日の

ボランティアごみ袋の回収受入れも御検討できないでしょうか。 

○議長（内田靖信君） 市民生活部長 蟹江勇二君。 

○市民生活部長（蟹江勇二君） 𠮷田議員の再質問についてお答えいたします。まず、ボ

ランティア袋の処理施設の収集ができない理由につきましては、議員もおっしゃられま

したけども、一般家庭ごみの収集に関して、回数増加や、大幅な時間の遅れなどの発生

が見込まれることでございます。次に、処理施設の休日受入れができない理由につきま

しては、処理施設における人件費等の負担増加が最大の原因であります。休日受入れの

実施につきましては、有明広域行政事務組合内での決定を行なう必要がありますので、

今後、構成自治体と検討を行なっていきたいと思います。以上でございます。 

○議長（内田靖信君） ２番 𠮷田真樹子さん。 

○２番（𠮷田真樹子さん） ありがとうございました。 

市民が善意で拾っていただいたごみが処分できない状態になってはならないと思いま



－ 172 － 

す。できない理由だけじゃなく、どうしたらそれが解決できるかを考えてみてください。

部長もう一度御検討をお願いいたします。 

では次は、ポイ捨て条例についてお尋ねをいたします。 

玉名市には環境美化に関する条例の中の第１条に、市内の環境美化の促進及び市民等

の快適な生活環境の確保を図り、もって清潔できれいなまちづくりを推進することを目

的とするとうたってあります。この条例から８年がたちますが、条例を施行して、その

後よくなっているとは私には思えなく、改善の必要があるのではと提案を含めて、今回

のごみ問題を質問に挙げさせていただきました。現在、あちらこちらに見かけます不法

投棄の警告看板、こちらになります。写真をお願いいたします。 

［拡大投影にて画像を示す］ 

○２番（𠮷田真樹子さん） これがあちらこちらにあるんですけど。では、条例ができて

からの本市の取組をお尋ねいたします。 

○議長（内田靖信君） 市民生活部長 蟹江勇二君。 

○市民生活部長（蟹江勇二君） 𠮷田議員のポイ捨て条例についての御質問についてお答

えいたします。 

玉名市では、玉名市環境美化に関する条例を平成２３年度に制定し、平成２４年６月

１日から施行しております。この条例はポイ捨てをはじめ空き地、ペットの飼い方など

の適正な管理により快適な生活環境の確保や清潔なまちづくりを推進することを規定し

ております。議員御質問のポイ捨てや、不法投棄防止の対策として、看板の設置、意識

の啓発や、広報、ごみ出しカレンダーなどを通じて、市民の皆様に対して、意識の啓発

を促しておりますが、なかなかごみが減らず、苦情や相談が後を絶たない状況です。今

後、さらに効果が上がる取組を検討したいと考えております。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） ２番 𠮷田真樹子さん。 

○２番（𠮷田真樹子さん） ありがとうございました。 

まず、心に響く看板をお勧めいたします。１０１歳まで、ジャーナリストとして生き

抜かれた、むのたけじさんの「たいまつ」という詩集の中の一つの詩です。看板でポイ

捨てがなくなるとは言い切れませんがこの詩を紹介させてください。自分で出したごみ

を自分で始末するかしないか、それを見ればその人の品性の９割以上を正確に見ること

ができる。私はこの詩に、当時心を打たれました。ほかにはゆるキャラのタマにゃんの

看板で捨てちゃダメニャン、などの看板をお勧めいたします。 

重ねまして他市の取組を一つ紹介いたします。こちらは久留米市の取組ですが、写真

をお願いいたします。 

［拡大投影にて画像を示す］ 
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○２番（𠮷田真樹子さん） この看板は、下の部分の名前を消してあるのですけど、ここ

に私の名前を入れるならば、𠮷田真樹子が、責任を持って、この道のお世話をしますの

でおまかせくださいという約束とボランティア宣言の看板なのです。日本初の罰金つき

ポイ捨て条例から２０年と書いてあったんですけど、玉名市は条例施行から８年なので、

まだまだ試行錯誤をする必要があるのではないかと思います。 

今回この質問をしようと決めたのには、ある方の一言からでした。１月に、軽トラッ

クを道の脇にとめ、道沿いの、私の実家の畑で何かをされている方を横目に通り過ぎ間

もなくしてふと気が付きました。ごみを拾ってくれているのだと。私はそのとき、急ぐ

用もなかったので、Ｕターンをして、その方にちょっと話しかけてみました。どこから

こられたのですかと聞くとその方は梅林から来たと言われてごみを拾ってくださってい

たのです。後日、梅林の方に尋ねてみました。やはりその方を御存じでした。１０年ほ

ど前に定年退職をされて、地元梅林に帰ってこられてからずっと毎日清掃活動をされて

いるそうです。その方がＯさんと教えていただきました。 

前に自転車で桃田運動公園入り口の大通り脇のごみを拾う方を見かけたことがあった

ので、玉名市には数人、そういう方がいらっしゃってうれしいですねと、その方に伝え

ましたが、Ｏさんは通常は自転車だよと言われました。私が見かけた自転車の方も、Ｏ

さんだったのです。私が話しかけたときに、Ｏさんは毎日しよるけど、変わらんと言わ

れました。そうなんです。捨てる人がやめない限り、同じことの繰り返しで何も変わら

ないのです。Ｏさんの奉仕の気持ちでされている御好意が報われることを考えてはみま

せんか。捨ててあるから拾うのではなくて、きれいだから捨てることができないに変え

ていきませんか。 

先日、熊本日日新聞の掲載に空き地に花壇、ポイ捨てがなくなったとありました。内

容は、空き缶やたばこの吸い殻が捨ててあったところの石を掘り起こし、花壇に変えた

ところ、数か月たったら、そこへのポイ捨てはなくなったと投稿されておりました。ボ

ランティアでも拾うボランティアだけではなく、花壇づくりのボランティアもいいと気

がつきました。 

久留米市の取組は、ごみを捨てる人よりも拾う人を増やそう。久留米クリーンパート

ナー制度として、平成２５年の時点で、登録者数１万７,６５６人、子ども、お年寄り、

企業なども、気軽に誰でも参加できるボランティアとして、年々登録者数が増加してい

るそうです。平成２４年の時点で学校登録が２２校だそうです。 

長くなりましたが、再質問です。Ｏさんという市民の取組から久留米市の取組までお

伝えさせていただきましたが、今後の担当課の見解をお聞かせください。 

○議長（内田靖信君） 市民生活部長 蟹江勇二君。 

○市民生活部長（蟹江勇二君） 𠮷田議員の御質問にお答えいたします。 
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御紹介いただきました、他市の取組とか、Ｏさんのこととかですね、アイデアにあふ

れた人の心に届くような、いい取組だと感じました。玉名市では、花つくり事業などに

取り組まれている場所では、ごみが少ないようですけども、人目につきにくい場所では、

不法投棄禁止看板を設置しても、ポイ捨てが後を絶たない状況です。 

議員の御提案を参考に、先ほどスライドでお見せになられましたけども、例えば現在

玉名市で作成している看板には、不法投棄は処罰されます、５年以下の懲役、１,００

０万以下の罰金が科せられます、ごみを捨てる現場を見られた方通報してくださいと、

先ほど書いてありましたけど、なかなか威圧的な文字が並んでおりますが、この看板を

今後はタマにゃんのイラストを用いたり、優しい言葉に変えたりして、人の心に届くよ

うな、また景観もよくなるような看板に変更したいと思います。ともかく、まずはすぐ

にできそうなことから、着実に実施してまいりたいと思います。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） ２番 𠮷田真樹子さん。 

○２番（𠮷田真樹子さん） 部長ありがとうございました。看板を楽しみにしております。 

捨てている人は同一人物です。私にはわかります。同じ場所で同じごみを幾つも片付

けてきました。ここでも、まず必要なのは捨てないという根本の考えを身につけること、

それは子ども時代です。先日、末の子どもの２分の１成人式つなしの会がありました。

１０歳になるとつがなくなる。一つ、二つ、三つ、四つ、五つ、六つ、七つ、八つ、九

つ、十、十歳になったときにつがなくなるので、つなしの会というのがあっております。

前に参加しました子育てセミナーで、つのつく年までに当たり前のことをきっちり教え

ることと習いました。 

ポイ捨てをしないということは、お友達とともに、うちの子は、遊びの延長でごみ拾

いウオーキングをする中で身についていると思います。 

次の写真をお願いします。 

［拡大投影にて画像を示す］ 

○２番（𠮷田真樹子さん） このように遊びの延長でごみ拾いウオーキングをしてごみを

集めてきました。集めたごみが、これですね。はい、子どもたちとお散歩する中で集め

たごみです。右からペットボトルが２袋、３袋あるのが燃えるごみ、続いて缶と瓶です

が、同じぐらい、一度処分しておりますので、結構、お散歩の中で拾っています。 

このようにですね、いつから落ちていたのだろうと思うような缶ですね、こういうも

のを拾います。私は決していいことをしているでしょうと自慢しているわけじゃないで

す。最初は自己満足だけで拾っておりましたが限りなくある、これはどうにかしなけれ

ばいけないのではないかとだんだんと気持ちが変わってきました。 

人として大事なこと、もちろん子どもへは家庭でのしつけでやるべきことではありま
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すが、子どもたちの学校教育でも必要と考えます。現在どのような取組をされているの

か、お聞かせください。 

○議長（内田靖信君） 教育部長 西村則義君。 

○教育部長（西村則義君） 𠮷田議員の子どもたちへの教育についての御質問にお答えい

たします。 

ごみ捨て等の問題につきましては、ボランティア等を含めた主体的に環境を守ろうと

する心情や態度を、子どもの時代から育てていくことは重要であると考えております。

そこで、主体的に環境を守る児童生徒の心情や態度を育むために、本市の学校において

は、様々な取組がなされております。 

ある学校では、登校班で下校する集団下校の際、通学路のごみ拾いを行なっています。

児童それぞれがごみを拾いながら下校し、最後は登校班長が班員のごみを集め、分別し

て捨てるという取組です。 

そのほか、遠足の際に訪れた公園のごみ拾いを、全児童・生徒で行なったり、曜日と

時間を決めて、学校の敷地内のごみ拾いを行なったりしている学校もあります。 

そのほかに、児童生徒の主体的な取組として、夏休み等の長期休業期間にごみ問題に

関するポスターや標語づくりを行なっています。 

また全ての小学校で総合的な学習の時間において、身近な環境問題に目を向け、主体

的に考え、行動できる児童生徒の育成を目指す、人と自然に優しい学習・環境のまち玉

名、これは総合学習のタイトルでございますけれども、の学習に取り組んでいます。 

今後も、ごみ問題をはじめ、児童生徒が主体的に環境を守り、環境問題に関わってい

こうとする心情や態度の育成に取り組んでいきます。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） ２番 𠮷田真樹子さん。 

○２番（𠮷田真樹子さん） いろいろと取り組んでやっていただいておりました。ありが

とうございます。今後もどうぞよろしくお願いいたします。 

前に紹介いたしました、むのたけじさんの詩の、自分で出したごみを自分で始末する

かしないか、それを見れば、その人の品性の９割以上を正確に見ることができる。 

この詩は、高校時代の、私の担任だった先生が、毎月、学級通信に載せられていた中

のものです。学生のときに見た学級通信の詩を３０年後の出来事に合わせて思い出した

んです。だからこれからの未来を担う子どもたちには、もっとたくさんの経験、体験と

学びを与えていただきたいと要望いたしまして、次の質問に移りたいと思います。 

［２番 𠮷田真樹子さん 登壇］ 

○２番（𠮷田真樹子さん） 男女共同参画推進の取組について、（１）女性職員の管理職

登用について。玉名市男女共同参画計画に掲げる目標の中に女性管理職登用の項目があ
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ります。 

令和４年度の目標値が１５.０％に設定してありますが、女性職員の管理職登用の目

標に対しての進捗状況はどのようになっているのかをお尋ねいたします。 

○議長（内田靖信君） 総務部長 永田義晴君。 

［総務部長 永田義晴君 登壇］ 

○総務部長（永田義晴君） おはようございます。𠮷田議員の女性職員の管理職登用につ

いての御質問にお答えいたします。 

議員お尋ねの女性職員の管理職登用に対する実績でございますが、平成３０年度は管

理職の対象職員５２人に対して、女性職員、女性管理職が５人、割合は９.６％、令和

元年度は対象職員５５人に対しまして、女性職員が５人、割合が９.１％、令和２年度

におきましては、対象職員５４人に対しまして、女性職員が４人で割合は７.４％とな

っております。 

○議長（内田靖信君） ２番 𠮷田真樹子さん。 

○２番（𠮷田真樹子さん） ありがとうございました。 

こちらに載っていたんですけども、女性が職業生活において女性の個性と能力を十分

に発揮し活躍できる社会を実現することを目的として、平成２７年に法律が制定されま

した。 

そこで、玉名市も女性職員活躍推進特定事業主行動計画を定めております。答弁では、

管理職に占める女性の割合が平成３０年度、令和元年度、令和２年度と年々低下してい

るようでしたが、なぜ女性管理職の登用が少なかったのかをお尋ねいたします。 

○議長（内田靖信君） 総務部長 永田義晴君。 

○総務部長（永田義晴君） 𠮷田議員の再質問にお答えをいたします。 

女性職員に限らず、管理職及び監督職に昇任、昇格するためには、年齢や必要な職位

の経験年数などの資格、人事評価の結果、休職歴など様々な条件がございますので、ど

うしても女性職員の割合にばらつきが出てくるのが現状でございます。 

しかしながら、課長補佐級、そして係長級に占めます女性職員の割合は、近年増加を

しております。今後確実に女性職員が増加するものと見込んでおります。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） ２番 𠮷田真樹子さん。 

○２番（𠮷田真樹子さん） ありがとうございました。 

私は女性職員が能力に応じて、管理職に昇格することを歓迎する職場、組織づくり、

男性であれ女性であれ、常に能力向上を目指す組織づくりなどが大切だと考えます。 

では、また再質問です。現在、係長が１２６人中女性が５６人、４４.４％です。女

性管理職が増える条件は整っております。 
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課長補佐に何人なる、課長補佐から課長に何人なる、部長に何人という具体的な目標

数はあるんでしょうか、お尋ねします。 

○議長（内田靖信君） 総務部長 永田義晴君。 

○総務部長（永田義晴君） 𠮷田議員の再質問にお答えをいたします。 

先ほどの答弁にもありましたように、管理職及び監督職に昇任するためには、様々な

条件がございますので、課長級や課長補佐級に対する女性職員の具体的な数値目標は、

一概に設定できるものではございません。 

しかしながら、今年度、玉名市女性職員活躍推進特定事業主計画の後期計画を策定い

たしますが、本計画の数値目標にも、管理職に占める女性職員の割合を、１５％と設定

し、女性職員に対する研修等の充実を最も重要な取組事項として掲げており、今後さら

なる女性管理職の積極的な登用を図っていこうと考えております。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） ２番 𠮷田真樹子さん。 

○２番（𠮷田真樹子さん） ありがとうございました。 

ぜひ目標を定めてありますので積極的な登用を行なっていただきたいと思います。 

では次の質問に移ります。 

女性の活躍の場を増やす取組についてお尋ねいたします。 

女性が活躍するために、他市町村では、市長と語る会や、女性だけでなく、若者のま

ちづくりに関わりたくなるような機会を提供する人材育成セミナーがあると聞いており

ますが、本市ではそのような学べる取組はあるのでしょうか、お聞かせください。 

○議長（内田靖信君） 総務部長 永田義晴君。 

○総務部長（永田義晴君） 𠮷田議員の御質問、女性の活躍の場を増やす取組について、

本市では、男女共同参画社会の早期実現を目指し、平成３０年３月に「男女（ひと）が

ともに尊重し合い、自分らしく生きられる社会の実現」を目標に、第三次男女共同参画

計画を策定し、様々な施策を展開をいたしております。 

第三次計画においては、重点目標のトップに、あらゆる分野における女性の活躍推進

を掲げ、具体的な取組を実施をしております。 

まず、あらゆる分野における意思決定過程への女性の参画拡大を図る中で、特に政策

や方針の決定過程への女性の参画を促進するため、玉名市女性人材リストを整備し、市

の各種委員会等への女性委員の登用を推進をいたしております。 

次に、啓発事業といたしまして、市主催または共催で、啓発講座、講演会の開催や、

男女共同参画推進の取組の強化月間等の啓発展示を複数箇所で実施しております。 

加えまして、今年度から新たな取組といたしまして、啓発情報誌として、玉名市男女

共同参画通信「ひととせ」の発行と、男性による料理レシピを募集し、市民投票により
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表彰するお父飯（はん）レシピ募集事業を実施をしております。 

また、国や県、近隣自治体の啓発講座、講演会、研修情報のほか、男女共同参画に関

する法整備や関連制度など、広報たまなやホームページで情報を随時発信し、市民の男

女共同参画社会への関心を高めるよう取り組んでおります。 

今後も啓発事業は、市民ニーズを把握した上で、企画、検討してまいりますので、こ

のような取組を学びの場として御活用いただければというふうに思います。 

また、議員御質問の女性の声を市政に反映させるための、市長と語る会につきまして

は、本市では、市長が市民と直接意見交換を行なうことにより、市民と行政の相互理解

を一層深め、市民と行政の協働のまちづくりを積極的に進めることを目的とした、市民

と市長のｗｅｂ会議というのも設けておりますので、ぜひ、御活用いただければと思い

ます。 

○議長（内田靖信君） ２番 𠮷田真樹子さん。 

○２番（𠮷田真樹子さん） ありがとうございました。 

お父さんがつくるお父飯レシピ募集は、新しく面白いことを始められたと思ってみて

おりました。近頃人権啓発課から、よく講座やセミナーなどのお誘いをいただきます。

実際に参加してみないと感じられないことも体験ができ、とても感謝しております。先

日は荒尾市の男女共同参画推進室の主催のセミナーに自宅のパソコンからＺｏｏｍで参

加をいたしました。７０代の方をお誘いして、コミュニケーションアップ講座に２人で

参加をしたのですが、７０代の方は、オンラインセミナーが初めてだったため、自宅で

講座に参加することにとても驚かれておりました。 

コロナ禍で急速に進んだオンラインツールは、私にとってはとてもありがたい限りで

す。家から参加ができ、移動しなくてもいいなどの利点があります。 

先日、参加しました勉強会ではＺｏｏｍに６３人が参加、途中でランダムに３人のグ

ループに分けられて、何と北海道の富良野市と芽室町の議員さんと、画面上３人で感想

を言い合うことになりました。自宅から北海道の２人の議員さんと交流が持てるとは、

すごい時代になったと、改めてそのとき感じました。北海道は雪が積もり、長い間交通

の便が閉ざされるので、タブレット導入が平成２８年と早く、年多めなお２人の議員さ

んはＺｏｏｍにとても慣れていらっしゃる様子でした。 

長くなりましたが、何が言いたいか、それは、まずＺｏｏｍができるようになること

が必要だと考えます。先日の講座は、初のＺｏｏｍ講座でハードルが高かったのか、参

加が少ない状況と言われ、参加協力のお願いをされましたので、参加をいたしました。 

菊池市では、コロナ禍発生後早い時点で、市民向けにＺｏｏｍ講座をされておりまし

た。私は玉名市はふるさとであり、生まれ育ったところ、住まわせてもらってお世話に

なった実家のようなものだと思っております。だから大人になって、お世話になった実
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家に恩返しとして税金を納める。ならば、玉名市としては、大元の実家として、親とし

て学ばせ、食べさせ、働かせ、市民という子どもに育んできたとすれば、もっともっと

しっかり学ばせてあげないと、１００歳時代の将来に苦労をさせてしまいます。 

親が子に思うぐらいの、できる限りの学びをもっと提供してほしいと思います。 

また、こちらの全国市議会旬報の記事を見ますと、令和２年市議会議員に関する調査

では、女性議員は増えているものの、全体では１６.８％にとどまっていますと掲載さ

れております。中でも熊本県の女性議員は、他県と比べると少ないと聞いております。 

近頃は１０月の改選に向けて、ちらほら新人の立候補のうわさ話を聞きますが、女性

の話はまだ聞こえてきません。学びの場に参加したのがきっかけで立候補を決意したと

いう女性議員さんのセミナーを聞いたことがあります。 

市民と市長のｗｅｂ会議など、積極的に私もお声かけをして参加をしてもらうことに

気にかけていこうと思います。 

そして、今後女性議員候補も見極めて育てることも私も視野に入れて過ごしていきた

いと思います。 

また、今後の学びの場への参加を楽しみにしつつ、次の質問に移ります。 

［２番 𠮷田真樹子さん 登壇］ 

○２番（𠮷田真樹子さん） 選挙運動費用の公費負担について。平成２９年１２月議会一

般質問で初めて質問をさせていただきました中の一つが選挙費用についてでした。 

当時は、県内１４市の中の５市には、選挙費用の公費負担がありましたが、玉名市で

も負担をしていただけないかと提案をさせていただきました。 

理由は、今後若い市民が市議に立候補し、積極的に市政に参加するために必要ではと

考えますと述べさせていただいておりました。 

玉名市の女性議員の比率は１０％となっております。女性議員を増やす必要があると

感じ取れます。選挙費用が少しでも公費負担になれば、誰もが立候補しやすく決意しや

すくなる一つかと思います。公職選挙法の一部改正に伴い、長洲町では５０万円が出る

ようになったそうです。菊池市では最高７０万円だそうです。私が聞いたときに、余り

の高額にびっくりいたしました。内訳は、１日の選挙カーの借上料が１万５,８００円、

ガソリン代１日７,５７０円、選挙カーの運転手代１日１万２,５００円。１日のセット

代金だと６万４,５００円の公費対応と菊池市の選挙管理委員会より聞いております。 

このように、条例化された経緯が、やはり金銭の問題で、立候補を断念するようなこ

とがないように、平成１７年度合併時に既に公費負担にこれまでもなっているそうです。 

しかし先ほどお伝えしましたように１日のセット料金を使われた請求は今までにはな

いと言われておりました。 

３０９か所玉名市全域に提示するポスター制作費に関して、立候補者皆が準備して、
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必ず必要なものなので、このポスター制作費からだけでも、公費負担にと思っておりま

すが、選挙運動費用の公費負担についてお尋ねをいたします。 

○議長（内田靖信君） 総務部長 永田義晴君。 

［総務部長 永田義晴君 登壇］ 

○総務部長（永田義晴君） 𠮷田議員の選挙運動費用の公費負担導入の検討はどうなった

のかということについてお答えいたします。 

選挙における公費負担制度については、お金のかからない選挙の実現と立候補しやす

い環境を整えることを目的に、候補者の負担を減らし、資産の多少にかかわらず、立候

補や選挙運動の機会均等を図る手段として設けられたもので、公職選挙法に基づき、国

政選挙に係る公営の規定に準じて、条例制定し執行するものでございます。 

公費負担の内容といたしましては、本市では既に条例化をしております選挙公報の発

行とポスター掲示板の設置、そして法で整備されているはがきの郵送費などが公費で賄

っているものであり、議員が述べられました、ポスター作成費、それから選挙運動自動

車の使用や選挙運動用ビラの作成費なども公費負担が可能なものと一応なっております。 

次に県内１４市の公費負担導入の状況について述べますと、４年前と同様で５市がポ

スター作成費の公費負担を実施しており、今年選挙がございました山鹿市、宇城市、阿

蘇市、天草市においては、ポスター作成にかかる公費の負担の導入は見送られたという

状況でございます。 

ただ一方、総務省のホームページを検索いたしますと、先ほど議員がおっしゃったよ

うに、全国議長会の調査によりますと、平成３０年の女性市議会・区議会議員の占める

割合が約１５％、平成２７年には、若い年代、２５歳以上４０歳未満の議員の割合が

７％という報告がなされておりまして、女性や若い世代の立候補者が少ないということ

もあると思いますが、地方議員の成り手不足という面も現実的な問題としてあると認識

をしております。 

このような状況も認識しつつ、本市といたしましては、公費負担導入は、全額一般財

源で、ある程度の財政負担を考慮する必要がある点、そして、他市の導入状況等も注視

して、この秋に予定されている選挙の立候補者数の推移など、慎重かつ総合的に検討さ

せていただきたいと考えておりますので、議員の皆様方の御理解をよろしくお願いいた

します。 

○議長（内田靖信君） ２番 𠮷田真樹子さん。 

○２番（𠮷田真樹子さん） ありがとうございました。 

わかりましたが、他市が条例化された経緯が金銭の問題で立候補断念するようなこと

がないようにと言われたのは、頭には入れていてほしいと思います。 

では、再質問です。選挙が今年１０月に行なわれることを知らない市民が多いのでは
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ないかと思います。選挙が今年の秋にあることを少しでも早く広報でお知らせすること

はできないのでしょうか。お知らせすることによって、それを目にして立候補を決意す

る人がいたりするのではと思います。広報紙での早めの周知、この提案はいかがでしょ

うか。 

○議長（内田靖信君） 総務部長 永田義晴君。 

○総務部長（永田義晴君） 𠮷田議員の選挙の時期をできるだけ早く広報たまなで知らせ

るようにということの御質問ですが、これまで合併後、本市において実施された市長、

市議会議員選挙の広報周知についてでございますが、平成１７年、合併当初の選挙は、

１１月１日号、その次の平成２１年が８月１５日号、平成２５年が７月１日号。前回選

挙の平成２９年は７月号に掲載をして周知を図っております。 

また、今年選挙が執行されました、他市の状況を調べましたところ、荒尾市は１月１

７日の告示に対し、昨年の１２月号、山鹿市は１月２４日の告示に対し、昨年の１１月

号、宇城市は１月３１日の告示に対し、前年の１２月号など、他市の周知の時期も本市

とほぼ同じ状況でございます。 

選挙の広報周知はおおむね適正な時期に実施しているものと考えておりますが、選挙

の告示日及び選挙期日の決定が選挙管理委員会での議決承認をされましたら、直ちに報

道機関に情報を伝達をいたしております。 

玉名市のホームページにおきましては、前回の平成２９年の選挙におきましても、５

月の２２日からホームページ上では公開をいたしております。 

今回も同様に周知を図ってまいりたいというふうに思っておりますので、よろしくお

願いいたします。 

○議長（内田靖信君） ２番 𠮷田真樹子さん。 

○２番（𠮷田真樹子さん） ありがとうございました。 

前回の広報紙を確認いたしました。聞き取りのときにお伝えしたのですが、投票日や

告示の掲載を言っているのではなく、１月号に、２０２１、この秋、市長、市議会、改

選予定というような感じでお伝えしたつもりでしたので、ぜひ次の広報紙でも掲載の御

検討をお願いしたいと思います。私は議会だよりを制作します、議会広報広聴特別委員

会の委員なので、北本委員長に、議会だよりでの早めの周知を提案したところ、次の号

に載せるか、次の委員会で話してみましょうと言っていただきました。 

私たちは市民の代表として選ばれ、この場に立たせていただいております。市民目線

でお伝えしているというところは素直に受け取ってください。初めてこの世界に飛び込

み、３年５か月になろうとしております。今回ごみ問題、男女共同参画について、選挙

運動費用についてと、三つの質問をさせていただきました。 

私は日々の生活の中であったこと、感じたことを、ほかの皆さんもそうでしょうけど、



－ 182 － 

質問をさせていただいております。 

玉名市の人口、３年５か月前、当時６万６,７１３人の中から選ばれた私たち２２名

が、年齢、性別、職業歴と様々なのですが、このような様々な意見が必要なんだと、今、

よくわかっております。 

ちなみに、現在、６万５,４４０人と１,２７３人の人口減となっております。 

そして、今回、聞き取りのときに、職員の皆さん、皆さん仕事に取り組まれる熱心な

姿が感じ取れ、感動した聞き取りの時間でもありました。 

感動といえばシンガーソングライターのＭＩＣＡさんが歌われる、お昼１２時に流れ

る曲「我らの故郷 玉名」とってもいいですよね。本当、市民会館の新ホールプロモー

ションＰＶを見ればいい歌詞に涙が出そうになります。 

そこに出演されている市長を見まして、玉名市出身ではないけれども、玉名市の代表

として一生懸命日々を務めていただいております。原稿を考えながら、感謝の気持ちが

膨らみました。本当に改めまして、市民を代表いたしまして、お礼を言いたいと思いま

す。いつもありがとうございます。 

この１年、世界がコロナウイルス感染症のためにパニックとなりました。しかし、コ

ロナによって劇的に変わりましたのが働き方。そして、時代に順応し、変化し続けた者

だけが生き続けてきたとも言われております。 

パラダイムシフト、思考や概念、規範や価値感が枠組みごと移り変わること。コロナ

禍となり、市長が何度も口にされた言葉です。私はこの時代を生き抜くために努力をし

て順応して、変化をし続けたいと思います。ぜひ皆さんも順応し、変化をされることを

お勧めいたしまして、私の一般質問をこれで終わらせていただきます。 

御清聴ありがとうございました。 

○議長（内田靖信君） 以上で、𠮷田真樹子さんの質問は終わりました。 

引き続き、一般質問を行ないます。 

２２番 田畑久吉君。 

［２２番 田畑久吉君 登壇］ 

○２２番（田畑久吉君） 皆さんおはようございます。傍聴の皆さん大変ご苦労様でござ

います。 

最近、新聞の記事で見た事があるんですけども、人間は自分の得意の部分で失敗する

と。たしか熊本日日新聞でしたか。その典型的な例が、現在、菅首相の例を書いてあり

ました。なぜかといいますと、菅首相が総務大臣時代に、我が息子を秘書官にして総務

省との関係がそのときにできたらしいですね。そしたら首相になってその息子さんが、

情報通信の事業をする会社に天下りとは言いませんけども、そこに転職して役職につい

て総務大臣の秘書官をしてるときにつながりを持ってですね、総務省の官僚を接待づけ
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にした、いうような新聞記事でした。菅首相はどっちかいいますと、総務関係のことで

非常にさばけた方でした。それが今マイナスになっていると、いうような記事でござい

ました。一言紹介をしております。 

それでは私の通告しております一般質問について、１番を質問させていただきます。 

まず、現時点での空き家の実態数はどうなっているか。 

１市３町が合併いたしまして、１５年が経過だと思います。どの地区を訪問いたしま

しても、空き家と思われる、空き家といいますか、そのような状態の建物が非常に目に

つくようになりました。 

非常に地域の景観を害して、悪くしているような気もいたします。その姿で地域が過

疎的に感じる場所を示す多くの地区に存在しているのを目にしております。 

空き家という状態の建物がどんな状態で推移しているのか。その現状を知るのがいか

に大事なことかと、最近私は特に重点課題として捉えるようになりました。 

行政上この詳細を調査して知られているのであれば、お示しを願いたいと思います。 

答弁を聞きまして、その次の質問に入りたいと思います。 

○議長（内田靖信君） 総務部長 永田義晴君。 

［総務部長 永田義晴君 登壇］ 

○総務部長（永田義晴君） 田畑議員の空き家対策についての御質問にお答えをいたしま

す。 

近年、人口減少や少子高齢化などの急速な進行に伴い、全国各地で空き家問題が起き

ているところでございますが、本市におきましては、市内全域を対象とした空き家の実

態調査を平成２８年度に実施をいたしました。 

調査は、市が保有する水道の閉栓情報や、各行政区長等で、把握されている空き家の

情報などを基に、外観から目視による建物の老朽をＡからＤまでの４段階で判定し、Ａ

が居住可能な状態、Ｂが補修すれば居住可能な状態、Ｃが居住不可能な老朽家屋、Ｄが

居住不可能な廃屋と、この４段階でランクづけを行ない、その結果、全体で１,６４２

件となっております。その後、現時点での空き家の数の実態数、詳細についてはまだ把

握できておりませんので、令和３年度に実態調査を実施する予定といたしております。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） ２２番 田畑久吉君。 

○２２番（田畑久吉君） 今、総務部長から総体的な数については、お伺いいたしました。 

その多くの空き家の中でもそれぞれ内容の違う建物があると思うんです。地権者とい

いますか、所有者が判明している建物、その反面で所有者が判明していない建物。その

建物は所有者が死後、相続ができていないものなど、その他、区分けも大変かと思いま

すけども、今にも小さな地震でも、例えば市道や県道に倒れると思われるような状態の
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建物も個々にあります。火災の発生など、隣接しておられる住まいの方から、何とか解

決できないかという多くの要望が私のところには寄せられました。相談もありました。 

市としてそのような内容の分別は記録しておられるのか。細かいことです。もしわか

っておればお示しください。 

○議長（内田靖信君） 総務部長 永田義晴君。 

○総務部長（永田義晴君） 田畑議員の御質問にお答えをいたします。 

危険状態と判断される空き家の件数につきましては先ほど申し上げました、平成２８

年度実施した空き家の実態調査において、Ｃの居住不可能な老朽家屋が３２３件、Ｄの

居住不可能な廃屋が１１９件と合わせますと４４２件という調査結果が出ております。 

議員御質問の危険な状態との定義、分類というのはございませんが、Ｄの廃屋やＣの

老朽家屋については、いつでもその状態になり得るものが多く含まれるというふうに認

識をしております。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） ２２番 田畑久吉君。 

○２２番（田畑久吉君） さて問題は、いろいろな状態の建物に対して、市行政として、

どのような対策を今後考えておられるのか。緊急を要する政策、対策を示すべき課題だ

と、私はそのように考えております。 

現代社会の大きな現象の課題の一つとして、その解決方法はないのかとは思うことが

多々あります。私たち個人の努力だけでも限界があります。なにかしらの将来的な対策、

計画があれば一言お願いいたします。 

○議長（内田靖信君） 総務部長 永田義晴君。 

○総務部長（永田義晴君） 空き家に対する市の対策についてでございますが、空き家対

策に関しましては、空家等対策の推進に関する特別措置法が平成２７年に施行され、こ

れを受け、本市におきましては、玉名市空家等対策の推進に関する条例を平成２８年４

月１日に施行し、平成２９年９月には、玉名市空家等対策計画を策定をいたしておりま

す。 

条例の目的は、空き家管理の重要性を明確にするとともに、防犯、景観等の観点から

も、市民の安心安全な生活環境を保全し、魅力あるまちづくりの推進に寄与することで

ございます。 

条例にも規定した対策計画に基づきまして、空き家の除却や活用などの取組を行なう

ことで、空き家の削減及び増加抑制に努めているところでございます。 

特に、老朽家屋、老朽危険家屋等の除去、解体に関しましては、平成３０年から国の

交付金制度を活用し、除却費用の一部を助成し、空き家の削減に努めております。 

また、今年度から、法令に根拠のある行政指導や行政処分等ができるよう、管理不全
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な状態による特定空家等の基準を定め、立入調査等を実施しまして、認定を行ないまし

た。認定した６物件に対しましては、文書による通知ではございますが、条例に基づく

助言指導を行なったところでございます。 

空き家等は個人の所有物であり、所有者の責任で適正管理しなければなりません。適

正に管理されず区長さん方から相談を受ける物件につきましては、登記名義人が死亡さ

れ、その後、相続登記がなされていない家屋が多くございます。 

この場合においても、物件の相続人が所有者であり、管理責任が継承されております

ので、今後も所有者に対し文書により通知し、自主的に解決されることを継続して促す

とともに、条例に基づく勧告、命令等についても慎重に実施していきたいと考えており

ます。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） ２２番 田畑久吉君。 

○２２番（田畑久吉君） 今日は伊倉の方が傍聴でございますけども、伊倉の町並みとい

いますかね、その中にも、数軒空き家が目立っております。 

これをこのまま放置しておけば、非常に景観が悪いとの思いで私がせめて道路の整備

だけはきれいにしていかなきゃいけない。そういう思いで行政のほうにお願いいたしま

して、伊倉の町じゃきれいに舗装ができました。大体の長さまでできております。 

これは私の対応した一例でございますけども、昨年の１１月頃だったと思います。今

でも倒れそうな小さな家でしたが、持ち主の親戚の方から相談ありまして、何とか解決、

解体してくれないかと。 

隣接の家の方が非常に心配されておりますと。その親戚の方からその内容について聞

いてみますと、子供さんが３人おられますけども、千葉と神戸に住んでおられるとのこ

のことでしたね。土地建物の所有は母親の名前になっとる。しかし母親も数年前に亡く

なってそのまま放置してあるとのことでした。 

私も相談を受けて、そのまま放置するわけにもいきませんので、自分の考え行動で、

解決はいたしましたけども、相当の自己負担を受けて困ったものです。自己責任でござ

いますんで、その話は私のことは別といたしましてね。先ほど答弁いただきました内容

からしますと、それぞれの内訳はわかりますけどね。平成２８年ですか。調査されたの

は。平成２８年の資料を前にしてですね、もう５年もたって今この時点で議論できない

んですよね。５年前の資料ではね、わかりますか。 

現社会の大きな課題を、なぜ５年間も調査せず放置されたのか、この間大きな社会現

象でしょ。 

市当局の行政のあるべき姿、非常に失望感を持たざるを得ないような、これは私の考

えですね。なぜ５年間、そういった大事なことについて、調査されなかったのか、ちょ
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っと一言お願いいたします。 

○議長（内田靖信君） 総務部長 永田義晴君。 

○総務部長（永田義晴君） 田畑議員の５年間なぜ調査をされていないかということにつ

いてお答えをいたします。 

空き家の実態調査につきましては、平成２９年度から平成３３年度までの、令和３年

度までの空き家の対策計画を策定する基礎資料としまして、市内全域を対象に平成２８

年度において実施をしております。 

令和４年度からのさらに５年間の空家等対策計画を策定するために、令和３年度、来

年度でありますが、再度実態調査を実施いたすようにしております。 

このようなことから、これまで実態調査を行なっておりませんが、空き家に関する樹

木や草木が適正に管理されていない事例や、老朽化が進んで危険であるような事例につ

いては、行政区の区長様等からの苦情要望があっておりますので、それについては随時

現地確認等を行なって、所有者に対し、空き家の管理、適正管理を促す文書等で通知を

するようにいたしております。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） ２２番 田畑久吉君。 

○２２番（田畑久吉君） 私の考えとしましては、２年に１回ぐらいという簡単な考えで

ございますけども、２年前に、令和に元号が変わりましたね。せめてこの元号の変わる

時節ぐらいには、新たな見解を持って、調査すべき課題じゃなかろうかと、私は思いま

すけどね。 

なぜそのときしなかったという質問はいたしません。こういった状態の中で市長がこ

のような要因にどのような感覚を持って、聞いておられましたか、ちょっと一言お願い

します。 

○議長（内田靖信君） 市長 藏原隆浩君。 

○市長（藏原隆浩君） 決して放置しているわけではございませんで、これはちょっと見

解の相違になるかもしれませんが、空き家等の対策計画を策定するための実態調査が平

成２８年度だった。次回は令和３年度、来年になります５か年でありますので。 

ただ、実態調査というような捉え方で言うならば、先ほども総務部長からも話があり

ましたとおり、逐一、行政区から、いろんな情報提供、要望等々があっておりまして、

逐一、調査に伺っておるわけでありますので、むしろ、実態調査としては随時行なって

いるというような捉え方でおります。 

ですので、ちょっと見解の相違かなというふうに思いますので、決して何かを放置し

ているというようなことではありません。 

ただ、なかなか進まない、この空き家対策でありますので、議員おっしゃるとおり、
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今後とも、しっかりと担当に注視しながら進めていくように指示をしていきたいという

ふうに思っております。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） ２２番 田畑久吉君。 

○２２番（田畑久吉君） 市長がおっしゃるとおりなかなか難しい問題でもありますけど

ね。せめて元号の変わるときぐらいは、新たな資料をつくるべきじゃないかと、決して

見解の相違じゃないと私は思いますよ。 

なぜならば、市当局は区長さんに嘱託員としての費用払っていますよね。各地区に嘱

託員おられますんで、その方たちに資料をお願いしてもいいわけでしょ。提出いただく

ね。嘱託員費用を払っているわけです。そういう方法もありますんで、決して見解の相

違とは私は捉えません。 

それではちょっと市長にお伺いします。 

１５年前、１市３町で合併しましたね。そのときのこれは行政のトップとして常に記

憶をしておかねばならない問題、通告をしてませんでしたけども、人口の数ぐらいは、

記憶しておられますか。当時と現在、例えば１月末でもいいですけども、これ当然、人

口というものは市の行政上、常に頭に置いていかなきゃならない問題ですよね。 

ちょっと御存じであれば、ちょっと答えてください。 

○議長（内田靖信君） 市長 藏原隆浩君。 

○市長（藏原隆浩君） はい。合併当初は７万２,０００人、現在は６万５,０００人、だ

というふうに認識をしております。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） ２２番 田畑久吉君。 

○２２番（田畑久吉君） 市長、うそを言ってはいけません。うそです。その数は。合併

１５年前に横島町が７,０６３人。天水町が５,７６８人。１市３町合わせて、７万２,

０６３人。現在が１月末ですよ。６万５,０００人じゃなくて６万４,４１５人。数字は

はっきり言わないといけません。 

私はいつも記憶入っとる、人口がいかに大事か、行政をやっていく上にはね、１番基

礎的なものです。それぐらい私は感覚を持って対応していますよ。 

今数字から引けば何人減ったと思いますか、８,４０２名でしょ。横島の５,７６８人

が、そのままなくなってる。 

まだ天水町の、横島町の７,０６３人、６３でしたね、６８。天水町が５,７６８人。 

［「それが間違っとる」と呼ぶ者あり］ 

［「反対だ」と呼ぶ者あり］ 

○２２番（田畑久吉君） 今わざと言いましたからその声を聞きたかったんですよ。 
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［「横島が少なかっだ」と呼ぶ者あり］ 

○２２番（田畑久吉君） その声を聞きたかったんです。そういう関心持っておられる方

がおられるのがまだありがたい。ただ市長はその数字はきちんと、これは無理には言い

ませんけどね。こっちが勝手に質問することですから。そういうことで、今言いました

ように市政行政業務を遂行していく上で、人口数の状態が非常に基礎となる問題ですね。

そのへんは常に市長も関心持っていただいて、現在障害なのは、空き家問題、人口減少、

定住促進の大きな現代の警鐘じゃないかと思うんですね、昨年からコロナの問題は別と

しましてね。 

そういうことで、市長は常日頃も本当に一生懸命、努力しておられるのわかっており

ます。だから今後も、空き家対策に早急に実効性のある政策を立てていただくよう強く

要望しましてこの質問は終わりたいと思いますけど、次の議会にまた質問するかもわか

りませんが、一つ、それで実行者の政策を教えていただくように、総務部長もあわせま

して、お願いします。 

○議長（内田靖信君） 田畑久吉議員の一般質問の途中ですが、議事の都合により暫時休

憩をいたします。 

午前１１時０９分 休憩 

―――――――――――――――――――――― 

午前１１時２６分 開議 

○議長（内田靖信君） 休憩前に引き続き、会議を開き、一般質問を行ないます。 

２２番 田畑久吉君。 

［２２番 田畑久吉君 登壇］ 

○２２番（田畑久吉君） 続きまして、有限会社横島町特産物振興協会について、ふるさ

とセンターＹ・ＢＯＸの経営全体の決裁権者は、と通告しております。 

私がなぜこの件について質問事項としたのか。先日この事業所の営業内容といいます

か、この一部でもあります諸経費のうちの接待交際費の領収証のコピーを請求して、令

和元年度分の書類を提出いただき、そのコピーを金額を支払って買い取りいたしました。 

その接待交際費の内容に目を通して、ただ驚きの限りで私はありました。これはあく

までも私の過去の企業経営経験から、あるいはまた人生を歩む中から、そのような感覚

にとらわれたと思います。どうぞそのへんは御理解いただきます。当然、これは人それ

ぞれの立場や経験実績によって、その判断、認識、受け止め方は、異なるものだと思い

ます。そのへんもただ私の判断でそう思っただけでございますんで御理解をお願いいた

します。 

まず、通告をしております、通称Ｙ・ＢＯＸの経営全体の決裁権者に答弁いただき、

その後の質問に入ります。よろしくお願いいたします。 
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○議長（内田靖信君） 産業経済部長 上野伸一君。 

［産業経済部長 上野伸一君 登壇］ 

○産業経済部長（上野伸一君） 田畑議員御質問のふるさとセンターＹ・ＢＯＸの経営全

体の決裁権者はという御質問についてお答えいたします。 

市の指定管理施設である、ふるさとセンターＹ・ＢＯＸにつきましては、指定管理の

受託者である有限会社横島町特産物振興協会が運営しており、代表取締役が市長となり

ますが、決裁につきましては、出資団体の市やＪＡたまな、横島漁協、玉名市商工会の

役員で審議し、決裁されております。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） ２２番 田畑久吉君。 

○２２番（田畑久吉君） 結局代表取締役は市長であると答弁になりますか。それでいい

ですか。いいですね。４団体の役員で審議して、決裁しているとの答弁でした。４団体

の役員で審議はしますけど、決裁は最終的にはやっぱり代表者の判がいるわけでしょ。

代表取締役の押印によって決裁になると私はそう思いました。間違いないでしょうか。

また、出資団体の市の役員としてだれが出席して審議、決定のときに参加をしているの

か、お示しいただきたい。 

○議長（内田靖信君） 市長 藏原隆浩君。 

○市長（藏原隆浩君） ただいまの御質問にお答えいたします。 

出資団体、それぞれの代表の方々が参加されておられますけれども、玉名市からは私、

ＪＡたまなさんからは、組合長ともうお一人の計２名、それから横島漁業協同組合から

は組合長１名、それから玉名市商工会の会長が１名で構成されている役員会であります。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） ２２番 田畑久吉君。 

○２２番（田畑久吉君） 役員会の審議会に市長自ら出席されたわけですね。その中で一

緒になってやっているわけですね。 

代表取締役社長は藏原隆浩氏で現市長であるとのことですから、二、三件についてお

尋ねいたします。 

Ｙ・ＢＯＸの約束といいますか。Ｙ・ＢＯＸの正社員等、その他人員配置について、

ちょっとわかっているだけで結構ですのでお尋ねいたします。大体でいいですから。 

○議長（内田靖信君） 市長 藏原隆浩君。 

○市長（藏原隆浩君） 恐らく、第三セクターとしてＹ・ＢＯＸ、発足当初からだと思い

ますけれども、所長さんがいらっしゃいます。そして、随時、その時代に応じて、必要

であるだけの社員さんがいらっしゃったと、これまでも、思いますけれども、現在は所

長、社員１人であとはパートの方がほとんどだったんではないかと承知しております。 
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  以上でございます。 

○議長（内田靖信君） ２２番 田畑久吉君。 

○２２番（田畑久吉君） そうしますと正社員という方は、所長１人ですか。もう１人事

務的な女性がいらっしゃるんでしょ。もうそれは、それでいいです。 

現場の方はアルバイトとかいろいろいらっしゃるかわからないと思いますのでそれは

いいです。 

正社員という方が１名か２名いらっしゃると。その所長という方が、毎日の金銭の出

金、入金、その確認はこの人が１人でやっておられるんですね。その日のいろんな交際

費の伝票は自分で処理されているというわけですか。会計とか、だれかおられるわけで

すか 

○議長（内田靖信君） 産業経済部長 上野伸一君。 

○産業経済部長（上野伸一君） 田畑議員の再質問にお答えいたします。 

会計の方がいらっしゃるとお聞きしております。 

○議長（内田靖信君） ２２番 田畑久吉君。 

○２２番（田畑久吉君） その人は結局は自分が例えば前のように使った交際費の領収証

も自分で処理されるわけでしょ。会計の人がおられるのはこれをちゃんとつけていると

いう程度でしょ。会計の人がその人にあれはどうですか、これはどうですかという、あ

れはないと思いますよね。 

そうしますとやっぱり自分で使ったものを自分で処理する、という形に見られてもや

むを得ないですね。その点はどうですかね。 

○議長（内田靖信君） 産業経済部長 上野伸一君。 

○産業経済部長（上野伸一君） 田畑議員の再質問にお答えいたします。 

確かに、所長のほうがいろいろな接待等で使用され、その分の領収証等を添付し、会

計の方に提出して処理されているようにお聞きしております。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） ２２番 田畑久吉君。 

○２２番（田畑久吉君） 私のいろんな経験からしますと、そういった処理のやり方は非

常に不正確であると思われがちです。不正確とはいいませんけれども思われがちですよ

ね。やはりきちっとした人が受け取ってそれをきちっと整理していくという形にしてお

かないとですね。 

万が一にも疑われる目で見られることもあり得るわけですから。十分注意していただ

きたいと思います。 

Ｙ・ＢＯＸは生産者の利便性や収益性、そして将来的に地域の活性化、発展に重点を

置き設立された話も聞いております。まず基本的な経営の分類といいますか、経営方式
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の進め方、どのように分類されているのか。 

地域生産者の委託販売の拠点とも聞いておりますですね。この件に関してはいかがで

しょうか。わかっている範囲でいいです。 

○議長（内田靖信君） 産業経済部長 上野伸一君。 

○産業経済部長（上野伸一君） 田畑議員の再質問にお答えいたします。 

販売等につきましては、大半が、生産者等から買取り等でやられておりますが、幅広

く、生産者から仕入れ等をされているというふうにお聞きしております。 

以上です。 

○議長（内田靖信君） ２２番 田畑久吉君。 

○２２番（田畑久吉君） 私がお尋ねした本意は、委託販売が何割で直接仕入れが何割か

というのを聞いたのです。 

これはちょっとメモ的な２月２４日のヒアリングで、Ｙ・ＢＯＸで令和元年度におけ

る仕入れ状況というのはメモいただきました。Ｙ・ＢＯＸのほうからね。 

それを見ますと、２割弱が買取り仕入れでした。あとの８０％が委託販売となっとり

ます。直接仕入れの部分に、特定の人を優遇しているのか。いろいろのうわさ。これは

うわさですから別に問題はないと思うんですけども。 

その部分については、公平公正に取り扱っておられのか。どのような方策をもって、

生産者に広報を出して、公平を保っておられるのか、この点もちょっと一言お伺いいた

します。 

○議長（内田靖信君） 産業経済部長 上野伸一君。 

○産業経済部長（上野伸一君） 田畑議員の再質問お答えいたします。 

特定の事業者等から多く仕入れているんじゃないかというような、お尋ねだったと思

いますけれども、先ほど議員お示しなられたとおり、２割の中には数百の生産者いらっ

しゃいますので、そのあたりは均等といいますか、平等に取り扱われているものと私は

思っております。 

以上です。 

○議長（内田靖信君） ２２番 田畑久吉君。 

○２２番（田畑久吉君） そういった直接仕入れをしますよという場合には、やはり何か

の広告か広報を出して、皆さんからの意見が届くようにして、その中から順番に直接仕

入れをする方を決めていく、それはいろいろあると思います。トマトも十分ありますし、

ナスビもあります。いろいろあると思います。そういった公平性を保ってやっていただ

いているのかというのを聞いたわけですね。 

委託にはなる、直接仕入れもしますよということはやっぱり、生産者の方に広く知ら

しめて、多くの生産者に知らせて、その意思の希望を、受け入れるべきであり、直接買
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取り仕入れしてもらいたい生産者の取扱いを、そして今度は量を決めないかん、おたく

は何日に入れますよと。そしたら量はこういうふうになりますよと。そしたら量の仕入

れ方とかですね。そういうことはある意味平等であってほしいなと思うわけですからそ

ういうことについて、ちょっとなんかどのような方策をとっておらるのか。わかってお

られる範囲内で、部長お願いします。 

○議長（内田靖信君） 産業経済部長 上野伸一君。 

○産業経済部長（上野伸一君） 田畑議員の再質問にお答えいたします。 

私としましては、そのあたりきちんと平等性を保って仕入れ等をされているものと認

識しております。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） ２２番 田畑久吉君。 

○２２番（田畑久吉君） 上野部長の言葉を信じて進めていきます。 

次に接待交際費の予算推移と決裁についてを通告しております。 

先日松本議員もこの件で質問され指摘されておりました。年度別の接待交際費の資料

を見ますと、平成２５年度が予算が１０万円で決算が１９万６,０００円強。平成２６

年度が予算に２０万円で９１万９,０００円強。平成２７年度が５５万円で７５万円強。

平成２８年度が同じく５５万円予算で８７万１,０００円。平成２９年度に１５万円上

がりまして７０万円の予算になって１１９万円。５０万円近く決算が増えました。平成

３０年度は予算額を１００万円に上げとるわけです。１００万円に上げて１０３万円使

っておられる。そして今年度は予算額を１０万円減らして９０万円に予算下げて、今年

度じゃなくて、３１年度令和元年度９０万円に予算を下げて決算は９３万７,０００円。

そして今年度は、８０万円にまた１０万円下げて、決算はどうなるか数字はまだ出てお

りませんのでわかりませんけども。 

この資料を、丁寧にも担当の職員からいただきました。親切に出していただいたと思

います。公になっておる数字ですので、問題はありませんので、そこで、二、三件代表

取締役であられる市長にお尋ねしたいと思います。 

平成２９年度に、７０万円の予算に対して決算が１１９万円になっております。これ

について市長自身感じられたことなどがあれば、ちょっと発言をお願いしたいと思いま

す。予算に対して５０万円多く支出されているのはこれはどうでしょうか。 

○議長（内田靖信君） 市長 藏原隆浩君。 

○市長（藏原隆浩君） 田畑議員の御質問にお答えいたします。 

議員がおっしゃられるとおり、私が代表取締役でありますので、私がしっかりと答え

なければと思っておりますけれども、私が役員の相互によって、代表取締役に就任いた

しましたのが平成３０年６月であります。したがいまして、平成２９年度分に関して、
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関与できていないですけれども、議員がおっしゃられるとおり、平成２９年度７０万円

の予算額に対して１１９万円の交際費の執行がなされている。ここが、恐らく、接待交

際費の最高額というふうに思いますけれども、私が平成３０年度に就任して、やはり７

０万円の予算に対しての１１９万円というちょっと金額として大き過ぎる、要は予算に

対しての決算額が大き過ぎるというようなところもあっての平成３０年度で１００万円

超える額だったということで恐らく１００万円の予算額に平成３０年度はしてあるんだ

ろうというふうに思います。 

したがいまして、私は個人的な感想としては、予算額に対しての決算額は少し大き過

ぎる、よろしくないというふうには思いました。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） ２２番 田畑久吉君。 

○２２番（田畑久吉君） 平成２９年度は、市長が代表になられたのは６月ですね、予算

については当然目を通しておられませんね。決算については年度末ですから見ておられ

ると思います。今の答弁で結構だと思うんですよね。それでその交際費についてちょっ

と疑問があったということで、平成３０年度にその予算は１００万円にされてですね。

平成３０年度ですね。前年度に比べて、これも１００万円上がって、決算１０３万８,

０００円ですか。その翌年平成３１年度ですか、この予算額を９０万円として、これは

市長自ら決定されたものですから、１０万円減額して組んであります。どのような視点

を持って、どの点を指摘して１０万円を減額されたのか。反対に聞きたいと思います。 

○議長（内田靖信君） 市長 藏原隆浩君。 

○市長（藏原隆浩君） 田畑議員の御質問にお答えいたします。 

実は私就任以前の株主総会でも、役員の方から交際費の使途それから金額の見直しの

意見があっていたというふうに伺っておりました。 

そして私が平成３０年の６月に初めて総会に参加したわけでありますけれども、その

ときも先ほど申し上げたとおり、決算額に対しての予算額の減額をしていくべきではな

いかというところを役員さん方からの御意見もあってのことだと思いますので、徐々に

減額をしているものと思っております。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） ２２番 田畑久吉君。 

○２２番（田畑久吉君） そういった意向によって減額され、令和２年度についても同じ

く１０万円減額されております。これ非常に考え方としては前向きな捉え方だと思いま

す。そういった中でただいまの接待交際費の推移について詳しく答弁していただきまし

た。 

先日の松本議員の質問に、黒字経営であり接待交際費は、有限会社としての取扱いで
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決裁されていると。２次会、３次会でも販売促進の目的であるので、その接待であれば

問題はないと。これは市長の答弁でしたね。 

特別監査をお願いしても、そのような判断をいただいたとの言葉、形式的にはそうで

あっても経営の在り方から判断するとき、私はそう簡単に言葉にできるものではないと

判断します。 

なぜ、それは８０％の委託販売ですよね。直接買入れというのは２０％しかない。８

０％の委託販売で２０％の仕入れ販売になると。だから営業販売促進が、私はそんなに

必要ないとは言いませんけども、適切な販売促進のための接待は必要であります。私も

自分で貿易も３０年近くやりましたので当然わかっております。常識範囲内はですね、

判断できますけれども、そこでお尋ねいたします。 

通称Ｙ・ＢＯＸは、一般地域住民の立ち寄り消費者の方々が主体であると、私はその

ように見ておりますんですけども。個々の自営業者との契約件数はあるんですかね。例

えば、どっかの施設に毎月何万円入れて年間で、どこの施設に直接毎月何万円ずつ入れ

とるとかそういった契約箇所があるんですかね。ちょっとそのへんもお聞かせください。 

○議長（内田靖信君） 田畑久吉君に申し上げます。もう一回ちょっと、理解ができなか

ったようですので再度、お願いします。 

○２２番（田畑久吉君） 接待交際費を徐々に減らしていくことは大変いいことだと思い

ます。しかしながら、その接待交際費を本当に正当に使われているのか。それを見るた

めには毎月どっかの老人ホームとか施設とか、厚生施設とかそういうところに契約をし

て毎月お宅から取りますよ。お客さんがあるのか。そしたら毎月決まった量が入ります

よね。１年間で何十万とか売上げが上がる。そういった契約をしているところがあるの

か。それを聞いているわけです。 

○議長（内田靖信君） 産業経済部長 上野伸一君。 

○産業経済部長（上野伸一君） 田畑議員の再質問にお答えいたします。 

そういう決まった販売先があるかどうか、大変申し訳ないですがここに資料を持って

きておりませんので、はっきり私の口からちょっとお答えできません。 

申し訳ございません。 

○議長（内田靖信君） ２２番 田畑久吉君。 

○２２番（田畑久吉君） 上野部長の答弁で結構でございます。 

恐らくそれはないと思いますね。そのないところに。 

［「きちっと調べてから言わんか」と呼ぶ者あり］ 

○２２番（田畑久吉君） ちょっと注意してください。 

○議長（内田靖信君） 私語は禁止いたします。御静粛にお願いいたします。 

○２２番（田畑久吉君） そのいろんな領収証の控えをいただきました。どれも宛名がな
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いですよ。例えばＹ・ＢＯＸのだれだれ様とか、Ｙ・ＢＯＸとか。こういう領収証が通

用するんですか。 

  これ税務署、私らが企業経営しとったら通用しません。宛名のない領収証を持ってき

て、会社の経費です。これ常識外ですよ。 

これについて一言、市長、何かありましたらお願いします。 

○議長（内田靖信君） 市長 藏原隆浩君。 

○市長（藏原隆浩君） 今回、御質問いただくに当たって私も確認して、それは知りまし

たけれども、松本議員の質問のときにも申し上げましたとおりでありまして、外部の第

三者の専門家、税理士さんですね、そういった部分もあるので確認をしてもらったとい

うことであります。 

そして、税法上といいますか、制度会計上のルールとして、経費として計上する場合

は必ずしも領収証が必要ではない、支払いの事実が明確になるものであれば、通帳上の

支払いの記載などでも問題はない。 

したがって、宛名のない領収証であっても支払い金額や支払い日、領収証の発行者情

報などが書かれていれば、あまり高額でない限りは有効とみなされるというような見解

があって、税法上、専門家の意見としても問題ないというような見解をいただいたとい

うことであります。 

ただ、先ほど議員がおっしゃられているとおりに、それから、先般の松本議員からの

質問もありましたとおり、市としては出資をしていると。毎年毎年委託料であるとか補

助金は一切出しておりませんけれども、出資をしているというようなことが一つ。それ

から、先ほど議員がおっしゃられたとおり、Ｙ・ＢＯＸに納入をされる農産物であった

り、海産物であったり、やっぱりそういった生産者の方々の生計であったり生活を守っ

ていく、納入される方々のそういった部分を考えると、いわば有限会社で発足しており

ますけれども、どちらかといえばＮＰＯ団体というような捉え方になるのかなというふ

うに思います。 

だからこそ、今回の使途の基準というものを明確につくって、今のままではいかんと

いうことで、これから改めて非常に厳しいルールの中で、利用していただく、使用して

もらうというようなことに改めていくわけでありますので、どうぞ御理解いただきたい

と思います。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） ２２番 田畑久吉君。 

○２２番（田畑久吉君） 普通会計上は処理的には問題ないと思うんですね。 

だけど、市民の感覚としてね、これを見たときに、これはどうなんだと、疑問は湧き

ますよね。市民の感覚としてね、専門家じゃないんで。そういった疑問を持たれないよ
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うな方法をぜひ蔵原市長にお願いしたい。強くお願いしときます。 

それから年間の接待交際費、これは１人で使っておられるですか、市長。 

○議長（内田靖信君） 市長 藏原隆浩君 

○市長（藏原隆浩君） 私の知る範囲ではおおむね、所長が使われていると思いますけれ

ども、その中で、例えば、要は福利厚生的な意味合いがあるのか。もしくは、社員も一

緒になって接待・接遇をしなければならないか、そのへんは事情わかりませんけれども、

複数名で使われてるものもあるというふうには認識をしています。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） ２２番 田畑久吉君。 

○２２番（田畑久吉君） 確かに、恐らく、一人で使っているんじゃないかという思いは

しますけれどもね。適切に使用されるのはいいんですよね。先ほど確認しましたとおり、

使った金を誰も後で受け継いで事務、控えてもいないということでございます。そうい

うことも非常に疑問点にもなります。これはあくまでも私の感覚ですから。 

小さな問いかけになりますが、個々の領収証の内容について二、三件お伺いいたしま

す。明確な答弁をいただきまして、判断は市民にお任せしたいと思います。 

令和元年１１月１０日に農園ビニールかぶせ手間替え食事会があって３万７,０００

円計上されています。普通私たちが手間替えするときはお互いに分担で割り勘でします

よね。なぜ、これＹ・ＢＯＸが独りで交際費で落とさなきゃいかんのか。我々の感覚か

らすればお互いに手伝ってすること、お互いに出し合ってする。通常の我々の考えです

よね。なぜＹ・ＢＯＸが独りで交際費として決裁されないといかんのか。ちょっとお願

いします。 

○議長（内田靖信君） 市長 藏原隆浩君。 

○市長（藏原隆浩君） 通告をいただいておりませんので詳しく確認をしていないのでわ

かりませんけれども、恐らく所長の感覚では、いろんな方々に、その施設の整備に手伝

ってもらったお礼というような意味合いがあるのではないかなというふうに考えますけ

れども。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） ２２番 田畑久吉君。 

○２２番（田畑久吉君） 手伝ってもらっているのはわかります。手間替えと書いてあり

ます。お互いに手間替えする。手間を出してするときはする。そういう意味合いからす

ると、この金額はちょっと不思議に思うわけですね。これは一応指摘だけしておきます

ね。 

それともう一つですね。取引業者接待として、２万７,０００円、１２月１７日。こ

の取引業者てどういう業者を接待されるのか、先ほど皆さん聞いているとおり、委託販
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売が８０％、直接仕入れが２０％、こういう商売上のことでね、特定されて接待せなん

業者さんがおられるんですかね。 

特定のどこの施設に毎月何万入れとるとか、年間５０万円売上げが上がっとるとか、

そういうとこだったらいいですよね。先ほどその答えも出ず、出なかったからほんとは

聞きにくかったです。ちょっとこのへんを一言、市民の皆さんが判断されることですか

ら、ぜひお願いします。 

○議長（内田靖信君） 市長 藏原隆浩君。 

○市長（藏原隆浩君） 具体的な先はちょっとわかりません。 

ただ、何度も申し上げておりますけれども、Ｙ・ＢＯＸのものですね、販売促進につ

なげるために、今後得意先となるであろう事業者であるとかその他の事業に関係がある

事業者、そういったものの会合に要する費用として、法律上認められているので、計上

されているだろうと思います。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） ２２番 田畑久吉君。 

○２２番（田畑久吉君） 通常の寄り合いがあればお互いに割り勘ですよね。こうして特

定の業者さんを接待するだけのことは必要ないと思うんですよね。これは私の経験から

です。まして２２万７,０００円も出金するとは、これは非常に考えられないことです。

これはあくまでも私の指摘ですから、なんされようと結構です。 

  そういうことで、前向きに２年間ずうっと１０万円ずつ減らしていただいて、藏原市

長の意向で、非常に前向きでいいことなんです。今後、なおさらそういうことで力を注

いでいただいて、今後のＹ・ＢＯＸの対応は変えていただきたいと思います。 

  数々多すぎて時間がありませんのでこれで一応切って、また午後別のあれで質問させ

ていただきます。 

○議長（内田靖信君） 田畑久吉議員の質問の途中ですが、議事の都合により午後１時ま

で休憩といたします。 

午後 ０時００分 休憩 

―――――――――――――――――――――― 

午後 １時００分 開議 

○議長（内田靖信君） 休憩前に引き続き、会議を開き、一般質問を行ないます。 

 先ほどの田畑議員の質問に対しまして、執行部より改めて答弁の申出があっておりま

すので、これを許可いたします。 

 産業経済部長 上野伸一君。 

○産業経済部長（上野伸一君） 先ほど、田畑議員の御質問の中に、販売先等の件数等の

御質問がございました。販売先につきましては、一般の取引業者に加え市内外のホテル、
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スーパー、百貨店、サービスエリアなどがあり、そのほかにも市内の小学校や保育所も

含まれており、年間で約１００か所超えて販売されておるということでございます。 

 以上でございます。 

○議長（内田靖信君） ２２番 田畑久吉君。 

［２２番 田畑久吉君 登壇］ 

○２２番（田畑久吉君） さっきのＹ・ＢＯＸの総まとめを一言申し上げまして、終わり

たいと思います。 

 改めて、永田部長から答弁いただきました。そうした企業体に１００か所も販売して

いて、その割に売上げが少ない。それは私の判断ですよ、私の判断です。その中で最後

のまとめとして、Ｙ・ＢＯＸのゴルフコンペに参加したのが９件か１０件ありますね。

ゴルフでも参加してするような企業体で私はないと思うんですよね。そういう企業体じ

ゃない。私は大阪で貿易しているときに、仕入れ先が、神戸製鋼、日立製作所、フジボ

シ。販売先が、韓国、香港、シンガポールとしておりました。しかし、ゴルフまで使う

ようなことをしなかったですね。接待はしますよ。しかし、韓国や外国で接待した領収

証は通用しないんですよ、日本全土でね。これは通用しませんと言われて、大概出しか

ぶったことがあります。そういうことで、先ほど永田部長が努力目標をおっしゃったと

思うんですけれども。 

［「上野部長、上野さん」と呼ぶ者あり］ 

○２２番（田畑久吉君） 上野部長だった。頭が悪いものですぐ間違えますので、御了解

を。 

 そういうことで、１００か所の取引先があるんであれば、もうちょっと売上げを伸ば

していただく。ゴルフでも行って一日遊んで、遊びではないけれど、やはり生産者の元

を訪ねて、いい製品を作ってもらうとか、そして販売先をもっとね、固定客をつくると

か、そういうことに努力をしていただきたいという私のお願いです。以上です。 

 以上をもちまして、次の質問に入ります。 

 くまもと県北病院についてとしております。２月１９日の熊本日日新聞朝刊に３０代

の医師が処方箋を偽造して、向精神薬といいますかこれね。同僚の医師の名前を無断で

使用して、その事件が発覚いたしました。また、２月２５日の同じ熊本日日新聞には、

診療科目を増設して、高度医療も拡充して、ここに来れば安心という、それぞれの記事

が載っていたわけですが、大変良い記事と、反面非常に常識極まりない悪い記事が数日

中に市民の目の前に表明化したわけです。多くの市民の皆様からの戸惑いの声が私のも

とに多くありました。２月１９日の記事について、市民の大勢の方々は、詳しく事件の

内容を知りたいとの声です。平凡な一般市民の心情だと察します。その事件について、

市長自ら詳しく市民にお知らせする、説明する考えはお持ちではないでしょうか。 
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 市民目線第一との日頃の藏原市長の理念・信念には、非常に私も感動しております。

行政全ての執行を行なっておられる市長、市民が非常に期待しておりますので、どうか

一言市民にそういった話をしていただきたいと思うところです。 

○議長（内田靖信君） 総務部長 永田義晴君。 

［総務部長 永田義晴君 登壇］ 

〇総務部長（永田義晴君） 田畑議員の御質問にお答えをいたします。 

 ２月１９日等々の件についてということでございますが、今月１日移転開設しました、

くまもと県北病院でございますが、平成２９年１０月１日から、一部事務組合の病院か

ら地方独立行政法人の病院へと経営形態が変わっております。玉名市と玉東町が設置し

た一部事務組合といたしましては、地域医療が損なわれたり、病院の経営状況が悪化し

たりしないよう、病院に対し中長期目標を提案する権限が認められております。病院は

この目標を達成するための中長期計画を作成するとともに、組合議会に提出して公表す

ることが義務づけられております。 

 しかしながら、病院の運営に関しましては、病院が１つの法人として組合から独立し

た権限、責任を有しております。 

 したがいまして、先ほどの御質問であります、個別具体的な病院の運営に関わる議員

の御質問に関しては、市として発言できる立場にございませんので、私の方からの答弁

は差し控えさせていただきます。 

 以上でございます。 

○議長（内田靖信君） ２２番 田畑久吉君。 

○２２番（田畑久吉君） 永田部長の答弁は結構でございます。市長に、一言感想をお願

いいたします。 

○議長（内田靖信君） 市長 藏原隆浩君。 

〇市長（藏原隆浩君） 再質問にお答えいたします。 

 権限の内容含めて、先ほど総務部長が答弁したとおりでございますけれども、病院建

設組合の組合長という私は立場でありまして、直接的な経営に関して、内容運営に関し

て権限は持ち得ませんけれども、理事長の任命権というものは、私は有しております。 

 今回、悪い方で載った新聞の案件ですけれども、ちょっと聞くところによると、警察

で逮捕であるとか起訴であるとか、聞き取り等々も行なわれていないというような話で

ありまして、発表された記事の真偽をまずは確かめる必要があるんではないかなという

ふうに思っています。万が一、報じられたことが事実であるならば、これは理事長に対

して、再発防止に徹底的に努めていただくようにお願いしなければなりませんし、事実

関係をしっかりと明確に報告をしていただかなければならないというふうに思っている

状況でございます。 
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 以上でございます。 

○議長（内田靖信君） ２２番 田畑久吉君。 

○２２番（田畑久吉君） 永田部長がおっしゃったとおり、玉名市民病院から、当時から

徐々にやっていますね。くまもと県北病院機構組合にまず登記されて、その次にまたこ

の組合を外して、くまもと県北病院機構に登録された。平成２９年１０月２５日ですね、

これは私も分かっております。だからといって、私は経営について直接ああせいこうせ

いということを聞いているわけではないんですね。市長にその感想を聞かせていただき

ました。市長の答弁も適切じゃなかったかと思って聞いておりましたけれども、それで、

病院の中に今まで業務の委託について、それぞれの部門で委託契約があったと思います。

県北一の病院経営の形、姿となったわけですけどね、病院内には直接の医療は別としま

して、各業務の専門業者に委託業者があると聞いております。院内各業務に関して、そ

の委託業者に変更があったのかお尋ねします。 

 前もって通知していますので、聞いておられた調査と範囲内をお答えください。 

○議長（内田靖信君） 総務部長 永田義晴君。 

〇総務部長（永田義晴君） 田畑議員の再質問にお答えいたしますが、通知というか出て

おりますが、先ほど申し上げましたとおり、個別具体的な病院の運営に関わる内容でご

ざいますので、私のほうからお答えできる内容ではございませんので、答弁は差し控え

させていただきます。 

 以上です。 

○議長（内田靖信君） ２２番 田畑久吉君。 

○２２番（田畑久吉君） 永田部長、あの中には設備関係で給食・清掃・受付・電話交換

手・警備、多種委託部門があったと思いますね。これは新しい委託形態はどのように変

更になったのかね、当然私たちは知りたいわけですよ、安心して行くために。一部ある

部分については、県外の企業に決定あったわけです。今まで勤務していた方々が自ら辞

職されたのを、私の伝え言葉ではありますけれども、そのようなことを身近に感じるこ

ともあります。 

 何日か前のことですけれども、新聞の中に、院内清掃スタッフの募集の広告チラシを

見て、非常に不思議に思ったわけです。そのチラシがここにあります。このチラシです

ね、清掃部大募集。なぜ不思議に思ったかといいますと、くまもと県北病院と勤務先が

ちゃんと指定してあったわけです。それも３月１日に開院日として公募している時点で、

ベテランの電話交換手が全員辞めてしまったとか、うわさもありますし、病院の運営が

順調に進むのかと心配なこともあったわけです、私は。もちろん運営に支障があっては

大変なことです。そのあたりのことも説明されるべきではと私は思うのです。 

 このようなことは、医療技術そのものではありませんので、新病院、それも県北一の
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病院のうたい文句、病院を陰で支えることも大切なことです。現在の実情をお願いしま

す。何で聞くかといいますと、前もって言ってありますから、せめてこういうことはど

うですかと聞いたことだけでも、この場所で説明してほしいんよね。玉名市議会も機能

不全なっていますよ、そう思いませんか。 

○議長（内田靖信君） 総務部長 永田義晴君。 

〇総務部長（永田義晴君） 田畑議員の再質問にお答えをいたします。 

 先ほどと同様ではございますが、個別具体的な病院の運営に関わる質問に関しては発

言できる立場ではございませんというのは、申し上げさせていただきたいと思います。 

 ただ、先ほど市長も答弁されたように、重大な事案、今後の病院運営に関わる本当に

重大な事案に関しては、組合長である市長からの理事長に対してのそういう中長期目標

の設定であるとかいう申入れはできるかとは思っております。 

 以上です。よろしくお願いします。 

○議長（内田靖信君） ２２番 田畑久吉君。 

○２２番（田畑久吉君） 永田部長のそういった答弁は、とても私自身は納得できません。

向こうに問い合わせて、大体こういうような状態になっていますというのは、病院の企

業体本位を妨げるわけではないんですね。市民の皆さんに知らせて、安心を与えるため

の私の質問です。市民の代表で今質問しているんですね。私の個人に考えもありますけ

ど、ほとんどは市民の声を聞いた上で質問しているわけです。そういう意味でやはり、

もうちょっと病院のほうに問い合わせて、手術がどうとか、治療がどうとかではないん

でしょう。市民の安心・安全をするためにこういう体制でやっているそうですとかね、

それぐらいでいいんですよ。もうこれ以上言いません。言っても無駄です。 

 次に行きまして、病院内の医療体制についてお尋ねします。 

 くまもと県北病院の開院に向けて、熊本日日新聞の朝刊で数回にわたり大体的に報道

されたことは、もう皆さん御存じのとおりです。すでに御承知のとおりだと思いますが、

報道の紙面から知る限り、玉名市民、地域住民の方々は相当の期待をもって新病院の医

療技術に、またその病院の体制に期待と希望を、そしてまた安心感を持たれたことと察

するものです。 

 私も数回の新聞報道の記事の内容見る限り、そのような期待と安心・信頼につなげる

ことができますけれども、紙面の両面に大々的に全体像が、写真が掲載されてありまし

た。これは３月２８日ですか、この新聞ですね。大々的にこういったふうに載っており

ました。２月２８日の朝刊です。この新聞の見出しを「地域の健康を守る拠点に」「住

民に寄り添う医療」、市民がじんとくる言葉が目に入ります。すばらしい病院のイメー

ジの見出しですけれども、形や大きさだけの病院ではなくて、病床数が多いだけの病院

がいいとは限りません。いろんな声が聞こえてきます。それはそれとして、２月２７日
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の新聞報道の中に、山下理事長の言葉だと思われますが、熊本大学との連携強化で実現

できたと、それはそれでいいと思いますけども、次の、新病院は研修医の実地訓練や、

ですね。診療医、研修医、研修医とはどういう意味があるのか。大学生の医学候補の生

徒なのか、研修医の実地訓練や、とあり、この言葉をどのように理解したらいいのか。

未熟な医者が研修のために執刀治療、実地訓練をする意味なのか、大学の研修生がそう

いうことをするのか、その内容を知りたいと思うんですけども、またその後に、専門医

の修練を積む教育病院の役割も持つとの説明が載っておりました。どちらにいたしても、

新病院に来る患者さんは、手術の実験台になるのか、治療の実験、実地訓練の試験台に

なるのか、そう思われる言葉から読み取れるわけですね。教育のために執刀や治療や診

断をされるのか、一般の市民からの感覚で言います、今述べたような事態を想像するの

です。これも市民から、何人からもそういった声が寄せられます。「田畑さん、こうい

うことはっきりとやっぱり言ってもらわんと困るよ。」と、私もその声を聞いて、今日

この質問をしておりますけれども、多くの市民の皆さんから、このような大変心配な声

が届きました。市民、近隣の皆さんに、信頼と安心の言葉をお示し願いたいと思います。 

○議長（内田靖信君） 総務部長 永田義晴君。 

〇総務部長（永田義晴君） 田畑議員の再質問にお答えいたします。 

 今おっしゃったところの、新病院での研修医の訓練の場という理事長の御発言だった

ということでございますが、研修医制度というのは、私も詳しくは存じませんが、多く

の病院で行なわれていることではあると思います。それが直接患者さんに対する、患者

さんを実験台にするとか、決してそういうことではないというふうに思っております。

その他、先ほどから申し上げておりますとおり、病院の運営に関して細かなところに関

して、一つ一つ個別具体的な運営に関しましては、私の市として発言できる立場にござ

いませんので、答弁は控えさせていただきます。これ以上の答弁は控えさせていただき

ます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（内田靖信君） ２２番 田畑久吉君。 

○２２番（田畑久吉君） 答弁はそれでいいと思いますけれども、そういうことで通され

るのであれば、この議会も、玉名市等々もね、機能不全ということしか私は思いません。 

 この場で振り返ってもらえる答弁だと思いますので、次に進みます。 

 廃墟となった現玉名中央病院の跡地について、私は以前この玉名市議会一般質問の席

で、この病院の跡地の利用開発について、最善の有効利用の計画を新病院の開院時期に

は明示して、その方向性を具体的に示すべきとの意向を申し述べまして、執行部関係に

強く要望をお願いした記憶がございます。それは何故かといいますと、行政には時間の

無駄な期間を出してはいけないとの私の指摘のもとです。それが日々の無駄となるから
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ですね。そのこと自体が民間企業においても同じであるとの理念は、私も持ち合わせて

おります。この玉名中央病院の跡地は多様な角度から考えても、玉名市内では一等地と

判断いたします。教育的な面から考えても小学校、中学校、高校、ＪＲ玉名駅にも非常

に近くて、そういった環境の場所にあり、玉名温泉も近くにあります。課題である定住

促進地としても、また諸々の企業誘致にしても、条件の優先順位が非常に高い跡地と判

断します。私は関連の執行部に強く要望した考えで、跡地の有効利用には非常に期待と

して、今の時点で新病院の開院と同時にその方向性を発表されるもの思っておりました。

現時点でその第一歩の方向性さえも示されないのは、どのような構想を練っておられる

のか、未発表なのか、計画性を持っておられるのであれば、お示し願いたいと思ってお

ります。このこと自体に一度も説明がないのはいかがなものかと、非常に異常とも私は

感じます。２月２５日の熊本日日新聞の報道を見て、市民はただその紙面を読んで拍手

で歓迎されただろうか、そういった疑問を持ちます。今日まで玉名中央病院近隣にお住

まいの市民の多くの皆様方の心情は、いかばかりかと、決して忘れてはいけないと私は

思います。そんな心痛な思いでこの局面を深く受け止めるものです。市当局といいます

か、市長のそのへんの理念・信念とするところをお伺いしたいものです。 

 市長、ちょっと簡単で結構です、一言お願いします。 

○議長（内田靖信君） 総務部長 永田義晴君。 

〇総務部長（永田義晴君） 田畑議員の再質問にお答えいたします。まず、私の方からお

答えさせていただきます。 

 先ほど申し上げましたとおり、玉名中央病院の跡地でございますけれども、これも病

院が所有する財産でございます。その跡地利用についても、病院のほうで検討されるべ

きことであり、市として発言できる立場にございませんが、病院跡地の利活用の問題が

近隣住民の皆様にとって大きな問題であるということは、十分に認識をいたしておると

ころでございます。そのため、新病院への移転後の広大な土地・建物が近隣住民の皆様

の不安材料とならないために、早期に利活用方針を決定していただくよう、組合長であ

る市長より、病院の理事長に申入れをしているとこでございます。 

 以上でございます。 

○議長（内田靖信君） 市長 藏原隆浩君。 

〇市長（藏原隆浩君） ただいまの御質問で、総務部長が答弁したとおりでありまして、

組合長である立場で、くまもと県北病院の所有する土地、それから建物になるものです

から、市のほうで勝手にできるものではありません。ただ、やはり将来的なビジョンと

いうものは持つべきだろうと思っております。 

 先般、先週だったと思いますが、西部地区の商店街の方々も来られて、どのようなス

ケジュール、どのような進み具合でしょうかというようなお尋ねがありました。私のほ



－ 204 － 

うでお答えできることではないんですけれども、今理事長にお願いをして、私が知り得

る範囲での情報として、２月末をもって移転をしました。入院されていらっしゃる患者

さん方も新病院に移動されました。当初は、１月にはプロポーザルで新しい選定をやっ

て進めていくというようなお話を伺っていたんですけれども、実は全ての患者さん、あ

そこから人をすべて出払った状態の中ででないとアスベスト調査ができないというふう

に伺いました。アスベスト調査が結構な期間かかって、なおかつ、それが調査次第では

億単位で解体費が変わってくるというようなことを伺いましたので、もうしばらく先に

なるんだろうというふうに思います、というふうにお答えをしました。そして、でき得

るならば、私の考えとしては、やはり地域の活性化に大きく寄与できるところにプロポ

ーザルの中で提案をしていただいて取っていただきたいということと、あとは西部商店

街であったり、地域の方々にとって、いろんな意味で利用していただけるような場所に

なるというようなことを願っているというようなお話をさせていただいたところでござ

います。 

 以上でございます。 

○議長（内田靖信君） ２２番 田畑久吉君。 

○２２番（田畑久吉君） その話合いをする時間は十分あったと思いますので、今の問い

かけをしたわけです。それには十分、今市長の考えが伝わりましたので結構です。また、

２月２８日に熊本日日新聞に、藏原市長の理論がずっと載っていますけれども、要望な

り何なり、前田町長も載っています。この理論に、信念に従って、今おっしゃったとお

り、玉名市民が安心してそれを利用できる開発とか、企業誘致、定住促進のために、ぜ

ひ、早急にそういった具体策、組合長としても意見を申し上げて、病院に、そのへんを

進めていただきたいと願って、一般質問を終わります。 

○議長（内田靖信君） 以上で、田畑久吉君の質問は終わりました。 

 引き続き、一般質問を行ないます。 

 ３番 吉田憲司議員。 

［３番 吉田憲司君 登壇］ 

○３番（吉田憲司君） こんにちは。３番、創政未来の吉田憲司です。 

 傍聴席の皆様、そして画面越しに御覧の皆様、傍聴していただきありがとうございま

す。本日もよろしくお願いいたします。 

 さて、時がたつのは早いもので、今年は改選の年です。あと選挙まで８か月となりま

した。私が生まれて初めてここで一般質問をさせていただいたときには、有明広域消防

本部と玉名中央病院のことを質問させていただきました。藏原市長も本議会開会のあい

さつの中で、消防の新統合庁舎と新病院のことをお話しになられました。 

 本日再度、この問題を含む質問をさせていただきたいと思います。 
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 では、まず最初の質問は、本市における消防体制と救急医療体制についてであります。 

この議場から見えます、元の玉名消防署は、今は人も車両も空っぽになってしまいまし

た。あの前を通るたびに何か涙が出そうなります。いろんなことがありました。明日で

東日本大震災から１０年です。有明消防からも第１次隊、第２次隊、総勢２５名が福島

を通り仙台へ向かいました。 

 私は昭和６３年に採用され、半年間県の消防学校で教育訓練を受けた後、最初に配属

されたのがあの玉名消防署でした。その後、１１９番を受信する司令課、総務課、警防

課、玉東分署、西分署等々、そして平成２９年３月に退職するときもあの玉名消防署が

最後の部署となりました。あの場所から様々な現場へ向かいました。目を覆いたくなる

ような悲惨な交通事故、荒れ狂う炎と格闘し、鎮火後に発見した御遺体、菊池川の濁流

に飛び込み救えた命、気の遠くなるような斜面の昇り降りをした山火事、そして熊本地

震で益城町へ急行し、何回も襲ってくる大きな余震の中、救えた命と救えなかった命、

様々な命を見つめてきました。 

 消防は、地域住民に一番密着した行政サービスであると私は思います。その拠点の一

つがなくなり統合され、一抹の不安と寂しさを覚えます。しかし、これも時代の流れな

のか仕方のないことかもしれません。 

 それでは最初の質問は、本市から有明広域消防本部へ支出しています消防負担金の昨

年度分、本年度分、そして来年度分の負担金額と、本年度令和２年度分の各構成市町の

負担割合をお伺いいたします。 

○議長（内田靖信君） 総務部長 永田義晴君。 

［総務部長 永田義晴君 登壇］ 

〇総務部長（永田義晴君） 吉田議員の御質問の有明広域消防本部への負担金についてお

答えいたします。 

 令和元年度からの３か年について、当初予算への計上額を申し上げます。 

 令和元年度が８億７０６万４,０００円、令和２年度は８億４,７３０万１,０００円、

令和３年度は８億２,０１４万３,０００円で、２年度と比べまして２,７１５万８,００

０円減少しております。これは負担金の算定基礎になります普通交付税の合併算定替が

終了し、一本算定になったことが主な理由でございます。令和３年度は一本算定により

普通交付税が減少するため、負担割合、金額ともに減少することになります。 

 次に、令和２年度における構成市町ごとの負担金額とその割合でございますが、まず、

玉名市が、先ほど申し上げました８億４,７３０万１,０００円で４１.２７％、荒尾市

が５億５,１０７万円で２６.８４％、長洲町が２億１,４５６万５,０００円で１０.４

５％、和水町が１億９,２５１万５,０００円で９.３８％、南関町が１億５,３２６万１,

０００円で７.４６％、玉東町が９,４５９万１,０００円で４.６１％となっております。 
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 なお、令和３年度は先ほど申し上げました一本算定によりまして、玉名市の負担割合

については３９.６５％でございます。 

 以上でございます。 

○議長（内田靖信君） ３番 吉田憲司君。 

○３番（吉田憲司君） 答弁をいただきました。大体、毎年８億円超を玉名市は支払って

いると。負担割合でいくと２市４町の中で４０％ぐらいを負担しているということでし

た。これを踏まえまして、次に消防本部と玉名消防署の新統合庁舎の配置についてお伺

いします。 

 まず、この統合庁舎のもともとの経過としては、平成２３年５月に統合庁舎の建設に

関する分科会が開催され、候補地を玉名市役所旧庁舎跡地と元の玉名消防署の拡張案の

二つが一度了承されています。それから後は省略しますが、紆余曲折あって１０年後に

は、現在の玉名工業高校の東側になったということです。 

 まず、各署、各分署の位置関係をおさらいというか再確認をしたいと思います。画像

をお願いします。 

［拡大投影にて画像を示す］ 

○３番（吉田憲司君） この地図が管内の地図なんですが、中央のバツ印、これが玉名消

防署、なくなって築地の消防本部に移転した矢印になります。長洲分署もバツ印ですが、

現在建設中で、国道５０１号線の北側へ移転をします。荒尾消防署と緑ヶ丘分署ですが、

これは８年前に、荒尾消防署がもともと競馬場の近くから移転をするとき、今回の玉名

と同じように統合するはずだったんですが、地元の反対により今現在もそのまま残って

います。 

 また、玉名消防署が築地に移転したことで、玉名消防署であっても、荒尾市の金山、

赤田、府本、長洲町の宮野、折崎などには、火災となれば玉名署全員が出場することに

なります。見ていただければわかりますが、玉名消防署は３６０度全方位に出場しなけ

ればなりません。しかし、荒尾消防署、緑ヶ丘、長洲もそうですけど、出場範囲が玉名

と比べる限定的です。北側は大牟田市、西側は有明海で出場する必要はありません。こ

れが当初の計画が変更に変更が重ねられたことで、２市４町のバランスが崩れ、玉名市

にとって大きな影響を受けています。このことで、今度はくまもと県北病院が移転した

ことに伴い、ワークステーション構想を来年度からやる予定だそうです。昨年の有明広

域の組合議会の私の一般質問にそのように答弁をされました。このワークステーション

とは、救急車を県北病院に出向させ、待機をさせて、そこから現場へ出場させるという

ものです。その件について市長も承知をされていると思いますが、この新統合庁舎が移

転したことによって実施されるワークステーションの件について、どのような見解を持

っておられるのかお伺いいたします。 
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○議長（内田靖信君） 市長 藏原隆浩君。 

〇市長（藏原隆浩君） 吉田憲司議員の御質問にお答えいたします。 

今年度消防本部と玉名消防署の新統合庁舎が完成しまして、３月から正式に移転をさ

れ運用中でございます。 

 このたびの統合に伴い、玉名消防署と玉名消防署西庁舎に分散していた人員、車両、

資機材が集約することによって、玉名市としての消防力は強化されたというふうに思っ

ております。 

 また、配置につきましても、玉名市内で住宅が密集、かつ人口の増加が見込まれる市

街地付近に移転したことで、延焼のおそれが高い市街地への出動時間の短縮と初動での

有効的な人員、資機材の投入が可能となって、火災に対する消防力は非常に高まってお

ります。 

 また、旧玉名消防署が位置していた玉名市東側についても、県北病院内に救急ワーク

ステーションが設けられることで、消防力の強化が図られるものと認識しております。 

 しかしながら、救急ワークステーションを運用することによる人員と資機材の分散を

議員は懸念されておられるんだろうというふうに思いますけれども、今後、効果的な運

用が図られるように、また課題が解消されるように、救急ワークステーションの運用を

始めて、動向をしっかりと見ながら、今後も消防本部において、消防力の強化に向けた

全体的なことを含めての検討がなされるように、私からも進言をしていきたいというふ

うに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（内田靖信君） ３番 吉田憲司君。 

○３番（吉田憲司君） 答弁をいただきました。 

 ワークステーション構想は、大都市の消防は病院の中に２４時間勤務でやっていると

ころもあります。これは人員に余裕があるところです。それから救急隊専属のところ、

ここは病院の中が消防署化していまして、そこに救急隊がいるということなんですが、

有明広域のような規模では私はこれに反対の立場です。場所はともかく、さっき市長が

おっしゃられたように、せっかく新統合庁舎が完成し、職員の数の塊が大きくなりまし

た。様々な災害に対応するバリエーションが増えたことは確かです。それをわざわざ解

体するのであれば、統合した意味さえなくなります。 

 また、救急隊であっても火災のときはポンプ車に乗り換えて現場に出場しなければな

りません。その対応もできなくなり、消防力は低下をします。さらには、他の隊との連

携訓練や消防といえども行政ですので、事務処理、報告書の作成等もその間はできなく

なります。それに、県北病院へ出向するのは平日の昼間のみと伺っております。これを

行なうことによって、プラス面とマイナス面があると思いますが、私は市民にとっても、
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それから職員にとってもマイナス面のほうが大きいのではないかと思います。私はもう

一度検討する余地があると思います。そのことを指摘させていただいて、次の質問に移

ります。 

 では、今後の消防体制について伺います。 

 私は、先月２月の有明広域の組合議会で一般質問をさせていただきました。 

 内容はもちろん、当初の計画から外れて荒尾消防署と統合しないで緑ヶ丘分署が８年

も存続していることについて質問しました。ところが、執行部の答弁の中で、現在建設

中の長洲分署と南関分署を基幹分署として格上げをし、人員の増員を示唆する答弁があ

りました。 

 もう１回、あの地図を見ていただければいいんですけれど、分署は全部３名勤務です。

救急車が出たら消防車は出れません。消防車が出たら救急車はでません。この答弁に私

が驚いたというか、今より管内の西側はさらに消防力が増強されるということです。有

明海側に、長洲が増員されると。私は東側の天水分署、玉東分署、菊水分署などが管轄

する管内の東側の住民にとってはあまりにもアンバランスというか、これは江田議長お

られますが、広域の議会ではあまり言えないのですが、２市４町の中で一番負担金を支

出している玉名市サイドから見ると、ちょっと厳しいかなと思います。私は、地図を見

てもらえればわかるんですが、天水分署を増強するんだったら理解できます。というか、

今の状況で逆に天水分署を増強しなければならないと思います。 

 そこで、市長にお伺いします。 

 玉名消防署が統廃合され、管内の消防体制が西側に偏りました。さらには、長洲分署

と南関分署が基幹分署として増強されるこの方針について、玉名市のトップとしてどの

ような見解をもっておられるのかお伺いします。 

○議長（内田靖信君） 市長 藏原隆浩君。 

〇市長（藏原隆浩君） 議員の御質問にお答えします。 

 玉名市における消防体制については、２市４町全体で組合として消防本部が運営され

ております。そのため、２市４町全体で均等に消防力の底上げ強化があるべき姿かとい

うふうに思っております。その一環として、今年度有明消防本部においては、新統合庁

舎の運用開始、長洲、南関分署の庁舎建設と、消防力の強化に努めておられるところで

ございます。 

また、今年度から消防職員の定数１０名増員し、徐々に人員の確保に当たられる予定

というふうになっております。その中で、議員が述べられたように、今後、長洲、南関

分署を基幹分署に格上げし、人員を増員したところで運用を行なう予定となっておりま

して、人口分布、立地等を抜きに各部署の配置を見ると、全体的に西側に配置され、消

防力の偏りがあるんではないかというふうな見解もございます。私の立場としては、玉
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名市民の安心安全のため、玉名市の消防力を強化していただきたいと声を大にしたいと

ころでありますけれども、逆をいえば、他市町においても同じことを思っておられるは

ずだというふうに思います。 

 今後、議員が懸念されている消防力の適正な配置につきましては、天水分署の強化は

もとより、大義としては、２市４町全体で均衡に消防力の強化が図られるように、さら

なる検討を要請し、進言を行なっていきたいというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（内田靖信君） ３番 吉田憲司君。 

○３番（吉田憲司君） 市長から答弁をいただきました。市長も苦しい立場だと思います。

２市４町の協調性といいますか融和も大切だろうと思います。それもわかります。ただ、

玉名市としても応分の負担を納め、それで市民の生命・身体・財産を守ってもらうとい

う広域行政サービスを合議制で運営されているとしても、大変恐縮ですが、玉名市のリ

ーダーとしてもう少し玉名市としての立ち位置を主張されてもいいいのかなというふう

に思います。 

 今後も、私は２９年間の経験を踏まえ、市民の安心安全が有明広域の中で不利益とな

らないように意見を伝えていくのが私の使命だと思っています。どうか市長におかれま

しても、２市４町をもう少し高い位置から俯瞰をしていただいて、今後、組合の理事と

して奮闘されますことをお願いして、次の質問に行きます。 

［３番 吉田憲司君 登壇］ 

○３番（吉田憲司君） 次の質問は、先ほどの田畑議員と少しかぶりますが、先日オープ

ンしました、くまもと県北病院についてであります。 

 県北病院については、前回も質問させていただきましたが、また、不祥事が発覚をし

てしまいました。この大事な時期に医療以前の問題ばかりで、市民の間では、新病院に

対して期待と同時に不安が入り混じって心配しておられると思います。 

 画像をお願いします。 

［拡大投影にて画像を示す］ 

○３番（吉田憲司君） これは私、パソコンで打ってまいりました。 

一番上からずっと列挙してありますが、一番上が２８台のパソコンにソフトを不正ダ

ウンロードしたと。和解金を支払った後もずっと使用を続けていた。看護師が飲酒運転

を起こし略式命令を受けるが病院は内規に反し公表しなかった。男性事務職員が１７か

月間、月平均１３８時間の残業手当を受給していた。看護師が抗てんかん薬と睡眠薬を

２年間に１０数回盗んだ。常勤の医師と偽り、診療報酬加算過大請求が発覚し、九州厚

生局から指摘を受け９,０００万円を返還した。禁煙を要件とする診療報酬加算を年間

２,５００万円請求しながら病棟の地下で職員が喫煙をしている。前理事長が研究費か
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ら高級外車を購入。そして今回の医師の処方箋偽造が発覚しました。 

これらはすべて組織の体質だと私は思います。組織の統制が、ガバナンスが全く取れ

ていないように見えます。市役所でも有明広域消防本部でも、こういうことがあればど

こかの段階でチェックが入るはずです。 

今回、病院側は事実関係は認めたが調査の予定はないとコメントしています。 

また、理事長のコメントも「重大なことだと思っていなかった。偽造の疑いは感じた

が詳しく聞かなかった。」と、どこか人ごとのコメントで私はびっくりしました。 

このコメントを市民はどんな気持ちで受け止めておられるのでしょうか。 

私は、市民の命を守る医療機関のトップの認識としてはいかがなものかなというふう

に思います。理事長が交代されても、今なおこのような不祥事がなぜなくならないのか、

理事長の任命権限である市長にその見解をお伺いします。 

○議長（内田靖信君） 市長 藏原隆浩君。 

［市長 藏原隆浩君 登壇］ 

〇市長（藏原隆浩君） 吉田議員の不祥事はなぜなくならないのかについての質問にお答

えします。 

 病院の運営に関しましては、先の１２月議会で、吉田議員の質問に対して、総務部長

からも答弁しましたとおりでありますけれども、市が直接関与する権限がございません

けれども、先般報道でありました、向精神薬の不正取得など、くまもと県北病院の一連

の不祥事に対しましては、組合長である私自身も大変遺憾に思っているところでござい

まして、理事長に対して、再発防止に努めるように求めてまいりたいと思っております

し、これからもより一層のコンプライアンスとガバナンス、遵守と管理というものを強

く理事長に求めていきたいと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（内田靖信君） ３番 吉田憲司君。 

○３番（吉田憲司君） 答弁をいただきました。よろしくお願いしておきます。 

 では、次の質問に入ります。 

 病院の給食食材の納入について伺います。これまで病院で調理される食材の多くが地

元の業者さん、お店から調達、納入されていたそうです。 

しかし、新病院に移転するタイミングで説明会があり、見積もりを提出し、しばらく

すると、地元業者さんとは契約、取引をしない旨の連絡が届いたとお聞きをしました。

ただでさえコロナの影響で厳しい状況のところが多い中に、この出来事はかなりショッ

キングなようでした。民間の医療機関ならまだわかりますが、税金が投入されている公

的な病院ですので、病院も市も、地元の業者さんも含めて、共存共栄という観点もあり

ます。この店を使ってくださいというのは、これ絶対に言えませんが、やはり地元の業
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者さんを優先的に使っていただきたいと思います。 

この事態を重く見た玉名商工会議所からも会頭名で、市長への要望書が提出をされて

いると思います。今後どのような対処をされるのか、市長にお伺いをします。 

○議長（内田靖信君） 市長 藏原隆浩君。 

〇市長（藏原隆浩君） 御質問にお答えします。 

 くまもと県北病院の給食食材納入についてお答えいたします。 

 この件に関しまして、議員も各方面から情報収集され、御心配されているかと存じま

すけれども、まず、玉名商工会議所からありました要望について御説明します。 

 玉名商工会議所からの要望の趣旨としましては、地域経済振興のため、食材物品等の

納入業者は、できる限り地元玉名市の事業者を採用していただきたい旨を病院機構へ申

し入れてほしいというようなことでありました。 

これを受けて私の対応についてなんですけれども、この商工会議所からの要望をいた

だく前に、幾つかの事業者から、吉田議員が情報聞かれたのと同じように、公立玉名中

央病院からくまもと県北病院に移行したことによって、新しい取引ができなくなったと

いった相談が幾つもございました。それで、直ちに病院機構に確認したところでござい

ます。機構からは、給食業務も非常に大規模であって、災害時等を含め継続的な食材供

給の確保が必要なことや、見積もりの結果によるものであるというふうに説明をそのと

きは受けました。 

 しかしながら、玉名市に立地する、先ほど議員が申されたとおり、地域病院である以

上、地域経済への寄与についても考慮いただいて、できる限り地元業者を使ってもらい

たいというような要望を強く、理事長を通して申し上げました。 

 その結果、先日の開院までには、公立玉名中央病院で取引をされていた、要は前身の

場面で取引をされていた約２０くらいの地元の事業者のほとんどが、取引数量は若干減

ったものの納入取引が継続されているというふうに聞き及んでおります。 

 以上でございます。 

○議長（内田靖信君） ３番 吉田憲司君。 

○３番（吉田憲司君） 答弁いただきました。 

 市長、私ですね、情報収集は全くしてないんですよ。自然に入ってくるんです。私も

やっぱりどがんかせないかんという思いで、こういう質問をしてるんですけども、ただ、

市長が言われたとおり、要望書が来る前に市長が動かれたという、スピーディーな対応

ありがとうございました。 

 やはりこの対応ができるのは市長しかおられません。そういった関わりを、どんな別

組織と言われても、やはり注視をして、今回のように軌道修正をしていただくことで、

地元の業者さんにとっても、ひいては玉名市とってもプラスになるんだろうと思います。 
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 では、病院の最後の質問は、これは前回１２月議会でも質問しましたし、先ほどの給

食の食材とかぶる部分がありますが、県北病院への関わりについて伺います。 

 １２月の私の一般質問に、先ほどもありました、市長は病院理事長の任命権者ではあ

るが、病院の組織の運営等には法的には本市が直接関わるような権限はございませんと、

総務部長から答弁をいただきました。また、財政については、玉名市から支出をしてい

るので、財政的な関わりはあると答弁があったと思います。しかし、またもやこれだけ

の不祥事が発覚をして、市民への信頼回復は、新病院のオープン前からつまずいた形と

なりました。市民の命を守る大きな公的病院の組織の中で、何が起きているのでしょう

か。一部の人たちの誤った判断によってこのようなことが繰り返されています。 

一連の不祥事や、先ほどの地元業者さんの問題等々、この状況を打開するためには、

先ほどの給食食材の件のように、法的かどうかは別にして、財政支援をしている地元自

治体からの立場から、忠告なりアドバイスなりはあってしかるべきだと私は思います。

まずは市民から信頼される医療機関として、オーナーである玉名市、玉東町と一緒にな

って立て直し、経営の安定化を図っていかなければならないと思います。新病院に対す

る今後の関わりについて、市長のお考えをお伺いいたします。 

○議長（内田靖信君） 市長 藏原隆浩君。 

〇市長（藏原隆浩君） 議員の御質問にお答えいたします。 

 先ほど申しましたとおり、くまもと県北病院の経営につきましては、病院が一部事務

組合から独立した権限、責任を有しておりますことから、病院のオーナーが玉名市と玉

東町が設置した一部事務組合であるとはいえ、法的には本市が直接病院に関与する権限

は持っていないということであります。 

しかしながら、病院組合には、病院自体に対して中長期目標を提案する権限というも

のが、提案する権限ですね。指示、采配する権限は持ちえませんけれども、提案する権

限が認められておりますとともに、病院には、目標を達成するための中期計画の作成、

組合議会への提出、公表が義務づけられております。さらに、病院の運営状況について

は、組合議会に報告することとなっております。このように、包括的に一部事務組合の

組合長、病院議会議員を通した形で病院に関わっていくことが認められています。 

 今後、くまもと県北病院が県北の拠点病院として、しっかり機能して、市民の皆様が

充実感と安心感の中で笑顔で暮らせるよう、病院議会の議員の皆様ともしっかりと協力

をして、組合長としての役割を果たしていきたいというふうに考えております。 

 また、これまで病院事務、契約事務の適正化、それから効率化のために、市職員の人

員派遣等を行なってまいりましたけれども、これらにつきましても、引き続き可能な限

り支援を行なっていきたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 
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○議長（内田靖信君） ３番 吉田憲司君。 

○３番（吉田憲司君） 市長から答弁いただきました。ありがとうございます。 

 これは通告してないんですけど、市長に再質問をしたいと思います。 

 処方箋の偽造の件なんですけども、九州厚生局の麻薬取締部の立入検査が実施をされ

ました。その方は今も勤務をされているのか、それから、組織の中で何らかの処分があ

ったのか知っておられたらお伺いしてよろしいでしょうか。 

○議長（内田靖信君） 市長 藏原隆浩君。 

〇市長（藏原隆浩君） ただいまの質問に知っている範囲でお答えしますと、今も勤務さ

れておられるかどうかは確認しておりません。厚生局の検査が入ったという情報は伺っ

ておりますけれども、その後の結果についてもまだ報告はいただいておりませんので、

おそらく結果が出ていないのではないかと思われます。想像です。 

 以上でございます。 

○議長（内田靖信君） ３番 吉田憲司君。 

○３番（吉田憲司君） ありがとうございました。 

先ほど、田畑議員も申されましたが、今後は中心市街地でもあります、元の中央病院

の跡地の問題もあります。本当に近隣にあった駐車場はもぬけの殻です。西部商店街に

も本当に人がいなくなりました。これは私の地元のみならず、多くの市民が旧庁舎跡地

と並んで注目している問題だと思います。跡地ばかりを指摘して申しわけないんですけ

ど、本当に跡地は市内の１番いいところです。市内の活性化につなげていかなくてはな

らないと思います。 

 最後に、このことだけは声を大にして言っておきたいというふうに思います。 

 多くのドクター、それからナース、事務職員はこのコロナ禍、一生懸命医療従事者と

して、誇りを持って、ある意味自分自身を犠牲にして日々頑張っておられます。そのこ

とに本当に感謝申し上げたいというふうに思います。 

 その感謝を申し上げて、次の質問に入りたいと思います。 

○議長（内田靖信君） 吉田憲司君の一般質問の途中ですが、議事の都合により、暫時休

憩いたします。 

午後 ２時０２分 休憩 

―――――――――――――――――――――― 

午後 ２時１５分 開議 

○議長（内田靖信君） 休憩前に引き続き、会議を開き、一般質問を続けます。 

 ３番 吉田憲司君。 

［３番 吉田憲司君 登壇］ 

○３番（吉田憲司君） 次の質問は、ウィズコロナ・アフターコロナにおける市の施策に
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ついて伺います。 

 まず、学校規模・配置適正化についてであります。このコロナによって生まれてくる

赤ちゃんの数にも大きな影響が懸念されています。戦後１９４９年ごろの第１次ベビー

ブーム、その後、１９７３年ごろの第２次ベビーブームが起こりました。しかしながら、

社会情勢や価値観の変化により、第３次ベビーブームは起こりませんでした。そして、

この少子化の流れにさらに拍車をかけているのがコロナです。昨年２０２０年の全国の

婚姻届け出数は約５４万組、前年と比較しますと７万８,０００組減少し、減少率は１

２.７％です。また、生まれた赤ちゃんの出生数は、２０１９年は８６万５,０００人、

昨年、２０２０年は８４万人と推計をされてします。このコロナの影響が出始める今年

２０２１年の出生数は、先ほどの婚姻数等から試算すると８０万人を割り込み、７９万

人と推計をされています。このことで、国が推計していた少子化のスピードが、このコ

ロナによって１０年早まったとの報道がなされています。このことで、人口減少に対す

る備え、対策が急務となり、施策や予算の優先順位も高くせざるを得ない状況になって

います。 

 そのような中、学校規模・配置適正化基本計画に基づいて、現在、天水中学校校区の

学校づくり委員会が開催されています。私も傍聴させていただいておりますが、なかな

か厳しい状況のようです。しかし、そうこうしているうちに子どもたちの数はどんどん

減っていきます。５年後に新１年生で入学が見込まれる、現在１歳の子どもは、玉名市

全体で４６４人です。これを天水地区だけで見ると、男子１１名、女子１５名、合計２

６名です。玉水小、小天小が仮に合併したとしても、２６人ですので１クラスです。こ

のような危機感から委員会に出席されていた保護者からは、「今合併しないと、何年か

後は今度は横島を含めたところで合併せなんごとなるかもしれんばい。」という意見が

述べられています。 

それで、横島地区の同じ１歳の人数を調べてみました。男子１３名、女子１４名、合

計２７名です。仮に天水地区と横島地区が合併しても２クラスです。ちょっと昔になり

ますが、私たちのもう一つ上の世代は、大野、睦合、築山、滑石が一緒になって、岱陽

中学校とか岱南中学校がありました。今の栗崎団地、あそこも昔は錦水中学校でした。

錦水中学校と小田中学校が合併して玉陵中学校ができました。このように、ひと昔前も

そうであったように、近い将来、今の小学校校区や中学校校区を越えた合併も可能性が

ゼロではないような気がします。 

 この学校規模・配置適正化基本計画の１学年２クラスを堅持するためには、もう、中

学校校区内の合併だけでは収まらず、お隣の荒尾市がされたように、中学校の統廃合も

視野に入ってくるのではないでしょうか。 

少子化のスピードが一気に加速しているこの状況で、今後の方針をどのように考えて
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おられるのかお伺いします。 

○議長（内田靖信君） 教育部長 西村則義君。 

［教育部長 西村則義君 登壇］ 

○教育部長（西村則義君） 吉田議員の質問にお答えいたします。 

 １２月議会で答弁いたしましたとおり、現在、２次計画の策定に向け、玉名市学校規

模適正化審議会を設置し、協議を始めたところでございます。コロナ禍において、生活

や価値感が変わり、１０年前の計画策定時とは状況が大きく変化し、国において令和３

年度から５年かけて、小学校全学年で１クラス３５人とすることが示されるなど、少人

数によるきめ細かな指導が求められているところでもございます。 

かつてないほどのスピードで変化する社会情勢の中で、より時代の変化に応じた計画

を策定したいと考えております。 

 今後１０年間の玉名市学校規模・配置適正化基本計画については、令和３年度玉名市

学校規模適正化審議会において、慎重に議論してまいります。 

 以上でございます。 

○議長（内田靖信君） ３番 吉田憲司君。 

○３番（吉田憲司君） 答弁をいただきました。 

議論のスピードもスピードアップしていただきたいと思います。 

学校づくり委員会の中で、ある保護者の方が、先細っていく市の財政面のことにも触

れられています。熊本市教育委員会は、２０２２年度から学校のプールを近隣の学校で

共同利用することや、民間のスイミングクラブを活用するなど、モデル校を指定して検

証すると発表しました。私はやっぱりプールは学校にあったほうがいいと思います。プ

ールは防火水槽の役目もしています。だから１年間ずっと水が溜めてあります。ただ、

１年の中で２か月ぐらいしか使用しませんので、夏休みのプール開放を今しない学校も

あります。維持費等を勘案すると、そんな検討もせざるを得ないのかもしれません。 

このようにスピードアップする少子化の問題、それから、財政の問題、公共施設とし

ての問題、そして、デジタル化の進化などがありますが、時間はどんどん流れています。

時間は待ってくれません。ある意味、コロナと共に時代の転換点を迎えているような気

がします。学校づくり委員会の運営方法や議論の論点を精査して、教育委員会として、

また玉名市として、力強い方針、メッセージが必要ではないかと思います。 

いつかの一般質問でも述べてまいりましたが、私は単純に友だちは多いほうがいいと

思います。多くの違った意見、考え方、価値観を学ぶにはある程度まとまった数が必要

です。来年度からタブレットが導入されますので、多様な意見はそれで知ることができ

るかもしれません。しかし、実際の集団の中で、日々の授業、休み時間、クラスマッチ

あるいは運動会、文化祭、そしてその中で協調性だったり、責任感、助け合う心、リー
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ダーシップ等を学び、育み、それが笑顔をつくる１０年ビジョンの中にも書かれていま

すが、子どもたちの未来を生き抜く力につながると信じています。 

 それから、１０年ビジョンが出てきましたので、北本議員や前田議員も指摘をされて

いましたが、この８ページに、県内唯一の小学校全学年３５人学級できめ細やかな教育

ということが書かれています。これが廃止をされます。非常に残念で仕方ありません。

しかし、それ以上に残念だったのが、１日目の答弁で、教育長は財政が厳しいから、市

長は人材不足だと。廃止する理由が市長と教育長で認識が違っていたということに驚い

たというか、私はがっかりしました。このような状況で仕事をしている部下の皆さんも

がっかりされたんじゃないかなと思います。何かの答弁だったと思いますけど、つなが

りシートを幹部の方も共有していただきたいと思います。 

 そのことを指摘して、次の質問に入ります。 

 次は、市内５校の高校への支援について伺います。 

 昨日と今日は公立高校の後期試験の日でした。もうお昼ですので終わっていると思い

ます。受験生の皆さん大変お疲れさまでした。あとは合格発表を待つのみです。 

 しかし、今合格発表も掲示板でないですもんね。全部インターネットで合格発表がさ

れる。なんか寂しいなと思いますが、ただ、今年の後期試験の出願者数も公立高校にと

って大変厳しいものになりました。私たちの時代は、行きたくても受験さえ簡単にでき

なかった玉名高校でさえ３年連続で定員割れ、その他近隣の岱志高校、玉名工業高校、

北稜高校、すべての学校で募集人員に達していません。また、募集人員の半数にも満た

ない学校もあります。これは熊本市内の学校や、スポーツや学力で私立高校希望する生

徒が多いことが考えます。しかし、１番の要因は少子化によるものと考えられます。私

事ですが、私は小さいころから玉名高校のすぐ近くに住んでいました。小学校のころか

ら玉名高校で遊んでいるんですね。夏休みのラジオ体操も玉名高校の玄関の池の前でラ

ジオ体操をやっていました。そして、私は普通に玉名高校に入れると思い込み、入学し

たら応援団のリーダーをするのが夢でした。しかしそれは単なる思い込みで、その夢は

儚く消え、私は熊本工業高校で野球に青春を捧げることになりました。 

 話を戻しますが、私たちはよく玉名市内には高校が５校もあります、と胸を張ります。

しかし、このような状況が続くと４年前の南関高校、２年前の多良木高校のように、県

教育委員会は無情な判断を下す可能性があります。いや、すでに検討しているかもしれ

ません。そのような状況だけは絶対に避けなければなりません。 

 そこで、地元自治体としても地元の高校に進学してもらえるような支援をするべきで

はないでしょうか。 

例えば、市内の中学生が市内の県立高校に進学すれば、制服の代金を補助するとか、

また、私立高校も含め、市内には県内全国でもトップクラスの部活動がたくさんありま
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す。先日、専大玉名高校のラグビー部は、県内で初優勝を飾りました。ブラスバンド部

の専大玉名高校とそして玉名女子高校、さらにはレスリング部の北稜高校と玉名工業高

校があり、みんな頑張っています。そこで、楽器だったり、ユニホームや道具の補助を

バックアップすれば、部活動もさらに活発になり、強くなって、そして保護者の負担も

軽減され、入学希望者が増加することが期待できるのではないでしょうか。 

 このように、地元の高校を進路として選択肢の中に加えてもらえるよう、本市として

バックアップするという施策について、どのような見解を持っておられるのかお伺いい

たします。 

○議長（内田靖信君） 企画経営部長 今田幸治君。 

○企画経営部長（今田幸治君） 吉田議員の市内５校の高校への支援についてお答えいた

します。 

 令和３年度熊本県公立高校入学者選抜における出願者数では、議員も御指摘されたと

おり、玉名高校、北稜高校、玉名工業高校の一部の学科で定員に満たない募集の状況、

いわゆる定員割れの状態となっておりました。 

また、玉名女子高校や専修大学玉名高校といった私立高校においても、生徒の確保に

大変苦慮されているものと思っております。定員割れの理由としましては、少子化問題

が第１に上げられますが、通学区域の再編や入学者選抜学区外枠の拡大によるもの、ま

た、私立学校への進学につきましては、国の就学支援金制度による経済的支援のほか、

大学への進学実績の高さやスポーツなどの実績の高い市外の高校への進学を希望する傾

向にあるのではないかと考えております。これは県内共通の傾向ではないかと認識もし

ております。 

本市には、高校が５つあるということで、定住促進をはじめ、教育、文化、産業など

の振興に果たす役割が非常に大きく、今後も必要不可欠な存在であると考えております

ので、定員割れとなっている現状については危惧しているところでございます。 

 議員御質問の市内５校の高校への支援につきましては、継続した取組の一つとして、

本年度から市内の高校生も参加する、玉名未来づくり研究所で、若者が若者目線で市の

魅力や課題を見出し、「玉名に住んでみたい、住み続けたい、私たちが帰ってきたい玉

名を創る」の実現に向けた活動を支援することとしています。このように、若者自らが

まちづくりに関わる仕組みを構築し、学校や地域、企業や行政が相互に連携することで、

まちの活性化やにぎわいの創出につなげ、若者に面白いと思ってもらえるような地域づ

くりや特色ある学校づくりにより、若者の市内定着や市外からの入学者の増加につなが

るものではないかと期待しているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（内田靖信君） ３番 吉田憲司君。 
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○３番（吉田憲司君） 答弁いただきました。熊本工業高校に行った私が言うと、あんま

り説得力がないんですけれど、部長よろしくお願いしておきます。 

 皆さんは春といえば何を思い浮かべますでしょうか。私は春といえばやはり選抜高校

野球です。来週の金曜日、３月１９日から甲子園で選抜高校野球大会が始まります。今

回、無観客じゃないそうです。昨年の秋、九州大会で見事優勝した長崎県立大崎高校が

出場します。九州チャンピオンです。大崎高校は全生徒数が約１２０人、長崎県西海市

の大島にあります。島の人口は約５,０００人だそうです。しかも２年半前まで野球部

員はわずか５人だったそうです。なぜ典型的な過疎の高校が九州大会で優勝し、甲子園

に出場できたのでしょうか。話せば長くなるのですが、まず、監督さんは中途採用で市

の教育委員会の正職員です。グラウンドは合併前の町がつくった野球場で練習をしてい

ます。そして極めつきは、西海市の青少年育成基金から、高校の後援会に３年間で８,

５００万円が支出をされています。これは寮の建設などの補助に当てられたそうです。

もちろん優秀な生徒のスカウティングをされたと思いますが、そんなに簡単に甲子園に

行けないというのは、私が一番わかっています。しかしそれが現実のものとなりました。

しかも九州チャンピオンです。それは人口２万７,０００人の西海市が過疎地にある小

さな高校でも、真剣に本気で一丸となれば甲子園に行けると信じて、それを実行したか

らだと思います。これは一つの成功事例ですが、私はこの小中高に及ぶ少子化の問題は、

今後、地方自治体にとっては、自治体が存続できるかどうか、最重要課題だと私は思い

ます。子供たちの未来と玉名市の未来を考えたとき、今の大人たちがどのような教育環

境をつくって、それを玉名市の未来にどうつなげて残していくのか、真剣に、しかも早

急に検討し体制づくりを急ぐ必要があると思います。そのことを指摘して、次の質問に

移ります。 

 次は、新玉名駅周辺開発についてであります。 

 来年度予算、新玉名駅周辺整備事業に約１億３,５００万円が計上をされています。

九州新幹線が開通して、東日本大震災と同じですからちょうど１０年です。しかし取り

巻く環境は厳しくなる一方です。ＪＲ九州は本当にシビアです。新玉名駅のホームの無

人化は早かったですが、経営の合理化に乗り出しました。新卒の採用を毎年約２００人

程度を行なっていましたが、来年度は１２０人、再来年度はゼロ。採用しないと発表し

ました。また、今月のダイヤ改正に伴い、新玉名駅の停車本数を５２本から４３本に減

便すると発表をしました。 

ＪＲ九州の今年の３月の決算は、コロナの影響により上場以来、初めて赤字となり、

その額は２８４億円に上るそうです。それに加えて、毎回古奥議員が指摘をされていま

すが、なかなか手続が進んでいかない状況です。そして、莫大な予算と農振除外、文化

財の発掘、大勢の地権者の皆さんとの用地交渉など、相当な時間と労力が必要だと思い
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ます。地権者の意向調査によると、土地を売ってもいいという方が４８％、借地であれ

ば協力する方が３８％、農業をそのまま続けたい方が４％、その他が１０％、この数字

を見てもこの事業が容易でないことが理解できます。これを仮に民間の力をお借りして

やるにしても、これまた容易でないことがわかります。 

 しかし、それでも進めるのであれば、このミッションは絶対失敗は許されません。こ

の状況下においても再検討することなく、整備基本計画、昨年策定された整備方針どお

りに今後進めていかれるのかお伺いします。 

○議長（内田靖信君） 建設部長 片山敬治君。 

○建設部長（片山敬治君） 吉田議員の御質問の新玉名駅周辺開発についてお答えいたし

ます。 

 本市では、新玉名駅開業後、民間開発による整備が進まない状況を改善するため、現

状と課題を整理し、平成３０年６月に、新玉名駅周辺等整備基本計画を策定いたしまし

た。 

基本計画策定後は、令和２年８月に新玉名駅周辺整備方針を策定し、地域、関係者へ

の説明会を実施、整備手法の検討、都市計画上の整理、民間事業者との協議など、必要

なコロナ感染防止対策を行ないながら、今できることを進めている状況でございます。 

 議員御指摘のウィズコロナ・アフターコロナを考慮した計画の見直しについてでござ

いますが、コロナ禍において、様々な分野への影響が出ていることは事実であり、コロ

ナの収束が見通せない現状において、民間企業の新玉名駅周辺への進出判断にも影響が

あるものと推測されます。 

ただ、新玉名駅周辺整備につきましては、１０年、２０年後の将来の玉名市にとって

大変重要なまちづくりと考えております。これからもこの計画実現に向けた必要な整備

をしっかりと進めることが、今は大変重要と考えております。 

 以上です。 

○議長（内田靖信君） ３番 吉田憲司君。 

○３番（吉田憲司君） 答弁をいただきました。 

 これは、将来的にどうなるか、誰も予測がつかないと思います。でもそういう意志で

すので、先ほども言いましたが、これは失敗は許されません。是非頑張っていただきた

いというふうに思います。 

 皆さんも御存じの方がおられるかもしれませんが、在来線の玉名駅の岡本外科があり

ますが、岡本外科の道向かいに、来年の夏ごろにマンションが建設されます。これは１

０階建てで３８戸が入居できるマンションだそうです。また、玉東町の木葉駅の前にも

今マンションが建設されています。１２階建てで、これも３８戸が入居できるそうです。 

新幹線ではなく、在来線の沿線は今そんな感じというか空気感です。間もなく熊本駅
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にアミュプラザ熊本がオープンをします。ＪＲ九州肝いりの複合ビルです。さらに、Ｊ

Ｒ九州は熊本駅近くにザ・タワーという地上３０階、２３０戸が入居できる高層マンシ

ョンを建設予定です。赤字の在来線を含む鉄道事業の穴埋めをこの複合ビルだったり、

高層マンションなどの不動産で利益を挽回しようとしていると思います。したがって、

そこの土地が付加価値があって、将来的に利益を生むのか、緻密にシビアにＪＲ九州は

将来を見据えた計算をしていると思います。だから、ＪＲ九州の未来予想図からすると、

無人化になったり、新幹線が停まらなくなったりするのではないでしょうか。 

１０年のときが流れても進展しないようであれば、もう一度、将来の人口減少、財政

状況をしっかり精査し、それでも計画どおりとなれば、何回も言いますが玉名市の命運

をかけた事業なので、相当の覚悟を持ってやる必要があります。そのことを指摘をして、

次の質問に移ります。 

 次は、先ほど企画経営部長が言われましたが、玉名未来づくり研究所の提言について

お伺いします。 

 これも前回の１２月議会でお話をしましたが、昨年の秋、高校生を含む１０代から３

０代の市内在住者に呼び掛け、玉名市の未来や課題を検証し、活性化につなげようと、

玉名未来づくり研究所と銘打って企画をされました。その中で、様々な意見、提案が出

されました。例えば、勉強スペースのあるカフェの設置、音楽の都玉名をさらに盛り上

げるライブハウスや野外フェスの開催等々です。そして、市内５校の高校と１つの大学

への入学者を増やしていく。地域経済の活性化を促す案を高校生が市長に提言書を手渡

されました。市長はそれを受け取り、様々な魅力がある玉名だか生かしきれていない部

分もあると高校生におっしゃいました。 

 では、どのような部分が生かしきれていないと思われているのか、具体的に市長にお

伺いをいたします。 

○議長（内田靖信君） 市長 藏原隆浩君。 

〇市長（藏原隆浩君） 吉田議員の御質問にお答えいたします。 

玉名の魅力をまだまだ生かしきれていないという発言をしましたけれども、個別具体

的に言うならば、あまりにもたくさんあり過ぎますけれども、例えば、今お話になられ

た、新玉名駅、これは、県北の玄関口として熊本県も、当然、県北の玄関口として認め

ている。その新玉名駅もなかなか、まだまだこう生かされていない。あるいは、県北で

唯一の大学であります九州看護福祉大学、その大学もそうでありますし、そこに集う学

生さん方が相当数いらっしゃる。そういった方々のまちづくりであるとか、人材ですの

で活用という言い方がふさわしいかどうかわかりませんけれども、そういったことも生

かしきれてない。かつては、炭鉱の奥座敷と呼ばれた玉名の温泉も現在なかなか生かし

切れていない。先ほど話があったとおり、玉名には５校の高校がございますけれども、
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この５校の高校というのは、それぞれにすばらしい特色を持った高校であります。そう

いったことも、生徒さん方も含めて、なかなか、まだまだ生かし切れていないというよ

うなことを、それこそ、よく吉田議員が使われる、個別の話としてではなく、俯瞰する

見方で、大局的な見地に立って、一言でいうならば、玉名はまだまだ多くの伸びしろが

あるというようなことを言いたかったということであります。 

 以上でございます。 

○議長（内田靖信君） ３番 吉田憲司君。 

○３番（吉田憲司君） 市長同感です。頑張っていきましょう。 

 では、市長、再質問をもう１つさせていただきます。 

 市長は、高校生に対してこのようなことも言われています。「若い皆さんの知恵を市

政に取り入れていきたい。」と答えられました。ただ、提言をされた若い皆さん方には

大変恐縮ですが、提言をいただいたからといって、すぐにそのまま実現するのはなかな

か難しいというが現状です。 

また、それを実現するためには、提言をされた若い皆さん方も、じゃあ自分たちに何

ができるのかを考え、追い求めていただくこともまた大切なことなのかなと思ったりも

します。ただ、この提言は本当にありがたく、真摯に受け止めなくてはならないと思い

ます。 

 そこで市長は、具体的にどのように取り入れていきたいと思われているのか伺いしま

す。 

○議長（内田靖信君） 市長 藏原隆浩君。 

〇市長（藏原隆浩君） ただいまの御質問にお答えいたします。 

 まず、市民が主役の協働のまちづくりを進めなければなりません。協働とは、市民と

行政が共通の課題や目標に向かって、対話をしながら、それぞれが有する資源を活用し

て、課題解決や目標を実現していくものでありますけれども、既に提言いただいたもの

で、今年度の玉名未来づくり研究所の提言、高校生も入った自主活動に移行しておりま

して、様々な団体や個人が集まり、提言を実現していこうと議論を重ねております。そ

こで、趣旨に賛同した玉名市内の民間団体が高校生のために試験的に、この春休みから、

施設を自習室として開放していただけるような話も伺っております。市は対話の場をつ

くるといったサポートが必要になることがあるかと思いますけれども、そういったよう

に、市民と市民の思いがつながることによって、地域の思いが形になっていくわけであ

りまして、やはり自助、共助、公助、この役割をしっかりと分担しながら、地域の課題

解決を図っていく必要があるんではないかというふうに思っております。 

 市としても、未来づくり研究所において、多様な玉名人が様々な対話をできる場をつ

くっていって、そこから生まれた若者たちが、自分事として考えた夢を実際に実現でき
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るように、市としても引き続きコーディネートや支援をしっかり行なっていきたいとい

うふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（内田靖信君） ３番 吉田憲司君。 

○３番（吉田憲司君） 答弁をいただきました。 

 メンバーを代表して提言書を渡しに来られた高校生は、確か高校２年生だったと思い

ます。今年の選挙ではあの高校生も１票を投じる権利を持つことになります。大人たち

がどういった玉名市をつくろうとしているのか、高校生からも私たちは注目をされてい

ます。こうした若い人たちのためにも、なるべく住みやすく、そして全国どこへ行って

も自慢できる、誇れる玉名市を目指して、私たちも高校生の熱い視線を感じながら、

日々精進しなければならないと感じています。 

 では、最後の質問に入ります。 

［３番 吉田憲司君 登壇］ 

○３番（吉田憲司君） 最後の質問は、パラダイムシフトにおける市長のリーダーシップ

について伺います。 

 先日行なわれました、最後のびわ湖毎日マラソンで、鈴木健吾選手が２時間４分５６

秒の日本新記録で優勝しました。昨年、大迫選手が出した２時間５分台でも驚きました

が、一気に４分台が出て、日本人のレベルもアフリカ勢に肩を並べるところまできまし

た。マラソンは２時間台で走る人も６時間台で走る人も、みんなきついと思います。私

もフルマラソンを１１回走りましたが、毎回泣きたいぐらいきついです。それでも４２.

１９５キロの先にゴールが待っているからこそ、そしてランナーそれぞれが設定した心

のゴール、目標が待っているからこそ、きつくても痛くても不思議なことに足が前に進

むんだろうと思います。 

そして、熊本県は３月３日に昨年の豪雨災害における復旧・復興プランを公表しまし

た。２０２３年度までの３年間で行なう具体的な到達目標を示したものです。例えば、

洪水被害を軽減する田んぼダム５４０ヘクタールを確保する。公費解体や災害廃棄物の

処理は今年の１２月までに完了する。球磨川くだりや球泉洞は今年の夏までに再開をす

る。国宝青井阿蘇神社は、２０２３年度末までに９０％復旧させる。まだほかにもいろ

いろな具体的な目標が示されました。蒲島知事は「復興を成し遂げる決意の表れ」と話

をされました。先ほどのマラソンもそうですが、ゴール、目標設定を県民や被災地の

方々にお示しすることで、そこまでだったら頑張ろうという勇気やエネルギーが湧いて

くるのではないでしょうか。 

笑顔をつくる１０年ビジョン、市長に就任されて４年目の年になりました。しかし、

先ほども言いましたが、１０年ビジョンに記載をされている玉名市一番の売りだった小
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学校全学年３５人学級が無くなります。旧庁舎跡地、新玉名駅周辺開発、病院の不祥事

続き、さらには図書館を含む文化センター、青少年ホーム等、公共施設の統廃合及び複

合化等々、なかなか進展していきません。今日もいろいろ市長にお尋ねをしてきました。

しかし、私も含め、市民の皆様には、玉名市の目指している方向性がいまいち伝わって

いないのではないでしょうか。今年も跡地がさらに２つ増えました。中央病院跡地、玉

名消防署跡地、それにマルショク跡地、旧庁舎跡地、市街地はますます空洞化が進みま

す。 

市長は先日の記者会見で、このように言われました。「行政運営に多様性を導入し、

旧システムを解体すること。行政のパラダイムシフトを推奨してまいりましたが、これ

も行政運営の進化だと捉えております。」と述べられました。 

市役所の中で、これまでの価値観にとらわれないパラダイムシフトが起こっているの

であれば、何かしらのアクションが起こるはずです。職員の提案制度が今年度ゼロとい

うことはあり得ないと思います。そして、先ほど述べました様々な事業はなぜ進んでい

かないんでしょうか。 

確かにビジョンはあります。しかし、具体的なプランがないように感じられます。僭

越ですが、私は市長がもっと強いリーダーシップを発揮されて、目玉政策、優先順位を

掲げ、市民にグランドデザインを示し、このような玉名市になりますと発信をしていた

だきたいと思います。玉名市民はそれを求めている、待っているのではないでしょうか。

市長がいつも言われるパラダイムシフト、これまでの価値観にとらわれないやり方で、

市長のリーダーシップを市民も期待しておられると思いますが、そのことについて、市

長の思いを伺います。 

○議長（内田靖信君） 市長 藏原隆浩君。 

［市長 藏原隆浩君 登壇］ 

〇市長（藏原隆浩君） 吉田議員御質問のパラダイムシフトにおける市長のリーダーシッ

プについてお答えいたします。 

 これまでも、いろいろな場面でお話をさせていただいているところでありますけれど

も、コロナ禍を契機に、これまで当たり前とされていた社会の価値観や概念に大きな変

化がもたらされました。 

国において、社会全体において新しい生活様式というものが提唱され、その生活様式

が定着していく中で、行政においてもこれまでの常識にとらわれず、ポストコロナ時代

の行政運営を実現するために、事務事業の徹底した見直しを指示するとともに、市職員

と議論を重ね、知恵を出し合い、ポストコロナを見据えたニューノーマル社会の到来を

念頭に予算編成を行なってまいりました。そしてあわせて、シフトしていくからこそ、

拙速にいろんなものを明確に示すことができないというようなことは、どうか御理解い
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ただきたいというふうに思います。 

 また、先ほどから、議員が御質問ありました新玉名駅周辺整備につきましても、玉名

市にとって、大変重要な取組と考えておりまして、今後、人口減少に歯止めをかけてい

くためにも、そしてにぎわいの創出に向けても、優先的に進めていかなければならない

というふうに考えております。今後は、コロナ禍を含め、市を取り巻く状況の変化に都

度都度対応しつつ、私の政策理念であります「笑顔つくる１０年ビジョン」の基本目標

の達成に向けて、市民生活の安定、まちづくりの充実、行政運営の進化、この３原則の

取り組みを推進し、その実現に向けて、しっかりと取り組んでまいりたいというふうに

考えております。また、抽象的な内容になりますけれども、しっかり頑張っていきたい

と思っております。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 以上でございます。 

○議長（内田靖信君） ３番 吉田憲司君。 

○３番（吉田憲司君） 答弁をいただきました。 

私がこれまで、市長のエネルギーを１番感じたのは、やはり岱明町公民館です。あれ

だけの時間とあれだけの労力を使って住民説明会を開催し、そして岱明町公民館だけを

議題とした臨時議会まで招集し、２度の否決を乗り越えてようやく可決に至りました。

当初の公民館から、例え防災センターになったとしても現地建て替えで建設するという

市長の力強いメッセージを感じました。それと同じようなパワーで、いやそれ以上のエ

ネルギーで玉名市の未来を示していただき、市民をそこへ連れていってほしいと思いま

す。 

 今日の私の一般質問は、市長に対してクレーマーのようになってしまいましたが、私

の立ち位置で、ふるさと玉名のことを思っての発言ですので、お許しをいただきたいと

思います。 

 最後にですね、最近、玉名市役所頑張ってるねと思ったことが２つありましたので、

それを紹介して終わりたいと思います。 

 昨日、多田隈副議長も言われましたが、玉名の方言番付です。昨日、多田隈副議長が

持ってこらすとば忘れらしたけん、私が持ってきました。これ非常に大好評です。これ

はお金はあんまりかかっとらんと思いますけど大好評です。この前もあるお宅にお邪魔

をしましたが、ちゃんとラミネートばしてから貼ってありました。どっかでもらってこ

らしたつかわからんばってんですね。本当、方言はその土地その土地の文化ですから、

子どもたちにも伝えていかなくてはならないと思います。学校とかに配布されたらどが

んですかね、これ。教室とかに貼ってあれば子どもたちも勉強できるんじゃないかなと

思いますが、教育長、検討されてみてください。子どもたちは、「ランチ」はわからす

とばってん「ひあがり」はわからっさんとですよ。本当は逆なんですね。「ひあがり」
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は知っとって「ランチ」が知らんというのは、まあいいです、すみません。 

 それと、もう１つ、マラニックのコースが設定をされまして、新玉名駅のところに大

きな地図が。 

［拡大投影にて画像を示す］ 

○３番（吉田憲司君） 今出てきました。これが新玉名駅のところに設置をしてあります。

この位置関係なんですけれど、欲を言えば、金栗さんの銅像の横に設置したほうがよか

ったんじゃなかろうかと思ったんですけど、なんか遠いところに、両脇にあるけん、銅

像の横にこれがあればよかったかなと私は思いました。そして、そのコースを紹介する

動画が作成され、市のホームページからもユーチューブからも見ることができます。皆

さん見られたことありますでしょうか。なかでしょうね。それで、このコースを紹介す

る動画は、増田明美さんがナレーションされています。マラソンや駅伝の解説はもちろ

んですが、ドラマのナレーションなどでも大活躍をされています。あの声で金栗さんの

魅力を、そして玉名の魅力を発信していただいています。ほんと感謝をしたいと思いま

す。 

 ただ、視聴回数がめっちゃ少なくて誰も見よらっさんとですよ。今日見たら、まだ視

聴回数が６３回でした。議員で作ったのも８,０００回くらいですかね。 

 ６３回です。傍聴されている皆さんも、どうか終わりましたら１回のぞいてみてくだ

さい。玉名市マラニックで検索すると出てきます。 

 この２つは、最近私の中でいい仕事してるなと思いましたので、紹介させていただき

ました。 

 このことを市民の皆様にもっともっとＰＲをして、知っていただきたいと思います。 

 あと１０分となりました。それではあと半月をもって退職される職員の皆様、大変お

疲れさまでした。人生１００年時代と言われています。あと４０年あります。自由な時

間が４０年待っています。どうぞ御自愛されて、自分の時間を過ごして満喫していただ

きたいと思います。 

 それから、これは２年前にも言ったと思うんですけど、公務員の肩書がとれるといろ

んなことが見えてきます。それを後輩の皆さん方に市民の立場から教えていただきたい

と思います。長い間、本当にお疲れさまでした。あと半月よろしくお願いいたします。 

 そのことをちょっと最後の言葉にして、私の一般質問を終わりたいと思います。 

 ありがとうございました。 

○議長（内田靖信君） 以上で、吉田憲司君の質問は終わりました。 

 以上で、本日の日程は終了いたしました。明１１日は、定刻より会議を開き、一般質

問を行ないます。 

 本日は、これにて散会いたします。 
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午後 ３時００分 散会 
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午前１０時００分 開議 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

○議長（内田靖信君） おはようございます。ただいまから、本日の会議を開きます。 

  ここで、御参集の皆様方に申し上げます。本日、東北地方を中心に未曽有の被害をも

たらしました東日本大震災の発生から１０年を迎えます。この震災で尊い命を奪われた

多くの方々の無念の思いと、最愛の御家族を失われた御遺族の皆様方のお気持ちを思う

と、今なお哀惜の念に堪えません。 

玉名市議会といたしましては、本日ここに、東日本大震災における弔意を表明するこ

ととし、議場において全員で黙祷を捧げ、追悼の意を表したいと存じます。 

  併せて申し上げます。来月１４日をもちまして、九州地方の広い範囲に甚大な被害を

もたらしました平成２８年熊本地震の発生から５年の節目を迎えます。この熊本県にお

いて、震災により不幸にして多くの尊い命が犠牲となりましたことは、誠に痛恨の極み

であります。残されました御遺族の悲しみに思いを致しますと、やはり哀惜の念に堪え

ません。 

玉名市議会といたしましては、本日ここに、併せて平成２８年熊本地震における弔意

を表明することとし、同じく黙祷を捧げ、追悼の意を表したいと存じます。 

  それでは、東日本大震災及び平成２８年熊本地震の両震災により犠牲となられました

全ての方々に対しまして、謹んで哀悼の意を捧げますとともに、衷心より御冥福をお祈

りし、黙祷いたします。 

全員、御起立願います。 

［全員起立］ 

○議長（内田靖信君） 黙祷。 

［黙祷］ 

○議長（内田靖信君） 黙祷を終わります。 

御着席を願います。 

［全員着席］ 

○議長（内田靖信君） 市長より、発言の申出があっておりますので、これを許可いたし

ます。 

  市長 藏原隆浩君。 

［市長 藏原隆浩君 登壇］ 

○市長（藏原隆浩君） 皆様、おはようございます。 

本日の議会に先立ちまして、発言の時間を賜り、深く感謝を申し上げます。 

  さて、かけがえのない多くの命が失われ、そして多くの方の人生を一変させた東日本

大震災の発生からちょうど１０年の歳月が過ぎようとしております。現在も２,５２６
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人の方が行方不明となっており、最愛の御家族や御親族、御友人を亡くされた方々のお

気持ちを思うと哀惜の念に堪えません。また、それぞれの被災地では、いまだに４万１,

０００人を超える方々が避難生活を送られており、住み慣れた土地に戻れない方々も数

多くおられ、震災前の生活を取り戻すことは決して容易なことではありません。 

  ５年前に熊本地震を経験した本市も同様ですが、今の私たちに与えられた責務は、多

くの犠牲のもとに得られた貴重な教訓を、決して風化させることなく引き継ぐとともに、

いつ起こるかわからない大規模災害などの防災対策に生かしていくことであると、強く

認識しております。 

  また、今年の夏は、東京オリンピック・パラリンピックが開催予定となっております。

現在も、全国的に新型コロナウイルス感染症の感染拡大について心配されている時期で

はありますが、震災からの復興のあかしとなる五輪と位置付けられ、さらに被災地の復

興を後押しする復興五輪となることを期待しているところです。 

  そして、被災されたすべての方々が、一日も早く平穏で心身ともに健康な生活を取り

戻すことができることを願うとともに、改めて、犠牲となられた御霊の永遠の安らぎと

御遺族の皆様の御平安を心から御祈念申し上げ、追悼の言葉とさせていただきます。 

  本日は、貴重なお時間を賜り、誠にありがとうございました。 

○議長（内田靖信君） それでは、これより議事に入ります。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

日程第１ 一般質問 

○議長（内田靖信君） 日程第１、「一般質問」を行ないます。質問は、通告の順序によ

って許すことといたします。 

１５番 江田計司君。 

［１５番 江田計司君 登壇］ 

○１５番（江田計司君） 皆さん、おはようございます。１５番、無会派の江田です。 

いつもながら、傍聴いただきましてありがとうございます。 

ただいま、黙祷をいたしました。市長のお言葉もありました。ちょうど１０年前の３

月１１日。一般質問２日目を終えて駐車場に向かう途中でありました。総務課の前を通

ったときに、職員さんたちの叫びに立ち止まりました。テレビを見たときに、東日本で

起きた大地震。この世の終わりを告げるかのような大惨事を見て、地震のすさまじさ、

それによって起きた大津波、巨大な怪物のような濁流、目を覆うばかりの惨状を見て、

一瞬我が目を疑いました。改めて自然災害の恐ろしさを感じたわけであります。今、テ

レビなどでいろいろと報道され、また検証などをされておりますが、この地震・津波に

ついては、どうしても防ぎようはなかった。しかし、問題は東京電力福島第一原子力発

電所の事故ではないか。今、いろいろと検証されている。あの原発の安全神話がどうし



－ 234 － 

て、あのような大惨事となったのか。いろいろと専門家から指摘をされておりますが、

どうして水素爆発が起きたのか、原因は電源装置の喪失により、冷却装置が働かなかっ

たことだということです。そのことによって、重大な事故につながったようであります。

テレビなどで言われているのが、外国でこの原発の事故がいろいろ起きておりますね。

しかし、その事故の検証は生かされてなかった。想定外という言葉がよく使われており

ますけども、この原子力発電に関しては、想定外の事故と言ってほしくありませんでし

た。悔やまれてなりません。３月４日の熊本日日新聞では、復興達成は福島ではまだま

だ復興は大変厳しいと報道されております。ちなみに、東日本大震災の被害総額は、こ

れは内閣府の発表でありますけども、１６兆９,０００億円相当、なお、原発事故に伴

う廃炉・賠償などの費用の総額は、国の発表では２１兆５,０００億円と上るだろうと

言われておりますけども、民間シンクタンク日本経済研究センターの試算では、最大８

１兆円は下らないと言われております。 

しかし、今、テレビでもいろいろあっておりますけども、まだまだ先が見えない青天

井と言われています。解体問題、汚染水の問題など、なかなか大変なのが今の現状であ

ります。ちなみに、阪神・淡路大震災は、国土庁の推計では、９兆６,０００億円とも

言われております。だから、いかにこの原発の災害というのは大変だろうかと思います。 

私たち、熊本にとっても、先ほど市長からもありました熊本地震、そして昨年の県南

豪雨などを経験しておりますので、とても人ごととは思われません。 

改めて、御冥福をお祈りを申し上げます。 

そして、明けて３月１２日、九州新幹線鹿児島ルートの全線が開通いたしました。新

玉名駅も開業いたしました。この玉名においてももろ手を挙げて祝賀ムードは喜べない

状況でした。大変なときでありました。 

ちょっと前置きが長くなりましたけども、通告に従いまして、質問をいたします。 

くまもと県北病院の公共交通の在り方について質問をいたします。 

３月２日から、待望のくまもと県北病院が開院いたしました。この病院の建設につい

ては、多くの方の、また藏原市長も最重要施策として取り組んでこられました。建設に

当たっては、いろいろな問題もありました。しかし、最終的には現在地に建設し、そし

て開院ということになりました。岱明町、横島町に住んでおられる方々から、いろいろ

と苦情が来ております。このしおかぜ・いちごタクシーでくまもと県北病院まで直接行

くことができないのかお伺いをいたします。 

○議長（内田靖信君） 企画経営部長 今田幸治君。 

［企画経営部長 今田幸治君 登壇］ 

○企画経営部長（今田幸治君） おはようございます。 

  江田議員のしおかぜタクシー・いちごタクシーの特定乗降場所についてお答えいたし
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ます。 

  まず、しおかぜタクシー・いちごタクシーの特定乗降場所として設置しておりました

公立玉名中央病院の特定乗降場所は、中央病院のみならず、ほかの病院や店舗を利用さ

れている方も多いというアンケート結果から、中央病院近くの曙町に移設し、利用者の

利便性を確保したところでございます。議員御質問の、くまもと県北病院を特定乗降場

所としなかったことについてでございますが、しおかぜタクシー・いちごタクシーは廃

止されたバス路線の補完であり、各エリア内での移動や市中心部への移動手段であるこ

とや、ＪＲ玉名駅とくまもと県北病院を結ぶ新規バス路線によって、移動手段を確保し

ていること。さらに、４月から山鹿行きのバス路線の経路変更によって、くまもと県北

病院で停車する予定であること。などが主な理由でございます。 

  これまで、しおかぜタクシー・いちごタクシーを御利用されていた方は、玉名駅から

路線バスに乗り換えてくまもと県北病院へ通院していただくことになりますので、負担

軽減の観点から、路線バスに乗り換えた場合の運賃割引制度を設けるとともに、高齢者

に優しい低床バスの運行を事業者にお願いし、利便性の向上に努めているところでござ

います。 

  また、３月２日から運行を開始しました、くまもと県北病院へのバス路線の費用は、

市とくまもと県北病院機構で負担するものでございます。 

  以上でございます。 

○議長（内田靖信君） １５番 江田計司君。 

○１５番（江田計司君） 答弁をいただきました。 

くまもと県北病院の開院については、私もいろんな人から問合せがあります。私も早

速、しおかぜタクシーに申し込みました。そして、３月２日朝８時に迎えに来ていただ

きました。そして、玉名駅まで乗りました。玉名駅で降りましたら、８時４０分がくま

もと県北病院行のバスになりました。しおかぜタクシーは４００円でした。そのしおか

ぜタクシーの利用登録書というのですか。これを見せると、産交バスは２００円のとこ

ろが１００円で済むわけですね。１５分ぐらいで病院に着きました。 

結局、コロナの影響もあってか、タクシーに乗ったのもこの産交バスに乗ったのも私

が一人でした。病院に着きまして、せっかく着いたから、いろいろ見学をいたしました。 

県北病院から玉名駅まで、今度はまた産交バスで行かんといかんとですね。ところが、

今度行くバスは１０時４０分なんですね。かなり時間があるもんですから、私もどうし

ようもなかったから、結局そこの新玉名駅まで歩いて、迎えを頼みました。これは、私

の家内にですね。その新玉名駅で２０分ぐらい待っておりました。そしたら、そのうち

に産交バスが５台ほどスーッと停車するわけですね。どこから来たかわかりませんけど

も、北本議員からもいろいろ質問ありましたけども、この公共交通の体制、やっぱり、
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いろいろ検討したがいいんじゃなかろうかと思うんですね。大変な作業でしょうけども。

ちなみに、その新玉名駅で降りられた方は全然見当たらなかったんですね。ですから、

なかなか利用される方というのは少ないんですね、このバスは。結局、今コロナ関係で

恐らく利用される方が少ないと思うんですけども、これが便利になれば、もっともっと

利用される方も多くなるんじゃないかと思っております。 

  次に、天水地区。お話があっておりますけど、この天水地区にはみかんタクシーとい

うのがあるんですね。天水の人からもいろいろ、どうなってるのかと聞かれます。今後

の方向性についてお尋ねをいたします。 

○議長（内田靖信君） 企画経営部長 今田幸治君。 

○企画経営部長（今田幸治君） 議員の天水地域などの乗り合いタクシーの状況について

お答えいたします。 

  天水地域などの乗り合いタクシーの今後の方向性についてですが、天水・河内地域を

運行するみかんタクシーは、バス路線の廃止に伴って、熊本市芳野と玉名市天水町を結

ぶ乗り合いタクシーとして、平成１８年度から熊本市と共同運行を行なっております。

令和元年７月に、天水町全域と市中心部を対象とした乗り合いタクシーの導入を求める

天水地区からの要望書が提出され、熊本市との協議を行なっているところでございます。

その協議が整い次第、天水中学校区と玉南中学校区を一つのエリアとした乗合タクシー

の導入に向け、取り組んでまいります。 

  以上でございます。 

○議長（内田靖信君） １５番 江田計司君。 

○１５番（江田計司君） 答弁をいただきました。このみかんタクシーについては、確か

に熊本市と一緒ですね。ですから、この熊本市との協議が大変だろうと思いますけども、

この天水地域っていうのは、なかなか山間地が多かっですね。特に利用される方は高齢

者であります。だから、大変だと思いますけども早々に解決をお願いしたいと思います。 

  次に、小田・梅林地域を運行するいだてんタクシーについてお伺いをいたします。 

○議長（内田靖信君） 企画経営部長 今田幸治君。 

○企画経営部長（今田幸治君） 議員のいだてんタクシーの今後の展開についてお答えい

たします。 

  まず、小田・梅林地域を運行するいだてんタクシーの特定乗降場所を、くまもと県北

病院に新設したことについてでございますが、いだてんタクシーの運行エリア内から市

中心部への運行ルート上にくまもと県北病院があることから、特定乗降場所としている

ところでございます。 

  今後の展開としましては、運行エリアを玉陵中学校区全体に拡大する予定でございま

す。 
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  以上でございます。 

○議長（内田靖信君） １５番 江田計司君。 

○１５番（江田計司君） 答弁をいただきました。 

  このいだてんタクシーは、ほかの議員さんからも質問があっておりますけども、まだ

まだ開始をして時間がたっておりません。いろいろと検討していただきたいと思います。

ただその、乗り合いタクシーの運行地域を拡大との計画があるそうですけども、今利用

される到着地までは、まだ４０分ぐらいかかるそうなんですね。ですから、このエリア

が拡大すると、まだ時間がかかるわけです。ですから、乗られる方とかいろいろ検討さ

れて、台数を増やすとかいろいろ検討していただきたいと思います。 

  次に、直接私が伺ったことはありませんけども、玉東町は、何か送迎が無料で福祉バ

スか何かあるという話を聞きましたけども、その件についてちょっとお伺いしたいと思

います。 

○議長（内田靖信君） 企画経営部長 今田幸治君。 

○企画経営部長（今田幸治君） 議員の玉東町が運行するくまもと県北病院までの無料バ

スについてお答えいたします。 

  玉東町が運行する無料バスにつきましては、３月３日から週３回、１日３便がくまも

と県北病院と玉東町ふれあいの丘を結ぶシャトルバスとして運行されております。 

  なお、本市における無料バスなどの導入についてでございますけれども、本市は複数

の路線バスや乗り合いタクシーが運行しており、これらの公共交通を阻害してしまうお

それがあることから、無料バス等の導入は考えていないところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（内田靖信君） １５番 江田計司君。 

○１５番（江田計司君） なかなか、玉東町さんはいろいろ考えておられます。 

  玉名においても、精一杯考えていただきたいと思います。この乗り合いタクシーにつ

いては、要するに、乗るときは申し込めばどこでも乗れるわけですね、しかし、降りる

ところは決まっとるわけですね。ただ、できれば、それを利用者の要望、極端にいいま

すと半年に１回とか、いろいろ聞かれてみて、いろいろ検討されれば、利用者の利便性

を高める工夫になるんじゃないかと思いますけども、その辺も検討していただきたいと

思います。 

  この新病院については、市長が言われている「笑顔をつくる１０年ビジョン」ですね。

高齢化率６５歳以上は全国を上回るペースで進行している玉名市。高齢者が住み慣れた

地域でいつまでも安心して暮らせる。そういった健康と福祉のまちづくりを十分に考え

ていただくことを市長にお願いいたしまして、次の質問に移りたいと思います。 

［１５番 江田計司君 登壇］ 
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○１５番（江田計司君） ２番目の、玉名第１保育所建設とその周辺についての質問をい

たします。 

  この件につきましては、私も何回も質問をいたしております。現在は大河ドラマ館跡

の仮園舎に移転をしておりますこの玉名第１保育所ですが、市役所が新庁舎移転前と移

転後の園児の小学校校区の数と全体の数をお伺いいたします。 

○議長（内田靖信君） 健康福祉部長 竹村昌記君。 

［健康福祉部長 竹村昌記君 登壇］ 

○健康福祉部長（竹村昌記君） おはようございます。 

  江田議員御質問の玉名第１保育所の小学校区別在園児数についてお答えいたします。 

  玉名第１保育所の小学校区別在園児数につきましては、新庁舎移転前の平成２６年４

月１日現在、園児総数５５名に対しまして、玉名町小学校区が３３名、築山小学校区が

１０名、八嘉小学校区と玉陵小学校区が各５名在園しており、約８割が玉名町小学校区

と築山小学校区の園児でございました。また、令和２年９月１４日に仮園舎に移転した

直後の１０月１日現在では６７名の園児が在籍しており、玉名町小学校区が４２名、築

山小学校区が１４名であり、約８割を玉名町小学校区と築山小学校区で占めているとい

う状況であり、変わりはございませんでした。 

  以上でございます。 

○議長（内田靖信君） １５番 江田計司君。 

○１５番（江田計司君） 答弁いただきました。 

  何でこの質問をしたかと言いますと、以前、旧市役所があそこにあったとき、市役所

に勤務されている方がだいぶ利用されているんじゃないかということで聞いたわけであ

りますけども、あんまり変わらないようでありますね。ただ、移転前は、園児総数が５

５名、ただ、移転した令和２年度、仮園舎に移転後は、６７名と大変増えているわけで

す。玉名町小学校区は４２名。しかもこの中には、松木・六田地区が９名おられるんで

すね。私が思うのは、旧園舎のときは、私もあそこ時々通ったんですけど、送迎が大変

な渋滞なんですね。あの繁根木八幡宮の横。だから、送迎する人は大変だったろうと思

います。しかし、今度の仮園舎ですか。仮園舎の場合は便利がよかっですね、駐車場も

あるし。だから、ひょっとするとその６７名、増えたのも少しは、その影響があるとか

もしれんですね。 

  次に、今後の公立保育所の方向性についてお伺いしたいと思います。 

○議長（内田靖信君） 健康福祉部長 竹村昌記君。 

○健康福祉部長（竹村昌記君） 江田議員御質問の再質問にお答えいたします。公立保育

所の今後の方向性についてお答えいたします。 

  平成２９年１１月に玉名市公立保育所の在り方に関する基本方針を作成し、玉名第１
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保育所を建て替えた上で公立保育所として残し、その機能・役割を充実すること。ほか

の保育所は、常に定員を上回る保育所は民営化を進め、将来的に定員を下回る可能性が

ある保育所は、待機児童の動向を見据えて統廃合を検討することになっております。 

  現在も、基本方針として、今年４月には、高道保育所を民営化するなど、進めている

ところでございます。しかしながら、急激な少子化や保育サービスの課題を含め、総合

的に検討したいと考え、来年度、再度、玉名市公立保育所在り方検討委員会を設置し、

よりよい保育所運営を協議してまいります。 

  以上でございます。 

○議長（内田靖信君） １５番 江田計司君。 

○１５番（江田計司君） 今、答弁いただきました。 

  以前の公共施設適正配置計画のもとに、何かいろいろこう話し聞くんですけども、方

向性として、豊水の、今の玉名第１保育所の、統合して、今のところに建てられるよう

な話がありましたけども、ちょっとそれもお伺いしたいと思います。 

○議長（内田靖信君） 健康福祉部長 竹村昌記君。 

○健康福祉部長（竹村昌記君） 再質問にお答えいたします。 

  まず、玉名第１保育所の建て替えについてでございますが、仮園舎へ９月に移転し、

リース期間を５年度までに契約しております。この間に旧庁舎跡地整備と並行して建設

を進めてまいります。また、豊水保育所の方向性についてでございますが、平成２９年

３月に、玉名市公立保育所在り方検討委員会の建議を受け、玉名市公立保育所在り方に

関する基本方針で、「豊水地域とその周辺の就学前児童数や入所児童数の動向、市全体

の待機児童の状況を考慮した上で、統廃合を検討する」としてあります。これまで、平

成３０年６月議会に一般質問でも、豊水保育所は玉名第１保育所と統合していく予定で

あると答弁しておりますが、来年度の公立保育所の在り方検討委員会で再度検討したい

と考えております。 

  以上でございます。 

○議長（内田靖信君） １５番 江田計司君。 

○１５番（江田計司君） 今、答弁をいただきました。 

  この問題は、以前にも一般質問いたしました。今までの場所ですね、前建ってた現地

ですね。有効面積が、以前に質問したときは３,０００平方メートルとか何とか言いよ

んなはったけど、これはがけとか何とかずーっと道路が入って３,０００平方メートル

あるとですね。実際には、確か１,６００平方メートルぐらいしかなかっですね。しか

し、この前図面いただいたのは、そこに建てるというような計画らしいんですけど、今

お話がありましたけども、今後の計画では、豊水保育所と統合、その計画のようですけ

ども、結局、豊水と第１保育所と合計すると、約１２０名ぐらいになるとですね。です
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から、この１２０名になったので、今の、元の現地に建てて、先ほど言いました敷地の

面積問題、果たして大丈夫なのかですね。まあ、今度そうなってきたときは、前でも大

渋滞だったですね、ところがこれだけなって今度は豊水が来なはるどうのこうのした場

合に、大変な渋滞が予想されます。 

そこで、藏原市長にお伺いしたいと思いますけども、この旧庁舎一帯をどのように考

えておられるのか、お伺いしたいと思います。 

○議長（内田靖信君） 市長 藏原隆浩君。 

○市長（藏原隆浩君） 江田議員の再質問にお答えいたします。 

  旧庁舎跡地の考え方については、これまでにもお話しておりますとおり、中心市街地

に位置し、隣接する玉名第１保育所の建て替え、文化センターの改修または建て替え、

旧庁舎跡地の活用も含めて一体的な展望を描きながら検討する必要があると考えており

ます。 

  そのことから、市民サービスのさらなる向上を考えた公民館、それから図書館の機能

の見直し、玉名第１保育所の建て替えや子育て支援機能等の連携、学生や若者などの交

流の拠点、民間活力の活用による施設の整備なども含めて、施設整備の考え方において、

気軽に集える多世代間交流の拠点として検討を進めております。その中で、近隣の民有

地については、住まれている方々の御意向等の把握も含めて、現時点では検討できる段

階には至っておりませんが、事業費の規模、それから事業での費用対効果等を踏まえた

上で判断すべきであろうというふうに考えております。 

  以上でございます。 

○議長（内田靖信君） １５番 江田計司君。 

○１５番（江田計司君） 市長の答弁をいただきました。 

  いろんな各部署の人たちが一生懸命考え、努力をされたことに対して、市長はそれぞ

れ、それを大事にされて、気を遣っておられますけども、やっぱり、このリーダーシッ

プというんですか、言うときはバチっと言わんといかんと思うとですね。玉名第１保育

所は、老朽化や安全性が確保できない状態だったので、建設場所を前高嵜市長時代から

何か所も検討されてきました。確か４か所、５か所ぐらい検討されていましたね。最終

的には、あの立願寺の紅葉館の跡地、これは計画されて、プロポーザルまであっとった

っですよ。ところが、がけ地の問題で中止になりました。結果的には、昨年の、あそこ

が大雨で大変なことになったですね。変えてよかったんじゃないかと思うですね。もし

もあそこにいろいろ建設しとったら、それこそ、一番大変なことになってたんじゃない

かと思います。それで最終的には、今のドラマ館の跡地を借りて、仮園舎ということに

なりました。 

  先ほどから言われております玉名市公立保育所在り方検討委員会を設置するというこ
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とですが、恐らく今までの話を聞くと、現地に建て替えるような状況のごたっですね。

しかし、この現地に建てることには地元の商店街からも大変な反対なんです。この中心

市街地の活性化がない。大反対でした。平成２８年の３月議会で、旧庁舎跡地等活用基

本設計業務委託関連予算が修正をされました。その後は白紙の状態のままであります。

もちろん、この中には、この玉名第１保育所の建設も入っておりました。 

  そんな中で、このがけ地の問題も、よく、いろいろあっております。今回もこのがけ

地がいろいろこう出ておりますね。そのときの状況、設計とあんまり変わらんごたっと

ですね。このがけ地を解消する、要するに今８メートル近くあるやつを５メートルにす

っとよかですね。５メートル以下に。そすと、上も下も、というような感じですね。 

  しかしですね、この特別委員会のときに、古奥議員からちょっと話があったですね。

そのがけ地ばどうのこうのすっと、何か計画があって、例えばその、前の有明測量さん

とか、あそこがやっぱ１メートル以上差のつくですね。だから、どがんすっとですかと

いうような話もありました。しかし、あくまで何かを計画したときにその問題は解決す

るというようなお話でした。結局その、がけ地は、７割が補助受けるとですかね。だか

ら、この前の特別委員会では４通りぐらいの工法の説明がありました。結局、費用が一

番安かつに決まるんじゃなかろうかと。何か予定ではもう今月に発注をされるとかとい

うような話ですね。以前の高嵜市長は、「とにかく安せれ安せれ、費用はかからん」と

いうようなことを大変気にしておられました。ひょっとすると、皆さんもそのことがま

だ身についておるんじゃないかと思います。 

費用というのは大変ですけど、ただ、この旧庁舎跡地全体のことを考えて、いろいろ

考えんと、このいろんな人たちの話が聞こえる、今の工法でいくと、何かなだらかなが

けになる。そすと、一等地にあのようながけになっと、「一等地じゃなかばいた」と言

う人が、話が聞こえます。竹村健康福祉部長からもありました、文化センターの問題。

吉田憲司議員からも、私も質問いたしました。結局４０年たったもんだけんですね。大

規模改修ばせんといかんとですね。確か２億何千万円ぐらい予定ば組んであったじゃな

かですかね。ただ、この建物のコンクリートが劣化して、どがんしたっちゃもうあと２

０年しか使われんとですよ。そすと、これだけ費用かけて、果たしてこの文化センター

が大丈夫なのかですね。はっきり当時の、前の、前田建設部長だったですかね、「コン

クリートの劣化でもう２０年しか使われんですばい」ということは言われました。です

から、この文化センターについても、どうせあれなら、とにかくいろいろと検討してい

ただきたいと思います。 

  この市役所の跡地は一等地ですよ。昔は、もう３０年以上前、あのはやかわ毛糸店の

あっですね。あすこあたりゃ、坪２００万円て言われよったです。ですから、玉名でや

っぱ一番この辺、跡地あたりが一番よかところですね。ですから、一番大事なところで
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す。ですから、藏原市長、中心市街地を活性化することが一番大事じゃなかろうかと思

うですね。 

  まあ、先ほど、以前も言っておりました例の繁根木川の川沿い、１３軒か１４軒あり

ますね。この問題。そして、この玉名第１保育所の隣にある２軒ですか。だから、図面

で見らるっとわかるようにポンポンポンと。だから、この問題ですね、やっぱ解決は今

しかなかっですね。時間がちょっとかかると思いますけど。 

以前からこの旧庁舎跡地については、質問いたしておりました。以前の高嵜市長のと

きに、知恵は行政から、お金は民間から、いわゆるＰＦＩ方式ですね。これも進言をい

たしましたけども、私が言ったから、取り上げてもらえませんでした。せっかくこの一

等地、１２月議会で私も質問しましたけども、熊本のサクラマチの話をいたしました。

やっぱりある程度の、こういうふうなプロの企画が必要じゃなかろうと思うんですね。

何もその、今の職員さんのことを言うんじゃなくて、やっぱいろいろ練りには練って、

時間がかかってもいいですから、この玉名にも、荒玉設計事務所協会というのがありま

すね。この人たちの素晴らしい組織を借りてもいいんじゃないかと。この旧庁舎一帯の

開発には玉名の将来がかかってると思います。例えば、この前からあっておりますけど、

例の病院跡ですね。それと、古奥議員が一生懸命言われていますこの新幹線の周りです

ね。しかし、この市役所跡地は、今しかなかっですよ。もう何年もずっと過ぎたら、恐

らくそのままの状況になっと思うですね。ですからせっかく、今のドラマ館跡に仮園舎

ばつくっとっでしょ。こら恐らく１億２,０００万円ぐらいかかっとじゃなかですか。

５年契約ですけど、何も５年で終わらんでよかっですよ。ですね。やっぱ、ぴしゃっと

した計画ができれば、５年かかろうが１０年かかろうが、こらやっぱ市長の一番の課題

だと思うんですよ。やっぱ将来、「あそこは俺が、がんしたっぞ」と、ですね。それぐ

らい、藏原市長の強いリーダーシップを期待しております。私たちも応援しますよ。頑

張ってください。 

  新型コロナウイルス感染症が発生しまして１年以上がたちました。関係各位の皆様は

大変な御努力をされております。昨年から、年末、そして正月休みも返上して頑張って

こられております。特に、ワクチンの接種に関しましては、国・県と連絡などで大変だ

ろうと思います。どうか頑張っていただきますことに感謝と敬意を表しまして、私の一

般質問を終わります。 

○議長（内田靖信君） 以上で、江田計司君の質問は終わりました。 

  議事の都合により、暫時休憩をいたします。 

午前１０時５１分 休憩 

―――――――――――――――――――――― 

午前１１時１１分 開議 
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○議長（内田靖信君） 休憩前に引き続き、会議を開き、一般質問を行ないます。 

１番 坂本公司君。 

［１番 坂本公司君 登壇］ 

○１番（坂本公司君） 皆さん、こんにちは。１番、新生クラブ、坂本公司です。 

  傍聴にお越しの方、インターネット中継を御覧の方々、いつもありがとうございます。 

  まず、３月１１日ということで、１０年前のことを。私もお昼過ぎに、たまたま病院

にいたらそのニュースを見まして、私、実は奥さんが、栃木の下都賀郡てけっこう下の

ほうなんですけども、出身ですので、すぐに奥さんのほうのうちに電話したところ、や

はりつながりませんでした。これは大変だなと思って何度もかけたら、どうやら混線し

てたみたいでやっとつながりまして、無事だということだったので、うちの奥さんにそ

れを伝えたところでした。 

そのことももちろん覚えているんですが、実は次の日のこともよく覚えておりまして、

次の日が、先ほど江田議員もおっしゃいましたけども、九州新幹線の開通のイベントが

ある予定だったんですね。実は私、当時、今のＴＳＵＴＡＹＡの前でお店をしておりま

して、つけうどんをちょっと出しておりまして、それをそのイベントの実行委員長の方

が、これを当日出してくれということで、ちょっと記憶が曖昧なんですけど、多分２万

人ぐらいお客さんが来ると思うので、３００食とか５００食とか用意をしてくれという

ところの用意をしてた上での地震だったので、すぐにその実行委員長の方に電話をしま

した。明日はイベントをするのかと。したところ、ニュースではＪＲ各駅がイベント中

止するという中で、夜の９時だか１０時だかぐらいに、その方から電話があって「玉名

はやる」と。それはなぜかというと、「そのイベントをして、人を集めてそこで募金を

しようじゃないか」という趣旨でした。私はもちろん賛同しましたし、いろんなところ

で自粛されるのも仕方ないことなのかもしれませんけども、今後も、そういう災害があ

ったときには、自粛をするのは簡単なことなんですけども、何ができるかを考えていけ

たらなと思っております。 

  それともう一つ、すみません。昨年から挑戦しておりました保育士試験なんですが、

ようやく今年の１月に合格通知が届きました。これで私は、この身に何があろうとも一

切の職がなくなろうとも保育園等で働くことができる権利を獲得しました。１月半ばに

合格通知が届きまして、それからすぐ保育士登録事務センターというところに手続をし

て、２か月ほどかかるそうです。今年の下旬に晴れて保育士となる予定となっておりま

す。皆さん、もし興味がある方は、受験資格などを確認されて受験なさってみてはいか

がでしょうか。 

  では、通告に従い一般質問を始めたいと思います。 

  まずこの１年、本当にこの１年はコロナに悩まされてきました。まだ完全に収束はし
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ていませんし、この先も本当に収束するかわかりませんが、昨年の今ごろは学校が休み

になるという異例の事態でした。保育園も自粛してください。学童クラブも自粛してく

ださい。しかし、放課後等デイサービスなどの福祉施設は行なってください。いつもよ

り子どもたちを多く受け入れてください。時間も長くしてください。簡単に言えばそん

な感じでした。しかし、それはなぜか。なぜ国は同じ子どもたちの受入れを区別したか。

それはやはり、子どもたちのため、そして家族のためということです。 

  それに最近のテレビドラマの「俺の家の話」というのを皆さん御存じでしょうか。長

瀬智也さんが主人公で、その中で離婚されて、前妻との間に小学校５年生の息子さんが

おられるんですけども、学習障がいと診断されて、療育施設に通っているという設定の

ドラマなんです。時代とともにドラマの設定も変わってきているなと感じました。 

  話を戻しますが、子どもというのは本当に言うことを聞いてくれません。発達障がい

ともなればなおさらです。なので、児童福祉施設はコロナ禍でも運営していかなければ

なりませんでした。一方メディアでは、児童虐待が懸念されていました。大人の私たち

であっても毎日毎日、職場ででもプライベートででもマスクをしなければいけません。

会食ができない、外に出れない、一時は公園にすら行けない、ストレスはたまる一方で

す。それに加えて、ストレスを発散できない子どもたちが家の中にいれば、いつ爆発し

てもおかしくない状況であったと考えられます。 

  そこで、まず一つ目の質問は、このコロナ禍での玉名市の児童虐待について、答弁を

お願いします。 

○議長（内田靖信君） 健康福祉部長 竹村昌記君。 

［健康福祉部長 竹村昌記君 登壇］ 

○健康福祉部長（竹村昌記君） 坂本議員御質問のコロナ禍における本市の児童虐待件数

についてお答えいたします。 

  本市が児童虐待件数として把握している過去３年間のデータは、平成２９年度は９８

人、平成３０年度は６６人、令和元年度は合計９６人でございました。また、令和２年

度におきましては、２月末までの状況ですが、身体的虐待が４２人、性的虐待が３人、

心理的虐待が２４人、ネグレクトが２１人で、合計９０人でございます。 

  コロナ禍の要因となる親のストレスや外出自粛の影響などの児童虐待は、把握できて

ない状況でございます。 

  以上でございます。 

○議長（内田靖信君） １番 坂本公司君。 

○１番（坂本公司君） 答弁いただきました。 

  やはりこの玉名市においても、年間１００件近い報告があるみたいです。昨年のコロ

ナ禍の、コロナが原因という統計はとれていないということでしたが、これから増えて
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ないこと、できればゼロであってほしいと願っております。そんな中、今年１月にこん

な記事を目にしました。子ども家庭福祉士国家資格創設という記事でした。実は、保育

士試験の科目にも子ども家庭福祉というのがありました。しかし、以前は児童家庭福祉

という名目でした。そこで、この子ども家庭福祉の資格について、創設経緯や内容につ

いて、把握している範囲でお答えいただければと思います。 

○議長（内田靖信君） 健康福祉部長 竹村昌記君。 

○健康福祉部長（竹村昌記君） 坂本議員の再質問にお答えいたします。 

  児童虐待に対応する児童福祉士などの専門性を高めるため、国が検討している子ども

家庭福祉を専門とする国家資格についてお答えいたします。 

近年、全国的に子ども虐待事例の急増により、子ども家庭福祉に関わる専門職の体制

強化とともに、その資質を向上することが喫緊の課題となりました。そこで、平成２８

年３月に、社会保障審議会新たな子ども家庭福祉の在り方に関する専門委員会から報告

書が提出され、また、令和元年６月には、児童虐待防止対策の強化を図るために、児童

福祉法等の一部を改正する法律が成立いたしました。このような流れの中、国の社会的

療育専門委員会において了承されたワーキンググループにおいて、具体的な子ども家庭

福祉分野の資格の在り方、研修、人材養成の在り方など、目指すべき方向性が議論・整

理され、２月２日には国に取りまとめた内容が報告されているところでございます。 

現時点では、子ども家庭福祉に係る国家資格についての内容は決定していませんが、

今後ワーキンググループが取りまとめた内容を踏まえ、国において論点を整理し、試験

や認定を行なう主体者や、実務を担う実施機関、養成課程や養成ルートなどについて決

定されるものと思われます。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） １番 坂本公司君。 

○１番（坂本公司君） 答弁いただきました。 

  まだ今からいろいろと協議されていくということみたいですが、ちなみに保育士試験

のですね、子ども家庭福祉はどんなことを学ぶかといいますと、１９６４年に母子福祉

法が制定され、それが２０１４年に母子及び父子並びに寡婦福祉法に改名されたとか、

非行少年についてとか、もちろん児童虐待についても書かれておりました。今後、この

子ども家庭福祉士の試験については関心を持ち続けていきたいと思います。 

  少し話は変わりますが、１月にたまたまＮＨＫを見ていたら、大阪の西成高校の授業

が映し出されていました。そのタイトルは「貧困の連鎖を断て！西成高校の挑戦」とい

うものでした。そのときは時間がなくしっかり見ることができなかったので、先日ネッ

トで検索してみたら、アマゾンで１冊の本が売ってあったので早速購入してみました。

反貧困学習というタイトルで、著者名が大阪府立西成高等学校となっておりました。内
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容は、世界のスラム街など、日本では想像もつかないような悪い環境での貧困生活のこ

となども書かれていました。シングルマザーについては数ページしか書いてありません

でしたが、今までシングルマザーがどんなに苦しんできたか、シングルマザーがどうや

って生きていくか、そんなことが記載されていました。 

  まずこのシングルマザー・シングルファザー、ひとり親家庭が非常に増えております。

もちろん死別などもありますがほとんどが離婚でのひとり親で、そして子どもの親権は

母親というのがほとんどを占めております。子ども１人でも母親だけで育てるのは大変

なのに、２人も３人もいるとなると本当に大変な苦労だと思います。 

  その本にもありましたが、離婚調停中は児童扶養手当も生活保護ももらえないので、

生活が困窮したとも書いてありました。しかも、離婚後に養育費を払う男性がほとんど

おられないという調査結果が出ております。それもシングルマザーの生活を苦しめる要

因だと思います。 

  そこで、ひとり親支援について、国や市が行なっている取組などを教えていただけれ

ばと思います。 

○議長（内田靖信君） 健康福祉部長 竹村昌記君。 

○健康福祉部長（竹村昌記君） 御質問の現在のひとり親支援の取組についてお答えいた

します。 

  まずはじめに、父親または母親がいない家庭や、父親または母親に一定の障がいがあ

る場合は、父親、母親に代わって児童を養育している方に支給する児童扶養手当がござ

います。 

次に、病気やけがで医療機関にかかった場合、保険適用の医療費の３分の２を助成す

るひとり親家庭等医療費助成制度、ひとり親家庭の自立促進を図るため、ケアマネージ

ャーや介護福祉士などの対象講座を修了した場合、給付金を支給する母子家庭等自立支

援教育訓練給付事業や、看護師や介護福祉士、保育士、理学療法士などの資格取得を目

指す母子家庭の母または父子家庭の父に対し、生活費の負担軽減を図るため、一定期間

について促進費を支給する母子家庭等高等職業訓練促進給付金事業、児童扶養手当を受

給している世帯がＪＲで通勤通学している場合、定期乗車券を割引するＪＲ通勤定期乗

車券割引制度、母子家庭、父子家庭及び寡婦の生活の安定とその子どもの福祉向上を図

るため、母子父子寡婦福祉資金貸付など、各種資金の貸付事業を行なっております。 

また、学童保育やファミリーサポート事業を利用するひとり親に対し、一定の条件は

ありますが、利用料の補助を行なっております。 

  なお、今年度は新型コロナウイルス感染症の影響により、子育てと仕事を一人で担う

低所得のひとり親世帯に、特に大きな困難が心身に生じていることを踏まえ、こうした

世帯の子育て負担の増加や収入の減少に対する支援を行なうため、国・県・本市それぞ
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れ、ひとり親世帯への臨時特別給付金などを支給いたしました。 

  以上でございます。 

○議長（内田靖信君） １番 坂本公司君。 

○１番（坂本公司君） 答弁いただきました。 

  とてもたくさんの事業があり、とても心強い限りです。看護師や保育士などの資格取

得に対して補助があるのは全く知りませんでしたので参考になりました。 

  ここで質問なんですが、どの事業がどれだけの実績があるのか、各事業ごとの詳しい

実績などを教えていただけないでしょうか。よろしくお願いします。 

○議長（内田靖信君） 健康福祉部長 竹村昌記君。 

○健康福祉部長（竹村昌記君） 坂本議員の再質問にお答えいたします。 

  先ほどの、ひとり親支援の取組で説明いたしました順に、令和元年度の実績を申し上

げますと、児童扶養手当の受給者数６０６人で支給額は３億７,９８１万７,０００円。

ひとり親家庭等医療費助成が受給者９３３人で助成額は１,４７８万７,０００円。母子

家庭等自立支援教育訓練給付金事業は受給者２人で給付額は２３万円。母子家庭等高等

職業訓練促進給付金事業は受給者９人で給付額は１,０７１万９,０００円。ＪＲ通勤定

期乗車券割引制度は申請者４人。母子父子寡婦福祉資金貸付は４件の新規貸付があって

おります。また、新型コロナウイルス感染症の影響により、支援を行なったひとり親世

帯への臨時特別給付金などにつきましては、給付対象者は６６２人で支給額は１億１,

６９６万円となる見込みでございます。 

  以上でございます。 

○議長（内田靖信君） １番 坂本公司君。 

○１番（坂本公司君） 答弁いただきました。 

  令和元年だけでも４億円ほどと、昨年が１億１,０００万円ほど、大変助かってらっ

しゃる方がおられると思います。 

  補助金の話ですが、私も１０年ほど前になりますけど飲食店を出したんですけども、

改装したり、知人の建築家の方に相談したところ、そういう事業者は市役所とか商工会

議所などに行けば補助金の申請ができるよと教えていただき、補助金を受けたことがあ

りました。そのとき教えていただいた方は、補助金というのは誰も教えてくれないから、

自分から調べに行かないと出ないとおっしゃってました。確かに、自営業や事業に関し

てはそれでもいいと思いますが、こういった本当に困ってらっしゃる方にはもっと情報

を提供していただければと思います。 

昨年の夏あたりから、コロナ関連の給付金、補助金たくさんありました。玉名市から

は事業所宛に封書でお知らせがありました。あれは本当に助かられた経営者の方もおら

れると思いますし、工夫を重ねられ、わかりやすく簡単に素早く申請できるようされて
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いて、本当に感謝しております。ホームページや広報たまなに載っているとはいえ、も

っとたくさんの人に伝わるよう、これからも協力お願いします。 

ところで、世界では様々な取組がなされています。ベーシックインカムといって全国

民に対して現金を支給する制度や、そのパイロット版として貧困家庭やシングルマザー

に対して日本円で言えば５万円から１０万円ほど支給する制度があります。もちろんこ

れを玉名市で実施するよう要望することではないですし、それを取り入れている地域で

も様々な問題があるという報告がありますが、アメリカのあるシングルマザーで、貧困

家庭の女性はその支給されたお金で、初めて我が子の誕生日プレゼントにスニーカーを

買ってあげれたそうです。もちろん子どもは喜びました。しかし、それ以上にその母親

は自分がよき母親になれたと感じたそうです。お金というのは、使い方次第でそれ以上

の効果を生み出すことがあるということです。 

先ほどから、国や市などからの支給されたお金の話をしてきましたが、これからはお

金を稼ぐというお話をしたいと思います。私はどちらかというと苦手であります。 

先ほどの西成高校の言葉を借りれば、私の家庭も貧困の連鎖なのかもしれません。し

かし、今までどうにか生きてこれました。１３年前東京から玉名に帰ってきて飲食店を

経営し始めました。実は一時期は玉名市内に３店舗同時に経営したことがありました。

そして、とても借金が増えました。毎月毎月借金が増えました。しかしそれを何とかし

ようと、朝方の５時や６時までバーを開けて、そのまま店のソファで寝て、朝の１０時

に出勤してくるスタッフに起こされ、そこからランチと配達のお弁当の準備をして、１

２時前に着くよう配達をして店に戻り、ランチをして、そして帰って少し寝て、１７時

に起きて夜の仕事に行く、そんな時代もありました。覚えてらっしゃる方もおられるか

と思いますが、旧市役所時代にはお弁当の配達をさせていただいておりました。御購入

いただいた職員の方々には本当に感謝しております。 

お金を稼ぐというお話でした。お金を稼ぐということは非常に簡単なことだと思いま

す。先ほどの私のように、体に鞭を打ち寝ずに働けば、ぜいたくな暮らしはできなくて

も、貧困と言われるほどにはならないと思います。だからなんで貧困になるのか、それ

を待遇が悪いとか給料が低いからとか、努力もせずに人のせいにばかりしてるから貧困

になるのです。と、前まではそう思っていました。しかし、問題はそんなに簡単なもの

ではないみたいです。 

ひとり親で、しかもその多くはシングルマザー、女性です。昼のパートでは時間に限

りがあり、そんなには稼げないでしょう。もちろんシングルマザーであってもバリバリ

仕事をしてかなり稼いでらっしゃる方がおられるのも知っていますし、シングルマザー

イコール貧困、虐待などと思っているわけではありませんので御了承ください。 

例えば、昼のパート以外でも働こうとしても、子どもの世話、洗濯、掃除をやらなけ
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れば、洗濯、掃除、やらなければいけないことが山ほどあります。それでは副業どころ

ではありません。もちろん、シングルファザーも同様です。 

そこで、夜間保育所、夜間託児所、日曜保育などがあれば、夜に少しでも、日曜日に

少しでもコンビニやファミレスなどで働けるのではないか。もしくはそう思ってらっし

ゃる方もいるのではないかということでお尋ねします。 

熊本県内及び県外に、行政が運営している夜間保育所等はあるのか。もしあるのであ

れば、玉名市ではどのように考えているのか、日曜日の保育も含めてお願いいたします。 

○議長（内田靖信君） 健康福祉部長 竹村昌記君。 

○健康福祉部長（竹村昌記君） 御質問の夜間保育所についてお答えいたします。 

  認可夜間保育所は、１１時から２２時までが基本となっており、本市では実施してお

りません。全国には８１施設、公立保育所による夜間保育は、札幌市で３園、大阪市で

１園と、大変少ない状況でございます。県内の民間保育所では、熊本市、八代市、宇土

市及び人吉市の各市で１園ずつが夜間保育を実施されております。夜間保育の利用者は、

会社員、医師、看護師、自営業など、帰宅が遅いひとり親のほか、両親が共に帰宅が遅

い家庭など、利用は様々でございます。 

  本市においては、保護者や事業所の要望等がございませんので実施はしておりません。

また、休日保育につきましては、平成２６年度まで民間保育園の１園が実施しておりま

した。主に理容師さんが利用されて運営されておりましたが、利用希望者がない状態が

続いたことや、保育士の確保、保育の予約を受けて当日にキャンセルされることで、保

育の準備や保育士の確保に人件費などにおいて支障が出るため、運営を中止されました。

本市では、ほかの民間保育所にも休日保育をお願いしたところですが、保育士の確保と

経費が賄えないとの理由で、受託保育所がない状況でございます。また現在、保護者の

要望もないところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（内田靖信君） １番 坂本公司君。 

○１番（坂本公司君） ありがとうございました。 

  まずもって公立の夜間保育所は全国で４か所、全てあわせて８１か所と、熊本県に４

か所ということでした。思ってたよりかなり少ない数でした。そして玉名市でも平成２

６年までは日曜保育なさってたけども、利用者が少ないために運営を中止されたという

ことで、これは仕方のないことだと思います。 

  ちなみに、先ほどのファミリーサポート事業の話が出ましたが、ひとり親家庭などへ

の補助があるということでしたが、具体的にどれぐらいあるのかお答えいただけません

か。 

○議長（内田靖信君） 健康福祉部長 竹村昌記君。 
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○健康福祉部長（竹村昌記君） 再質問のファミリーサポート事業のひとり親家庭への利

用補助の詳細についてお答えいたします。 

  ファミリーサポートセンターの利用料金でございますが、午前７時から午後７時まで

１時間当たり６００円、午後７時から午後１０時まで１時間当たり７００円でございま

す。ファミリーサポート事業をひとり親家庭等が利用される場合は、１人預ける場合は

利用料基準額の２分の１の額、２人目はその４分の１の額、３人以上は２時間に限り無

料となっております。 

  以上でございます。 

○議長（内田靖信君） １番 坂本公司君。 

○１番（坂本公司君） 答弁いただきました。 

  例えば、今の数字を基にすると、ファミリーサポートに預けたという場合に計算しま

すと、週に３回、ひとり親の方が４時間子どもを預けて、時給８３０円のコンビニなど

でバイトをすれば月に３万９,８４０円の収入があり、ファミリーサポートに１万６,８

００円支払っても２万３,０４０円の収入があり、ひとり親家庭で子どもが１人ならう

れしい収入だと思います。本当に切羽詰まっていたらこういう働き方もできるとは思い

ますが、私はこれを推奨するわけではありません。親子の時間というのはお金では買え

ないものがあると思います。 

  また少し話は変わりますが、ストレス、それから発展する虐待の話です。児童虐待の

件数は、年々増加しております。では、私たちが子どものころは虐待はなかったのでし

ょうか。愛があったとはいえ、大なり小なり親からの、今では虐待と言われるようなこ

とはあったと思いますし、件数が増えたのは、それだけ児童相談所に連絡する人が増え

たことも要因の一つだと思います。２年前も児童虐待の質問をしたときに言いましたが、

私が娘と散歩中、道を勘違いして「こっちこっち」と泣きじゃくるので、近所の奥様が

何事かと心配されて出てこられました。とてもいいことだと思いました。ただ、昔と比

べて何が変わったか。食べ物は豊富にあるし、１人１台車もある、スマホやパソコンさ

えあれば家にいながら映画を見たり、ショッピングなどもできます。しかし、逆に言え

ば必要なものが増えて出費が多くなってきています。それに、やはり増えてるのがひと

り親家庭です。私たちの子どものころは、核家族が問題となっていましたが、今では核

家族が当たり前で、どちらかの両親と同居などは昔に比べるとかなり少なくなってきて

います。マイホームも持ちたい、嫁姑問題も解消したい、そうでなくても地元に仕事が

なく市外に出たなど、理由は様々だと思います。 

  確かに他人と暮らす生活にはストレスがつきものです。もちろん実の家族もです。し

かし、それゆえ、協力してくれる身内が減ったのは紛れもない事実です。 

  そこで、質問なのですが、新婚家庭や移住などに対する補助金がいくつかあると思い



－ 251 － 

ますが、答弁をいただければと思います。 

○議長（内田靖信君） 企画経営部長 今田幸治君。 

○企画経営部長（今田幸治君） 議員御質問の移住定住などの取組についてお答えいたし

ます。 

  本市では、定住促進事業としまして、本市への移住を検討する方の背中を後押しし、

より積極的な定住人口の増加を促進することを目的に、住宅取得補助、住宅リフォーム

補助、空き家取得補助、新幹線通勤定期券購入補助、空き家家財道具等整理補助などの

補助事業を行なっております。 

  住宅取得補助金を活用し、平成２３年度の事業開始からの９年間に１,２４２人が転

入されております。そのほかに、国の結婚新生活支援事業費補助金を活用し、結婚に伴

う新生活を経済的に支援し、少子化対策の推進を図る結婚新生活支援事業を行なってお

ります。 

  以上でございます。 

○議長（内田靖信君） １番 坂本公司君。 

○１番（坂本公司君） 答弁いただきました。 

  ９年間で１,２４２人の方が、市外から玉名市へ転居されたということで、思ったよ

り多くてびっくりしました。 

  ここで、少し財源について質問したいと思います。ふるさと納税ですが、ここ数年納

税額が増えてきているとお聞きしていますが、実際どれぐらい増えているのか、そして

その寄附金はどのような事業に使われるのか、答弁をよろしくお願いします。 

○議長（内田靖信君） 企画経営部長 今田幸治君。 

○企画経営部長（今田幸治君） 議員の再質問にお答えします。 

  ふるさと納税の実績についてでございますが、平成２９年度は２,６４９件の約２,９

００万円、昨年度が３万５,２９５件の約４億４,０００万円と大幅に増加しております。

本年度は２月末現在で５万４,２２８件の約８億８００万円と、さらに増加しておりま

す。全国の皆様より多くの御寄附をいただき、心より感謝しているところでございます。 

  いただきました寄附金の用途につきましては、寄附者が教育と福祉のまちづくりや住

みやすい環境のまちづくりなどの５つの用途から選んでいただけるようになっておりま

して、主に市長おまかせで６０％、教育と福祉に関してで２３％が選択されているとこ

ろでございます。 

○議長（内田靖信君） １番 坂本公司君。 

○１番（坂本公司君） 答弁いただきました。 

  平成２８年には２,５００万円だったものが、本年度２月末までで８億８,０００万円

ということで、この５年で約３５倍の数字になっているということで、非常に驚いてお
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ります。 

  そして、寄附者の方が５つの用途から選べるというのも寄附者の思いを反映できるこ

とでとてもすばらしい試みだと思います。 

  そこで、本日の本題に入りたいと思います。 

  移住定住の補助金は基本的には、玉名市外から玉名市内への移住定住に関する補助と

いうことでした。それも非常に大切なことだと思います。しかし、玉名市内の人が玉名

市内への移住定住についても補助があっていいのではないでしょうか。もちろんただ、

単に気分が変わって引っ越しをしたい人には申し訳ありませんが、例えば、私が思うに、

ひとり親家庭の方が引っ越したいと思っていたりはしないのでしょうか。それはどうい

うときか。例えば、これは本当に例えばなんですが、岱明町の長洲町に近いところです

ね、鍋とか。に、実家がある方が、結婚して玉名のこの辺の中心部に住まれていて、離

婚をし、ひとり親となり、いろんな事情で引っ越せず、しかし、仕事や子育てなどが大

変で、親に頼りたくても車で２０分ほどかかるため、ちょっとした用事を頼めなかった

り、そんな方が親や親族の近くに住むための移住費に補助金を出すというのはいかがで

しょうか。 

  もしかしたら、私の勝手な妄想かもしれませんが、この時代、ものが豊かになったり

便利になり過ぎて、何かがずれ始めているのではないでしょうか。確かにみんなが車を

持ち、スマホを持っていれば何でもできそうな気がします。それに多少のお金があれば、

誰にも頼らず生活ができると。できていると勘違いしてるのではないでしょうか。それ

がゆえに、苦しくなったことに気づかず、一人で悩み、よくないことが起きたりしてい

るのではないでしょうか。 

  私の理想は、やはり親や親族などで助け合っていくことが大切だと思います。しかし、

同居は本人たちにもその親御さんからしても難しいかと思います。そのためには、スー

プの冷めない程度とは言いませんが、車で５分ほどの距離に住んでいれば、助け合って

いくことが可能になると思います。 

  提案内容とすれば、親や親族もしくは協力者を定め、その方の住居の半径１キロ以内

に移住する者に対して補助金を支給すること。もちろん市外からの移住に関しては、従

来の補助金にプラスできること。そして、先ほど移住する者に対してとだけ言いました

が、これはひとり親だけではなく、結婚している全ての家庭が申請可能とするのもつ 

け加えたいと思います。 

  そしてさらに、他県、他市からその家族の親御さんが、我が息子、娘の家族のために

引っ越してこられる際にも適用するなど、付け加えていただければと思います。もちろ

ん、この場合は、親御さんが介護されにこられる場合などあると思いますが、そういっ

た場合のことも含めて協議していただければと思いますが、市長の見解をお聞かせくだ
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さい。 

○議長（内田靖信君） 市長 藏原隆浩君。 

○市長（藏原隆浩君） 坂本議員の再質問にお答えします。 

  まずもって、全国の皆様からの温かい御寄附に対しまして、心から感謝を申し上げた

いというふうに存じます。いただいております御寄附につきましては、寄附者の御希望

を反映させて、教育や福祉をはじめとする様々な用途に活用させていただいておるとこ

ろであります。 

  御質問のひとり親家庭などを対象にした住環境支援については、ふるさと納税の寄附

金を活用した福祉施策の中で充実を図ってまいりたいというふうに考えております。 

  また、移住定住施策では、空き家取得補助金の対象をですね、議員もおっしゃられた

とおり、これまで市外から本市に転入する者ということだったんですけれども、これに

加えて、本市の住民の方にも対象を広げて、住み替えなどを促進することによって、ひ

とり親家庭などが親族などから近い環境で子育てができるなど、そういった形で拡充す

る予定でございますので、どうか御理解いただきたいというふうに思います。 

  以上でございます。 

○議長（内田靖信君） １番 坂本公司君。 

○１番（坂本公司君） 答弁ありがとうございました。 

  心強いお言葉、ありがとうございます。御検討よろしくお願いします。 

  本日のテーマは、ひとり親家庭支援についてでした。それは単純に、一人で子どもを

育てるのは大変だと思ったからです。私は両親ともにもうおりませんので、妻と娘と３

人暮らしですが、それでも大変です。 

  しかし、ひとり親家庭の方は、元は結婚してらした方がほとんどだと思います。結婚

した、子どもができた、３人もできた、しかし給料は上がらない、出費がかさむ、しか

し遊びたい、でも子どもの面倒見なければ、逃げ出したい、逃げよう、と離婚された方

の中にはそんな方もおられると思います。昔、多くの女性は男性の家に入り、生活をし

ていました。マスオさんという言葉がもう定着して、３０年ほどたつのではないでしょ

うか。皆さん御存じ、テレビアニメ「サザエさん」の御主人、フグタマスオさんがイソ

ノサザエさんの実家で、サザエさんの御両親、家族と生活を共にする、婿養子ではなく、

言わばマスオさんです。と、その言葉で状況が伝わります。ある学者が言っていました

が、女性の方の家に男性が入っていくことが、一番スムーズに暮らせるそうです。作者

の長谷川町子さんは、それを知ってか知らずか５０年も前にその設定で制作されてまし

た。 

  しかし、生活スタイルは人それぞれですし、特に現在は生活スタイルが多様化してき

ました。核家族が増え、家族ごとの自由な時間が増えました。しかし、それは協力者が
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いないということとなり、今の現状があるのではないか。そうであれば、程よい距離、

程よい関係であれば、何かが変わるのではないでしょうか。 

  私が今日言いたかったことは、人は助け合いながら生きていくことが大事だというこ

とです。いつの時代がよかったとか、昔のほうがよかったとか、そんなことは言いませ

ん。しかし、今はこんなにも豊かにものもあるし、技術が発達してるのに、その陰で苦

しんでいる人がいます。西成高校の授業のように、シングルマザーがいかに生きていけ

るかを教えることも非常に大事だと思いますが、シングルマザーにならないためには、

ひとり親家庭にならないためには、そんな授業があってもいいと思います。 

  私が子どものときには、周りにはひとり親はほとんど見られませんでした。と言いな

がら、実は私はひとり親家庭です。小学校時代は、同級生では私とほかにもう一人ぐら

いでした。私はひとり親家庭では珍しく、育ててくれたのは父親でした。といっても家

にはほとんどおりませんでしたので、ごはんはばあちゃんがつくり、お出かけはひいば

あちゃんとでした。ひとり親家庭なのに、ひいじいちゃんなどもいたので８人家族だっ

たので、寂しいと思ったことはありませんでしたが、母親がもしずっといたら、もう少

し素直な人間になったんじゃないかと思います。 

  逆転の話をすれば、私は本当に親は子どもを産むだけでいいと持ってます。我が子を

手にかけなければそれだけでいいと思ってます。しかし、理想を言えば、両親がいて、

そしておじいちゃんやおばあちゃんがいて、しかし、同居が難しいのであれば、近くに

住み、おじいちゃんたちに孫の面倒をみてもらい、子どもが育てば老後の面倒をみてと、

それが理想の幸せの形の一つだと思います。西成高校の授業のように、シングルマザー

の勉強も必要でしょうが、できれば夫婦寄り添っていくにはどうしたらいいかという授

業があってもいいと思います。 

  離婚して、若くしてシングルマザーになった場合でも、まだまだ子どもを産むことは

できます。しかし、子どもがいると再婚はなかなか難しいと聞いております。もし、再

婚してもそういう家庭での児童虐待などの問題も多くなっています。しかし、若いシン

グルマザーが再婚し、また出産ができれば、少子化対策にもつながる可能性があります。 

離婚率を下げること、そして、今回は触れてませんが、再婚率を上げる取組にも着手

していく必要があるかもしれません。御検討、よろしくお願いします。 

  これで、私の通告による質問は終わりましたが、最後に一つ、職員の方々にお願いを

させていただきたいと思います。 

  副市長に、昨年１２月の総務委員会で、その他の質問で、私が職員方の夜の会食につ

いて質問をしたのを覚えていらっしゃいますでしょうか。 

  職員の飲酒運転があった直後の委員会でしたので、飲酒運転、そしてコロナ禍での職

員方の会食についてお尋ねしたところ、副市長の答弁は、職員方に対して自粛は強制し
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ていない、少人数で節度ある会食をというようなお答えだったと記憶しております。 

  今年に入って、１月７日から飲食店に対する時短要請がなされ、熊本県内の感染者数

は激減し、最近では感染者が出ても一桁ばかりで、ゼロの日が続いている状態です。ワ

クチン接種の準備も着々と進んでいる様子ですし、これから例年であれば歓送迎会が開

かれる季節です。飲食店はこれからが書き入れどきです。というより、昨年の今ごろか

らは丸一年ずっとかき入れ時がないまま日々を過ごされてきました。 

  もちろん、飲食店には様々な給付金などがありました。しかし、休業要請や時短要請

の時期は経営者の方は本当に不安だったと思います。本当にコロナは収束するのか、こ

のまま経営を続けていいのか、特に夜だけのお店の方などすることがないのです。お昼

に出かけようとしても友達や知り合いは仕事があるし、夜はもちろん出かけられません。

私も夜の仕事だけだったらと思うと本当に不安だったのではないかと思います。仕事が

好きかどうかは別として、仕事があるということは幸せなことなんです。 

  そして、３月になりました。昨年１２月よりも状況はよくなったと私は思っておりま

す。職員の方々に、ぜひとも徐々に玉名の町に繰り出していただきたいと思っておりま

す。そして、できるのであれば、金栗ジャンパーやポロシャツなどで出ていってほしい

と思っております。市民からすれば、市役所の職員さんが出てるなら私たちもいいので

はと思う人も少なくないと思いますし、何より私はあのジャンパーやポロシャツが好き

でして、何人かで夜の街を歩いてる姿は非常に格好よく見えます。 

  そして、もう一つお願いがあります。これから何度か会食をされるのであれば、今ま

で行ったことのないお店などに行かれてはどうでしょうか。もちろん、今までのお付き

合いのお店の応援も必要だと思いますが、初めて行くお店もあっていいのかと思います。

そこに、スタッフジャンパーを着た数人の職員さんが入っていけば、お店の方は非常に

喜ばれると思いますし、何よりそこで、「この１年きつかったですね」と、「これから

たまに出て来ますので頑張ってください」などと話しかけたら、涙ながらにこの１年の

苦労話をされたり、給付金などの御礼を言われたり、もしかしたら何かしらのサービス

があるかもしれません。もちろん、それを期待してくださいと言っているわけではあり

ませんが、それほどこのコロナ禍での飲食店の方々は大変な思いをされていると思いま

す。 

  給付金などでも足りなくてお店を畳まれた方もおられます。しかし、その方などはま

た違う人生があるはずです。しかし、やはり若いころからずっと飲食店をなさってる方

などはやめたくないのが現実です。職員の皆さんだけに背負わせるわけではありません

が、そういったお店に行っていただき、少しでいいのでその方々のお話を聞いていただ

きたいと思います。勝手ながら、玉名市の飲食店を代表して、皆さんにお願いさせてい

ただきました。よろしくお願いします。 



－ 256 － 

  では、これで質問を終わります。御清聴ありがとうございました。 

○議長（内田靖信君） 以上で、坂本公司君の質問は終わりました。 

議事の都合により、午後１時まで休憩といたします。 

午前１１時５６分 休憩 

―――――――――――――――――――――― 

午後 １時０１分 開議 

○議長（内田靖信君） 休憩前に引き続き、会議を開き、一般質問を行ないます。 

１６番 近松惠美子さん。 

［１６番 近松惠美子さん 登壇］ 

○１６番（近松惠美子さん） トリを務めます近松です。皆さんお疲れさまです。 

４日間、皆さんのいろんな質問を聞いていまして、本当に日本というのは言論を暴力

で封じられることなく、自由でいい国だなあとしみじみ思いながら聞いておりました。

今のミャンマーの情勢をみますと、本当にありがたいことだなあと思っています。 

私、実は昨年の２月にミャンマーに行きまして、仏教関係の信仰の厚いところがああ

いう状況になってることに本当に心が痛みます。 

では、通告に従いまして質問いたします。 

空き家対策について。このことにつきましては、昨日、田畑議員も質問されましたの

で、一部ダブるところがあるかと思いますが、省きますと全体の流れがわからなくなり

ますので、復習だと思って聞いてください。持ち時間１時間になりましたので、落ち着

いてゆっくり述べさせていただきます。 

今年の３月上旬に、関東の埼玉県の方なんですけども、一、二回会っただけの仲なん

ですけども、その方が玉名に来るというお話があったもんですから、楽しみにしていた

ら、和水町に引っ越してきたということだったもんですから、それも空き家を借りたと

いうことだったので、ちょっと行ってみました。御主人が玉名で働いていたので、なか

なか帰って来ないから奥さんも来ることにしたということで、玉名というか和水に来る

ことになったわけなんです。私としては、玉名が住みよいのに、どうして和水に越すこ

とになったのかなあということがちょっと不思議で、ちょっと住所を聞いて行ってみま

した。 

そこはですね、中古住宅、もちろん空き家なんですけども、借家で一軒家で、畑付き

で２万５,０００円ということでした。安いということで、畑が付いているってことも

あって、そこを選ばれたようです。びっくりしたのはですね、仏壇もそのまま置いてあ

るんです。納屋なんかには農機具みたいなものとか、生活道具がそのまま置いてありま

したから、片付けないまま貸しているじゃないかなみたいな雰囲気のところでしたね。 

さらにびっくりするのは、お風呂はですね、薪で焚くお家だったんですよ。今時、薪
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で焚くお風呂があるのかなと思ってびっくりしたんですけども。前、住んでいた高齢者

がつくった薪が納屋にあるので、それがなくなったら裏山に木があるからそれを切って

薪にしてくださいということで、そのお家を借りたらしいんですけども。何を言いたい

かといいますと、本当に人はそれぞれなんだな、好き好きなんだなと。一般的に薪で焚

かないといけないって、家財道具が残ってるようなところを借りる人がいるかなと思う

けど、そういう人もいるんだなということで驚いたわけです。 

以前、テレビを見ましたときに、やはりそのような方がいましてね。もう家の中の道

具、全部残っているところに借りて住んでいるっていう方いまして、本当にいろんなニ

ーズがあるもんだなあと思ったわけです。 

ところで、２０１５年に空き家などの対策の推進に関する特別措置法、空き家法がで

きました。それから国が空き家対策に力を入れてきてるわけですが、それに伴い、玉名

市においても空き家の現状調査を行ない、対策事業計画をつくっておられます。 

平成２９年９月の空家等対策計画の概要版を見せていただいたところ、空き家が１,

６４２軒となっています。そのうち居住可能な空き家が７２２軒、補修すれば居住可能

な空き家が４７８軒、つまり、暮らせる家が玉名に１,２００軒。これは５年前の調査

ですから、今は１,３００軒とかさらに増えてるんじゃないかと思います。 

私はこれを見たとき非常にびっくりしまして、ああ、もう空き家は売れないかもしれ

ないと。そういうショックを受けました。と言いますのは、玉名市の定住促進補助事業

を活用して住宅を購入し、転入された方の世帯数は、午前中坂本議員の質問にもありま

したけども、人数じゃなくて世帯数でいうと３９４軒です。１００万円の、あるいは市

内の業者を使えば１２０万円の補助がある中で、越して来た方が３９４、１０年間です

よね。それでもまだ、住める空き家が１,２００軒あるということは、この１,２００軒

がそのまま１０年、２０年、３０年すると廃屋になっていくかもしれないという、そう

いう危険性をはらんでいるということを非常に心配しました。 

一方、人口は減っているとはいえ、新築住宅の建設はあちこちで見られ、さらに賃貸

住宅の建設も進んでます。私の家の前にも６戸のアパートが建ちます。最近の玉名の風

景は、高齢者が多い地域と若者が多い地域に分かれてきているように感じます。土地が

造成されれば、そこに新しい家がパーッと建ちます。また、昔から住んでいた家に若い

人が来ることはなく、何となくさびれた感じの集落もあります。 

空き家が増える主な理由は、若い人たちの仕事が地元になくて、若者が都会に流出す

ることから年老いた親は残され、親が亡くなると空き家になるという例。もう一つの理

由は、核家族化が進み、子どもはそれぞれ家を新築するので、親が住んでいた家が空き

家になっていく。この２つが一番多いのではないでしょうか。 

もちろん、転居もあります。ただ転居の場合は、早く財産処分して次の家に投資した
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いということから、また家財道具も全部片づけるので、意外と転居の場合は販売に結び

ついているのかなというふうに感じております。 

いずれにしても、空き家は増えるばかりですので、待ったなしの対策を進めていく必

要があります。ということで、まず５点質問いたします。５年前の空き家実態調査の結

果について。２番、空き家除却助成制度の実績について。３番、居住不可能で解体され

ていない物件の数と課題。４番、助成制度の周知方法について。５番、来年度実施予定

の実態調査の方法と内容について。調査と計画で、来年度予算に約１,６００万円ほど

計上してあったと思いますので、詳細について、お尋ねいたします。 

あとは自席にて質問させていただきます。 

○議長（内田靖信君） 総務部長 永田義晴君。 

［総務部長 永田義晴君 登壇］ 

○総務部長（永田義晴君） 近松議員の空き家対策についての御質問にお答えいたします。 

  まず、私のほうから、空き家実態調査の結果について、そして居住不可能で解体され

ていない物件の数と課題、そして来年度実施予定の実態調査の方法と内容について、お

答えさせていただきます。 

まず、空き家実態調査の結果についてお答えいたします。空き家については、昨日の

田畑議員の一般質問においても答弁いたしましたとおり、全国的な課題となっているこ

とから、平成２７年に特別措置法が施行され、それを受け本市においても条例の作成を

いたしました。そして、空き家の対策計画を策定する基礎資料といたしまして、議員御

質問の空き家実態調査を市内全域を対象に、平成２８年度において実施をいたしており

ます。 

この調査の方法でございますが、市が保有する水道の閉栓情報により、おおむね１年

以上使用がない空き家候補の抽出を行ないました。その後、空き家候補場所を示した図

面を２５８の行政区長へ配付し、各行政区に把握している空き家の情報を追加して提供

をしていただきました。以上の情報に基づき空き家候補を特定し、平成２８年１１月か

ら約２か月間にわたりまして、外観目視による現地調査を実施した結果、１,６４２軒

の空き家を特定するに至りました。なお、この調査につきましては、外部の業者へ委託

し、計画書の作成と空き家情報のデータベース化も行なったところでございます。 

また、空き家と一口で申しましても、その状態にはかなりの差がありますので、調査

に当たっては、基準を定め、建物の老朽度をＡからＤまでの４段階で判定をいたしてお

ります。具体的には、Ａが現状で居住可能な状況、Ｂが補修すれば居住可能な状況、Ｃ

が居住不可能な老朽家屋、Ｄが居住不可能な廃屋と、この４段階でランク付けをいたし

ました。その結果、先ほど議員もおっしゃったとおりですが、Ａの居住可能な空き家が

市内全域で７２２軒、Ｂの補修すれば居住可能な空き家が４７８軒、Ｃの居住不可能な
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老朽家屋が３２３軒、Ｄの居住不可能な廃屋が１１９軒となっております。 

次に、居住不可能で解体されていない物件の数と課題ということでございますが、先

ほど申しました平成２８年度の調査で、居住不可能と判断したＣの老朽家屋とＤの廃屋

を合わせまして４４２軒となっておりますが、これらのうち、補助を受けて解体された

ものもあれば、単独で解体されたものもあると思われますので、居住可能な物件は、令

和３年度に、来年度に予定しております実態調査で把握できる見込みでございます。 

このような状況を踏まえまして、Ｄの廃屋やＣの老朽家屋については、所有者等に対

しまして適正管理の責任があること、除却には助成する制度があることなどを周知して

おり、今後も継続して周知していくことが必要と考えるというところでございます。 

そして次に、来年度実施予定の実態調査方法と内容についてお答えをいたします。 

来年度実施予定の実態調査方法につきましては、平成２８年に実施した実態調査のデ

ータを基に、今回も市が保有する水道の閉栓情報により、おおむね１年以上使用がない

空き家候補の抽出を行ない、空き家候補場所を示した図面を２５８行政区長へ配付し、

各行政区にて把握されている空き家の情報をいただき、この情報を基に前回同様外観目

視による現地実態調査をいたしたいと考えております。 

新規の空き家等については、今後の利活用等についての意向調査も実施したいと考え

ております。また、データベースにつきましても、地図データ等の更新を併せて行ない

たいと考えております。 

私のほうからは、以上でございます。 

○議長（内田靖信君） 建設部長 片山敬治君。 

［建設部長 片山敬治君 登壇］ 

○建設部長（片山敬治君） 近松議員の空き家対策についての御質問のうち、空き家除却

助成制度の実績とその助成制度の周知方法についてお答えいたします。 

  まず、空き家除却助成制度の実績についてお答えいたします。空き家の除却に対する

助成といたしましては、玉名市老朽空家等除却促進事業補助金がございます。これは申

請後、住宅の不良度判定を行ない、評価が１００点以上となる老朽危険空き家を対象と

しております。補助額につきましては、１件当たり６０万円を上限としまして、社会資

本整備総合交付金の空き家再生等推進事業を活用し、平成３０年度から実施しておりま

す。実績といたしましては、平成３０年度から令和２年度までの３年間で、８６件の事

前調査申請があっており、不良度判定で対象外になったものや辞退の申出があったもの

を除く４２件に対し、補助金を交付しております。 

  続きまして、助成制度の周知方法についてお答えをいたします。玉名市老朽空家等除

却促進事業補助金につきましては、国の交付金スケジュールの関係で、毎年６月から８

月を申請期間としておりまして、毎年５月に広報たまな及び市ホームページに掲載し、
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制度の周知を図っております。あわせて、防災安全課と連携し、空き家の所有者へ適正

管理の依頼をする際に、補助金制度についても個別に説明をしております。 

  補助金制度の周知につきましては、所有者が遠方に居住されているなど、周知が図り

にくい面もございますので、関係各課と連携を図りながら周知に努めてまいります。 

  以上です。 

○議長（内田靖信君） １６番 近松惠美子さん。 

○１６番（近松惠美子さん） まず、居住不可能な空き家が４２２軒の中から、補助金を

受けて解体に至ったのが４２軒ということで、１割しか解体されていないということな

んでしょうか。ちょっと私、聞き逃したかもしれないのでお伺いしたいんですけど、こ

の８６軒申請があって４２軒だったということは、どういうことでこの補助の対象にな

らなかったのか。ちょっと教えていただけますか。 

○議長（内田靖信君） 建設部長 片山敬治君。 

○建設部長（片山敬治君） 民間の方からの申請があったものの、危険度判定が１００点

を超えなかったということで、８６軒の申請のうち４２軒が補助金の対象となったとい

うことです。 

以上です。 

○議長（内田靖信君） １６番 近松惠美子さん。 

○１６番（近松惠美子さん） なかなか空き家調査っていうのは、持ち主と会うことがで

きなかったりということで、非常に詳しい調査をするのが大変だったろうというふうに

思うんですけども、空き家が１０軒しか、１００点以上ということは、居住不可能、老

朽家屋、廃屋合わせて、あれが１００点以上ですかね。でいいんですよね。 

○議長（内田靖信君） 建設部長 片山敬治君。 

○建設部長（片山敬治君） 空き家の傷み具合で判定をいたしまして、それで傷み具合が

ひどいほうが点数が上がっていくということです。それが１００点を超える空き家に対

して補助をいたしますということになります。 

  以上です。 

○議長（内田靖信君） １６番 近松惠美子さん。 

○１６番（近松惠美子さん） 私、補助の対象になるのが居住不可能２つかと思ってたん

ですけど、そうじゃないっていうわけですね。はい、わかりました。 

  まあ、いずれにしても、その廃屋が１１９軒ありますから、その中からまだまだ補助

を受けて解体したのが４２軒ですから、まだまだ解体されていない家があるということ

ですね。 

  このこと自体も問題だと思うんですけど、私が心配していますのは、先ほど申し上げ

ましたように、居住可能な家でも結局利用しなかったり、お盆、お正月に帰って来ると
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きだけ使おうと思っていたけど、そのうちだんだん使わなくなって、そして売れなくな

って、この居住不可能なほうに移っていくと、ひょっとしたらこの老朽家屋、廃屋がも

っともっと増えていくんじゃないかということをとても心配しております。 

  そこで、再質問なんですけども、今度の調査のときに、空き家調査をしていくときに、

区長さんとか近くの方はきっと御存じだと思いますので、前回調査したときに、この居

住可能な家がその後どうなっているのか。販売されたのか、そのままなのか。そしてま

た、前回調査したときに、売りたいとか貸したいとか言われてた方の家がどうなってい

るのか、その辺のところをついでに調査することはできないのか。せっかく高額な予算

を費やして調査をしますので、その調査が次に移るように、次の施策に移るような調査

をしていただきたいと思うんですけども、それが可能かどうかをお伺いいたします。 

○議長（内田靖信君） 総務部長 永田義晴君。 

○総務部長（永田義晴君） 近松議員の再質問にお答えをいたします。 

  平成２８年に実施いたしました実態調査の際には、所有者に対しまして利活用に関す

る意向調査、アンケート調査でございますが、を行なっております。その意向調査は、

不動産業者が管理している物件や所有者が特定できていないものを除いて、調査票に追

加して、空き家バンクのチラシ等も同封をして送っておりまして、回答が得られたもの

について集計をしますと、売却、そして賃貸という意向の回答が合わせて３５％ほどご

ざいました。しかしながら、空き家バンクに対する反応はほとんどなく、登録数の伸び

にはつながっていないというのが現状でございます。 

  また、意向調査で売却を希望されていた物件が、５年後の現在どうなっているのかと

いうことにつきましては、意向ごとにその後の確認を行なおうとしましても、データを

分類・抽出できる現状のシステムではないものですから、確認ができておりません。 

 よって、新年度予算に計上しております再調査に当たりましては、調査を実施する上で、

方策を十分に検討し、調査で得られる情報を効率的に管理・活用できるよう進めるとと

もに、関係各課で情報を共有して連携して当たることで有効的な対策につなげていきた

いというふうに考えております。 

  以上でございます。 

○議長（内田靖信君） １６番 近松惠美子さん。 

○１６番（近松惠美子さん） この空き家対策の目的は、やはり空き家を有効利用するこ

と、そしてこの廃屋にさせないということが目的だと思うんですね。この目的に沿った

調査になるように、ぜひこの、売りたいとか貸したいという希望がつながっているかど

うかということを、そこに重点を置いて調査していただきたいと思います。その家がど

うなっているかを見るだけだから、私はできるんじゃないかと思うんですけどもね。そ

のときに売りたいと言っていた人の家に誰が住んでいるかを区長さんなりに聞けば済む
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ことなので。私の感覚ではそう難しいことじゃないんじゃないかなあと思うんですけど

も。まあ、予算の関係もあるかもしれないんですけども。それによって、次の施策を考

えていけるんじゃないかというふうに思います。 

  まあ、実態調査、こないだのはいろいろ初めてのことで大変だったと思うんですけど

も、この空き家に関しては、総務課、そして地域振興課、環境整備課、税務課、都市整

備課など、いろんなところが絡んでいると思いますので、調査項目をもう一度見直して、

各課連携して、本当に次の施策が空き家を減らすという目的にかなった情報を得られる

ような調査になるように、もう一度調査内容を検討していただきたいと、このように要

望しておきます。 

  では、次に移ります。 

  この空き家バンクのことを調べてみますと、不動産関係者が少ない地域、比較的小さ

な地点ですか。そういうところでは自治体の空き家の情報は、空き家バンクにほとんど

集約されているような気がするんですね。玉名よりもっとたくさん空き家バンクに登録

されている地域もありました。ただ、都市部になりますと、不動産関係者が非常に多い

ですから、その中で情報が分散されていまして、空き家バンク登録者が少ないと、その

ことによってやはり市が関与しにくいという、そういう問題が見えてきているように思

います。 

  この情報を一元化していかないと、空き家対策を効果的に展開していくことが難しい

のではないかというふうに感じています。 

  そしてまた、せっかく市が新たに空き家対策に力を入れようと、空き家取得補助金を、

また市内在住の方にも広げていったのですが、この空き家バンク制度に登録された物件

というふうに狭まってきますと、やはりこの非常に範囲が狭まるんじゃないかと、不公

平感が出るんじゃないかということを感じます。 

  これが、行政が全部握って情報を集めるのがいいのか、民間団体にお願いするほうが

いいのか、私はそこのところはわかりませんけども、やはり情報の一元化というのをし

ていかないと、この空き家対策というのは進みにくいんじゃないかというふうに思いま

す。やはり、玉名市、空き家、中古住宅と入力して検索したら、玉名市内の空き家が全

部出てくる、そして３００万円以下としたら、３００万円以下の空き家が出てくる。５

００万円としたら５００万円以下の空き家がずらっと出てくる。そしてまた、岱明町中

土としたら、中土が出てくる。これ、実はですね、ある不動産屋さんの情報であったん

ですよ。地域別に。私も中土にあるのかなあと思って、中土ってしたら、近所の家が出

てきたんですね。そこまで出てくるようになってました。ただ、一事業者ですから、玉

名市全体の情報を持っているわけじゃないんですけども。まあ、坂本議員の質問にもあ

りました、シングルマザーだから親の援助を得られるように、親のそばで家を住みたい
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というのがありましたけども、その場合もこの空き家情報が一元化されていれば、自分

の親の近くでピッと検索したら、あそこにここに空き家があるということがわかるわけ

ですね。 

空き家情報の一元化と不動産関係者との連携を今後どうしていくのか、そのことにつ

いてお伺いいたします。 

○議長（内田靖信君） 企画経営部長 今田幸治君。 

○企画経営部長（今田幸治君） 議員の空き家情報一元化と不動産関係者との連携につい

て、お答えいたします。 

本市では、市内の空き家の有効活用を図り、定住と地域の活性化を推進することを目

的に、空き家バンク制度を平成２１年度から開始、運用しており、市ホームページで公

開しております。 

制度開始以降、２８軒ほどの物件の登録がございましたが、売買や賃貸、登録取り下

げなどにより、現在の登録物件は４軒でございます。 

一方で、今の空き家問題を鑑みると、今後さらに増加すると危惧しているところでご

ざいます。 

国土交通省においても、全国的な空き家増加の課題に対応するため、各自治体の空き

家などの情報の標準化・集約化を図り、全国どこからでも簡単にアクセス、検索できる

全国版空き家・空き地バンクを構築し、運用を開始されております。 

今後、本システムの加入を検討し、さらに市内不動産業者とも連携を深め、市空き家

バンクサイトと民間サイトの相互リンクを貼ったり、共同で空き家利活用の相談会を実

施するなど、空き家所有者の不安感の解消と、移住定住者の促進を図ってまいります。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） １６番 近松惠美子さん。 

○１６番（近松惠美子さん） 居住可能な家が１,２００軒もありながら、その中で手放

したくないと思っている方もいるかもしれませんけども、売りたい、貸したいという人

がいる中で、市の空き家バンクの登録は現在４軒だということは、本当にこれから、真

剣に考えていかなくちゃいけないことじゃないかなというふうに思います。 

今は空き家情報も全国版空き家バンクというのができているんですね。国が進めてい

るらしいんですけども。全国の情報を家にいて見ることができる。これを調べてみたら、

無償譲渡っていうのも結構あるんですね。場所が悪いところとか、ただでもいいからも

らってくれみたいなのも随分出ていました。平成３１年、今もっと増えているんですけ

ども、平成３１年で全国６０３自治体が参加し、延べ９,０００軒の情報って書いてあ

りましたから、まだまだやっぱり少ないんだなと思いましたね。玉名市で１,６００軒

あるのに、全国で９,０００軒みたいな感じですからね。玉名市、居住可能は１,２００
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軒ですけども。ただただですね、そのうち１,９００軒が成約に至ったということを書

いてありました。 

これ一つでですね、玉名出身の人が東京にいて、わざわざ移住相談会とか出ていかな

くても、ここでパーッと見つけて「あ、ここにこんな物件がある」ていうふうにわかっ

たら、これ本当、市としてもあんまり手間ひまかけずに効果的に定住促進につながるん

じゃないかというふうに思います。ぜひ、これを研究して、取り入れていただきたいな

あというふうに思います。 

また、面白くてですね、もちろん金額別っていうのはあるんですけど、特集から探す

っていうのがありましてね。古民家で暮らすっていうところを検索すると、古民家みた

いなのが出てくるんですね。温泉が好きだっていうところすると、温泉付きみたいな、

温泉があるところの空き家が出てくるんです。田舎暮らしがしたいとかですね。それか

ら、農地付き物件特集というのもありました。まあ、そういうのを見て、自分の好みの

ところをまた探してみると。そうすると思わず、「あ、和水じゃなくて玉名にしようか

な」とかいう人も出てくるんじゃないかなと思いますので、ぜひよろしくお願いいたし

たいと思います。 

じゃ、次に移ります。 

空き家に隣接した農地の取得について。隣接と言ったり、附属と言ったり、付随と言

ったり、いろんな言葉が言われていますけど、空き家を買おうかと思ったけども、空き

家のそばに畑が、農地がついていると。その場合、今までは５反要件といって、５反持

っている人じゃないと買えないとか、５反まとめてじゃないと買えないという要件があ

ったんですけども、やはり和水に越して来た人みたいに都会から来る人にとっては、ち

ょっと畑を、「野菜づくりをしてみたいな」みたいなね、そういう人が時々おられます。

それで、農地付きの畑だったらいいなと、そういうニーズもあると思います。またまた、

売る方にとっても、やはり宅地のそばの畑だったらもう、入り口がなくて、道路がなく

て、ほかに買い手がつかないんですから、ついでに買ってくれというニーズがあると思

いますので。これを、玉名もそろそろ取り入れたほうがいいんじゃないかなあというふ

うに思います。 

今まで、先ほど話しましたように、５反要件というものがありましたけども、２００

９年の農地法改正により、各自治体の農業委員会の判断で下限面積を自由に設定できる

特例が設けられました。そのため近年では、移住新規就農促進の一環として、空き家バ

ンクに登録された空き家に附属する農地について、これやっぱり空き家バンクの登録増

やさなきゃいけないんですよね。空き家バンクに附属された農地については、１アール

以下に引き下げる自治体が増えてきています。２０１７年には１４県、３３市町村が１

アール以下の下限面積を設定していましたけども、２０２０年には１道１府３８県３２
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４市町村と４年間で１０倍増えてるんですね。この下限面積を変えたところがですね。 

そしてまた、住宅と地続きの農地には、０.１アールにも満たないというそういうお

家もあったので、下限面積を１平方メートル以下にまで下げたところもあるそうです。 

近隣の自治体のホームページなんか見ますと、空き家に付随した農地の下限面積を緩

和しましたとか、農地とセットで空き家を売りたい方、買いたい方へというのを堂々と

載せてあるんですよ。玉名は、非常によそと比べるといい農地を持っていますので、や

はり農地の転売に対しては、慎重にならざるを得ないというところはあるかと思います

けども、条件次第では、もう空き家とセットなら許可してもいいんじゃないかというふ

うに私は思いますので、下限面積の取扱い基準を現状に合わせて検討していただけない

ものかどうか、そのことについてのお考えを伺います。 

○議長（内田靖信君） 企画経営部長 今田幸治君。 

○企画経営部長（今田幸治君） 議員の空き家に付随した農地の取得について、お答えい

たします。 

空き家に付随した農地を、農地付き空き家と申しますが、近年、この農地付き空き家

を空き家バンクに登録し、移住希望者を呼び込んでいる自治体が増えております。 

農地付き空き家を空き家バンクに登録するために必要なことといたしまして、農地を

売買、贈与したり、貸し付けたりする場合は、農地法第３条によって農業委員会の許可

が必要であり、許可後に、耕作する農地面積が下限面積として５反（５０アール）とさ

れております。これは先ほど議員がおっしゃった５反のことです。 

一方、この下限面積の基準は、地域の実情に応じて農業委員会が別段の面積として定

めることが可能となっており、この別段面積を設定することが必要となっております。 

現在、熊本県内で１３市町がこの農地法第３条の別段の面積の設定を行なって事業を

展開しておりますが、本市では設定をしていないことから運用できていない状況でござ

います。 

しかしながら、議員御提案のとおり、農地付き空き家を空き家バンクに登録すること

で、空き家市場が活性化することが期待されますので、今後農業委員会と協議をしなが

ら取り組んでまいりたいと考えております。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） １６番 近松惠美子さん。 

○１６番（近松惠美子さん） ぜひ、農業委員会の方々にも、農業委員さんの方々にもこ

の近隣とか全国の動きを情報提供しまして、いいものを、基準をつくっていただくよう

にお願いしたいと思います。 

では、最後に、今までるる伺いましたけども、これからの空き家利活用推進対策につ

いての市のお考えを伺います。 
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○議長（内田靖信君） 企画経営部長 今田幸治君。 

○企画経営部長（今田幸治君） 議員の空き家の利活用推進対策についてお答えいたしま

す。 

空き家問題の多くは、相続人が空き家所在地に不在であり、心情的、経済的、知識的

課題から、処分や活用ができない状況にあり、本市におきましても空き家バンクを運用

し、こうした状況に対応してまいりましたが、買い手がつかない場合が散見されます。 

このことから、次年度に行なわれる空き家実態調査に呼応して、不動産所有者への勉

強会及び相談会を開催し、空き家に対する意識改革や啓発を行なうよう計画しており、

不動産の処分に困っておられる多くの市民の一助になるよう、努めてまいります。 

また、空き家の利活用推進も含め、予防、除却などの空き家対策に関係各課が連携し、

全庁的に取り組むとともに、市民及び所有者への啓発・周知にも努めてまいりたいと考

えております。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） １６番 近松惠美子さん。 

○１６番（近松惠美子さん） 住宅取得補助金が来年度から減額となり、その代わりに空

き家取得補助金の対象を、市内居住者にも拡大したということは、やはり空き家対策が

一歩も二歩も進んだことかなあっていうふうに私も思っております。 

ぜひ、農地の下限面積のことや、それからもう一歩今、企画経営部長よりお話ありま

したように、相談会とか、もう一歩踏み込んだことを、ぜひ積極的にしていただきたい

なというふうに思います。 

今お話の中から、心情的な問題があるっていうことありましたけど、それが非常に大

きいだろうなと思います。実は私、今日ですね、この服をですね、実は４０年前の服を

着てきたわけですね。空き家リサイクルだから、これも古いものだということで。なぜ

４０年間手放さなかったかというと、これ実は姑が縫ってくれた服なわけなんですね。

その思いがあってなかなか捨てられなくて。でも、太ってきたら着れなかったこともあ

って、着たり着なかったり、あんまり着てなくて、もう捨てようかなあと思いながら捨

てられなかったんですね。やっぱり空き家もそんなもんだと思うんですね。何かやっぱ

り親のものが、自分が住んでいたところが手放せなくて、服１枚捨てるんでも迷うわけ

ですから。家を手放すということは、非常に大きな決断だろうというふうに思います。 

ただ、私は今、行政として、その気持ちをくみながらも、この先ですね、いずれ廃屋

になるんだと、置いといたら。そして解体費がこのくらいかかるんだよと。１００万円

なり２００万円なりですね。先々そのお金が準備できるのかと考えたら、安くても今手

放さないと、もう売れないよっていうのは現実じゃないかなと思うんですね。 

私、この居住可能な家がまだ１,２００軒あるっていうのを見たときに、この１,２０
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０軒の６００軒は、廃屋になっていくかもしれないと。人口が先細りしている中で、玉

名暮らしやすいからって近隣から来てくださるといいんですけども、この中で１００万

円補助してもあれだけしか増えなかったのに、年間３０軒ぐらいしか増えなかったのに、

まだ１,２００軒残っているということは、この危機感をですね、惜しいかもしれない

けども、持っておきたいかもしれないけど、持っておくとどうなるんだよということを、

ぜひね、お話しいただきたい。服やタンスはすぐ捨てられるけども、家はそういうわけ

にいかないですので、老朽化する前に手放さないと。本当に思いがあるだろうけども、

先々こうなりますよということをお伝えいただきたいなというふうに思います。 

あと１０年ぐらいすると、全国的に空き家が３０％ほどになるそうですから、もう足

元まで来ていますね。もう３軒に１軒は空き家。３軒に１軒は空き家って玉名全体がな

っていくわけですね。もう売れません、そうなったら。 

本当に空き家対策、今度、補助を拡充したところでそれをやってみて、まだ空き家が

売れなかったら、まだ次の段を考えるっていうように、とにかく売りたいと思う人の空

き家が売れるように全力挙げていただきたいなと思います。 

新年の消防の出初め式がありますね。あのときに、市民の生命と財産を守るんだとい

う言葉が、本当に染みますけども、これも市民の財産を守ることですよね。財産がなく

なるどころか負の遺産になりますね、解体費が。これが年金暮らしになって、この解体

費を出せるだろうかと思ったときに、一刻も猶予ならないと、早くリサイクルに、必要

な人に、欲しい人に使っていただくということを、そういう風潮にしていただきたいな

と。 

若い方々も、子どもが小さいときは少々汚してもいいような中古住宅で、走り回って

暮らせる、そういうところを購入して、そしてもうちょっと大きくなったら、また、学

校に近いところに越すとか、そういうふうに家移りするというふうな、そういうふうな

風潮を醸成していきたいものだなというふうに思っています。 

この空き家対策について、また市長の思いがありましたら、お伺いしたいと思います。 

○議長（内田靖信君） 市長 藏原隆浩君。 

○市長（藏原隆浩君） 近松議員の再質問にお答えします。 

  私も、今後将来を考えるに当たって、空き家対策というものは大変重要な課題だとい

うふうに認識をしております。 

先ほどから部長も答弁しておりますとおり、議員もおっしゃられたとおりであります

けれども、やはりこう、所有者の方の意向といいますか、心情の問題であるとか、そう

いったところがあって、なかなか、空き家バンクへの登録というものが進まない中にあ

ります。そういった中でそれを改善すべく、市としても、今までどおりの形ではなく、

民間ともより連携をして、不動産業界の方々であるとか、商工業界であるとか、いろん
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なところとの連携をとりながら、いろんな視点でその空き家に、それぞれの方々がその

課題を知りながら関われるというような形、そういった枠組みというか、組織的なもの

といいますか、そういったものをしっかりとつくりながら連携をとっていく必要がある

だろうというふうに思っております。 

それぞれに、例えば、移住定住であるとか、誘致企業の連絡会議であるとか、その空

き家にもまつわるような様々な協議会であるとか、団体がありますので、そういったと

ころを統括して、それぞれの方々がこの課題を認識をしていただきながら、有効に活用

していただけるような、そういった取組をしっかり行なっていきたいというふうに思っ

ております。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） １６番 近松惠美子さん。 

○１６番（近松惠美子さん） じゃ、次に移ります。 

［１６番 近松惠美子さん 登壇］ 

○１６番（近松惠美子さん） では、抱え込み保育士に対する支援についてお伺いします。 

抱え込み保育士っていうのは、育児休暇が明けるのが１０月だから１０月から入所お

願いしますとか、６月から入所お願いしますとか、そういう人がいるわけですね。そう

するとその子のために、１０月から職員採用するわけにはいかないもんですから、今の

保育士不足の中で。やはり、少しでも早く雇ってくれるところに人は流れますので、４

月の時点でもう保育士を確保しとくわけですね。その保育士の人件費が非常に負担にな

ると、そういう声があります。ゼロ歳児のクラスは４人に１人でしたでしょうか。５人

目がいたらまた１人雇わないといけないわけですね。また１歳児のクラス、２歳児のク

ラスと、それぞれ保育士を準備しますと非常に人件費が負担になると。そこで、市とし

て、この人件費をどうにか見てもらえないだろうかというふうな声があります。 

そこでまず、玉名市として、抱え込み保育士の現状、数と費用、人件費ですね、お伺

いいたします。そしてまた、市として、この問題についてどのように受け取っているか

についてもお伺いいたします。 

○議長（内田靖信君） 健康福祉部長 竹村昌記君。 

［健康福祉部長 竹村昌記君 登壇］ 

○健康福祉部長（竹村昌記君） 近松議員御質問の抱え込み保育士に対する財政支援につ

いて、お答えいたします。 

  本市では、次年度入所予定の園児については、毎年１１月にその全ての児童について、

入所申込を受付し、その集計結果に基づき、各保育所などに対して、年齢ごとの児童数

と入所月を連絡しております。各保育所などでは、その児童数に対して必要となる保育

士を確保されますが、年度途中に生後６か月となり、入園可能となる児童も受け付けて
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いるため、入園する児童に対応する配置基準に応じた保育士が必要となる場合がありま

す。 

そのため、年度途中に保育士を雇いあげることは、保育士不足により大変難しいため、

４月からあらかじめ保育士を雇用しておられる保育所などもございます。 

令和元年度においては、年度途中入所により、年度当初と年度末のゼロ歳の在園児数

の差が１２人となっている保育所などもあり、ゼロ歳児３人に保育士１人の配置基準か

らすると、４人多く保育士を雇用されている時期があった事例もございます。 

保育士雇用の費用負担額につきましては、配置基準を上回る保育士の雇用は、必ずし

も途中入所児童に対応するためだけではないことから、正確な数値を出すことはできま

せん。この課題を解消するための対策につきましては、県が来年度から始める補助事業

の活用や、保育所などと入所予定者数の協議を図ることで、御負担の軽減を検討してま

いります。 

以上でございます。 

○議長（内田靖信君） １６番 近松惠美子さん。 

○１６番（近松惠美子さん） どうもありがとうございました。 

  ４人も抱えているところがあるということ聞いて、びっくりしました。やはり４人分

の、平均すると、半年としてもかなりの人件費の負担だろうと思いますので、そういう

補助事業があるんでしたら、ぜひ活用して、４人分じゃなくても半分でも負担できたら

いいなというふうに思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

また、空き家対策についても市長から心強い答弁いただきました。ありがとうござい

ました。 

最後に、西川議員、吉田議員からも３月で退職なさる職員さんに、お礼と感謝の言葉

がありましたので、私も最後を締めくくりまして、またお礼の言葉を述べさせていただ

きたいと思います。 

本当に、退職なさる方、お疲れさまでございました。私、５０歳までしか勤めきらん

だったので、６０歳まで、定年までおられた方、すごいなと思いますし、また途中で辞

めてチャレンジ、別の世界にチャレンジするために退職なさる職員さんもいらっしゃる

と聞きましたけども、それはそれでまた勇気があることでですね。また、よい第２の人

生を過ごされることを期待しております。 

私は、仲間に、「人生１００年時代だから、少なくとも８０歳までは働かんといかん

よ」て仲間に言っています。一般的に言って、御苦労もあったと思うんですけども、公

務員の方はそれなりの生活レベルでできるので、そんなに働かなくてもみたいな気持ち

持ってらっしゃるかもしれないですけども、日本が、人口が減っているから、総活躍時

代って安倍さんが言ってたように、もう動ける人はみんな働かないと持たないんじゃな
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いかなという気がしますので、どうか動けるうちは、生きているうちは働いていただき

たいなあというふうに思います。 

本当に、女性が働くことで、労働力不足を補おうと国はしてきたおかげで、家庭にお

母さんがいなくなったみたいですね。それも大きな問題になっていると思いますので、

女性にばかり期待せず、男性も年をとっても、そして役所だけじゃなくて、あと１００

歳まで４０年ありますので、また新たな資格を取って、そして現場を支えていっていた

だきたいなあ、もう一つの人生をつくっていただきたいなあっていうふうに思います。

役所での経験を生かして、見事に転身して、「新たな事業を始めたぞ」みたいな、そん

な気構えで、職員さんには退職後も御活躍いただきたいなあと思っとりますので、本当

に期待しております。お疲れ様でした。 

そしてまた４日間、皆様お疲れ様でした。ぜひ、力強い、そして希望が持てる玉名に

なりますように、一同、市長はじめ、また私たちも力を尽くしていきたいと思います。 

どうもありがとうございました。お疲れ様でした。 

○議長（内田靖信君） 以上で、近松惠美子さんの質問は終わりました。 

これをもちまして、一般質問は全部終了いたしました。 

議事の都合により、休憩いたします。 

午後 １時５５分 休憩 

―――――――――――――――――――――― 

午後 ２時４６分 開議 

○議長（内田靖信君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

市長から、本日付けで議案の訂正１件及び追加議案３件が提出されました。 

よって、この際、さきの議会運営委員会の結論に基づき、日程の追加と日程の順序の

変更について、お諮りをいたします。 

日程第２ 議案の訂正 

日程第３ 訂正理由の説明 

日程第４ 訂正の採決 

日程第５ 市長提出追加議案上程 

日程第６ 提案理由の説明 

以上、日程表のとおり日程に追加し、日程の順序を変更いたしたいと思います。 

これに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（内田靖信君） 御異議なしと認めます。よって、日程表のとおり日程に追加し、

日程の順序を変更することに決定をいたしました。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
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日程第２ 議案の訂正（議第２０号の訂正） 

○議長（内田靖信君） 日程第２、「議案の訂正」を行ないます。 

今期、定例会の開会日である２月２６日に、市長から提出された議第２０号玉名市新

型コロナウイルス感染症対策に係る金融円滑化特別資金利子補給金基金条例の制定につ

いての議案１件について、市長より本日付けをもって議案を訂正したい旨の申出がござ

いました。 

それでは、議第２０号玉名市新型コロナウイルス感染症対策に係る金融円滑化特別資

金利子補給金基金条例の制定についての訂正の件を議題といたします。 

お手元に配付しております事件の訂正請求書の朗読は、これを省略いたします。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

日程第３ 訂正理由の説明 

○議長（内田靖信君） 日程第３、「訂正理由の説明」を行ないます。 

ただいま議題となっております議第２０号の訂正について、訂正理由の説明を求めま

す。 

副市長 村上隆之君。 

［副市長 村上隆之君 登壇］ 

○副市長（村上隆之君） 事件の訂正請求書の１ページをお願いいたします。 

  議第２０号玉名市新型コロナウイルス感染症対策に係る金融円滑化特別資金利子補給

金基金条例の制定についてに関する事件の訂正請求について、御説明申し上げます。 

  これは、条例の附則につきまして、内容の一部を訂正するものでございます。 

  内容といたしましては、基金の設置を令和３年４月１日に予定し、条例の施行日を同

日としておりましたが、今年度中に基金を設置し積み立てる必要が生じましたことから、

条例の施行日を公布の日に訂正をお願いするものでございます。 

  以上でございます。 

○議長（内田靖信君） 以上で、訂正理由の説明は終わりました。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

日程第４ 訂正の採決（議第２０号の訂正） 

○議長（内田靖信君） 日程第４、「訂正の採決」を行ないます。 

  これより採決に入ります。ただいま議題となっております議第２０号の訂正の諾否に

ついてお諮りいたします。 

  議第２０号玉名市新型コロナウイルス感染症対策に係る金融円滑化特別資金利子補給

金基金条例の制定についての訂正を承認することに、御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（内田靖信君） 御異議なしと認めます。 
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よって、議第２０号の訂正については、承認することに決定いたしました。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

日程第５ 市長提出追加議案上程（議第３７号から議第３９号まで） 

○議長（内田靖信君） 日程第５、「市長提出追加議案上程」を行ないます。 

  これより、市長提出追加議案を上程いたします。 

  議第３７号玉名市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営の基準に関す

る条例等の一部を改正する条例の制定についてから、議第３９号財産の取得についてま

での市長提出追加議案３件を一括議題といたします。 

  お手元に配付しております議案の朗読は、これを省略いたします。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

日程第６ 提案理由の説明 

○議長（内田靖信君） 日程第６、「提案理由の説明」を行ないます。 

  ただいま上程いたしました各議案について、提案理由の説明を求めます。 

副市長 村上隆之君。 

［副市長 村上隆之君 登壇］ 

○副市長（村上隆之君） 追加提案いたしました議案３件の提案理由につきまして、御説

明申し上げます。 

  追加議案書の１ページをお願いいたします。 

議第３７号玉名市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営の基準に関す

る条例等の一部を改正する条例の制定についてでございますが、これは指定居宅サービ

ス等の事業の人員、設備及び運営に関する基準等の一部を改正する省令の施行に伴い、

条例の整備を図るものでございます。 

  内容といたしましては、指定地域密着型サービス、指定地域密着型介護予防サービス

等の基準を定める４本の条例につきまして、感染症や災害への対応力強化、ハラスメン

ト対策の強化等、国が定める基準の改正を踏まえた規定の整備を行なうものでございま

す。 

なお、附則といたしまして、この条例は令和３年４月１日から施行するものでござい

ます。 

  ２９ページをお願いいたします。 

議第３８号工事請負契約の締結についてでございますが、これは玉名市議会の議決に

付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条の規定により提案するもので

ございます。 

  内容といたしましては、玉名漁港の大浜地区新港部分につきまして、その水深を確保

するため、港内の広さ１万１,０７５平方メートルに堆積している土砂をしゅんせつす
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る工事を行なうものでございます。契約の方法は、しゅんせつ工事の建設業許可業者で、

かつ、特定建設業許可を有する８社にて指名競争入札を実施し、入札の結果、玉名市大

浜町３７６５番地１、末広建設株式会社が１億４,７２０万円で落札をいたしました。 

  現在、同社と税込み１億６,１９２万円で仮契約を締結しており、本議会で御承認を

いただきました後に、本契約の締結とするものでございます。 

  ３０ページをお願いいたします。 

  議第３９号財産の取得についてでございますが、これは、玉名市議会の議決に付すべ

き契約及び財産の取得又は処分に関する条例第３条の規定により提案するものでござい

ます。 

  内容といたしましては、市職員用として使用するため、タブレット等の機器類を合資

会社小川文華堂から取得するものでございます。取得価格は５,８３３万９,６００円で

ございます。 

  現在、同社と仮契約を締結しており、本議会で御承認をいただきました後に、本契約

の締結とするものでございます。 

  詳細につきましては、所管の委員会で御説明申し上げますので、御審議の上、原案ど

おり御承認いただきますようお願い申し上げます。 

  以上でございます。 

○議長（内田靖信君） 以上で、提案理由の説明は終わりました。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

日程第７ 議案の委員会付託 

○議長（内田靖信君） 日程第７、「議案の委員会付託」を行ないます。 

議第４号令和２年度玉名市一般会計補正予算（第１５号）から、議第３９号財産の取

得についてまでの市長提出議案３６件を一括議題といたします。 

ただいま議題となっております議案３６件につきましては、お手元に配付しておりま

す議案付託表のとおり、それぞれの所管の常任委員会に付託いたします。 

 

議案付託表 

総務委員会 

議第４号  令和２年度玉名市一般会計補正予算（第１５号） 

（総則・第１表歳入歳出予算補正 歳入の部・第１表歳入歳出予算補正 

歳出の部、②総務費、③民生費１項社会福祉費中７目隣保館費８目人

権推進費９目男女共生推進費、④衛生費〔１項保健衛生費を除く〕、

⑦商工費１項商工費中７目金栗四三ＰＲ推進費、⑨消防費・第２表繰

越明許費補正 追加、②総務費・第４表地方債補正） 
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議第１２号 令和３年度玉名市一般会計予算 

（総則・第１表歳入歳出予算 歳入の部・第１表歳入歳出予算 歳出の

部、①議会費、②総務費、③民生費１項社会福祉費中７目隣保館費８

目人権推進費９目男女共生推進費、④衛生費〔１項保健衛生費中１目

保健衛生総務費２目予防費３目母子衛生費９目浄化槽設置整備費を除

く〕、⑦商工費１項商工費中７目金栗四三ＰＲ推進費、⑨消防費、⑫

公債費、⑬諸支出金、⑭予備費・第２表債務負担行為⑴⑵⑶・第３表

地方債） 

議第２１号 玉名市民会館条例の一部を改正する条例の制定について 

議第２３号 玉名市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の

一部を改正する条例の制定について 

議第２４号 玉名市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定に

ついて 

議第２５号 玉名市一般職員の旅費に関する条例の一部を改正する条例の制定につい

て 

議第２７号 玉名市差別をなくし人権を守る条例の一部を改正する条例の制定につい

て 

議第２９号 玉名市墓地公園条例の一部を改正する条例の制定について 

議第３１号 玉名市金栗四三翁住家・資料館条例の一部を改正する条例の制定につい

て 

議第３３号 玉名市水防協議会条例の一部を改正する条例の制定について 

議第３８号 工事請負契約の締結について 

議第３９号 財産の取得について 

 

建設経済委員会 

議第４号  令和２年度玉名市一般会計補正予算（第１５号） 

（第１表歳入歳出予算補正 歳出の部、④衛生費１項保健衛生費中９目

浄化槽設置整備費、⑥農林水産業費、⑦商工費〔１項商工費中５目消

費者行政推進費７目金栗四三ＰＲ推進費を除く〕、⑧土木費、⑪災害

復旧費〔５項文教施設災害復旧費を除く〕・第２表繰越明許費補正 

追加、⑥農林水産業費、⑦商工費、⑧土木費・第３表債務負担行為補

正 追加） 

  議第８号  令和２年度玉名市浄化槽整備事業特別会計補正予算(第２号) 

  議第９号  令和２年度玉名市九州新幹線渇水等被害対策事業特別会計補正予算（第
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３号） 

  議第１０号 令和２年度玉名市水道事業会計補正予算（第３号） 

  議第１１号 令和２年度玉名市公共下水道事業会計補正予算(第４号) 

  議第１２号 令和３年度玉名市一般会計予算 

（第１表歳入歳出予算 歳出の部、④衛生費１項保健衛生費中９目浄化

槽設置整備費、⑥農林水産業費、⑦商工費〔１項商工費中５目消費者

行政推進費７目金栗四三ＰＲ推進費を除く〕、⑧土木費、⑪災害復旧

費〔５項文教施設災害復旧費を除く〕・第２表債務負担行為⑷⑸） 

  議第１６号 令和３年度玉名市浄化槽整備事業特別会計予算 

  議第１７号 令和３年度玉名市水道事業会計予算 

  議第１８号 令和３年度玉名市公共下水道事業会計予算 

  議第１９号 令和３年度玉名市農業集落排水事業会計予算 

  議第２０号 玉名市新型コロナウイルス感染症対策に係る金融円滑化特別資金利子補

給金基金条例の制定について 

  議第３０号 玉名市企業立地促進条例の一部を改正する条例の制定について 

  議第３２号 玉名市新玉名駅自動車駐車場条例の一部を改正する条例の制定について 

  議第３５号 玉名市水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する

条例の制定について 

  議第３６号 普通財産の無償貸付けについて 

 

文教厚生委員会 

議第４号  令和２年度玉名市一般会計補正予算（第１５号） 

（第１表歳入歳出予算補正 歳出の部、③民生費〔１項社会福祉費中７

目隣保館費８目人権推進費９目男女共生推進費を除く〕、④衛生費１

項保健衛生費中１目保健衛生総務費２目予防費、⑦商工費１項商工費

中５目消費者行政推進費、⑩教育費、⑪災害復旧費５項文教施設災害

復旧費・第２表繰越明許費補正 追加、⑩教育費） 

  議第５号  令和２年度玉名市国民健康保険事業特別会計補正予算(第３号) 

  議第６号  令和２年度玉名市後期高齢者医療特別会計補正予算(第３号) 

  議第７号  令和２年度玉名市介護保険事業特別会計補正予算（第４号） 

  議第１２号 令和３年度玉名市一般会計予算 

（第１表歳入歳出予算 歳出の部、③民生費〔１項社会福祉費中７目隣

保館費８目人権推進費９目男女共生推進費を除く〕、④衛生費１項保

健衛生費中１目保健衛生総務費２目予防費３目母子衛生費、⑦商工費
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１項商工費中５目消費者行政推進費、⑩教育費、⑪災害復旧費５項文

教施設災害復旧費・第２表債務負担行為⑹） 

  議第１３号 令和３年度玉名市国民健康保険事業特別会計予算 

  議第１４号 令和３年度玉名市後期高齢者医療特別会計予算 

  議第１５号 令和３年度玉名市介護保険事業特別会計予算 

  議第２２号 玉名市附属機関の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定につ

いて 

  議第２６号 玉名市児童遊園地条例を廃止する条例の制定について 

  議第２８号 玉名市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について 

  議第３４号 玉名市社会体育施設条例の一部を改正する条例の制定について 

  議第３７号 玉名市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営の基準に関

する条例等の一部を改正する条例の制定について 

 

○議長（内田靖信君） 各常任委員会におかれましては、会期日程に従い、審査をお願い

いたします。 

以上で、本日の日程は終了いたしました。 

この際、お諮りいたします。委員会審査のため、明１２日から２５日までの１４日間

休会いたしたいと思います。 

これに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（内田靖信君） 御異議なしと認めます。 

よって、明１２日から２５日までの１４日間休会することに決定いたしました。 

２６日は、定刻より会議を開き、各委員長の報告を求めることにいたします。 

本日は、これにて散会いたします。 

午後 ２時５７分 散会 



 

 

第 ６ 号 

３月２６日（金） 
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令和３年第３回玉名市議会定例会会議録（第６号） 

議事日程（第６号） 

令和３年３月２６日（金曜日）午前１０時００分開議 

開 議 宣 告 

日程第１  委員長報告 

     １ 総務委員長報告 

     ２ 建設経済委員長報告 

     ３ 文教厚生委員長報告 

日程第２  質疑・議員間討議・討論・採決 

      （議第４号から議第３９号まで） 

議第４号  令和２年度玉名市一般会計補正予算（第１５号） 

議第５号  令和２年度玉名市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号） 

議第６号  令和２年度玉名市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） 

議第７号  令和２年度玉名市介護保険事業特別会計補正予算（第４号） 

議第８号  令和２年度玉名市浄化槽整備事業特別会計補正予算（第２号） 

議第９号  令和２年度玉名市九州新幹線渇水等被害対策事業特別会計補正予算（第３

号） 

議第１０号 令和２年度玉名市水道事業会計補正予算（第３号） 

議第１１号 令和２年度玉名市公共下水道事業会計補正予算（第４号） 

議第１２号 令和３年度玉名市一般会計予算 

議第１３号 令和３年度玉名市国民健康保険事業特別会計予算 

議第１４号 令和３年度玉名市後期高齢者医療特別会計予算 

議第１５号 令和３年度玉名市介護保険事業特別会計予算 

議第１６号 令和３年度玉名市浄化槽整備事業特別会計予算 

議第１７号 令和３年度玉名市水道事業会計予算 

議第１８号 令和３年度玉名市公共下水道事業会計予算 

議第１９号 令和３年度玉名市農業集落排水事業会計予算 

議第２０号 玉名市新型コロナウイルス感染症対策に係る金融円滑化特別資金利子補給

金基金条例の制定について 

議第２１号 玉名市民会館条例の一部を改正する条例の制定について 

議第２２号 玉名市附属機関の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定につい

て 

議第２３号 玉名市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一

部を改正する条例の制定について 
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議第２４号 玉名市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定につ

いて 

議第２５号 玉名市一般職員の旅費に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

議第２６号 玉名市児童遊園地条例を廃止する条例の制定について 

議第２７号 玉名市差別をなくし人権を守る条例の一部を改正する条例の制定について 

議第２８号 玉名市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について 

議第２９号 玉名市墓地公園条例の一部を改正する条例の制定について 

議第３０号 玉名市企業立地促進条例の一部を改正する条例の制定について 

議第３１号 玉名市金栗四三翁住家・資料館条例の一部を改正する条例の制定について 

議第３２号 玉名市新玉名駅自動車駐車場条例の一部を改正する条例の制定について 

議第３３号 玉名市水防協議会条例の一部を改正する条例の制定について 

議第３４号 玉名市社会体育施設条例の一部を改正する条例の制定について 

議第３５号 玉名市水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条

例の制定について 

議第３６号 普通財産の無償貸付けについて 

議第３７号 玉名市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営の基準に関す

る条例等の一部を改正する条例の制定について 

議第３８号 工事請負契約の締結について 

議第３９号 財産の取得について 

日程第３  委員会の中間報告 

     １ 有明海沿岸道路及び公共施設建設調査特別委員長報告  

        閉 会 宣 告 

‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ 

 本日の会議に付した事件 

        開 議 宣 告 

日程第１  委員長報告 

     １ 総務委員長報告 

     ２ 建設経済委員長報告 

     ３ 文教厚生委員長報告 

日程第２  質疑・議員間討議・討論・採決 

      （議第４号から議第３９号まで） 

議第４号  令和２年度玉名市一般会計補正予算（第１５号） 

議第５号  令和２年度玉名市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号） 

議第６号  令和２年度玉名市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） 
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議第７号  令和２年度玉名市介護保険事業特別会計補正予算（第４号） 

議第８号  令和２年度玉名市浄化槽整備事業特別会計補正予算（第２号） 

議第９号  令和２年度玉名市九州新幹線渇水等被害対策事業特別会計補正予算（第３

号） 

議第１０号 令和２年度玉名市水道事業会計補正予算（第３号） 

議第１１号 令和２年度玉名市公共下水道事業会計補正予算（第４号） 

議第１２号 令和３年度玉名市一般会計予算 

議第１３号 令和３年度玉名市国民健康保険事業特別会計予算 

議第１４号 令和３年度玉名市後期高齢者医療特別会計予算 

議第１５号 令和３年度玉名市介護保険事業特別会計予算 

議第１６号 令和３年度玉名市浄化槽整備事業特別会計予算 

議第１７号 令和３年度玉名市水道事業会計予算 

議第１８号 令和３年度玉名市公共下水道事業会計予算 

議第１９号 令和３年度玉名市農業集落排水事業会計予算 

議第２０号 玉名市新型コロナウイルス感染症対策に係る金融円滑化特別資金利子補給

金基金条例の制定について 

議第２１号 玉名市民会館条例の一部を改正する条例の制定について 

議第２２号 玉名市附属機関の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定につい

て 

議第２３号 玉名市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一

部を改正する条例の制定について 

議第２４号 玉名市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定につ

いて 

議第２５号 玉名市一般職員の旅費に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

議第２６号 玉名市児童遊園地条例を廃止する条例の制定について 

議第２７号 玉名市差別をなくし人権を守る条例の一部を改正する条例の制定について 

議第２８号 玉名市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について 

議第２９号 玉名市墓地公園条例の一部を改正する条例の制定について 

議第３０号 玉名市企業立地促進条例の一部を改正する条例の制定について 

議第３１号 玉名市金栗四三翁住家・資料館条例の一部を改正する条例の制定について 

議第３２号 玉名市新玉名駅自動車駐車場条例の一部を改正する条例の制定について 

議第３３号 玉名市水防協議会条例の一部を改正する条例の制定について 

議第３４号 玉名市社会体育施設条例の一部を改正する条例の制定について 

議第３５号 玉名市水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条
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例の制定について 

議第３６号 普通財産の無償貸付けについて 

議第３７号 玉名市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営の基準に関す

る条例等の一部を改正する条例の制定について 

議第３８号 工事請負契約の締結について 

議第３９号 財産の取得について 

日程第３  委員会の中間報告 

     １ 有明海沿岸道路及び公共施設建設調査特別委員長報告 

日程第４  市長提出追加議案上程 

      （議第４０号） 

議第４０号 令和３年度玉名市一般会計補正予算（第１号） 

日程第５  提案理由の説明 

日程第６  議案の委員会付託 

         （休憩中委員会） 

日程第７  委員長報告 

     １ 総務委員長報告 

     ２ 建設経済委員長報告 

日程第８  質疑・議員間討議・討論・採決 

      （議第４０号） 

議第４０号 令和３年度玉名市一般会計補正予算（第１号） 

日程第９  議員提出議案上程 

      （議員提出第１号及び議員提出第２号） 

議員提出第１号 玉名市議会会議規則の一部を改正する規則の制定について 

議員提出第２号 玉名市議会議員定数条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第１０ 提案理由の説明 

日程第１１ 議員提出議案審議（質疑・議員間討議・討論・採決） 

      （議員提出第１号及び議員提出第２号） 

議員提出第１号 玉名市議会会議規則の一部を改正する規則の制定について 

議員提出第２号 玉名市議会議員定数条例の一部を改正する条例の制定について 

        閉 会 宣 告 

‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ 

出席議員（２０名） 

  １番 坂 本 公 司 君  ２番 𠮷 田 真樹子 さん 

  ３番 吉 田 憲 司 君  ４番 一 瀬 重 隆 君 
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  ５番 赤 松 英 康 君  ６番 古 奥 俊 男 君 

  ７番 北 本 将 幸 君  ８番 多田隈 啓 二 君 

  ９番 松 本 憲 二 君 １０番 德 村 登志郎 君 

 １２番 西 川 裕 文 君 １３番 嶋 村   徹 君 

 １４番 内 田 靖 信 君 １５番 江 田 計 司 君 

 １６番 近 松 惠美子 さん １８番 前 田 正 治 君 

 １９番 作 本 幸 男 君 ２０番 森 川 和 博 君 

 ２１番 中 尾 嘉 男 君 ２２番 田 畑 久 吉 君 

‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ 

欠席議員（なし） 

‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ 

欠  員（２名） 

‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ 

事務局職員出席者 

事 務 局 長  松 本 留美子 さん   事 務局次長  荒 木   勇 君 

次 長 補 佐  松 野 和 博 君    書    記  古 閑 俊 彦 君 

書    記  入 江 光 明 君 

‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ 

説明のため出席した者 

市 長  藏 原 隆 浩 君    副 市 長  村 上 隆 之 君 

総 務 部 長  永 田 義 晴 君    企画経営部長  今 田 幸 治 君 

市民生活部長  蟹 江 勇 二 君    健康福祉部長  竹 村 昌 記 君 

産業経済部長  上 野 伸 一 君    建 設 部 長  片 山 敬 治 君 

企 業 局 長  酒 井 史 浩 君    教 育 長  福 島 和 義 君 

教 育 部 長  西 村 則 義 君    監 査 委 員  元 田 充 洋 君 

会 計管理者  二階堂 正一郎 君 
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午前１０時０１分 開議 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

○議長（内田靖信君） おはようございます。ただいまから、本日の会議を開きます。 

本日も、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、マスクの着用を許可いた

します。また、傍聴人についても同様といたします。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

日程第１ 委員長報告 

○議長（内田靖信君） 日程第１、「委員長報告」を行ないます。 

これより、各委員会に付託し、審査を終了いたしました事件の経過と結果について、

各委員長の報告を求めます。 

議第４号令和２年度玉名市一般会計補正予算（第１５号）から議第３９号財産の取得

についてまでの市長提出議案３６件、以上の事件を一括議題といたします。 

お手元に配付しております委員会審査報告書の朗読は、これを省略いたします。 

審議の方法は、各委員長の報告の後、質疑、議員間討議、討論の後、採決いたします。 

各委員長の報告を求めます。 

総務委員長 近松惠美子さん。 

［総務委員長 近松惠美子さん 登壇］ 

○総務委員長（近松惠美子さん） おはようございます。 

今期、総務委員会に付託されました案件は、議案１２件であります。委員会における

審査の経過と結果について、御報告いたします。 

まず、議第４号令和２年度玉名市一般会計補正予算（第１５号）中付託分についてで

あります。 

歳入歳出それぞれ１０億９,１７３万８,０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を４

１４億１,３４８万９,０００円とするもので、補正予算の主なものは、本年度事業費の

決定及び決算見込みによる調整と国の第３次補正予算対応分として５事業、総額で３億

４,７３５万９,０００円、また、本市独自の緊急経済対策第１１弾を含む新型コロナ対

策関連で、総額１億４,７６４万４,０００円であるとの説明があり、続いて、歳入につ

いて項目ごとの説明がありました。まず、委員から、災害関連地域防災がけ崩れ対策事

業補助金で月瀬が不採択になった理由はとの質疑があり、執行部から、梅林唐平地区、

月瀬月田地区とも該当するだろうと進めていたが、月瀬の方が国の採択基準に該当しな

かったため、不採択になったとの答弁でした。 

次に、委員から、市民会館自主文化事業開催業務の中でこけら落としがコロナの影響

で延期されているが、いつまでをめどに延期をしていくのかとの質疑があり、執行部か

ら、振り替えについては、来年度めどを立てないといけない。現在は収容率５０％に制
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限しており、今後のコロナの状況を判断し、１００％見込みが立てば、開催できると考

えるとの答弁でした。また、委員から、６月３日開催できなかった場合、中止や前売り

券の払戻しなども必要ではないかとの質疑があり、執行部から、６月３日確定で進めて

いる。企画会社と協議しながら今後開催できるか検討するとの答弁でした。 

次に、委員から、誘客多角化等のための魅力的な滞在コンテンツ造成実証事業補助金

と二酸化炭素排出抑制対策事業費等補助金の内容はとの質疑があり、執行部から、誘客

多角化等のための魅力的な滞在コンテンツ造成実証事業補助金は、基本方針の作成、モ

ニターツアーの実施、来年度以降３か年の活動方針の策定を行ない、造成した旅行商品

を観光協会にて販売するもの。二酸化炭素排出抑制対策事業費等補助金は、カーボン・

マネジメント強化事業として、桃田体育館、福祉センター等の空調照明工事に係る補助

金であるとの答弁でした。 

続いて、歳出について項目ごとに説明がありました。 

まず、委員から、県交流職員人件費負担金においての増額の理由はとの質疑があり、

執行部から、当初予算では１名分を計上していたが、実際は２名の人事交流があったた

めであるとの答弁でした。 

次に、委員から、地域おこし協力隊報酬を減額してあるが、当初予定の事業はできた

のかとの質疑があり、執行部から、随時募集を行なっていたが、年度中に確保できなか

ったため減額となった。予定していた事業はできなかったとの答弁でした。 

次に、委員から、旧庁舎跡地周辺急傾斜地崩壊対策工事で工事方法の見直しにより減

額しているが、工事は大丈夫なのかとの質疑があり、執行部から、事業債の延長や国、

県との協議、文化財調査、測量など同時進行していたこともあり不確定的な要素があっ

たが、十分な対策方法ができると思うとの答弁でした。また、委員から、７割の交付税

措置があるのでブロック積みなどの対策工事を完成させといたがいいのではないかとの

質疑があり、執行部から、今の判断ではのり面を残しながら次の事業で確定していく考

えであるとの答弁でした。 

次に、委員から、長期病気休暇職員の数と原因究明や対策はとの質疑があり、執行部

から、長期病気休暇職員は現在７名である。メンタル不調の原因として職場環境も大い

に考えられる。対策として専門的なケアやサポートに加え、職員間でのコミュニケーシ

ョン等を取りながら、職員の少しの変化にも対応していくようにしているとの答弁でし

た。 

このほか、急傾斜地対策工事での防草シートの耐久性等についても質疑がありました。 

以上、審査を終了し、採決の結果、議第４号中付託分については、原案のとおり全員

異議なく可決すべきものと決しました。 

次に、議第１２号令和３年度玉名市一般会計予算中付託分についてであります。 
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歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３１２億２,３００万円とするもので、これ

は前年度当初予算と比較して、３.２％の減となっており、主な理由として、児童・生

徒へのタブレットパソコン導入に係る小中学校の校内通信ネットワーク整備工事及び桃

田総合体育館の照明空調工事など普通建設事業費の減によるものであります。第２表債

務負担行為は、運転免許証自主返納支援事業外２件について、期間及び限度額を設定す

るもの等であります。地方債は、令和３年度の起債発行は合計で１９件、限度額２７億

５,１７０万円、起債の方法、利率、償還の方法は、前年度同様であるとの説明に続き、

歳入において項目ごとに説明がありました。 

まず、委員から、消費生活センター事業の定住自立圏事業費負担金と事業内容はとの

質疑があり、執行部から、定住自立圏協定によるもので、玉東町、和水町、南関町の町

民の方の消費生活の相談を受ける事業であり、３町からの負担金である。それぞれの町

にあった相談窓口は残しつつ、困難な事例などは玉名市消費生活センターで対応し、ま

た、随時、玉名市の消費生活相談員が３町に出向き相談を受けるものであるとの答弁で

した。 

次に、委員から、コロナの影響もあると思うが、市民税の歳入見積額はこのくらいで

いいのかとの質疑があり、執行部から、一つの目安としてリーマンショック時の減収率

を参考にし、１０％減で見積もったとの答弁でした。また、委員から、地方揮発油譲与

税の減収見積りの要因はとの質疑があり、執行部から、譲与の基礎となる市道の延長、

面積は前年度に比べて増になっているが、国が地方財政計画で減収を見込んでいるため

前年度より減額で計上したとの答弁でした。 

次に、委員から、固定資産税の滞納額のうち、空き家に対する滞納の比率はどれくら

いなのかとの質疑があり、執行部から、家屋にかかる固定資産税は、家屋の所有者に対

し課税するため、課税客体が空き家であるか否かについては、把握していないとの答弁

でした。 

次に、委員から、中学校部活動指導員配置事業補助金の内容についての質疑があり、

執行部から、教職員の負担軽減を図るため指導員を配置する県補助であり、令和２年度

からモデル校に１名配置の予定であったが、コロナの影響によりできなかったため、令

和３年度に配置して検証を行なうものである。検証を受けて６校に広げる予定であると

の答弁でした。 

続いて、歳出について項目ごとに説明がありました。 

まず、委員から、令和３年度の行財政改革の主なものはとの質疑があり、執行部から、

歳入においては合併特例債の借入れと普通交付税の特例措置が終了となる。令和３年度

から令和７年度までの５か年の計画で緊急的に行財政改革を行ない、事務事業評価を予

算編成に的確に反映していく。また、歳出では３５人学級編制事業やみかんの里スポー
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ツまつり事業などが新年度からは廃止となるとの答弁でした。 

次に、委員から、職員研修ではどういうところに何人派遣するのかとの質疑があり、

執行部から、５２名ほど予定しており、自治大学校や市町村アカデミー、新規採用職員

の自衛隊体験等に派遣しているとの答弁でした。 

次に、委員から、交通防犯対策費修繕料の中での維持管理費はどれくらいなのかとの

質疑があり、執行部から、外側線については土木課対応であり、交差点などの注意喚起

の部分は防災安全課が対応することになる。即対応を求められる案件であるため、予算

は枠で確保している。年度により差はあるが、次年度へ繰り越すことはないとの答弁で

した。 

次に、委員から、国際交流協会補助金が５万円減額された理由はとの質疑があり、執

行部から、これまでの決算の状況や行財政緊急対策への対応など、実績をみて５％カッ

トしたとの答弁でした。 

次に、委員から、オートマワンペダル整備費補助金は何台分なのかとの質疑があり、

執行部から、１０台分を確保している。令和元年度に踏み間違い事故の報道等があり、

申請も増えたが、今は落ち着いているとの答弁でした。 

次に、委員から、職員のメンター制度導入に至った経緯はとの質疑があり、執行部か

ら、職員間の関係性が希薄になってきている現状がある。新人職員が職場外でも気軽に

相談できるように新人職員に先輩アドバイザーをつけるものであり、試行的に行なうも

のであるとの答弁でした。 

次に、委員から、乗り合いタクシー運行業務委託と運行補助金の違いはとの質疑があ

り、執行部から、運営の内容は同じであり、行く行くは業務委託に変更する予定である

との答弁でした。また、委員から、路線バスは今後どうする考えなのかとの質疑があり、

執行部から、路線バスは運賃収入が激減したこともあり、運営が厳しい状況にある。長

距離バス路線については、随時見直しを行なっており、運行事業者や関係自治体と協議

しながら進めている。また将来的には、天水地区のみかんタクシーを廃止し、天水・玉

南中校区を１つのエリアとした新しい乗り合いタクシーの導入を検討しているとの答弁

でした。さらに、委員から、公共交通網に対する他市との連絡協議会はあるのかとの質

疑があり、執行部から、玉名市地域公共交通会議や県北ブロック協議会があり、その都

度協議を行なっているとの答弁でした。 

次に、委員から、マイナンバーカードを用いたコンビニ交付事業プリントサービス保

守業務委託６７２万７,０００円とプリントサービス負担金２７２万８,０００円の内容

はとの質疑があり、執行部から、プリントサービス保守業務については、コンビニにお

いて住民票や戸籍、税証明を取得する際の発行サービスにかかるソフトウェアの利用や

保守を業者に委託するもので、プリントサービス負担金はコンビニ交付を運用する上で
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地方公共団体情報システム機構へ負担金を支払うものである。また、人口５万人以上１

５万人未満の市町村は一律２７２万８,０００円となっているとの答弁でした。 

次に、委員から、隣保館費が６００万円ほど増額している要因はとの質疑があり、執

行部から、隣保館の会計年度任用職員の人件費を人権推進費から隣保館費に変更したた

めであるとの答弁でした。 

次に、委員から、防災無線が聞こえにくいとの声があるが、対策はとっているのかと

の質疑があり、執行部から、安心メールの登録など複数の方法での情報収集にも努めて

もらうよう周知しているとの答弁でした。 

次に、委員から、市民会館の稼働率はとの質疑があり、執行部から、２月末日での利

用は、会議棟第１会議室４８％、第２会議室６１％、第３会議室５３％、第４会議室５

５％、第５会議室６１％、和室２１％、全体では５０％前後の利用があっている。大ホ

ール１９％、マルチホール１２％であるとの答弁でした。このことについては、大ホー

ルは土日の利用が非常に多いため、平日と土日と分けて利用率を出すべきではないかと

いうふうな意見もありました。さらに、委員から、人数を制限した中での利用料金の見

直しは行なったのかとの質疑があり、執行部から、通常の料金で利用してもらった。料

金については人数の規模ではなく、建物の維持費を基に設定しているとの答弁でした。 

次に、委員から、定住促進事業で新規申請はどれくらいを見込んでいるのかの質疑が

あり、執行部から、２５件を見込んでおり、市内事業者で建築した場合は３０万円を７

件分予算計上しているとの答弁でした。さらに、委員から、今まで２０万円の補助を５

年間行なってきたのを第３次定住促進補助金では２０万円の補助を１度きりとすると、

転入者が増加していた伸びが鈍化するのではないかの質疑があり、執行部から、補助あ

りきでなく、玉名の魅力を納得した上で住んでほしい。また、空き家取得補助金１００

万円はそのまま残っているため、今後は増えていく空き家を有効活用し、状況を見なが

ら制度の見直しもしていくとの答弁でした。 

次に、委員から、豪雨災害時、ホームページの閲覧ができなくなった事があったが、

その後のシステムのバックアップ体制はとの質疑があり、執行部から、運用の仕方を改

善し、長時間の中断がないようにしたとの答弁でした。 

次に、委員から、不法投棄をそのままにしておくと誘発してしまうため、一斉清掃を

考えてみてはとの質疑があり、執行部から、パトロールや回収など行なっているが後を

絶たない状況である。一斉清掃は各管理課があるため、連携しながら対応していくとの

答弁でした。 

次に、委員から、マニュアル車を運転できない消防団員がいる場合、団員が集まって

も積載車の出動ができない状況が考えられるが、現在、消防積載車のオートマ車の比率

はとの質疑があり、執行部から、積載車９２台中２３台がオートマ車である。今後出動
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できないなどの事態が予想されるため、早い段階で解消しないといけないと思うとの答

弁でした。 

次に、委員から、コロナ禍での避難所におけるプライバシー確保は、どういった対策

が講じられているのか。また、コンパクトで組み立てやすいパーティションの購入を検

討してはの質疑があり、執行部から、桃田体育館等では運動用のパーティションを使用

した経緯がある。テントも数多く備えているものではなく、昨年の台風の時は、多数避

難された事により使いづらい面があった。今後はコロナの状況を見ながら必要であれば

購入も検討するとの答弁でした 

以上、審査を終了し、採決の結果、議第１２号中付託分については、原案のとおり全

員異議なく可決すべきものと決しました。 

次に、議第２１号玉名市民会館条例の一部を改正する条例の制定についてであります。 

これは、玉名市民会館の管理を教育委員会に移管するため、条例の整備を図るもので

あり、内容としては、市長部局から教育委員会部局へ所管替えするための文言の整備を

行なうものであるとの説明がありました。 

委員から、所管替えする理由はの質疑があり、執行部から、市民会館ホールの建て替

えに当たって、市の総合計画上でも人と文化を育む地域づくりを基本目標にし、文化芸

術の振興を施策に進めてきた。新ホール建て替えを機に文化課所管とすることで、これ

までの行政施策推進を関連づけるように協議を行なってきたとの答弁でした。 

以上、審査を終了し、採決の結果、議第２１号については、原案のとおり全員異議な

く可決すべきものと決しました。 

次に、議第２３号玉名市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条

例の一部を改正する条例の制定についてであります。 

これは、不在者投票指定施設における外部投票立会人及び地域学校協働本部運営委員

会委員の報酬について、それぞれ支給別及び支給額を定めるため条例の整備を図るもの

であり、令和３年４月１日から施行するものであります。 

まず、委員から、不在者投票立会人は一般の方もしていたのではとの質疑があり、執

行部から、不在者投票と期日前投票というのは意味合いが違い、不在者投票は病院や老

人ホームなど施設で不在者投票ができるようになっているもの。県が施設指定するもの

で玉名市内には２０か所ある。今までは施設の職員が行なっており、そのまま施設の職

員でできるが、公平性を保つために民間の立会人を入れるように公職選挙法の中で努力

義務として決まった。条例を制定しないと施設職員ではない外部の立会人を導入できな

いため、今回条例の一部改正で費用弁償を設定したとの答弁でした。 

次に、委員から、不在投票日は何日間でも設定できるのかとの質疑があり、執行部か

ら、県に確認したところ、できるとの回答であった。不在者投票管理者、不在者投票事
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務従事者、不在者投票立会人並びに不在者投票所をきちんと設け、不在者投票の環境が

整っていることが前提となっているとの答弁でした。 

以上、審査を終了し、採決の結果、議第２３号については、原案のとおり全員異議な

く可決すべきものと決しました。 

次に、議第２４号玉名市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制

定についてであります。 

これは、住居手当の支給基準の見直しに伴い、条例の整備を図るものであり、内容と

しては、住居手当の支給対象となる家賃額の下限を現行の１万２,０００円から１万６,

０００円へと４,０００円引き上げるとともに、最高支給限度額を１,０００円引き上げ、

２万８,０００円とするものであり、附則として令和３年４月１日から施行するもので

あります。 

本件に関しては、特に質疑はありませんでしたが、委員から、全国的な法整備の中で

の条例改正だと思うが、実質の手当が下がるのは賛成できないという旨の反対討論があ

りました。 

以上、審査を終了し、採決の結果、議第２４号については、異議があり、挙手による

採決の結果、賛成多数で可決すべきものと決しました。 

次に、議第２５号玉名市一般職員の旅費に関する条例の一部を改正する条例の制定に

ついてであります。 

これは、旅費の支給基準の見直しに伴い、条例の整備を図るものであり、内容として

は、旅行命令を取り消された場合等における旅費の支給について、国家公務員と同様の

取扱いとするため、所要の整備を行なうものであります。 

本件に関しては、特に質疑もなく審査を終了し、採決の結果、議第２５号については、

原案のとおり全員異議なく可決すべきものと決しました。 

次に、議第２７号玉名市差別をなくし人権を守る条例の一部を改正する条例の制定に

ついてであります。 

これは、人権を守るための施策に関し必要な事項を定めるため、条例の整備を図るも

のであり、公布の日から施行するものであります。 

委員から、現在、玉名で差別はあっていないと思うがとの質疑があり、執行部から、

県内においては１年に１回ほど上がっている。玉名市においては令和元年度に土地差別

という事案が１件発生したとの答弁でした。 

以上、審査を終了し、議第２７号については、原案のとおり全員異議なく可決すべき

ものと決しました。 

次に、議第２９号玉名市墓地公園条例の一部を改正する条例の制定についてでありま

す。 
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これは、高瀬官軍墓地公園の位置を変更するため、条例の整備を図るものであり、内

容としては、玉名市児童遊園地について、その敷地を高瀬官軍墓地公園に転用するため、

所要の整備を行なうものであります。 

本件に関しては、特に質疑もなく審査を終了し、採決の結果、議第２９号については、

原案のとおり全員異議なく可決すべきものと決しました。 

次に、議第３１号玉名市金栗四三翁住家・資料館条例の一部を改正する条例の制定に

ついてであります。 

これは、玉名市金栗四三翁住家・資料館の休館日を変更するため、条例の整備を図る

ものであり、内容としては、現在、無休で開館している金栗四三翁住家・資料館につい

て、毎週水曜日及び年末年始の１２月２９日から翌年１月３日までを休館日として新た

に設けるものであります。 

委員から、なぜ休館日が毎週水曜日となったのかとの質疑があり、執行部から、来館

者人数調べをした結果、水曜日が一番少なかったためであるとの答弁でした。 

以上、審査を終了し、採決の結果、議第３１号については、原案のとおり全員異議な

く可決すべきものと決しました。 

次に、議第３３号玉名市水防協議会条例の一部を改正する条例の制定についてであり

ます。 

これは、玉名市水防協議会の委員の定数を変更するため、条例の整備を図るものであ

り、内容としては、毎年出水期前に同時開催している防災会議との整合性を図るため、

委員の定数を現行の「２５人以内」から「４５人以内」に変更するものであります。 

まず、委員から、水防委員とは河川が決壊するところに応じて委員を選任するのかと

の質疑があり、執行部から、河川が決壊する場所を想定しての選任ではない。委員のメ

ンバーは市長を筆頭に自衛隊、国土交通省河川事務所、県地域振興局、日本郵便、ＪＲ、

ＮＴＴ、九州電力等の代表者と市の各部長等４５名以内で組織されている。市の防災会

議の際、内容が重複するため、水防協議会も合わせて行なっているとの答弁でした。 

以上、審査を終了し、採決の結果、議第３３号については、原案のとおり全員異議な

く可決すべきものと決しました。 

次に、議第３８号工事請負契約の締結についてであります。 

これは、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条の規

定により提案するもので、内容は、玉名漁港大浜地区新港部分の水深確保のため、港内

１万１,０７５平方メートルに堆積した土砂のしゅんせつ工事を行なうものであります。 

まず、委員から、指名業者８社はどういう理由で指名を受けたのかとの質疑があり、

執行部から、工事箇所が大浜ということで近隣の業者８社を選んだとの答弁でした。さ

らに、委員から、指名された業者をみると菊池川を中心として左岸側は入っているが、
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右岸側は入っていないようだが、これでいいのかとの質疑があり、執行部から、今後も

受注回数や距離的なものを勘案し、バランスを取りながら指名していくとの答弁でした。 

次に委員から、しゅんせつ工事について、工法的に安くなる工法というのはないのか

との質疑があり、執行部から、県管理の河内塩屋漁港の処分先が受入れ許容量に達した

ため上天草まで片道６０キロメートルかけて運搬している。運搬費用だけでも５,００

０万円強かかっている。これは玉名市だけではなく、各市町も共通の課題であり、県も

同様である。今は短期的な対策として上天草まで運搬しているが、県を含め関係機関と

協議を行なっているものの前に進んでいない状況である。海洋投入が一番コストがかか

らないが、数多くの漁協により共同で漁業権を設定しているため、同意が必要となり、

難航している。ここがクリアされれば、最も安価な処分方法と思われるとの答弁でした。 

以上、審査を終了し、採決の結果、議第３８号については、原案のとおり全員異議な

く可決すべきものと決しました。 

次に、議第３９号財産の取得についてであります。 

これは、玉名市議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第３

条の規定により提案するもので、内容としては、市職員用として本庁や支所等で使用す

るため、タブレット等の機器類を合資会社小川文華堂から取得するものであり、取得価

格は、５,８３３万９,６００円であるとの説明がありました。 

委員から、指名競争入札とのことだが、指名業者は玉名市内の業者なのかとの質疑が

あり、執行部から、すべて玉名市内の業者であるとの答弁でした。 

以上、審査を終了し、採決の結果、議第３９号については、原案のとおり全員異議な

く可決すべきものと決しました。 

以上で、総務委員会に付託されました案件の審査報告を終わります。 

○議長（内田靖信君） 建設経済委員長 田畑久吉君。 

［建設経済委員長 田畑久吉君 登壇］ 

○建設経済委員長（田畑久吉君） 皆さん、おはようございます。 

今期、建設経済委員会に付託されました議案１５件について、審査の経過と結果を報

告いたします。少し長くなりますので、御辛抱のほどよろしくお願いします。 

初めに、議第４号令和２年度玉名市一般会計補正予算（第１５号）中付託分について

であります。 

本委員会関係、歳出の主な内容は、国の第３次補正予算関連で、産地生産基盤パワー

アップ事業補助金ほか３事業、本市独自の緊急経済対策第１１弾として、平日限定!地

元を楽しもう!!プレミアム付宿泊等クーポン事業、新型コロナウイルス対策関連として、

市が要請した営業時間短縮などに伴う指定管理施設における収入減収分と必要経費分の

差額を補塡する指定管理料の追加、令和３年度から令和５年度にかけ金融円滑化特別資
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金利子補給金事業に要する事業の財源とするため基金に積み立てる、新型コロナウイル

ス感染症対策に係る金融円滑化特別資金利子補給金基金の追加などであります。 

６款農林水産業費は４億５９６万円の減額。主な内容は、大正開及び滑石漁港のしゅ

んせつ工事で事業実績による減額など。７款商工費は７,９４６万５,０００円の追加。

南日本銀行玉名支店の移転統合に伴う中小企業振興預託金の減額。新型コロナウイルス

感染症対策に係る金融円滑化特別資金利子補給金基金積立金の追加など。８款土木費は

１,５６０万円の追加。国の第３次補正に伴う事業費の追加と災害関連地域防災がけ崩

れ対策事業で採択基準を満たさない１地区の減額など。１１款災害復旧費は１,２２１

万円の減額で、立願寺地すべり調査業務の見直しに伴う減額などのほか、産地生産基盤

パワーアップ事業ほか１１件の繰越明許費補正追加と新型コロナウイルス対策農林漁業

緊急支援資金利子補給金及び保証料助成金の期間及び限度額を設定する債務負担行為補

正の追加であります。 

まず、委員から、農業振興費の強い農業づくり支援事業補助金が、採択にならなかっ

た要因について質疑があり、執行部から、ポイント制で全国から申請がなされており、

近年、全国平均ポイントが高くなる傾向にある。理由は様々あるが総合点で採択下限点

数を下回ってしまったとの答弁でした。続けて、委員から、来年度も取り組む事業とな

るのかとの質疑に、執行部から、同団体が申請をされており、当初予算で計上している

との答弁でした。さらに、委員から、事業採択になるための取組はとの質疑があり、執

行部から、相談の段階で全国の状況、過去の実績等を伝えているほか、県の担当者との

ヒアリングで事業採択に向けたポイントの見直しや、生産者へ経営、事業計画に対する

助言等を行なっているとの答弁でした。 

次に、委員から、農地総務費の磯の里指定管理業務委託について、新型コロナウイル

スの影響で補塡をするのかとの質疑があり、執行部から、新型コロナウイルスの影響を

受け、収支に影響を受けた部分に対して、補塡するものであるとの答弁でした。続けて、

委員から、新型コロナウイルスの影響以外で補塡することもあるのかとの質疑があり、

執行部から、指定管理施設と結んでいる管理運営に関する基本協定に基づき、補塡する

こともあるとの答弁でした。 

次に、委員から、土地改良費の海岸パトロール業務委託を委託しなかった経緯につい

て質疑があり、執行部から、県からの業務委託を受け、再委託を予定していたが、県で

は職員が直接業務を行なっていたとのことで、今回職員対応とした。今後、必要に応じ

て再委託を行なっていくとの答弁でした。 

次に、委員から、土地改良費の暗渠配水工事減額の理由について質疑があり、執行部

から、要望のあった伊倉地区３９ヘクタールで計画していたが、工事発注前の再説明の

際に、地元から自己負担に対応できないとのことで、工事を縮小したことが要因である
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との答弁でした。 

次に、委員から、漁港建設費の滑石・大正開漁港しゅんせつ工事は、工法の変更によ

り減額となったのかとの質疑があり、執行部から、掘削方法の見直しよりも推計してい

た堆積土量の差が大きな要因である。大正開については、平成２７年度の深浅測量結果、

この深浅というのは、浅いか深いかの深浅測量です。深浅測量結果をもとに堆積土量を

推計しているが、大きく変わった理由は分析が必要である。今後、深浅測量をしゅんせ

つ年度の直近で行ない、その数量を用いて計画土量を算出したいとの答弁でした。 

次に、委員から、商工振興費のマルショク跡地活用事業者選定委員会委員報酬に関連

して、委員数と協議内容はとの質疑があり、執行部から、委員数は５人である。令和２

年度にプロポーザルを行なう予定であったが、新型コロナウイルスの感染状況を考える

とプロポーザルに参加する事業者もいないのではないかとの懸念と、旧庁舎跡地との関

連を含めて検討したいとの考えもあったため、今年度は開催を見送ったとの答弁でした。 

次に、委員から、橋りょう維持費の橋梁点検業務委託の減額理由について質疑があり、

執行部から、落札率が６３.８５％で、入札残が主な理由であるとの答弁でした。続け

て、委員から、最低金額は設定されていないのかとの質疑があり、執行部から、業務委

託は、最低制限価格の設定は行なっていないとの答弁でした。 

次に、委員から、道路橋りょう災害復旧費の立願寺がけ崩れ対策の状況について質疑

があり、執行部から、応急対策として、大型土のうの設置と３か所に水位、ひずみを計

測するための観測計器を設置しているとの答弁でした。続けて、委員から、今後の対応

はとの質疑があり、執行部から、専門業者によると、専門的な解析調査は累計２００ミ

リの雨が降ったときにできるとのことから、その結果を踏まえて対応することとしてい

るが、それ以前に地滑りの動きがあれば、その都度速やかに対応するとの答弁でした。 

次に、委員から、繰越明許費補正の飲食店等感染防止対策事業は、事業所拡充とのこ

とだが、その範囲はとの質疑があり、執行部から、玉名市内に店舗を有し、業種別ガイ

ドラインを遵守されており、市税の滞納がなく暴力団関係者でない全ての事業者、また、

事務所のみを有する事業所についても、１店舗のみ可としているとの答弁でした。続け

て、委員から、経費の範囲と申請先について質疑があり、執行部から、衛生環境の整備、

具体的には非接触型の自動水洗体温計、マスク、消毒液等で商工政策課に申請していた

だくとの答弁でした。 

次に、委員から、繰越明許費補正の道路メンテナンスサイクル事業で行なう舗装工事

の施工場所について質疑があり、執行部から、伊倉、築地２か所、元玉名、滑石、小浜

と天水町小天、玉水及び岱明町大野、高道の合計１０路線を予定しているとの答弁でし

た。 

以上、審査を終了し、採決の結果、議第４号中付託分については、原案のとおり全員



－ 295 － 

異議なく可決すべきものと決しました。 

次に、議第８号令和２年度玉名市浄化槽整備事業特別会計補正予算（第２号）につい

てであります。 

歳入歳出それぞれ６２１万円を減額し、総額を３,５３１万１,０００円とするもので、

主な内容は、事業費の決算見込みによる減額とこれに伴う歳入調整。地方債補正は、浄

化槽整備事業の限度額を変更するものであります。 

委員から、浄化槽整備費の工事請負費について、減額が大きいが、事業完了なのか、

また、事業の推進は行なっているのかとの質疑があり、執行部から、市町村設置型は継

続で事業を行なっており、事業の推進は、広報、資料配布により実施しているとの答弁

でした。 

以上、審査を終了し、採決の結果、議第８号については、原案のとおり全員異議なく

可決すべきものと決しました。 

次に、議第９号令和２年度玉名市九州新幹線渇水等被害対策事業特別会計補正予算

（第３号）についてであります。 

歳入歳出それぞれ１,０００万円を減額し、総額を５,８５６万６,０００円とするも

ので、内容は、農業用水施設電気代の決算見込みによる減額とこれに伴う歳入調整であ

ります。 

本件に関しては、特に質疑もなく審査を終了し、採決の結果、議第９号については、

原案のとおり全員異議なく可決すべきものと決しました。 

次に、議第１０号令和２年度玉名市水道事業会計補正予算（第３号）についてであり

ます。 

収益的収入及び支出の補正は、収入を４００万円減額し、総額を８億４,３８１万円。

支出を９４２万５,０００円追加し、総額を７億７,７９５万２,０００円とするもので、

主な内容は、受託工事収益及び受託工事費の減額などであります。 

資本的収入及び支出の補正は、収入を２億７２２万１,０００円減額し、総額を５億

７,６２４万９,０００円。支出を２億５,９９０万円減額し、総額を９億４,２２９万２,

０００円とするもので、主な内容は、企業債の減額及び建設改良費の減額などのほか、

水道事業の限度額を変更する企業債の補正を行なうものであります。 

まず、委員から、収益的支出水道事業費用の減価償却費について、減価償却すべきも

のがあったのかとの質疑があり、執行部から、平成３０年度からの繰越し分の入力漏れ

であるとの答弁でした。 

次に、委員から、資本的支出建設改良費の工事請負費について、入札残が大きすぎる

のではないかとの質疑に、執行部から、入札残の影響もあるが、当初予算で田崎地区配

水池築造工事において、見積書の積み上げによる概算要求と実際の詳細設計に開きがあ
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ったためである。今後このようなことがないように慎重に対応したいとの答弁でした。 

以上、審査を終了し、採決の結果、議第１０号については、原案のとおり全員異議な

く可決すべきものと決しました。 

次に、議第１１号令和２年度玉名市公共下水道事業会計補正予算（第４号）について

であります。 

資本的収入及び支出の補正は、収入を８,６４０万円追加し、総額を６億６５０万円。

支出を９,８５５万２,０００円追加し、総額を１２億３,８０４万２,０００円とするも

ので、主な内容は、国の第３次補正予算に伴う令和３年度事業の前倒しと公共下水道事

業の限度額を変更する企業債の補正であります。 

委員から、資本的支出施設建設費の委託料について、補正予算計上の経緯はとの質疑

があり、執行部から、いずれも国の３次補正に伴うもので、浄化センター等改築更新業

務委託については、来年度予定していたものを前倒しで要求するものである。浄化セン

ター耐水化計画策定業務委託については、近年の大規模水害等の発生により河川に近い

施設の耐震化計画を策定するための追加要望であるとの答弁でした。 

次に、委員から、企業債補正の実質利率について質疑があり、執行部から、０.３％

程度であるとの答弁でした。 

以上、審査を終了し、採決の結果、議第１１号については、原案のとおり全員異議な

く可決すべきものと決しました。 

次に、議第１２号令和３年度玉名市一般会計予算中付託分についてであります。 

本委員会関係は、６款農林水産業費、対前年度比１５.２％減の２０億１,７６１万９,

０００円で、主な内容は、多面的機能支払交付金、排水機場の整備補修や排水路の整備

を行なう農業水路等長寿命化・防災減災事業、玉名漁港大浜地区新港部分のしゅんせつ

を行なう水産物供給基盤整備機能保全事業など。７款商工費は、対前年度比２３.７％

増の５億９,９７２万７,０００円で、主な内容は、新型コロナウイルス感染症対策金融

円滑化特別資金利子補給金、施設等管理運営事業として草枕温泉てんすい泉源掘削工事

など。８款土木費は、対前年度比２.３％減の２３億９,５７７万１,０００円で、主な

内容は東部環境センターへの搬入路整備として、有明広域行政事務組合より受託した北

坂門田山ノ下線道路新設改良事業、新玉名駅周辺整備事業として区画道路、排水路兼管

理用道路の整備及び下水道整備事業負担金など。１１款災害復旧費は、対前年度比１３

７.６％増の２,４４０万５,０００円で立願寺地すべり調査業務など。債務負担行為は、

都市計画道路見直し検討業務、裏川水際緑地花菖蒲管理業務について期間及び限度額を

設定するものであります。 

まず、委員から、農業振興費の農業次世代人材投資事業補助金について、補助を受け

る方は増加傾向にあるのかとの質疑があり、執行部から、過去３年の補助の状況は、３
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０年度個人２５人、夫婦４組うち新規が個人７人、令和元年度個人２４人、夫婦３組う

ち新規が個人１人、令和２年度個人１６人、夫婦３組うち新規が夫婦１組である。また、

期間年度内の離農者はいないとの答弁でした。 

次に、委員から、土地改良費の借上料の内容について質疑があり、執行部から、例年、

農道、排水路の土砂撤去に予算を費やしていたが、ここ数年、水草撤去が増えている。

一昨年から明辰川の水草が増えてきたことから、予算を２００万円ほど増額した。明辰

川については、玉名平野土地改良区の管理部分もあるため、玉名平野土地改良区から一

部負担をいただいて水草撤去を行なっている。また、滑石、小天の水草撤去も進めてい

るとの答弁でした。続けて、委員から、今後、水草が増えないような対策はあるのかと

の質疑があり、執行部から、水草は、霜に弱いと言われているため、霜の降りる直前に

撤去を行ない、繁殖しにくい状況を作っているとの答弁でした。 

次に、委員から、漁港建設費、玉名漁港しゅんせつ工事のしゅんせつ土廃棄場所につ

いて質疑があり、執行部から、上天草の民間処分場へ搬出するとの答弁でした。続けて、

委員から、今回、どれくらいの量のしゅんせつ土が出るのか。また、搬出費用はとの質

疑に、執行部から、計画土量は２万７,８５５立方メートルで、税込み５,２００万円程

度であるとの答弁でした。 

次に、委員から、商工総務費の玉名圏域企業ガイダンス業務委託の内容について質疑

があり、執行部から、県と合同で圏域内の企業３０社から４０社を集め、企業ごとにブ

ースを設置していただきプレゼンテーションを行なっていただく。対象は、荒尾玉名の

高校２年生としている。昨年度は新型コロナウイルスの影響で開催できなかったため冊

子の作成だけは行なった。今年度は玉名圏域の企業数社にお願いして新人職員などの生

の声を動画で撮影し、市内の高校に配布することとしているとの答弁でした。 

次に、委員から、商工総務費の商工会館管理費負担金の内容について質疑があり、執

行部から、商工会館の１階の一部と２階、５階が玉名市の所有となっており、その部分

の経費については別途予算化しているが、それ以外に係る部分で電気代のほか、エレベ

ーター、共有部分の清掃費など共同で使う部分を案分したものを商工会館管理費負担金

としているとの答弁でした。続けて、委員から、商工会館を建てるときに建設費を負担

しているのかとの質疑に、執行部から、商工会館は、平成４年建築であるが、その際に

相応の負担をしており、約３４％が市の所有、残りが商工会議所の所有となっていると

の答弁でした。 

次に、委員から、観光費のその他業務委託の内容について質疑があり、執行部から、

松原海水浴場の清掃委託、松原海岸の海開き警備委託、草枕温泉シロアリ駆除委託、玉

の湯の警備委託、日嶽巡回警備委託等であるとの答弁でした。これに対し、委員から、

これらの管理委託は毎年経費もかかるため、将来的には民間売却等の検討が必要ではな
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いかとの意見がありました。 

次に、委員から、土木費全体の予算が毎年縮小されていないかとの質疑があり、執行

部から、交付金を活用するなど、できるだけ一般財源の負担を減らして進めていきたい

との答弁でした。 

次に、委員から、道路維持費の借上料の内容について質疑があり、執行部から、枠予

算であり、限度額に応じて執行することとなるとの答弁でした。 

次に、委員から、道路新設改良費の用地購入費の単価はとの質疑があり、執行部から、

１平方メートル当たりの購入単価は、宅地５,０００円、田２,０００円、畑１,５００

円、雑種地等は８００円であるとの答弁でした。 

次に、委員から、悪用水路費の境川流域冠水被害軽減対策工事について、この工事に

よって冠水被害がなくなるのかとの質疑に、執行部から、この工事により全てが改善で

きるわけではないが、県が行なっている下流域の改修工事が完了すればある程度の冠水

被害は軽減できると考えるとの答弁でした。続けて、委員から、県の工事完了のめどは

との質疑があり、執行部から、県の計画が平成２０年に策定されており、おおむね２０

年の計画期間となっていることから、令和１０年ごろと推測しているが、事業が遅れる

ことも考えられるとの答弁でした。 

最後に、委員から工事請負費全般について、大きい工事は、工事の分割発注をするな

どして市内事業者全体に仕事が行き渡るように工夫してほしいとの要望がありました。 

以上、審査を終了し、採決の結果、議第１２号中付託分については、原案のとおり全

員異議なく可決すべきものと決しました。 

次に、議第１６号令和３年度玉名市浄化槽整備事業特別会計予算についてであります。 

歳入歳出の総額を４,２５８万８,０００円とするもので、前年度比１０４万６,００

０円の増、率にして２.５％の増であります。主な内容は、歳出２款事業費で浄化槽１

５基分の整備費等１,６００万７,０００円。地方債は、浄化槽整備事業について起債の

目的、限度額などを定めるものであります。 

委員から、浄化槽整備費の工事請負費の内容と内訳について質疑があり、執行部から、

天水地区で浄化槽設置の申請があった際に補助金として対応するもので、内訳は５人槽

７基、７人槽７基、１０人槽１基であるとの答弁でした。 

以上、審査を終了し、採決の結果、議第１６号については、原案のとおり全員異議な

く可決すべきものと決しました。 

次に、議第１７号令和３年度玉名市水道事業会計予算についてであります。 

収益的収入及び支出の予定額は、収入が水道事業収益８億２,１１２万１,０００円。

支出が水道事業費用７億７,２３０万７,０００円。資本的収入及び支出の予定額は、資

本的収入７億６,９４５万円。支出１２億１８１万２,０００円であります。また、建設
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改良費に伴う起債の限度額を７億６,６９０万円とする企業債を定めるものであります。 

まず、委員から、収益的支出原水配水費の委託の内容と点検の頻度について質疑があ

り、執行部から、水道管の破裂、漏水の対応、また、メーター交換等の施設維持管理業

務に４,０００万円、施設の運転管理業務委託として３,７００万円程度が主なものであ

る。点検は、基本的に各施設毎日行なっている。機械、主要な発電設備については、月

２回など回数を決めて行なっており、報告書の提出も求めているとの答弁でした。続け

て、委員から、施設の運転管理業務委託が５年契約の最終年であるとのことであるが、

今後どうするのかとの質疑があり、執行部から、プロポーザルで選定を行なうとの答弁

でした。 

次に、委員から、収益的支出原水配水費の支払利息について、利息額が大きいが借入

額はとの質疑があり、執行部から、令和元年度末の償還残高が２９億６,１３５万５,４

５６円であるとの答弁でした。 

次に、委員から、資本的支出建設拡張費の工事請負費は、令和３年度で工事完了なの

かとの質疑があり、執行部から、令和２年度から行なっている工事で令和３年度に工事

完了、令和４年４月１日給水開始予定であるとの答弁でした。 

次に、委員から、資本的支出施設改良費の工事請負費の内容について質疑があり、執

行部から、道路改良工事と併せて行なう配水管布設工事で伊倉、八嘉、築山を予定して

いるとの答弁でした。これに対し、委員から、配水管布設工事は、手戻り工事がないよ

う建設部とも十分連携をとって進めてほしいとの要望がありました。 

以上、審査を終了し、採決の結果、議第１７号については、原案のとおり全員異議な

く可決すべきものと決しました。 

次に、議第１８号令和３年度玉名市公共下水道事業会計予算についてであります。 

主な事業は、管渠、ポンプ場及び下水処理場の建設改良費７億８,３６３万８,０００

円を予定。収益的収入及び支出の予定額は、収入が公共下水道事業収益１５億６,８２

１万４,０００円。支出が公共下水道事業費用１５億４,８７０万円。資本的収入及び支

出の予定額は、資本的収入６億５,４２９万円。支出１２億６,８３１万９,０００円で

あります。また、岱明汚水中継ポンプ場等維持管理業務について期間及び限度額を設定

する債務負担行為、建設改良費に伴う起債の限度額を４億１,５１０万円とする企業債

を定めるものであります。 

まず、委員から、収益的支出処理場費の委託の内訳について質疑があり、執行部から、

浄化センター運転管理委託が１億１,７００万円程度、汚泥処理業務委託が５,０００万

円程度、電気設備精密点検業務委託１３０万円程度、汚泥脱水機保守点検業務委託２５

０万円程度であるとの答弁でした。 

次に、委員から、収益的支出受託工事費の工事請負費について、整備計画では道路、
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排水路、下水道の整備がなされると思うが、上水道は含まれないのかとの質疑に、執行

部から、建設部との協議は行なっており、水道管の布設は行なうこととしている。水道

管の布設工事は下水道工事後の埋め戻しの途中で行なう予定であるとの答弁でした。 

次に、委員から、収益的支出の支払利息について、利息額が大きいが借入額はとの質

疑があり、執行部から、令和元年度末の償還残高が７６億７,９４５万１,０３５円であ

るとの答弁でした。 

以上、審査を終了し、採決の結果、議第１８号については、原案のとおり全員異議な

く可決すべきものと決しました。 

次に、議第１９号令和３年度玉名市農業集落排水事業会計予算についてであります。 

主な事業は、農業集落排水施設整備費４億１,７７４万８,０００円を予定。収益的収

入及び支出の予定額は、収入が農集事業収益３億８,５２７万３,０００円。支出が農集

事業費用３億７,９３７万４,０００円。資本的収入及び支出の予定額は、資本的収入５

億２,４０４万２,０００円。支出６億２,２７０万９,０００円であります。また、横島

町農集排汚水処理場施設等維持管理業務外１件の業務について期間及び限度額を設定す

る債務負担行為、建設改良費に伴う起債の限度額を２億１,２７０万円とする企業債を

定めるものであります。 

まず、委員から、収益的収入の農集使用料について、加入率が低いようだが加入率を

上げて収益を上げ、一般会計からの繰入れを減らすべきではないかとの質疑があり、執

行部から、加入世帯を増やし使用料を増やしていくことが必要であるが、維持管理にか

かる費用も高額であるため、一般会計からの繰入れも必要であるとの答弁でした。 

次に、委員から、収益的収入の他会計補助金について、毎年、一般会計からの負担が

増えているのかとの質疑に、執行部から、令和３年度は前年度から約１,８００万円の

減、令和２年度は前年度から３,０００万円の増で、令和３年度当初予算は令和元年度

に近くなっているとの答弁でした。 

次に、委員から、資本的支出施設建設費の工事請負費について、市内の処理場数と工

事場所はとの質疑があり、執行部から、横島地区に５か所、天水地区に３か所計８か所

で、今回は横島町栗ノ尾地区の改築工事であるとの答弁でした。 

以上、審査を終了し、採決の結果、議第１９号については、原案のとおり全員異議な

く可決すべきものと決しました。 

次に、議第２０号玉名市新型コロナウイルス感染症対策に係る金融円滑化特別資金利

子補給金基金条例の制定についてであります。これは、本市における新型コロナウイル

ス感染症対策に係る金融円滑化特別資金利子補給金事業に要する経費の財源に充てるた

めの基金を設置するため、条例を制定するもので、内容は、新型コロナウイルス感染症

の影響により売上げが減少した中小企業者を支援するために交付している利子補給金に
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ついて、その財源管理のための基金が必要となることから、条例を制定し基金を設置す

るものであります。 

本件に関しては、特に質疑もなく審査を終了し、採決の結果、議第２０号については、

原案のとおり全員異議なく可決すべきものと決しました。 

次に、議第３０号玉名市企業立地促進条例の一部を改正する条例の制定についてであ

ります。これは、奨励措置の対象事業者の変更等に伴い条例の整備を図るもので、内容

は、条例中の対象事業者の定義規定を改めることと併せて、条例中に引用している法律

の名称及び条文の改正による文言の整理を行なうものであります。 

本件に関しては、特に質疑もなく審査を終了し、採決の結果、議第３０号については、

原案のとおり全員異議なく可決すべきものと決しました。 

次に、議第３２号玉名市新玉名駅自動車駐車場条例の一部を改正する条例の制定につ

いてでありますが、これは、道路法の一部改正に伴い条例の整備を図るもので、内容は、

法律の規定を引用している条例中の規定に号ずれが生じたことから、その整備を行なう

ものであります。 

本件に関しては、特に質疑もなく審査を終了し、採決の結果、議第３２号については、

原案のとおり全員異議なく可決すべきものと決しました。 

次に、議第３５号玉名市水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正

する条例の制定についてであります。これは、水道事業の経営規模の変更に伴い、条例

の整備を図るもので、内容は、給水人口と１日最大給水量を改めるものであります。 

本件に関しては、特に質疑もなく審査を終了し、採決の結果、議第３５号については、

原案のとおり全員異議なく可決すべきものと決しました。 

次に、議第３６号普通財産の無償貸付けについてであります。これは、地方自治法第

９６条第１項第６号の規定により無償貸付けを行なうもので、貸し付ける物件は土地２

筆、建物９棟で、貸付期間は令和３年４月１日から令和８年３月３１日まで、貸付けの

相手方は、農事組合法人玉名ブロイラー生産組合であります。 

委員から、貸し付ける相手方が理事となっているが、代表者でなくてよいのかとの質

疑があり、執行部から、法人登記簿上、代表者が理事となっており問題ないと考えてい

るとの答弁でした。 

以上、審査を終了し、採決の結果、議第３６号については、原案のとおり全員異議な

く可決すべきものと決しました。 

その他、今後の横島町の圃場整備予定、岱明町扇崎・大野下地区圃場整備の進捗状況、

ふるさとセンターＹ・ＢＯＸ、公共工事における残土処分など多岐にわたり質疑がなさ

れました。 

以上で、今期、建設経済委員会に付託されました案件の審査報告を終わります。 
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○議長（内田靖信君） 議事の都合により、暫時休憩いたします。 

午前１１時０８分 休憩 

―――――――――――――――――――――― 

午前１１時２１分 開議 

○議長（内田靖信君） 休憩前に引き続き、会議を開き、委員長報告を行ないます。 

文教厚生委員長 嶋村 徹君。 

［文教厚生委員長 嶋村 徹君 登壇］ 

○文教厚生委員長（嶋村 徹君） おはようございます。 

今期、文教厚生委員会に付託されました議案１３件について、審査の経過と結果を報

告いたします。 

初めに、議第４号令和２年度玉名市一般会計補正予算（第１５号）中付託分について

であります。 

３款民生費は２億９,２９０万４,０００円の減額で、生活保護費医療扶助費の減など

であります。４款衛生費は８,０７７万３,０００円の減額で、くまもと県北病院機構運

営費負担金の決定による減などであります。１０款教育費は２億８,１７６万円の減額

で、玉名中央学校給食センターの空調設備整備事業の追加や児童・生徒・教師用のタブ

レット端末の整備等の入札残による減額などであります。そのほか、繰越明許費補正の

２件についても説明がありました。 

説明後、委員から、保育所等整備事業補助金の減額の理由はとの質疑があり、執行部

から、令和２年度に整備が予定されていたが、事業者の都合により先送りとなったこと

が理由であるとの答弁でした。関連して、委員から、今後の公立保育所の民営化の方針

はとの質疑があり、執行部から、現時点では、令和３年度に民営化する高道を除く３園

のうち、玉名第１保育所１園を公立で残す方針であるが、令和３年度に、豊水、伊倉の

取扱いも含め、公立保育所の在り方を検討したいとの答弁でした。 

次に、委員から、保育所費に関して、任用できなかった保育士数はとの質疑があり、

執行部から、予定より３、４名程度任用できなかったとの答弁でした。関連して、委員

から、令和３年度は待機児童ゼロの見込みということだが、保育士は足りるということ

かとの質疑があり、執行部から、園児数が減少していることもあるが、年齢ごとの定数

に充てこむことはできる見込みであるとの答弁でした。さらに、委員から、きょうだい

で違う園に通っている事例は解消できるのかとの質疑があり、執行部から、同じ園に入

れるよう点数加算の配慮をしているが、定員の関係でかなわない場合もあるとの答弁で

した。 

次に、委員から、保育所費の償還金の経緯はとの質疑があり、執行部から、平成３０

年度の子どものための教育・保育給付費について、計算方法の誤りにより過剰に交付を
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受けた分を返還するとの答弁でした。 

次に、委員から、消費者行政推進費に関して、任用できなかった消費生活専門相談員

の有資格者の確保は難しいのかとの質疑があり、執行部から、消費者行政は比較的新し

い分野であることから、全国的に人材が不足気味であり、国家資格である有資格者の任

用は難しいとの答弁でした。 

次に、委員から、ＡＬＴを任用できなかった理由と対応はとの質疑があり、執行部か

ら、２名の受入れを予定していたが、コロナの影響で来日できない状況が続いている。

生きた英会話に接することが第一の目的であることから、補うための別の方法を検討す

るよりも、２名を受け入れる準備を継続したいとの答弁でした。 

次に、委員から、オリンピック事前キャンプ感染症対策事業に関連して、事前キャン

プの受入れ見直しの考えはあるかとの質疑があり、執行部から、コロナ対策の負担など

を理由に、全国的にはそのような事例もあるが、本市においては、現時点で事前キャン

プの中止は考えておらず、受入れを行ないたいと考えているとの答弁でした。 

次に、委員から、児童生徒等のタブレット端末の整備状況はとの質疑があり、執行部

から、既に全台納入済みであるとの答弁でした。 

次に、委員から、実施した岱明中校舎の耐力度調査の結果はとの質疑があり、執行部

から、基準を満たしていなかったため、令和３年度予算に設計業務委託費を計上してい

るとの答弁でした。さらに、委員から、将来の学校再編や小中一貫校も見越して建設す

るのかとの質疑があり、執行部から、岱明中校区についての具体的な計画はなく、現校

舎が老朽化している現状から、現時点では、生徒・教職員の安心安全な教育環境を第一

に考え整備を進めたいとの答弁でした。 

次に、委員から、築山小のプレハブ借り上げ料に関連して、築山小の今後の施設整備

の計画はとの質疑があり、執行部から、学校施設長寿命化計画では、令和６年度から体

育館、特別教室棟の改築等の見直しを行なう計画である。児童数の増に対しては、当面

プレハブ対応にならざるを得ない。段差がある敷地構造や拡張が難しい面もあるが、今

後の児童数の推移を考慮した上で、計画を前倒しできるような進め方ができないか検討

していきたいとの答弁でした。 

次に、委員から、給食センター空調設備整備工事はいつ実施するのかとの質疑があり、

執行部から、給食調理が不要な夏休みを利用して実施する予定であるとの答弁でした。 

そのほか、保育所の待機児童、子育てのための施設等利用給付費、オリンピックの聖

火リレー、文化財保護費の補助金、就学援助費・特別支援学級就学奨励費の対象人数、

についても質疑がありました。 

以上、審査を終了し、採決の結果、議第４号中付託分については、原案のとおり全員

異議なく可決すべきものと決しました。 
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次に、議第５号令和２年度玉名市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）につ

いてであります。 

歳入歳出それぞれ３２９万５,０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を９１億４,６

３８万２,０００円とするものであります。 

説明後、委員から、令和２年度の療養給付費の実績の見込みはとの質疑があり、執行

部から、コロナの影響による受診控えやインフルエンザ罹患者の大幅減などにより、額

は減少するのではないかと思われるとの答弁でした。 

以上、審査を終了し、採決の結果、議第５号については、原案のとおり全員異議なく

可決すべきものと決しました。 

次に、議第６号令和２年度玉名市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）につい

てであります。 

歳入歳出それぞれ５７２万５,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を９億８,５０

１万３,０００円とするものであります。 

説明後、委員から、自己負担の２割引上げはいつからか。また、対象の目安はとの質

疑があり、執行部から、２０２２年度後半に導入が予定されており、単身世帯では年収

２００万円以上が対象となる予定であるとの答弁でした。 

以上、審査を終了し、採決の結果、議第６号については、原案のとおり全員異議なく

可決すべきものと決しました。 

次に、議第７号令和２年度玉名市介護保険事業特別会計補正予算（第４号）について

であります。 

歳入歳出それぞれ１億６,０２１万６,０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を７７

億５,２１１万１,０００円とするものであります。 

説明後、委員から、給付費等が軒並み減額になっている要因はとの質疑があり、執行

部から、当初予算で想定した規模の支出はなかったものの、実績額は年々上昇している。

令和３年度予算は、システムを用いて推計値を算出し、実績に近い額で計上していると

の答弁でした。 

次に、委員から、拠点型介護予防事業の減額の要因はとの質疑があり、執行部から、

コロナの影響により、事業開始が１０月にずれ込んだことが要因である。プログラム自

体は年度をまたいで実施するとの答弁でした。 

以上、審査を終了し、採決の結果、議第７号については、原案のとおり全員異議なく

可決すべきものと決しました。 

次に、議第１２号令和３年度玉名市一般会計予算中付託分についてであります。 

３款民生費は、対前年度比１.８％減の１２４億６,４５４万２,０００円を計上。主

なものは、障害者介護給付・訓練等給付費や私立保育園運営費負担金などであります。
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４款衛生費は、対前年度比３.７％減の２３億６,１９１万５,０００円を計上。主なも

のは、玉名市玉東町病院設立組合運営費負担金や予防接種事業などであります。１０款

教育費は、対前年度比１０.３％減の２７億５,３２０万１,０００円を計上。主なもの

は、玉名中学校体育館及び技術棟建設事業や岱明中学校校舎建設事業の基本設計及び実

施設計業務などであります。そのほか、債務負担行為１件についても説明がありました。 

説明後、委員から、社会福祉協議会補助金は社協職員何名分の人件費かとの質疑があ

り、執行部から、正職員１８名中１５名分の人件費である。そのほかの委託事業や指定

管理料等にも人件費が含まれており、それらで臨時職員等も含めた１１４名分の人件費

が賄われているとの答弁でした。さらに、委員から、市からの委託事業等は何本かとの

質疑があり、執行部から、委託業務が１３、指定管理が４であるとの答弁でした。 

次に、委員から、避難行動要支援者管理システムの情報は提供しているのかとの質疑

があり、執行部から、登録者数はここ数年横ばいである。年１回、民生委員と区長に提

供し、取扱いに注意しつつ見守り活動に活用してもらっているとの答弁でした。 

次に、委員から、生活保護費の医療扶助費が前年度比で減になった要因はとの質疑が

あり、執行部から、被保護者の減少が大きな要因であり、申請数自体が減少している。

社会福祉協議会で実施している資金の貸付けは増加しており、そうした支援により現状

をしのいでいる方が多いのではないかと考えるとの答弁でした。さらに、委員から、生

活保護に該当しない方へのサポート体制はとの質疑があり、執行部から、生活保護に該

当しなくても、不安感を抱えられているのは間違いないので、関係課・関係機関と連携

し、断らない支援を推進していきたいとの答弁でした。関連して、委員から、扶養照会

の結果によって申請を却下した事例はあるのかとの質疑があり、執行部から、扶養義務

者への照会は行なっているものの、扶養義務者からの援助があるということを理由にし

ての却下はないとの答弁でした。 

次に、委員から、放課後児童クラブの運営形態はとの質疑があり、執行部から、定員

や職員数については国の基準があるが、運営形態は市町村で違い、本市は民間主導で実

施しているので、クラブによって内容が異なる。補助については、業務委託という形で

基準に基づき支給し、運営してもらっている。市単独での上乗せ補助はしていないとの

答弁でした。さらに、委員から、保護者の負担額がクラブ間でバラバラだと思うがとの

質疑があり、執行部から、送迎の有無や支援員数などで若干異なる。不公平感は以前か

ら聞いているが、あくまで民間の運営であるので、市としては、見守っている状況であ

るとの答弁でした。 

次に、委員から、一時預かり保育の現状はとの質疑があり、執行部から、本来は保護

者の一時的な都合で保育できないときに預かる制度であるが、一部でその利用目的に沿

わない利用も見受けられるとの答弁でした。 
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次に、委員から、子ども医療費助成について、年齢ごとのデータ集計・分析の予定は

との質疑があり、執行部から、診療報酬明細書等を基に可能であれば分析を進めたいと

の答弁でした。 

次に、委員から、子どもに対する虐待の早期発見の取組はとの質疑があり、執行部か

ら、保育園等に対して積極的な指導を行なっており、疑われる事案があれば、関係機関

へ速やかに通報するよう求めているとの答弁でした。さらに、委員から、虐待の事例は

あるのかとの質疑があり、執行部から、保育園、小中学校すべてで事例はあるとの答弁

でした。さらに、委員から、小中学校での取組はとの質疑があり、執行部から、児童生

徒の健康観察は日々行なっており、虐待担当の校務分掌も置いて学校全体で対応に当た

っているとの答弁でした。 

次に、委員から、コロナワクチンの予防接種費用はどこから支出するのかとの質疑が

あり、執行部から、当面、令和２年度予算を繰越しして執行するが、今後の国の動向次

第で、令和３年度に補正予算を計上する可能性があるとの答弁でした。関連して、委員

から、ワクチン接種のスケジュールはとの質疑があり、執行部から、現時点では、現在

進められている医療関係者への接種終了後、４月中旬頃から施設入所の高齢者及び施設

職員を対象に接種を開始し、その後、順次接種を進め、１２月中には１６歳以上の対象

者への接種は終了したいと考えている。なお、広報たまな４月号と併せてチラシを配布

し、市民への周知を図るとの答弁でした。関連して、委員から、ワクチン接種費用につ

いて、医療機関へ市単独で上乗せ補助はしないのかとの質疑があり、執行部から、接種

費用については、郡市医師会と協議を行なう予定であるとの答弁でした。 

次に、委員から、玉名市玉東町病院設立組合運営負担金に関連して、組合長に病院運

営を監督する権限はあるのかとの質疑があり、執行部から、普段の運営は独立行政法人

である病院が行なうので、1つ1つの事案に介入するのは難しいと思うが、設置者側とし

ては中期目標を示し、それに対する病院側の達成状況などの実績について意見を言うこ

とはできる。単に理事長を決めるだけということではなく、包括的に設置者側の意図に

沿った病院となるよう関与はできるとの答弁でした。 

次に、委員から、学校規模適正化審議会の審議内容はとの質疑があり、執行部から、

現在の学校規模・配置適正化基本計画は、令和３年度までの１０年間の計画である。現

計画の検証も踏まえ、計画期間は未定だが、令和３年度中に新しい計画を策定し、令和

４年度からそれに沿って進めていきたいとの答弁でした。関連して、委員から、中学校

の規模についても審議内容に入るのかとの質疑があり、執行部から、現在は小学校の再

編を審議しているが、将来的にはそうした点を見据える必要もあると感じているとの答

弁でした。 

次に、委員から、これまで協議を進めてきた天水地区の新しい学校づくり委員会は、
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当面、何を行なうのかとの質疑があり、執行部から、新しい計画が策定されてから具体

的な協議を進めることになると思われるので、それまでは、これまでの協議の検証、先

進事例の視察、審議会の協議内容の報告などを行なう予定であるとの答弁でした。 

次に、委員から、ＩＣＴ支援業務について、支援員は本市を専属で担当するのかとの

質疑があり、執行部から、本市専属であり、市内に事務所を設置して学校を訪問する。

また、電話での問合せも可能と考えるとの答弁でした。さらに、委員から、導入予定の

統合型校務支援システムについても支援の対象かとの質疑があり、執行部から、当シス

テムは教職員が使用するものだが、支援を行なってもらうとの答弁でした。 

次に、委員から、小中学校に司書は配置しているのかとの質疑があり、執行部から、

司書は配置していないが、市で図書室補助員を配置しており、１人で１校あるいは２校

を受け持っている。任用に当たり司書資格は不要である。司書資格を有する教職員がい

る場合は、図書教育の主任を務めることが多く、図書室補助員と連携し、図書教育を推

進しているとの答弁でした。 

次に、委員から、玉名中の体育館建設について、国からの補助額の算定方法はとの質

疑があり、執行部から、学級数に応じた基準面積の不足分に国の建築単価を掛けた額の

２分の１が補助額となるとの答弁でした。 

次に、委員から、市民会館の所管が管財課から文化課へ移ったのは、今後の活用を見

据えてかとの質疑があり、執行部から、文化課では、音楽の都玉名づくり事業を所管し

ている。今後、指定管理者の自治振興公社と連携を図りつつ、大ホールを十分に活用し

ながら事業を進めていきたいとの答弁でした。 

そのほか、学習支援事業、過去の予防接種事故、授業目的公衆送信補償金制度、３５

人学級編制事業、博物館の中規模改修工事、玉名第１保育所跡の遺構発掘、桃田運動公

園等指定管理業務、総合体育館の中規模改修設計業務、についても質疑がありました。 

以上、審査を終了し、採決の結果、議第１２号中付託分については、原案のとおり全

員異議なく可決すべきものと決しました。 

次に、議第１３号令和３年度玉名市国民健康保険事業特別会計予算についてでありま

す。 

歳入歳出の総額を８８億４,９９１万７,０００円とするもので、前年度比３億３３５

万８,０００円、３.３％の減であります。また、債務負担行為は２件であります。 

説明後、委員から、県市町村事務処理標準システムは全市町村参加なのかとの質疑が

あり、執行部から、現時点では、２町が不参加であるとの答弁でした。 

次に、委員から、コロナの影響による国保税の減少額はどの程度を見込んでいるかと

の質疑があり、執行部から、加入世帯全体の３割が所得減の影響を受けたと見込み、リ

ーマンショック時の状況を加味して、約３％、５,５００万の減少と見込んでいるとの
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答弁でした。関連して、委員から、減少分は国が補塡するのかとの質疑があり、執行部

から、コロナの影響に伴う減収分については、補塡はないが、令和２年度については、

国保税の減免特例が講じられ、減免による減収分は国が補塡するとの答弁でした。 

以上、審査を終了し、採決の結果、議第１３号については、原案のとおり全員異議な

く可決すべきものと決しました。 

次に、議第１４号令和３年度玉名市後期高齢者医療特別会計予算についてであります。 

歳入歳出の総額を１０億１,０５８万５,０００円とするもので、前年度比３,８３９

万７,０００円、３.９％の増であります。 

説明後、委員から、今後、国保の被保険者が減少し、後期高齢者医療の被保険者が増

加する流れが続くのかとの質疑があり、執行部から、そのとおりであるとの答弁でした。

さらに、委員から、財政的に運営は厳しくなっていくのかとの質疑があり、執行部から、

保険料率は２年に１度見直しが行われており、令和４年度以降分について令和３年度に

検討されるとの答弁でした。 

次に、委員から、保険料の滞納は実質的にどの程度あるのかとの質疑があり、執行部

から、現時点で、約２４０万円であるとの答弁でした。 

以上、審査を終了し、採決の結果、議第１４号については、原案のとおり全員異議な

く可決すべきものと決しました。 

次に、議第１５号令和３年度玉名市介護保険事業特別会計予算についてであります。 

歳入歳出の総額を７７億１,８７１万１,０００円とするもので、前年度比１億１,１

９０万６,０００円、１.４％の減であります。 

説明後、委員から、介護保険料の滞納がある場合、サービスを受けられないなどのペ

ナルティーがあるのかとの質疑があり、執行部から、制度としてはあるものの、今のと

ころ、ペナルティーとしてサービスを制限している事例はないとの答弁でした。 

次に、委員から、介護保険保険者努力支援交付金は何に活用しているのかとの質疑が

あり、執行部から、主に地域支援事業に充当し、地域において、介護予防事業等を実施

しているとの答弁でした。 

以上、審査を終了し、採決の結果、議第１５号については、原案のとおり全員異議な

く可決すべきものと決しました。 

次に、議第２２号玉名市附属機関の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定

についてであります。 

これは、玉名市玉名中央学校給食センター運営委員会等の委員の定数を変更するとと

もに、地域学校協働本部の事業の評価、検証等を行なう玉名市地域学校協働本部運営委

員会を附属機関として新たに設置するため、条例の整備を図るものであります。 

説明後、委員から、地域学校協働本部運営委員会の役割はとの質疑があり、執行部か



－ 309 － 

ら、地域と学校が連携・協働し社会総がかりでの教育の推進を目的に設置する地域学校

協働本部の事業の評価、検証等を行なうとの答弁でした。 

以上、審査を終了し、採決の結果、議第２２号については、原案のとおり全員異議な

く可決すべきものと決しました。 

次に、議第２６号玉名市児童遊園地条例を廃止する条例の制定についてであります。 

これは、玉名市児童遊園地の設置目的を終えたため、条例を廃止するものであります。 

本件に関しては、特に質疑もなく審査を終了し、採決の結果、議第２６号については、

原案のとおり全員異議なく可決すべきものと決しました。 

次に、議第２８号玉名市介護保険条例の一部を改正する条例の制定についてでありま

す。 

これは、介護保険法施行令及び介護保険法施行規則の一部改正に伴い、条例の整備を

図るもので、第８期玉名市高齢者福祉計画及び介護保険事業計画により令和３年度から

令和５年度までの介護保険料が定められたことから、政令及び省令の規定に従い、９段

階の保険料及び減額賦課に係る規定の整備を行なうものであります。 

説明後、委員から、今回の介護保険料見直しについて、県内市町村の動向はとの質疑

があり、執行部から、見込みでは、引上げが１１、据置きが２１、引下げが１３である。

また、本市は約３.４％の上昇となるが、県内４５市町村の中では、高いほうから３０

番目になる見込みであるとの答弁でした。 

以上、審査を終了し、採決の結果、議第２８号については、原案のとおり全員異議な

く可決すべきものと決しました。 

次に、議第３４号玉名市社会体育施設条例の一部を改正する条例の制定についてであ

ります。 

これは、横島体育館、天水体育館、勤労者体育センター及び岱明Ｂ＆Ｇ海洋センター

体育館の４つの社会体育施設の使用料の見直しに伴い、条例の整備を図るもので、営利

を目的とする使用に関する使用料の区分を新たに設けるものであります。 

本件に関しては、特に質疑もなく審査を終了し、採決の結果、議第３４号については、

原案のとおり全員異議なく可決すべきものと決しました。 

次に、議第３７号玉名市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営の基準

に関する条例等の一部を改正する条例の制定についてであります。 

これは、指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関する基準等の一部を改

正する省令の施行に伴い、条例の整備を図るもので、指定地域密着型サービス、指定地

域密着型介護予防サービス等の基準を定める４本の条例について、感染症や災害への対

応力強化、ハラスメント対策の強化等、国が定める基準の改正を踏まえた規定の整備を

行なうものであります。 
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本件に関しては、特に質疑もなく審査を終了し、採決の結果、議第３７号については、

原案のとおり全員異議なく可決すべきものと決しました。 

そのほか、通学路の安全点検などについても、質疑がなされました。 

以上で、今期、文教厚生委員会に付託されました案件の審査報告を終わります。 

○議長（内田靖信君） 以上で、各委員長の報告は終わりました。 

議事の都合により、午後１時まで休憩いたします。 

午前１１時５６分 休憩 

―――――――――――――――――――――― 

午後 １時００分 開議 

○議長（内田靖信君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

日程第２ 質疑・議員間討議・討論・採決 

○議長（内田靖信君） 日程第２、「質疑・議員間討議・討論・採決」を行ないます。 

これより、質疑に入ります。 

ただいままでの各委員長の報告について、質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（内田靖信君） 質疑なしと認めます。 

これより、議員間討議に入ります。 

議員間討議はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（内田靖信君） 議員間討議なしと認めます。 

これより、討論に入ります。 

討論の通告がありますので、発言を許します。 

１８番 前田正治君。 

［１８番 前田正治君 登壇］ 

○１８番（前田正治君） こんにちは。日本共産党の前田正治です。 

私は、今議会に提案されております議案の中で、議第１２号令和３年度玉名市一般会

計予算、議第１５号令和３年度玉名市介護保険事業特別会計予算、議第２４号玉名市一

般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について、議第２８号玉名

市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について、以上につきまして反対であり、

今からその理由を述べます。 

議第１２号についてであります。私は一般質問でも言いましたが、玉名市が今日まで

独自で取り組んできた先進事例、３５人学級が今年度から解消されることについては、

児童へのきめ細かい学習環境を低下させる。また、教師の負担増にもつながることにな
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り、到底容認できません。 

議第１５号、議第２８号は、今年度から始まる第８期の介護保険事業計画に関するも

のであります。介護保険料の基準額が月６,０００円になり、年間では２,４００円の引

上げとなります。厚生労働省は、コロナで経営が厳しい介護事業所の支援策として、デ

イサービスやショートステイなどの報酬単価の加算を決めております。その結果、介護

利用料も上がることになります。介護保険料は１段階から９段階になっていて、１段階

から４段階までは保険料が軽減されております。今日高齢者の生活は、年金支給額の削

減と消費税が１０％に増税になったことで従来にも増して追い詰められております。第

８期の介護保険料が増額になると、さらに高齢者の暮らしを追い詰めることになります。

したがって、介護保険料の引上げには反対であります。 

次に、議第２４号について、この条例改正は職員の住居手当の引下げであります。１

２月の議会では、コロナ禍の下で、人事院勧告における職員期末手当の引下げがありま

した。今度は制度改正による住居手当の引下げであります。度重なる職員の処遇改悪に

私は反対をいたします。 

以上で、討論を終わります。 

○議長（内田靖信君） 通告による討論は終わりましたが、ほかに討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（内田靖信君） これにて、討論を終結いたします。 

議事の都合により、暫時休憩いたします。 

午後 １時０５分 休憩 

―――――――――――――――――――――― 

午後 １時２０分 開議 

○議長（内田靖信君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

事務処理にて時間を費やしましたことをおわび申し上げます。 

これより、採決に入ります。 

まず、予算議案の採決に入ります。 

議第１２号 令和３年度玉名市一般会計予算 

議第１５号 令和３年度玉名市介護保険事業特別会計予算 

以上、予算議案２件については異議がありますので、後に譲り採決いたします。 

議第４号  令和２年度玉名市一般会計補正予算（第１５号） 

議第５号  令和２年度玉名市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号） 

議第６号  令和２年度玉名市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） 

議第７号  令和２年度玉名市介護保険事業特別会計補正予算（第４号） 

議第８号  令和２年度玉名市浄化槽整備事業特別会計補正予算（第２号） 
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議第９号  令和２年度玉名市九州新幹線渇水等被害対策事業特別会計補正予算（第

３号） 

議第１０号 令和２年度玉名市水道事業会計補正予算（第３号） 

議第１１号 令和２年度玉名市公共下水道事業会計補正予算（第４号） 

議第１３号 令和３年度玉名市国民健康保険事業特別会計予算 

議第１４号 令和３年度玉名市後期高齢者医療特別会計予算 

議第１６号 令和３年度玉名市浄化槽整備事業特別会計予算 

議第１７号 令和３年度玉名市水道事業会計予算 

議第１８号 令和３年度玉名市公共下水道事業会計予算 

議第１９号 令和３年度玉名市農業集落排水事業会計予算 

以上、予算議案１４件について、一括して採決いたします。 

ただいま採決に付しております議第４号から議第１１号まで、議第１３号、議第１４

号及び議第１６号から議第１９号までの予算議案１４件に対する各委員長の報告は、い

ずれも可決であります。 

各委員長の報告のとおり決定することに、御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（内田靖信君） 御異議なしと認めます。よって、議第４号から議第１１号まで、

議第１３号、議第１４号及び議第１６号から議第１９号までの予算議案１４件について

は、いずれも原案のとおり決定いたしました。 

議第１２号 令和３年度玉名市一般会計予算について、採決いたします。 

本案は、起立表決により採決いたします。 

ただいま採決に付しております議第１２号に対する委員長の報告は、いずれも可決で

ありますが、異議があります。 

委員長の報告のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

［賛成者起立］ 

○議長（内田靖信君） 起立多数であります。よって、議第１２号については、原案のと

おり決定いたしました。 

議第１５号 令和３年度玉名市介護保険事業特別会計予算について、採決いたします。 

本案は、起立表決により採決いたします。 

ただいま採決に付しております議第１５号に対する委員長の報告は、いずれも可決で

ありますが、異議があります。 

委員長の報告のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

［賛成者起立］ 

○議長（内田靖信君） 起立多数であります。よって、議第１５号については、原案のと
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おり決定いたしました。 

続いて、条例議案の採決に入ります。 

議第２４号 玉名市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定に

ついて 

議第２８号 玉名市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について 

以上、条例議案２件については異議がありますので、後に譲り採決いたします。 

議第２０号 玉名市新型コロナウイルス感染症対策に係る金融円滑化特別資金利子補

給金基金条例の制定について 

議第２１号 玉名市民会館条例の一部を改正する条例の制定について 

議第２２号 玉名市附属機関の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定につ

いて 

議第２３号 玉名市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の

一部を改正する条例の制定について 

議第２５号 玉名市一般職員の旅費に関する条例の一部を改正する条例の制定につい

て 

議第２６号 玉名市児童遊園地条例を廃止する条例の制定について 

議第２７号 玉名市差別をなくし人権を守る条例の一部を改正する条例の制定につい

て 

議第２９号 玉名市墓地公園条例の一部を改正する条例の制定について 

議第３０号 玉名市企業立地促進条例の一部を改正する条例の制定について 

議第３１号 玉名市金栗四三翁住家・資料館条例の一部を改正する条例の制定につい

て 

議第３２号 玉名市新玉名駅自動車駐車場条例の一部を改正する条例の制定について 

議第３３号 玉名市水防協議会条例の一部を改正する条例の制定について 

議第３４号 玉名市社会体育施設条例の一部を改正する条例の制定について 

議第３５号 玉名市水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する

条例の制定について 

議第３７号 玉名市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営の基準に関

する条例等の一部を改正する条例の制定について 

以上、条例議案１５件について、一括して採決いたします。 

ただいま、採決に付しております議第２０号から議第２３号まで、議第２５号から議

第２７号まで、議第２９号から議第３５号まで及び議第３７号の条例議案１５件に対す

る各委員長の報告は、いずれも可決であります。 

各委員長の報告のとおり決定することに、御異議ありませんか。 
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［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（内田靖信君） 御異議なしと認めます。よって、議第２０号から議第２３号まで、

議第２５号から議第２７号まで、議第２９号から議第３５号まで及び議第３７号の条例

議案１５件については、いずれも原案のとおり決定いたしました。 

議第２４号 玉名市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定に

ついて、採決いたします。 

本案は、起立表決により採決いたします。 

ただいま採決に付しております議第２４号に対する委員長の報告は、可決であります

が、異議があります。 

委員長の報告のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

［賛成者起立］ 

○議長（内田靖信君） 起立多数であります。よって、議第２４号については、原案のと

おり決定いたしました。 

議第２８号 玉名市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について、採決いたし

ます。 

本案は、起立表決により採決いたします。 

ただいま採決に付しております議第２８号に対する委員長の報告は、可決であります

が、異議があります。 

委員長の報告のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

［賛成者起立］ 

○議長（内田靖信君） 起立多数であります。よって、議第２８号については、原案のと

おり決定いたしました。 

続いて、その他の議案の採決に入ります。 

議第３６号 普通財産の無償貸付けについて 

議第３８号 工事請負契約の締結について 

議第３９号 財産の取得について 

以上、議案３件について、一括して採決いたします。 

ただいま採決に付しております議第３６号、議第３８号及び議第３９号の議案３件に

対する各委員長の報告は、いずれも可決であります。 

各委員長の報告のとおり決定することに、御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（内田靖信君） 御異議なしと認めます。よって、議第３６号、議第３８号及び議

第３９号の議案３件については、いずれも原案のとおり決定いたしました。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
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日程第３ 委員会の中間報告 

○議長（内田靖信君） 日程第３、「委員会の中間報告」を行ないます。 

有明海沿岸道路及び公共施設建設調査特別委員会に付託中の審査事項については、会

議規則第４５条第２項の規定により、同委員会より中間報告を行ないたいとの申出があ

りますので、この際、これを許します。 

有明海沿岸道路及び公共施設建設調査特別委員長 江田計司君。 

［有明海沿岸道路及び公共施設建設調査特別委員長 江田計司君 登壇］ 

○有明海沿岸道路及び公共施設建設調査特別委員長（江田計司君） こんにちは。有明海

沿岸道路及び公共施設建設調査特別委員会の中間報告をいたします。 

去る２月１５日午前１０時より、第１委員会室におきまして、旧庁舎跡地利活用に関

すること、新玉名駅周辺整備に関することの２件を議題とし、委員会を開催し、質疑と

審査を行ないました。 

まず、旧庁舎跡地利活用に関する急傾斜地崩壊対策工事の状況について執行部より説

明がありました。旧庁舎跡地の活用に関しては、跡地周辺の一体的な展望を描きながら、

にぎわいの創出を図ることを目的に、保育所、図書館、他世代間交流機能を持たせなが

ら、民間施設の導入可能性についてこれまで計画を進めている。旧庁舎跡地の活用事業

は、現在、策定を進めている都市再生整備計画や立地適正化計画に位置づけることで、

その事業費に交付金を充てることを検討している。今年度は、緊急自然災害防止対策事

業債が拡充されたことを受けて、次の展開のためにもこの起債を活用し、この事業を進

めているものである。 

次に、この事業の進捗状況として、旧玉名第１保育所の園舎があった部分において、

昨年末に予備調査を実施した結果、埋蔵文化財は確認されなかった。したがって、昨年

７月に園庭部分の予備調査で確認された遺構について、本調査を実施している。今年度

中には作業が終了する予定である。工事の内容については、警戒区域の指定エリアを削

って高低差を４.９メートルにすること。危険区域の指定エリアに入っていない保育所

跡地は、スロープ状にすること。のり面は標準的な工法として、ブロック積みと今後の

旧庁舎跡地全体の開発の自由度を踏まえた土羽について検討してきたが、県などとの協

議や議員等の意見を参考に、今回工作物で解消するのではなく、角度３０度未満の土羽

で施工することになった。急傾斜地対策工事のポイントとして、保育所側の敷地から４.

９メートルの高さにして、仕上げ後は斜面に防草シートを設置する。また、平場を１０

メートル確保し、現状の高さに合わせ最後に既設フェンスを再利用して設置し完了であ

る。今後のスケジュールとして、工事発注については３月に入札し、業者を決定する予

定である。また、本体工事は、９月以降で、完成は令和４年２月の予定であるとの説明

がありました。 
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委員から、旧庁舎跡地の整備に起債の活用があるが、今後予定の起債の割合と予定は

との質疑に、執行部から、緊急自然災害防止対策事業債は、交付税措置率が７０％であ

るため、前回提示したブロック積み工事の案がおおよそ１億円、市の負担が３,０００

万円、斜面切り土した場合が、工事費がおおよそ５,０００万円、負担が１,５００万円

程度になる。その後の一体的整備については、都市構造再生集中支援事業を活用する予

定で、補助等の割合は５０％になるとの説明でした。 

委員から、跡地は何をやるべきと決めてから工事を行なうべきではないか。民間誘致

の状況はとの質疑に、執行部から、平成２８年度に旧庁舎跡地活用計画の基本計画を策

定したが、白紙となり、令和元年度新たに検討に入ったが、このときの課題として、玉

名第１保育所の建て替え場所が検討されて、今現在は現在地を案として進めているので、

それを受け、全体的に検討しながら進めている。その中で、まずは課題である急傾斜地

を解消すべきとの判断に至り進めている状況である。民間事業者に関しては、国土交通

省の事業を活用し、民間との対応を持って事業の可能性を図っているが、昨年１２月、

九つの事業者と意見交換を行ない、いろんなアイディアをもらい方針を模索中であると

の答弁でした。 

委員から、市としてどうしたいという考えはないのかとの質疑に、執行部から、全体

の方針を定めて発信して、事業の募集を行ないたいと思っているので、改めて報告する

との答弁でした。 

委員から、立地適正化は、補助割合は５０％と４５％があるが、どちらが適正なのか

との質疑に、執行部から、立地適正化計画での都市機能誘導区域に設定する予定なので

５０％になる予定との答弁でした。 

委員から、一番安価な方法の切り土案でしたときの残る有効面積に保育所を建築する

などの案を示していかないとわからないと思うとの意見に、執行部から、図面に切り土

をした場合の有効面積を算出しており、現状が４,１４０平方メートルで、この工事を

した場合が、４,０９０平方メートルとなるが、今後の造成の方法次第で面積が広がる

可能性を含ませてあるとの答弁でした。 

委員から、そうした場合、どのような建物が建つのかとの質疑に、執行部から、これ

は現状と比較した図面であり、現在の保育所の面積がほぼ入る有効面積はある予定で、

どのような形状で建てるかは未定なので、現状だけ示しているとの答弁でした。 

委員から、斜面が切り土ということは、植樹や芝生にできるのかという質疑に、執行

部から、切り土にすると一般的には芝生が多いと思われるとの答弁でした。 

次に、新玉名駅周辺整備に関することで、新玉名駅周辺商業施設等立地促進奨励金の

創設について執行部より説明がありました。まず、新玉名駅周辺の指定区域において、

商業施設等の立地を促進するための奨励金を交付することで、民間による事業の活発化



－ 317 － 

及び雇用機会の拡大につなげること並びに都市拠点としての機能を備えた指定区域の整

備を加速させるとともに、地域住民及び新玉名駅利用者の利便性を確保並びに定住人口

の増加を目的としている。 

次に、整備状況の進捗状況として、第２駐車場の西側エリア６.６７ヘクタールにつ

いて、コロナの影響で、個別に訪問し説明、あわせて商工関係団体にも説明を行なう。

９月に整備方針を公表したことで、民間からの問合せもあり、県に対しても協力要請を

行なった。１１月に地元地権者の説明会を行ない、土地利用意向調査も行なった。意向

調査結果については、８６％が開発に前向きであった。１２月には交通量解析、広域調

整を始めている。広域調整は駅周辺５キロメートル圏内を想定し、玉東町と和水町との

協議中である。１月に市道中牟田線の一部について事業着手している。現在、地権者へ

の説明を終え、境界立会いを予定している。令和３年度に道路の盛土、水路設備に併せ

下水道本管の埋設、令和４年度に舗装を予定している。 

次に、奨励金について、新玉名駅周辺に商業施設等立地することによる、様々なにぎ

わい創出とまちづくりの推進を図り、市民及び駅利用者の利便性の向上、人口減少の抑

制、定住人口の増加を目指し、奨励金を令和３年度から実施する予定。内容については、

事業相手として、地場の小売業者及び開発事業者としている。駅周辺におけるにぎわい

創出の実現に当たり、商業施設の立地が不可欠であるが、具体的な話がないことを踏ま

えて商業施設の立地を促すとともに、地元の盛り上がりということで、地場事業者の参

入が求められている。しかし、地場事業者から単独やテナント出店等を不安視する声も

あることから、地場事業者の立地推進と振興を後押しするための設計としている。対象

者として、市内に本店を有する法人、市内に主たる事業所を有する個人、市内に事業所

がない個人には５年在住の市民などとしており、対象地域は基本計画に定める整備区域

の３５.６ヘクタールとし、優遇措置の内容として、設置奨励金、テナント奨励金、地

場賃貸奨励金を設け、事業期間は令和３年度から１０年間を想定しているとの説明があ

りました。 

委員から、計画区域に道路や誘致内容を示されないままにきていると思うが、具体的

な考えはあるのかとの質疑に、執行部から、整備区域のアプローチは整備ができている

と考えている。区画内の道路は参入の規模によりつくるべきと考えているとの答弁でし

た。 

委員から、いつも話があるばかりで前に進めるための努力をしてほしいとの意見に、

執行部から、民間の事業者と話をしているが、現在はコロナ禍の中、社会経済情勢が停

滞しており、連携が密にとれていないのが現状であるとの答弁でした。 

委員から、人口減少する中、外から大きな資本を入れないと開発できない。そうした

資本を入れることを考えたほうがとの意見でした。 



－ 318 － 

委員から、新幹線の減便の状況などに対する考え方はとの質疑に、執行部から、周り

の社会状況は厳しいと認識しているが、前向きに検討している業者もいるとの答弁でし

た。 

委員から、先々商業施設の駐車場の共同利用は考えているのかとの質疑に、執行部か

ら、開発区域内は共用の駐車スペースを想定しているとの答弁でした。 

委員から、マンションやビジネスホテルの計画はあるのかとの質疑に、執行部から、

マンションについては住民アンケートの結果を記載しているものであるが希望はある。

また、ビジネスホテルについては、話もあっているとの答弁でした。 

以上で、有明海沿岸道路及び公共施設建設調査特別委員会の中間報告を終わります。 

○議長（内田靖信君） 以上で、有明海沿岸道路及び公共施設建設調査特別委員会の中間

報告は終わりました。 

本日の会議時間は、議事の都合により、あらかじめ延長いたします。 

議事の都合により、暫時休憩いたします。 

午後 １時５０分 休憩 

―――――――――――――――――――――― 

午後 ２時３０分 開議 

○議長（内田靖信君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

日程の追加について、お諮りいたします。さきの議会運営委員会の結論に基づき、 

日程第４  市長提出追加議案上程 

議第４０号 令和３年度玉名市一般会計補正予算（第１号） 

日程第５  提案理由の説明 

日程第６  議案の委員会付託 

日程第７  委員長報告 

日程第８  質疑・議員間討議・討論・採決 

日程第９  議員提出議案上程 

議員提出第１号 玉名市議会会議規則の一部を改正する規則の制定について 

議員提出第２号 玉名市議会議員定数条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第１０ 提案理由の説明 

日程第１１ 議員提出議案審議 

以上、日程表のとおり日程に追加いたしたいと思います。 

これに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（内田靖信君） 御異議なしと認めます。よって、日程表のとおり日程に追加する

ことに決定いたしました。 
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＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

日程第４ 市長提出追加議案上程 

○議長（内田靖信君） 日程第４、「市長提出追加議案上程」を行ないます。 

これより、市長提出追加議案を上程いたします。 

議第４０号令和３年度玉名市一般会計補正予算（第１号）の市長提出追加議案１件を

議題といたします。 

お手元に配付しております議案の朗読は、これを省略いたします。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

日程第５ 提案理由の説明 

○議長（内田靖信君） 日程第５、「提案理由の説明」を行ないます。 

ただいまの議案について、提案理由の説明を求めます。 

総務部長 永田義晴 君。 

［総務部長 永田義晴君 登壇］ 

○総務部長（永田義晴君） 本日、追加提案いたしました議第４０号令和３年度玉名市一

般会計補正予算（第１号）について御説明申し上げます。 

今回の補正予算は、新型コロナウイルス感染症対策に早急に対応する経費を補正する

必要が生じましたので御提案いたすものでございます。 

それでは、お手元の資料の１ページをお願いいたします。 

第１表歳入歳出予算補正につきましては、歳入歳出それぞれ１,１１１万円を追加し、

総額を３１２億３,４１１万円とするものでございます。 

歳入につきまして、１５款国庫支出金は１,１１１万円の追加で、新型コロナウイル

ス感染症対応地方創生臨時交付金で今回の補正の財源調整でございます。 

次に、歳出につきましては、令和３年度の本市独自の緊急経済対策第１弾といたしま

して、２事業１,１１１万円を計上いたしております。まず、感染防止対策キャッシュ

レス機器購入等補助金は、感染症防止対策を早急に推進するため、商店会等の団体を対

象として、キャッシュレス決済に係る機器等の導入に要する経費、１事業所当たり５万

円を上限として、導入費用の２分の１を補助するもので、１００事業所分、５００万円

を計上しております。 

次に、飲食店デリバリー支援事業補助金は、商工会議所が実施する２つの事業で、コ

ロナ禍で最も影響を受けている飲食店を支援するため、デリバリーセンターを設置し、

登録飲食店が受注した料理等の宅配を代行するデリバリーセンター事業でございます。

前日までに登録飲食店からの配達依頼を受け、当日消費者の元へ無料で配達を行なうも

のでございます。また、コロナ禍により新たにデリバリーを始められた、飲食店の配達

に係る人件費の一部を助成する雇用維持助成事業の２事業に係る補助金として６１１万



－ 320 － 

円を計上しております。 

以上、主な内容等について御説明申し上げましたが、詳細につきましては、所管の各

委員会において御説明いたしますので、御審議の上、原案どおり御承認賜りますようよ

ろしくお願いいたします。 

○議長（内田靖信君） 以上で、提案理由の説明は終わりました。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

日程第６ 議案の委員会付託 

○議長（内田靖信君） 日程第６、「議案の委員会付託」を行ないます。 

議第４０号令和３年度玉名市一般会計補正予算（第１号）の市長提出追加議案１件を

議題といたします。 

ただいま議題となっております議案１件につきましては、お手元に配付しております

議案付託表のとおり、それぞれ所管の常任委員会に付託いたします。 

 

議案付託表 

総務委員会 

議第４０号 令和３年度玉名市一般会計補正予算（第１号） 

（総則・第１表歳入歳出予算補正 歳入の部） 

 

建設経済委員会 

議第４０号 令和３年度玉名市一般会計補正予算（第１号） 

（第１表歳入歳出予算補正 歳出の部、⑦商工費） 

 

○議長（内田靖信君） 各常任委員会におかれましては、直ちに、審査をお願いいたしま

す。 

委員会審査のため、休憩いたします。 

午後 ２時３６分 休憩 

―――――――――――――――――――――― 

午後 ３時５１分 開議 

○議長（内田靖信君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

日程第７ 委員長報告 

○議長（内田靖信君） 日程第７、「委員長報告」を行ないます。 

これより、各委員会に付託し、審査を終了いたしました議案の経過と結果について、

各委員長の報告を求めます。 
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議第４０号令和３年度玉名市一般会計補正予算（第１号）の市長提出追加議案１件を

議題といたします。 

お手元に配付しております委員会審査報告書の朗読は、これを省略いたします。 

審議の方法は、各委員長の報告の後、質疑、議員間討議、討論の後、採決いたします。 

各委員長の報告を求めます。 

総務委員長 近松惠美子さん。 

［総務委員長 近松惠美子さん 登壇］ 

○総務委員長（近松惠美子さん） 総務委員会に追加付託されました案件は、議案１件で

あります。委員会における審査の経過と結果について、御報告いたします。 

議第４０号令和３年度玉名市一般会計補正予算（第１号）中付託分についてでありま

す。 

歳入歳出それぞれ１,１１１万円を追加し、総額を３１２億３,４１１万円とするもの

で、新型コロナウイルス感染症対策について、早急に対応するためのものであります。 

歳入は、１５款国庫支出金、２項国庫補助金、１目総務費国庫補助金１,１１１万円

の追加は、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金で、今回の補正の財源で

あるとの説明がありました。 

まず、委員から、今回補正に計上している１,１１１万円は今まで交付されていた中

の一部なのか、それとも改めて交付されたものかとの質疑があり、執行部から、令和２

年度に１次交付分から３次交付分まで、総額１３億５,１００万円の内示があっている。

そのうち、１１億円を令和２年度予算の事業に充当しており、令和３年度の財源として

２億４,７００万円が残っている状況である。今回１,１１１万円を補正で計上したとの

答弁でした。 

次に、委員から、キャッシュレス決済における市民からの問合せ等はあっているのか

との質疑があり、執行部から、問合せ等はあっていないとの答弁でした。また、委員か

ら、キャッシュレス決済は玉名市独自のものを導入するのかとの質疑があり、執行部か

ら、既存のキャッシュレス事業者の決済手段への補助になる。端末の導入等のバージョ

ンアップも補助の対象と考えるとの答弁でした。 

以上、審査を終了し、採決の結果、議第４０号については、原案のとおり全員異議な

く可決すべきものと決しました。 

以上で、総務委員会に追加付託されました案件の審査報告を終わります。 

○議長（内田靖信君） 建設経済委員長 田畑久吉君。 

［建設経済委員長 田畑久吉君 登壇］ 

○建設経済委員長（田畑久吉君） 本日、建設経済委員会に付託されました、議案１件に

ついて、審査の経過と結果を報告いたします。 
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議第４０号令和３年度玉名市一般会計補正予算（第１号）中付託分についてでありま

す。 

これは、新型コロナウイルス感染症対策に早急に対応するため、令和３年度の本市独

自の緊急経済対策第１弾として、２事業１,１１１万円を追加するものであります。 

内容は、感染症防止対策を推進するため、商店会等の団体を対象に、キャッシュレス

決済に係る機器等の導入に要する経費、感染防止対策キャッシュレス機器購入等補助金

の追加。コロナ禍で最も影響を受けている飲食店を支援するため、登録飲食店が受注し

た料理等の宅配を代行するデリバリーセンター事業、新たにデリバリーを始められた、

飲食店の配達に係る人件費の一部を助成する雇用維持助成事業の２事業に係る飲食店デ

リバリー支援事業補助金を追加するものであります。 

まず、委員から、飲食店デリバリー支援事業補助金について、緊急事態宣言中に出す

べきであったと思うが、なぜ今なのかとの質疑があり、執行部から、事業を行なおうと

する時期に第２波、第３波があり、商工会議所等でも検討はされていたが、法的基準の

確認などですぐにとりかかれなかったとの答弁でした。これに対し、委員から、対応に

ついてはスピード感が大事だと考える、適切な時期に早めの対応をお願いしたいとの意

見がありました。 

次に、委員から、補助金の申請方法はとの質疑があり、執行部から、登録店舗の募集

は商工会議所が行ない、配達は飲食業組合がされることとなっている。消費者は注文店

舗に前日までに直接発注をし、翌日の配達となるとの答弁でした。 

次に、委員から、補助の対象は登録店舗のみなのかとの質疑があり、執行部から、登

録店舗のみであるため、登録していない事業者は登録を先に行なっていただき、補助の

対象になる必要があるとの答弁でした。 

次に、委員から、飲食店の範囲と事業期間はとの質疑があり、執行部から、地元の飲

食店を対象としており、大手のチェーン店等のデリバリー事業は対象としていない。実

施期間は、食中毒も懸念されることから令和３年５月３１日までとしているが、予算が

なくなり次第事業終了となるとの答弁でした。 

以上、審査を終了し、採決の結果、議第４０号中付託分については、原案のとおり全

員異議なく可決すべきものと決しました。 

以上で、本日、建設経済委員会に付託されました案件の審査報告を終わります。 

○議長（内田靖信君） 以上で、各委員長の報告は終わりました。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

日程第８ 質疑・議員間討議・討論・採決 

○議長（内田靖信君） 日程第８、「質疑・議員間討議・討論・採決」を行ないます。 

これより、質疑に入ります。 
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ただいままでの各委員長の報告について、質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（内田靖信君） 質疑なしと認めます。 

これより、議員間討議に入ります。 

議員間討議はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（内田靖信君） 議員間討議なしと認めます。 

これより、討論に入ります。 

討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（内田靖信君） 討論なしと認めます。 

これより、採決に入ります。 

議第４０号 令和３年度玉名市一般会計補正予算（第１号） 

以上、議案１件について採決いたします。 

ただいま採決に付しております議第４０号に対する各委員長の報告は、いずれも可決

であります。 

各委員長の報告のとおり決定することに、御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（内田靖信君） 御異議なしと認めます。よって、議第４０号については、原案の

とおり決定いたしました。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

日程第９ 議員提出議案上程 

○議長（内田靖信君） 日程第９、「議員提出議案上程」を行ないます。 

これより、議員提出議案を上程いたします。 

議員提出第１号 玉名市議会会議規則の一部を改正する規則の制定について 

議員提出第２号 玉名市議会議員定数条例の一部を改正する条例の制定について 

以上、議員提出議案２件を議題といたします。 

お手元に配付しております議案の朗読は、これを省略いたします。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

日程第１０ 提案理由の説明 

○議長（内田靖信君） 日程第１０、「提案理由の説明」を行ないます。 

ただいまの議員提出第１号について、提案理由の説明を求めます。 

議会運営委員長 德村登志郎君。 

［議会運営委員長 德村登志郎君 登壇］ 
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○議会運営委員長（德村登志郎君） それでは、本日提案いたしました議員提出第１号に

つきまして、提案理由を申し上げます。 

議員提出第１号玉名市議会会議規則の一部を改正する規則の制定についてであります

が、これは、女性をはじめ多様な人材の市議会への参画を促す環境整備を図る観点から、

本会議等の欠席事由を明文化するとともに、行政手続等において原則として押印を廃止

する動向を踏まえ、請願に係る署名押印の見直しを行なうため、規則の整備を図るもの

でございます。 

その主な内容といたしましては、会議及び委員会における欠席事由を、「公務、疾病、

育児、看護、介護、配偶者の出産補助、その他のやむを得ない事由」に改め、出産につ

いては、産前・産後期間にも配慮した規定に改正するものであります。また、請願者の

要件でありました押印について、「署名又は記名押印」に改める旨を規定するために、

規則を改正するものであります。なお、附則としまして、この規則は、公布の日から施

行するものでございます。 

以上で、提案理由の説明を終わります。 

○議長（内田靖信君） 次に、議員提出第２号について、提案理由の説明を求めます。 

９番 松本憲二君。 

［９番 松本憲二君 登壇］ 

○９番（松本憲二君） 皆さん、お疲れでございます。９番、自友クラブの松本でござい

ます。 

議員提出第２号につきまして、提案理由を申し上げます。 

議員提出第２号、玉名市議会議員定数条例の一部を改正する条例の制定について。 

上記の議案を別紙のとおり玉名市議会会議規則第１４条第１項の規定により提出する。 

令和３年３月２６日提出。玉名市議会議員 松本憲二、江田計司、一瀬重隆の以上３

名であります。玉名市議会議長 内田靖信殿。 

玉名市議会議員定数条例の一部を次のように改正する。本則中「２２人」を「２１人」

に改める。なお、附則としまして、施行期日に関し、この条例は、公布の日から施行す

るものでございます。また、適用区分に関し、改正後の玉名市議会議員定数条例の規定

は、この条例の施行の日以後初めてその期日を告示される一般選挙から適用するもので

あります。 

提案理由としては、昨年、発生した新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴い、歳

入の大幅な減収が見込まれる中、議員が自ら身を切る改革を行ない、積極的な議会改革

を断行するため、議員定数を削減する条例の整備を図るものでございます。 

この条例一部改正を提案するに当たり、意見を述べさせていただきます。 

平成２９年改選時には２２人の議員でしたが、平成３０年９月、１１月に２人の議員



－ 325 － 

が辞職をされ、任期満了までとすると約３年間２０人の議員で議会運営を行なってきま

した。２１人という数字は、玉名市議会には３つの常任委員会が構成されており、各委

員会での議論は同数の議員で行なうのが公平であると考えるからであります。今議会の

執行部の説明で税収が約５億円、合併算定替の交付税が約１億円減収ということであり

ます。昨年発生した新型コロナウイルス感染症で、飲食店、ホテル業、観光業をはじめ

様々な業種に多大な業績悪化が見られます。今後も新型コロナウイルス感染症がどのよ

うになるか、先行き不透明であり、市民の皆様も不安を抱えながらの生活が続いていく

と考えられます。このような状況を念頭におき、議員自らが身を切り広く市民の声を拾

い、行政施策の調査、監視をし、専門性の高い政策議論を活発に行ない、市民生活の安

定に努めることが我々の趣旨であると考えます。 

議員各位の賢明なる御判断をお願いし、提案理由といたします。 

○議長（内田靖信君） 以上で、提案理由の説明は終わりました。 

念のために申し上げます。 

議員提出第１号については、委員会提出の議案であるため、会議規則第３７条第２項

の規定に基づき、委員会に付託しないことになっております。 

お諮りいたします。 

ただいま議題となっております議員提出第２号については、議事の都合により、会議

規則第３７条第３項の規定に基づき、委員会付託を省略いたしたいと思います。 

これに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（内田靖信君） 御異議なしと認めます。よって、議員提出第２号については、委

員会付託を省略することに決定いたしました。 

よって、議員提出第１号及び議員提出第２号については、議事の都合により、日程に

従い、引き続き会議にて直接審議を行ないます。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

日程第１１ 議員提出議案審議 

○議長（内田靖信君） 日程第１１、「議員提出議案審議」を行ないます。 

改めて 

議員提出第１号 玉名市議会会議規則の一部を改正する規則の制定について 

議員提出第２号 玉名市議会議員定数条例の一部を改正する条例の制定について 

以上、議員提出議案２件を議題といたします。 

これより、ただいま議題となっております議員提出第１号及び議員提出第２号の審議

に入ります。 

審議の方法は、質疑、議員間討議、討論の後、採決いたします。 
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これより、質疑に入ります。 

議員提出第１号及び議員提出第２号について、質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（内田靖信君） 質疑なしと認めます。 

これより、議員間討議に入ります。 

議員提出第１号及び議員提出第２号について、議員間討議はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（内田靖信君） 議員間討議なしと認めます。 

これより、討論に入ります。 

討論の通告がありますので、発言を許します。 

１８番 前田正治君。 

［１８番 前田正治君 登壇］ 

○１８番（前田正治君） こんにちは。日本共産党の前田正治です。 

議員提出第２号玉名市議会議員定数条例の一部を改正する条例の制定について、私は

議員定数につきましては、２２名の現状維持を求め、この議員提出第２号については反

対をいたします。 

その理由を今から述べます。 

定数を削減することで、現在玉名市議会では、常任委員会、あるいは広報広聴特別委

員会、あるいは一部事務組合議会など、全部で９つの役職がありますが、議員定数を削

減することで、これらについての議員１人当たりの受け持ちがさらに多くなります。削

減することは多くの市民の声を市政に反映するそのパイプが小さくなり、地域住民の意

思を代表する機能が弱まります。削減することで、二元代表制の下での執行機関に対す

る批判や監視機能、提案する機能が物理的に弱体化することになります。削減すること

で当選ラインが引き上がりまして、今日成り手不足の中で、立候補はおのずとしづらく

なります。 

見方を変えまして、それでは２２名は多すぎて削減が必要と、こういうことにつきま

して、客観的に玉名市の立ち位置を見てみますと、議員１人当たりの人口、これは熊本

県内、熊本市を除く熊本県内１３市の中で、玉名市は３番目に多いということになって

います。議員１人当たりの面積は１３市の中で１０番目であります。人口は今日合併以

来人口減少が続いている中で、財政の面から見てみますとどうなのか。歳入総額に占め

る市税の割合は、熊本県内の平均以上、１４市の中で７番目であります。歳出総額に占

める人件費の割合、さっきは歳入総額に占める市税の割合ですね、ちょっと元に戻り言

いますけど、歳入総額に占める市税の割合は、熊本県内で平均以上７番目であります。

歳出総額に占める人件費の割合は、熊本県内平均以下で９番目であります。市税に占め
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る人件費の割合は、熊本県内平均以下で１０番目となっております。 

以上のような指標から、総合して判断しますと、２２名は決して多くないと考えます。

今、提案してあります定数削減案は、コロナ禍で歳入の大幅な減少が見込まれる中で、

議員自らが身を切る議会改革を断行するということでありますが、コロナ禍で市民生活

が厳しさを余儀なくされる中だからこそ、２２名の議員がより活発に議論することが必

要であると考えます。したがって、定数削減につきましては、私は反対いたします。 

以上です。 

○議長（内田靖信君） 通告による討論は終わりましたが、ほかに、討論はありませんか。 

３番 吉田憲司君。 

［３番 吉田憲司君 登壇］ 

○３番（吉田憲司君） お疲れさまです。３番、創政未来の吉田憲司でございます。 

議員提出第２号玉名市議会議員定数条例の一部を改正する条例の制定について、賛成

の立場で討論をさせていただきます。 

まずはじめに、３月１１日の全員協議会におきまして、この議員定数に関し私の意見

を述べさせていただきました。その内容は、今年１０月に予定をされています市議会議

員選挙に伴い、早くも数名の方が立候補を表明され看板を立てるなど、それぞれ活動を

されております。そのような中、このタイミングで議員定数を削減させることはそのほ

かにも立候補を模索されている方々にとっても影響を与えるものと思い、このタイミン

グでの削減には消極的な立場を示したところであります。 

しかしながら、その後も自分自身の心の中でジェットコースターのように、そのまま、

削減と自問自答が数日間続きました。そこで私は、新しく立候補を表明されている方に

直接聞いてみようと思い３人の方に直接お話を伺いました。 

まず、Ａさん。Ａさんは「定数のことは意識していなかった。こだわらない」と言わ

れました。 

次、Ｂさん。Ｂさんは、定数を重要視していないと言われました。 

最後、Ｃさん。Ｃさんは、ずばり「減らしたほうがいい」と言われました。そしてＣ

さんはこうも言われました。「市役所の職員さんや議員さんたちが思っておられる以上

に玉名市の経済状況は厳しいと思いますよ」とおっしゃいました。 

この３人のお言葉を聞いて、４年前の自分のことを思い出しました。志を持って立候

補するときに定数なんかにとらわれていなかったということです。そしてさらに私は、

岱明町公民館のときのように今回３０人近い有権者である市民の皆様の御意見をお聞き

しました。その中で、２２名のままでもいいという方が３名おられました。１名は「多

くの市民の意見を伝えるためにはそれぐらいおってもいいのではないか」と言われまし

た。残りの２人の方は、「ただ減らせばいいという問題ではない。議員さんたちが一生
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懸命仕事をしていることが市民に伝わるならば問題にはならない」という意見でした。

しかし、残りの多くの方々は、「２年半もの間２０人でしてきたんだけん、そのまま２

０人でよかろうだい。そがんせんとまた２名分予算の増ゆったい」ほとんどの方がその

ようなことを言われました。特に私がお伺いした女性の有権者の皆さんは、全員同じ意

見を強く言われました。 

振り返ってみますと、平成３０年１０月から２０名体制となりましたが、金栗四三地

域創造戦略特別委員会は、週に１回開催されるというハードスケジュールにも対応して

きました。この特別委員会は議員自ら議事録等の作成を行ない、ＰＲ動画の製作、撮影

の段取り、また、マラソン部会やＰＲ宣伝部会等に分かれ、議員それぞれが活動を行な

ってきました。そしてその実績を残してきました。そして有権者の皆様が２２名に異論

を唱えられる理由として言われるのが、コロナとそして昨年起こった議会の不祥事です。

「コロナで経済は厳しか。こら多分まだ続くばい」そして不祥事に対しては、議会は何

かを示す必要があるという趣旨の意見が多くありました。また、私は若い人にも聞いて

みようと思いました。そこで男子大学生２名に別々にお話を伺いました。まず、１人目

の大学生は、「実質２０名でやってこれたのであれば、２０名にして、コロナや議会の

不祥事について市民の気持ちにより添う姿勢、そして市民に対して改革をアピールする

いいチャンスではないか」という意見でした。もう１人の大学生は、「コロナや不祥事

に対し、身を切る改革というのは、市民に対してわかりやすいのではないでしょうか」

という意見でした。このお話を伺った段階では、議案の中身を私も知りませんし、市民

の皆様も御存じではないので、条例上の２２名の定数と２年半やってきた２０名の現状

の中での御意見を拝聴しました。また、私自身に向けられた言葉として「おい、新人さ

んのことば心配しよるばってん、今度はお前が一番危なかっぞ」と言われ変な汗が出て

きました。 

以上、今述べてまいりましたように、大学生から高齢者までの有権者、納税者である

市民の皆様に私が伺った限り、削減するという流れのほうが大きいと感じております。

今度の１０月の選挙は、この有権者の皆様によって私たちは審判を受けるのです。この

ように有権者の皆様から伺った御意見を判断材料にさせていただき、議員提出第２号玉

名市議会議員定数条例の一部を改正する条例の制定について、賛成の立場での討論を終

わります。 

○議長（内田靖信君） ほかに、討論はありませんか。 

１９番 作本幸男君。 

［１９番 作本幸男君 登壇］ 

○１９番（作本幸男君） お疲れさまです。新生クラブの作本でございます。 

今回の議員提出第２号、この提出については反対の意見ということで討論をさせてい
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ただきます。 

削減の理由としてコロナということで、これはもう皆さん御存じのとおり、それなり

に税収は減るということは、もう明らかだと思っております。ただ、コロナだけの今日

の提案理由を聞いたときに、コロナが主な理由じゃないかなというふうに感じました。

このコロナも今、おっしゃったとおりいつ終息するのか、ひょっとしたら今年の夏ぐら

いで終わるんじゃないかという考え方も専門家にはおられます。ですからこれがいつと

か、いつまでとかいうことは我々なかなか判断がつかないという状況であるわけですけ

れども、そういったときに、これは言葉が悪いですが、コロナだけで議員の定数を削減、

変えるということはいかがなものかと、少し言葉が悪いんですが、短絡的じゃないかな

というふうに私は思います。 

これまでそれぞれ議員の皆さん方と意見を交換しながら、様々な資料をお伺いしなが

ら、そして県内１４市の状況を聞きながら、調べながらこれまで来たわけですけれども、

今１つ減らして、私は減らすなら２つ。それぐらい思い切った血を流す。そういった議

員の心意気と言うんじゃないかなと、大事じゃないかなと思っております。ですから、

これから４年間、今度の１０月の選挙が終わった４年間のうちに、これからまた皆さん

と一緒に議員の処遇、こういったことを皆さん方と研究しながら、私はそれでも遅くは

ないと思っております。ぜひ、若い人たちが議会に登場したいと、頑張ってみたいとい

う人たちを我々は応援しなきゃいけない。そういったときにこれくらいの、もう少し時

間を取って、いろんな意見を出しながら私は決めていくのが本来じゃないかなと思って

おります。 

それともう一つ、私が議長の時代に偶数だったです。私の議長の時代は。それでも１

人欠席がありました。ですからその議案は同数になったわけです。私も初めてそういう

経験をしましたけれども、議長の判断で採決をしましたけれども、ただ、奇数になりま

すとどうしても同数になる、そういったことが多くなるといいますか、ないのが一番い

いんですけれども、奇数であれ、偶数であれ、欠席が出ればそういったことになるわけ

でありますけれども、やはり奇数であればそういったことがゼロじゃないということで、

可能性が大きいということは私が経験して思っております。 

そういうことで、ぜひ、今からそういったことをしながら、これから皆さん方とまた

一緒になって話合いをしていければなと考えております。 

今日は、私は、この提案には反対ということで、皆さん方にお話をしたところでござ

います。どうぞよろしくお願いします。 

○議長（内田靖信君） ほかに、討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（内田靖信君） これにて、討論を終結いたします。 



－ 330 － 

これより、採決に入ります。 

議員提出第１号玉名市議会会議規則の一部を改正する規則の制定について、採決いた

します。 

議員提出第１号については、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（内田靖信君） 御異議なしと認めます。よって、議員提出第１号については、原

案のとおり決定いたしました。 

議員提出第２号玉名市議会議員定数条例の一部を改正する条例の制定について、採決

いたします。 

本案は、起立表決により採決いたします。 

議員提出第２号については、原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めま

す。 

［賛成者起立］ 

○議長（内田靖信君） 起立少数であります。よって、議員提出第２号については、否決

されました。 

以上で、今期定例会に付議されました事件は、全て議了いたしました。 

ここで、市長より発言の申出があっておりますので、これを許可いたします。 

市長 藏原隆浩君。 

［市長 藏原隆浩君 登壇］ 

○市長（藏原隆浩君） 令和３年第３回定例会の閉会に当たりまして、一言御礼のごあい

さつを申し上げます。 

今議会に提案をさせていただきました、議案に対しましては、慎重に御審議をいただ

き、御承認を賜りましたことに、厚く御礼を申し上げたいと存じます。 

さて、新型コロナウイルス感染症に係る情勢につきましては、今月２１日に、首都圏

の１都３県で、約２か月半に及んだ緊急事態宣言が、ようやく解除されたところでござ

います。今回の緊急事態宣言に伴う対策により、新規感染者数は、短期間で減少し、医

療提供体制の負荷は確実に改善され、効果があったとされる一方で、新規感染者数は、

首都圏を中心に下げ止まりや、一部では、微増傾向となっているところでございます。

また最近では、感染力が強いとされる変異ウイルスの確認例も増えておりまして、第４

波への懸念とともに、まだまだ予断を許さない状況が続いているところでございます。 

ところで、早いもので、来週には４月となり、新年度を迎えることになります。この

たび、令和３年度当初予算の御承認もいただいたところですが、このコロナ禍にあって、

まずは新型コロナウイルス感染症対策を最優先課題として捉えて、その対策と実施に向

けて、しっかりと努力してまいりたいと考えているところでございます。 
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この新型コロナウイルス感染症対策につきましては、地域経済の状況を冷静に注視し

ていくことはもちろんのことでありますが、今後の市民生活におきましても、感染拡大

防止と地域経済活動の両立のために、基本的な感染防止対策と新しい生活様式を根気強

く実践し、徹底することに努めていかなくてはなりません。 

そして、当初から一貫して申し上げておりますが、引き続き、国や県が提示する対策

や、支援策の枠から漏れる部分がないかしっかりと見極めながら、市民の命と暮らしを

守るために、市の実情に応じた施策を迅速かつ適切に実施していきたいと考えておりま

す。 

このような中、令和３年度になりましても、市民の笑顔が人を呼び込むまちの実現と

いう、私の政策理念は、決して揺らぐことはございません。今後も笑顔をつくる１０年

ビジョンの推進に向けて、積極的に努力してまいる所存でございますので、議員各位に

おかれましては、引き続き、御指導と御支援をいただきますよう切にお願いを申し上げ、

閉会に当たりまして、御礼のごあいさつとさせていただきます。 

大変ありがとうございました。 

○議長（内田靖信君） これにて本会議を閉じ、令和３年第３回玉名市議会定例会を閉会

いたします。 

午後 ４時３２分閉会 
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地方自治法第１２３条第２項の規定により、ここに署名する。 
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